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特 集

「欧州政治」のリアル
Ⅰ本特集のねらい
巻頭論文
世界の中の欧州をどう見るか 
―ＥＵの新たな『世界戦略』

　渡邊 啓貴　 日本国際フォーラム上席研究員／
グローバル・フォーラム有識者世話人／帝京大学教授

4 かくし
21-03-319_003_特集Ⅰ-トビラ.indd   421-03-319_003_特集Ⅰ-トビラ.indd   4 2021/06/09   10:43:102021/06/09   10:43:10



本年１月１日、英国は欧州連合（EU）から完全に
離脱した。ジョンソン首相は政治的主権を取り戻し
たとしてこれを歓迎する一方、英国内では、自国経
済への打撃や北アイルランド国境問題の再燃を懸念
する声も噴出している。最近では、感染力の強い新
型コロナウイルスの変異種の広がりを受け、欧州各
国では外出規制の延長や強化を強いられるなど、厳
しい状況が続いている。今、EUでは製薬から軍事
まで多様な分野で自立するべく、「戦略的自立」と
いう考え方が定着しつつあるが、その実現にむけた
課題も残されている。今、欧州では何で起きてお
り、今後のEUはどこに向かうのか、そして日本を
含む国際社会は欧州とどのような関係を構築すべき
なのか。

5 かくし 4かくし
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一　
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
・
米
中
対
立
の
中
の
E
U

欧
州
統
合
は
終
焉
せ
ず
、
次
の
段
階
を
模
索

欧
州
統
合
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
挑
戦
」
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
る
。
国
家
を
超
え
た
「
人
の
移
動
の
自

由
」
や
「
人
権
の
普
及
」
が
容
易
に
実
現
す
る
と
は
誰
も
思
わ
な

い
だ
ろ
う
。「
統
合
」
は
支
配
の
た
め
の
「
帝
国
」
で
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
統
合
に
は
理
想
に
向
か
う
「
意
志
」
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
ま
た
そ
の
意
志
が
あ
る
限
り
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
統
合

の
論
点
は
常
に
そ
こ
に
あ
る
。

同
時
に
統
合
は
危
機
に
遭
遇
し
た
際
に
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た

め
の
各
国
の
「
協
力
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
。
統
合
の
歴
史
と
は
共

通
政
策
の
下
に
民
主
的
な
協
力
に
よ
っ
て
難
題
を
克
服
し
て
き
た

歴
史
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
欧
州
統
合
と
は
「
国
境
を
越
え

た
リ
ス
ト
ラ
」
と
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
だ
と
従
来
筆
者
は
考
え
て
き

た
。
日
本
で
は
欧
州
統
合
を
消
極
的
に
論
じ
る
向
き
が
一
部
に
あ

る
が
、
大
抵
の
場
合
は
米
英
の
メ
デ
ィ
ア
や
そ
れ
を
踏と

う
し
ゅ
う襲

し
た
見

方
だ
。
も
ち
ろ
ん
統
合
実
現
へ
の
道
は
容
易
で
は
な
い
。
最
近
で

も
、
ユ
ー
ロ
圏
危
機
、
移
民
・
難
民
、
テ
ロ
・
治
安
、
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
台
頭
な
ど
、
政
治
、
経
済
、
社
会
基
盤
を
揺
が
せ
る
事
態

が
頻
発
し
て
い
る
。
B
R
E
X
I
T
（
英
国
の
E
U
離
脱
）
後
の

行
く
末
の
見
通
し
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
は
依
然
と
し
て
未
解
決
で
は
あ
る
が
、
統
合
が
終

焉
す
る
気
配
は
な
い
。

欧
州
統
合
は
一
九
五
〇
年
代
、
戦
後
復
興
の
た
め
に
独
仏
が
歴

世
界
の
中
の
欧
州
を
ど
う
見
る
か

—
Ｅ
Ｕ
の
新
た
な
「
世
界
戦
略
」

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
席
研
究
員
／
帝
京
大
学
教
授　

渡
邊
啓
貴

［特集］　　　　　　　　
「欧州政治」のリアル

巻頭論文
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三
月
二
十
九
日
の
E
U
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
サ
イ
ト1
で
公
開
さ
れ

た
ジ
ョ
ゼ
ッ
プ
・
ボ
レ
ル
欧
州
連
合
外
務
・
安
全
保
障
政
策
上
級

代
表
（
E
U
外
相
に
相
当
）
の
週
間
レ
ポ
ー
ト
は
、
三
月
下
旬
ア

ラ
ス
カ
で
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
対
立
の
あ
っ
た
バ
イ

デ
ン
政
権
後
初
の
米
中
外
交
首
脳
会
議
を
受
け
た
E
U
の
基
本
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ボ
レ
ル
が
示
す
世
界
観
は

米
・
E
U
・
中
国
・
ロ
シ
ア
に
よ
る
多
極
構
造
の
世
界
で
あ
る
。

そ
の
中
で
米
欧
と
い
う
「
西
側
世
界
」
に
対
抗
す
る
の
が
中
露
ほ

か
、
北
朝
鮮
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
や
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
原

理
主
義
諸
国
で
あ
る
。
人
権
侵
害
に
対
す
る
欧
米
の
批
判
を
中
露

両
国
は
内
政
干
渉
と
み
な
す
が
、
ボ
レ
ル
は
そ
れ
は
間
違
っ
て
い

る
と
反
論
す
る
。
し
か
し
他
方
で
米
中
対
立
に
見
ら
れ
る
「
二
極

対
立
」
や
「
新
冷
戦
」
へ
の
回
帰
を
E
U
は
決
し
て
望
ま
な
い
と

も
断
言
す
る
。
米
中
対
立
が
招
く
国
際
的
な
不
安
定
が
世
界
を
利

す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
欧
州
は
米
国
と
は

一
線
を
画
す
。

そ
れ
に
中
国
は
米
・
E
U
双
方
に
と
っ
て
最
大
の
貿
易
相
手
国

で
あ
る
。
西
側
の
価
値
観
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
尊
重
は
大
切
だ

が
、
も
は
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
時
代
で
は
な
い
。
実
利
を
尊

重
し
て
い
く
中
で
ル
ー
ル
を
基
礎
と
す
る
安
定
の
た
め
の
多
国
間

史
的
対
立
を
克
服
し
て
協
力
し
た
と
こ
ろ
か
ら
実
質
的
か
つ
本
格

的
に
始
ま
っ
た
。
七
〇
年
代
以
後
の「
ユ
ー
ロ
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」は
、

八
〇
年
代
半
ば
か
ら
開
始
さ
れ
た
非
関
税
障
壁
撤
廃
を
眼
目
と
す

る
域
内
市
場
統
合
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
、
統
合
は
共
通
通
貨
の
導

入
に
ま
で
至
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
財
政
危
機
に
端
を
発
し
た
ユ
ー
ロ

圏
危
機
で
は
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
財
政
統
合
へ
の
一
歩
と
し

て
銀
行
統
合
が
進
ん
だ
。
経
済
統
合
の
傍
ら
共
通
外
交
・
安
全
保

障
・
防
衛
政
策
も
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
復
興
債
発
行
の
決
定
は
、
安
定
財
政
確
保
の
た
め
の
ユ
ー
ロ
債

実
現
へ
の
一
歩
だ
。

表
面
的
な
事
象
を
と
ら
え
て
一
喜
一
憂
す
る
の
は
世
の
常
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
統
合
の
本
質
を
見
誤
る
こ
と
に
な
る
。
い
か

に
し
て
統
合
の
意
志
を
継
続
さ
せ
て
い
く
の
か
。
統
合
の
永
遠
の

課
題
で
あ
る
。

多
極
世
界
の
中
の
E
U
対
外
政
策

―
人
権
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
多
国
間
協
力

こ
こ
で
は
今
日
の
欧
州
の
置
か
れ
て
い
る
世
界
的
立
ち
位
置
を

論
じ
た
い
。
そ
れ
は
日
本
の
一
貫
し
た
対
欧
政
策
形
成
に
と
っ
て

広
い
視
野
か
ら
の
欧
州
の
位
置
づ
け
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
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る
理
想
の
国
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
米
国
の
優

プ
ラ
イ
マ
シ
ー

位
」

を
前
提
に
す
る
。
そ
の
優
位
と
米
国
一
極
支
配
の
世
界
観
は
冷
戦

時
代
初
期
と
冷
戦
終
結
直
後
の
米
国
の
自
己
認
識
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
米
国
の
理
想
主
義
は
善
悪
二
元
論
に
依
拠
し
た
単
独

主
義
に
な
り
が
ち
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
欧
州
は
大
国
主
義
的
発
想
で
あ
る
こ
と
に
は
違

い
は
な
い
の
だ
が
、
多
極
的
世
界
観
が
そ
の
政
策
の
起
点
に
あ

る
。
そ
し
て
単
独
で
行
動
し
う
る
だ
け
の
能
力
は
な
い
の
で
多
国

間
協
力
の
ア
プ
ロ
ー
チ
頼
る
こ
と
に
な
る
。
米
欧
摩
擦
に
は
そ
う

し
た
「
世
界
観
」
と
「
手
段
」
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
点
を
十
分

に
理
解
し
な
い
と
、
欧
州
の
動
き
は
正
し
く
と
ら
え
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。
筆
者
は
今
世
紀
初
め
の
イ
ラ
ク
戦
争
の
時
に
そ
う
し
た

世
界
観
と
外
交
手
法
を
め
ぐ
る
対
立
は
少
な
く
と
も
今
世
紀
半
ば

ま
で
は
続
く
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た2
。

次
頁
の
図
で
言
え
ば
冷
戦
時
代
は
総
じ
て
基
本
的
に
は
一
極
構

造
の
中
で
の
多
国
間
主
義
だ
っ
た
。
冷
戦
終
結
後
イ
ラ
ク
戦
争
に

至
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
一
極
・
単
独
主
義
だ
っ
た
が
、
中
国
の
台

頭
や
イ
ン
ド
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
の
隆
盛
に
よ
る
パ
ワ
ー
シ
フ
ト

と
い
わ
れ
る
現
在
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
多
極
・
単
独
主
義
で
あ
っ

た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
バ
イ
デ
ン
政
権
が
大
き
く
変
化

協
力
を
進
め
て
い
き
、
対
立
を
緩
和
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う

の
が
E
U
の
基
本
姿
勢
だ
。
気
候
変
動
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

な
ど
で
の
中
露
と
の
協
力
関
係
の
糸
口
に
な
る
と
期
待
す
る
。
米

中
衝
突
を
い
か
に
回
避
す
る
か
。
む
し
ろ
そ
の
た
め
の
役
割
を

E
U
は
模
索
す
る
。

二　

�

バ
イ
デ
ン
大
統
領
時
代
の
米
欧
関
係

―
新
た
な
大
西
洋
関
係
の
構
築
は
可
能
か

米
欧
関
係
の
構
造
―「
米
国
の
優
プ
ラ
イ
マ
シ
ー

位
」の
世
界
観
と
政
策
手
段

欧
州
に
と
っ
て
最
大
の
外
交
相
手
国
は
米
国
で
あ
る
が
、
そ
の

関
係
が
心
も
と
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
。
米
欧
関
係
の
本
質
の

最
も
重
要
な
点
は
、
大
西
洋
同
盟
は
パ
ワ
ー
の
不
均
衡
な
同
盟
と

い
う
点
で
あ
る
。
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
（
と
く
に
中
国
の
大
国
化
）
と

は
言
わ
れ
る
が
、
軍
事
・
経
済
・
科
学
技
術
全
般
で
の
米
国
の
相

対
的
優
位
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
だ
。
5
G
な
ど
で
中
国
の
先
進

性
も
指
摘
で
き
る
が
、
宇
宙
産
業
、
ま
た
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

基
幹
産
業
部
門
で
米
国
は
突
出
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
米
国
は
依
然
と
し
て
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の

「
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
」
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
建
国
以
来
の

米
国
の
理
念
で
あ
る
。
米
国
は
常
に
強
く
、
世
界
の
牽
引
車
と
な
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た
政
策
を
模
索
す
る
。

大
西
洋
関
係
の
改
善
の
行
末

現
在
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
歪
ん
で
し

ま
っ
た
米
欧
関
係
の
修
復
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ト
ラ

ン
プ
時
代
に
失
わ
れ
た
米
国
に
対
す
る
欧
州
の
信
頼
感
は
簡
単
に

は
回
復
し
そ
う
に
な
い3
。
す
で
に
大
統
領
選
出
が
決
ま
っ
て
か
ら

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ト
ラ
ン
プ
時
代
に
離
脱
し
た
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
パ
リ
合
意
・
I
N
F
条
約
へ
の
復
帰
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
決
定
し
た
在
独
米
軍
の
配
置
換
え
の
撤
回
な
ど
を
早
々
に
発
表

し
、
イ
ラ
ン
核
合
意
に
関
す
る
交
渉
姿
勢
も
示
し
て
い
る
。
二
月

初
め
に
は
就
任
後
初
め
て
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
外
交
方
針
演
説
を

行
い
、
対
話
に
よ
る
米
欧
同
盟
協
力
の
再
活
性
化
を
提
唱
し
、
同

月
下
旬
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
安
全
保
障
会
議
で
独
裁
政
治
体
制
に

対
抗
し
て
「
民
主
主
義
を
防
衛
し
、
米
欧
は
再
び
連
携
し
、
信
頼

に
足
る
リ
ー
ダ
ー
」
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

し
か
し
ト
ラ
ン
プ
時
代
に
欧
州
諸
国
の
受
け
た
衝
撃
か
ら
の
回

復
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
に
バ
イ
デ
ン
大
統
領
自
身
の
指
導
力

に
欧
州
は
懐
疑
的
だ
。
と
く
に
大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
る
国
内
対
立

の
熾
烈
さ
と
混
乱
ぶ
り
は
米
国
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
大
き
な
負
の

す
る
よ
う
に
は
見
ら
れ
な
い
。
他
方
で
欧
州
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

掲
げ
る
立
場
と
し
て
多
極
的
世
界
の
中
で
多
国
間
関
係
を
重
視
し

図表　米国の優位（Primacy / Democratic dominance） と世界観

（資料）筆者作成（拙稿「グローバル秩序、EUと米国の関係」『EUと新しい国際秩序EUと新しい国
際秩序 ―Brexit後のEU、そして世界―』（21世紀政策研究所　研究プロジェクト報告書）２021
年１月）

西側世界の中で

の米国の優位
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年
前
半
に
E
U
米
国
首
脳
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

三
月
初
め
に
は
イ
ェ
ン
ス
・
ス
ト
ル
テ
ン
べ
ル
グ
N
A
T
O
事

務
総
長
は
、
N
A
T
O
戦
略
概
念
の
見
直
し
や
新
た
な
構
想
「
二

〇
三
〇
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
今
年
後
半
に
開
催
さ
れ
る
首
脳
会

議
を
目
指
し
て
採
択
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
基
本
は
、
①

欧
州
と
米
国
の
間
の
一
体
性
の
強
化
、
②
安
全
保
障
に
対
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
の
拡
大
、
③
ル
ー
ル
を
基
盤
と
す
る
国
際
秩
序
の
た
め

の
米
欧
協
力
だ
。
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
脅
威
に
共
同
で
対
応
で

き
る
体
制
を
目
指
し
、
サ
イ
バ
ー
・
情
報
シ
ス
テ
ム
や
広
範
な
テ

ロ
対
策
協
力
な
ど
を
謳
っ
て
い
る
。

し
か
し
両
者
の
対
立
の
根
は
依
然
と
し
て
深
い
。
そ
の
第
一

は
、
防
衛
負
担
を
め
ぐ
る
議
論
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
欧
州
加

盟
国
の
予
算
負
担
の
増
額
要
求
は
依
然
と
し
て
米
国
の
要
請
と
し

て
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
事
務
総
長
も
、

「
E
U
人
口
の
九
〇
％
以
上
が
N
A
T
O
加
盟
国
に
属
し
て
い
る

の
に
、
N
A
T
O
全
体
の
予
算
額
の
二
〇
％
し
か
負
担
し
て
い
な

い
」
と
指
摘
す
る
。
防
衛
分
担
の
議
論
は
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
時
の
大

西
洋
同
盟
の
再
編
や
七
〇
年
代
初
め
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
時
代
の
西

欧
諸
国
が
相
対
的
に
自
立
し
た
役
割
を
主
張
し
た
政
治
宣
言
を
め

ぐ
る
摩
擦
の
時
か
ら
の
論
争
だ
。「
役
割
分
担
（
バ
ー
ド
ン
・

イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
た
。
二
月
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
外
交
方

針
演
説
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
紙
は
、「
米
国
の

欧
州
復
帰
」
は
「
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
は
い
う
が
、「
権
威
主

義
諸
国
」
に
対
抗
す
る
た
め
に
「
西
側
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
」
に
復

帰
し
た
い
と
言
い
た
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
と
酷
評
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
の
著
名
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
欧
州
外
交
評
議
会
（
E
C
F
R
）

は4
、
昨
年
十
一
月
―
十
二
月
に
E
U
加
盟
国
で
実
施
し
た
世
論
調

査
に
お
い
て
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な
っ
て
E
U
と
の
関
係
が
「
大

き
く
改
善
す
る
」
と
答
え
た
人
は
全
体
の
一
七
％
、「
米
国
の
政

治
シ
ス
テ
ム
は
壊
れ
て
い
る
」
と
い
う
悲
観
的
な
見
方
を
す
る
人

の
数
は
全
体
で
六
一
％
に
達
し
た
。
欧
州
の
米
国
に
対
す
る
不
信

感
は
強
い
。

し
か
し
E
U
も
手
を
拱
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
欧
州
委
員

会
は
バ
イ
デ
ン
政
権
が
始
動
す
る
前
の
二
〇
二
〇
年
十
二
月
「
グ

ロ
ー
バ
ル
チ
ェ
ン
ジ
に
向
け
た
E
U
の
米
国
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
を

発
表
し
た
。
そ
れ
は
欧
州
の
方
か
ら
先
手
を
打
つ
意
味
が
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
、
地
球
温
暖
化
対
策
・
グ
リ
ー
ン

デ
ィ
ー
ル
、
デ
ジ
タ
ル
・
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
の
安
全
保
障
、
貿
易

面
の
協
力
、
共
通
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
価
値
観
に
立
っ
た「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
平
和
と
安
定
の
た
め
の
協
力
」
の
呼
び
か
け
、
二
〇
二
一
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れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
域
内
統
合
推
進
の
た
め
の
求
心
力
を
強
化

す
る
た
め
の
包
括
的
な
議
論
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
E
U
独
自

の
財
源
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
税
・
国
境
炭
素
税
導
入
、
次
世
代
半

導
体
生
産
世
界
シ
ェ
ア
二
〇
％
・「
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
」・
I
T
専
門
家
二
〇
〇
〇
万
人
養
成
な
ど
を
含
む
「
デ
ジ
タ

ル
コ
ー
パ
ス
」、
ド
ル
へ
の
依
存
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
の
最
大

三
二
五
〇
億
ユ
ー
ロ
に
上
る
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
（
環
境
債
）」

な
ど
経
済
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
戦
略
的
分
野
に
お
け
る
統
合

の
目
標
は
、
将
来
の
自
立
を
意
味
す
る
。
ド
イ
ツ
国
際
安
全
保
障

研
究
所
（
S
W
P
） 

に
よ
る
と
、
欧
州
の
自
立
と
は
、「
他
国
の

強
制
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
思
に
よ
る
判
断
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
今
後
E
U
は
「
戦
略
的
自
立
」
を
広
義
に
理
解

し
た
う
え
で
多
岐
に
及
ぶ
分
野
に
適
応
さ
せ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

「
戦
略
的
自
立
」
と
い
う
表
現
で
当
時
明
示
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
が
、
防
衛
分
野
で
の
自
立
志
向
は
一
九
九
八
年
英

仏
首
脳
会
議
で
の
欧
州
共
通
防
衛
政
策
の
合
意
で
形
を
作
り
始

め
、
今
世
紀
冒
頭
の
イ
ラ
ク
戦
争
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
す
で
に

強
ま
っ
て
い
た
。
〇
三
年
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
後
、
独
仏
を
中
心
に

欧
州
部
隊
の
設
立
が
決
定
さ
れ
、
〇
五
年
に
は「
欧バ

ト
ル
・
グ
ル
ー
プ

州
戦
闘
集
団
」

の
設
立
も
決
定
し
て
い
た
（
未
実
現
）。
冷
戦
終
結
直
後
の
九
〇

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）」
は
米
欧
同
盟
、
そ
し
て
日
米
同
盟
の
永
遠
の

課
題
で
あ
る
。

戦
略
的
自
立5

―
E
U
の
生
き
残
り
戦
略

そ
う
し
た
米
国
へ
の
不
信
感
の
増
幅
が
欧
州
の
自
立
志
向
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。
と
く
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
欧
州
の
N
A
T
O

加
盟
国
に
対
し
て
防
衛
費
の
増
額
を
要
請
し
、
そ
れ
が
実
現
し
な

け
れ
ば
在
欧
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
と
迫
っ
た
こ
と
は
欧
州
の
自
立

を
強
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
立
と
い
う
と
フ
ラ
ン
ス

特
有
な
政
策
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
二
〇
一
六
年
十
一
月

に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
当
選
直
後
、
最
初
に
欧
州
の
自
立
を
強
調
し

た
の
は
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
独
仏
を
中

心
と
す
る
N
A
T
O
内
「
欧
州
派
」
の
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。

欧
州
は
す
で
に
二
〇
一
六
年
に
戦
略
ペ
ー
パ
ー
『
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
』
で
「
戦
略
的
自
立
」
を
打
ち
出
し
、
翌
年
十
二
月
に
は
常

設
防
衛
協
力
枠
組
み
（
P
E
S
C
O
）
の
設
立
を
決
定
し
た
。
一

九
年
六
月
に
は
「
安
全
保
障
／
防
衛
上
の
協
力
強
化
」
の
た
め
に

安
保
・
防
衛
実
施
計
画
・
欧
州
防
衛
行
動
計
画
・
E
U
／

N
A
T
O
協
力
向
上
を
新
た
に
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
「
戦
略
的

自
立
」
は
一
般
に
E
U
の
対
外
・
安
全
保
障
政
策
の
中
で
論
じ
ら
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に
し
て
も
打
ち
上
げ
花
火
的
な
意
味
が
大
き
い
が
、
そ
の
財
政
基

盤
と
な
る
欧
州
防
衛
基
金
に
よ
る
財
政
的
支
援
が
ど
こ
ま
で
可
能

か
。
戦
略
的
自
立
の
実
現
を
疑
問
視
す
る
声
も
大
き
い
。

中
で
も
S
W
P
の
報
告
書
で
は6
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な
っ
て
も

米
欧
間
の
経
済
摩
擦
と
防
衛
費
負
担
問
題
が
大
き
く
改
善
す
る
と

は
み
て
い
な
い
。
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な
っ
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

時
代
の
米
国
の
保
護
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
簡
単
に
変
わ
る

と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
だ
。
S
W
P
の
報
告
書
は
W
T
O
の
近
代

化
の
再
編
、
欧
州
へ
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

「
ノ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
2
」
建
設
の
た
め
の
米
露
関
係
の
改
善
、

5
G
を
め
ぐ
る
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
ー
」
を
め
ぐ
る
米
欧
間
の
摩
擦
を

改
善
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
の
米
欧
協
調
の

必
要
性
、
中
国
の
侵
略
的
な
経
済
拡
張
に
対
す
る
共
同
ア
プ
ロ
ー

チ
の
提
案
な
ど
を
提
唱
す
る
。

三
　� 「
イ
ン
ド
太
平
洋
」に
拡
大
す
る
欧
州
の

「
世
界
戦
略
」

E
U
の「
イ
ン
ド
太
平
洋
」戦
略

最
近
、
欧
州
の
対
外
政
策
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
英
独
仏

蘭
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
強
化
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
欧
州

年
代
前
半
独
仏
合
同
旅
団
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
を
核
に
「
欧
州
軍

団
」（Eurocorps

）
な
ど
の
緊
急
展
開
部
隊
が
い
く
つ
も
設
立

さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
も
P
E
S
C
O
以
外
に
「
英
国
統
合
遠
征

部
隊
（
J
E
F
）」
や
フ
ラ
ン
ス
中
心
の
「
欧
州
介
入
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
（
E
I
I
）」
な
ど
が
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
設
立
さ

れ
た
。
い
ず
れ
も
危
機
管
理
の
た
め
の
多
国
籍
緊
急
展
開
部
隊

だ
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
の
米
欧
摩
擦
の
中
で
そ
う
し
た
欧
州
の

自
立
の
機
運
は
独
仏
を
中
心
に
一
層
高
ま
っ
て
い
た
。

実
は
こ
う
し
た
欧
州
の
姿
勢
の
背
景
に
は
米
国
の
影
響
力
後
退

の
認
識
が
あ
る
。
先
の
E
C
F
R
の
調
査
で
も
「
一
〇
年
後
に
中

国
が
米
国
を
上
回
る
パ
ワ
ー
に
な
る
」
と
答
え
た
人
は
六
〇
％
近

く
に
上
る
。
欧
州
で
は
も
は
や
米
国
の
影
響
力
は
大
き
く
後
退
し

始
め
た
と
見
る
向
き
が
強
い
の
で
あ
る
。
中
国
の
台
頭
と
ロ
シ
ア

の
復
活
に
よ
る
多
極
的
世
界
の
中
で
欧
州
が
自
立
す
る
こ
と
は
不

可
欠
と
い
う
意
見
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
欧
州

の
多
極
的
世
界
観
は
冷
戦
終
結
後
ま
も
な
く
九
〇
年
代
半
ば
か
ら

発
生
し
て
次
第
に
膨
ら
ん
で
き
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
対
欧
州

政
策
は
そ
れ
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
戦
略
的
自
立
と
い
っ
て
も
、
先
の
欧
州
の
い
ろ
い
ろ
な
試
み

が
十
分
に
成
果
を
上
げ
て
い
な
い
こ
と
も
確
か
だ
。
P
E
S
C
O
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太
平
洋
地
域
は
、
世
界
人
⼝
と
そ
の
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
の

そ
れ
ぞ
れ
六
〇
%
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
世
界
の
中
間
層
二
十
四

億
人
の
う
ち
九
〇
%
が
居
住
す
る
地
域
で
あ
り
、
世
界
で
も
っ
と

も
重
要
な
地
域
だ
。
　
　
　

し
か
し
現
実
に
は
こ
の
地
域
で
は
貿
易
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

は
、
不
安
定
な
政
治
・
安
全
保
障
環
境
の
中
に
あ
る
が
、
世
界
の

海
上
貿
易
の
六
割
は
こ
の
地
域
を
舞
台
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
欧

州
諸
国
に
と
っ
て
も
こ
の
地
域
の
海
運
航
路
は
安
全
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
「
戦
略
」
は
日
本
が
提
唱
す
る
「
自
由
で

開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
戦
略
と
符
合
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
に

欧
州
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
確
保
し
た
い
と
い
う
世
界
戦
略
の
意
味
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

し
か
も
E
U
が
指
摘
す
る
「
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
」
と
は
、
ア

フ
リ
カ
の
東
海
岸
か
ら
太
平
洋
諸
島
諸
国
ま
で
を
包
含
す
る
広
範

な
地
域
を
意
味
す
る
。
日
本
で
議
論
さ
れ
て
い
る
東
シ
ナ
海
を
中

心
と
し
た
コ
ミ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
い
。
欧
州
か
ら
見
る
こ
の
地
域

は
権
威
主
義
的
体
制
が
分
布
す
る
地
域
だ
。
し
た
が
っ
て
、
E
U

の
関
与
は
、
⺠
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
な
ど
の
価
値
規
範
を

め
ぐ
る
関
与
も
含
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
開
発
協
力
・
人
道
援

助
・
気
候
変
動
・ 
生
物
多
様
性
・
環
境
汚
染
・
感
染
予
防
/
保

主
要
国
の
ア
ジ
ア
・
シ
フ
ト
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
E
U
の
「
世

界
戦
略
」
の
一
環
と
性
格
づ
け
て
い
る
。

E
U
は
二
〇
一
八
年
九
月
「
欧
州
・
ア
ジ
ア
連
結
性
戦
略
」、

一
九
年
四
月
、
日
E
U
定
期
首
脳
会
議
で
欧
州
・
ア
ジ
ア
連
結
性

に
関
す
る
協
力
を
確
認
、
一
九
年
九
月
「
欧
州
連
結
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
安
倍
首
相
（
当
時
）
出
席
の
、「
持
続
可
能
な
連
結
性
と

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
日
E
U
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
文

書
に
署
名
し
た
（
令
和
二
年
版
「
外
交
青
書
」）。

そ
し
て
二
〇
一
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
、
二
〇
年
九
月
に
は
ド
イ
ツ
、

そ
し
て
本
年
三
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
ア
ジ
ア
戦
略
・
世
界
戦

略
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
イ
ン
ド
太
平
洋
の
位
置
づ
け
を
行
っ
て

い
る
（
後
述
）。
今
後
ド
イ
ツ
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
や
英
国
空
母
「
ク

イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
」（
二
〇
二
一
年
夏
）
が
東
ア
ジ
ア
に
来
航

す
る
予
定
だ
。
筆
者
も
二
〇
一
八
年
に
渡
仏
し
た
折
、
日
本
大
使

館
主
催
の
会
合
で
日
仏
の
海
洋
安
全
協
力
に
つ
い
て
講
演
す
る
機

会
が
あ
っ
た
が
、
防
衛
関
係
者
の
間
で
中
国
の
脅
威
と
イ
ン
ド
・

太
平
洋
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

四
月
十
六
日
、
E
U
は
「
イ
ン
ド
太
平
洋
協
力
戦
略
（
以
下

『
戦
略
』）」
の
結
論
（
骨
子
）
を
発
表
し
た
（
公
式
の
イ
ン
ド
太

平
洋
戦
略
は
本
年
九
月
に
発
表
予
定
）。「
戦
略
」
で
は
、
イ
ン
ド
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圏
の
E
U
加
盟
国
に
接
近
し
て
い
た7
。
そ
れ
が
E
U
の
連
帯
に
楔

を
さ
す
も
の
で
な
い
は
ず
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
も
含
め

て
欧
州
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
中
国
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
に
力

を
入
れ
始
め
た
。
明
示
的
な
大
き
な
政
策
上
の
変
化
は
、
E
U
が

二
〇
一
九
年
三
月
『
E
U
・
中
国
戦
略
展
望
』
と
い
う
対
中
戦
略

を
公
開
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
中
国
を
、
①
交
渉
相

手
、
②
経
済
的
競
争
者
、
③
シ
ス
テ
ム
・
ラ
イ
バ
ル
（
体
制
競
争

者
）
と
性
格
づ
け
た
。
と
く
に
、
中
国
を
「
シ
ス
テ
ム
・
ラ
イ
バ

ル
」
と
性
格
づ
け
た
こ
と
は
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
。
ま
さ
に
価

値
観
や
考
え
方
の
違
い
を
明
確
に
し
た
E
U
か
ら
の
中
国
へ
の
牽

制
で
あ
っ
た
。
E
U
は
単
な
る
経
済
的
パ
ー
ト
ナ
ー
や
言
葉
の
上

だ
け
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
脱
し
て
、
人
権
擁
護
・
民
主
的

体
制
の
擁
護
を
含
む
是
々
非
々
の
議
論
を
踏
ま
え
た
合
理
的
な
対

中
外
交
の
意
思
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
以
来
の
習

近
平
の
「
中
国
の
夢
」「
一
帯
一
路
」
構
想
に
対
す
る
E
U
の
警

戒
感
が
顕
在
化
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

今
年
三
月
二
十
二
日
、
E
U
外
相
理
事
会
は
、
人
権
侵
害
を
理

由
に
新
疆
ウ
ィ
グ
ル
地
区
の
政
府
関
係
者
四
人
と
一
団
体
を
対
象

と
し
た
制
裁
を
採
択
し
た
。
E
U
の
対
中
制
裁
は
天
安
門
事
件
直

後
以
来
三
〇
年
ぶ
り
だ
。
す
で
に
二
〇
年
十
二
月
に
E
U
は
「
グ

健
衛
生
・
人
権
や
航
行
の
自
由
を
含
む
国
際
法
の
順
守
な
ど
へ
の

全
般
的
な
関
与
戦
略
で
あ
る
。

欧
州
の「
警
戒
」と「
接
近
」
―
日
本
外
交
へ
の
両
刃
の
剣

そ
れ
は
中
国
の
膨
張
に
ど
う
備
え
る
か
と
い
う
問
い
の
答
え
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
中
国
脅
威
論
」
へ
の
対
応
で
あ
る
。
も
と
も

と
欧
州
の
中
国
へ
の
対
応
は
微
妙
だ
。
E
U
主
要
国
が
中
国
に
対

し
て
経
済
関
係
重
視
の
立
場
か
ら
対
中
宥
和
的
姿
勢
を
と
っ
て
き

た
の
は
確
か
だ
が
、
筆
者
は
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
ど
こ
で
論
調
が

変
わ
る
の
か
と
注
意
し
て
見
守
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
筆
者
は
な

ぜ
中
国
の
負
の
実
態
を
欧
州
の
メ
デ
ィ
ア
が
ほ
と
ん
ど
論
じ
な
い

の
か
と
訝
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
変
化
だ
が
や
は
り
メ

デ
ィ
ア
で
は
二
〇
一
三
年
前
後
で
あ
っ
た
と
思
う
。
つ
ま
り
習
近

平
国
家
主
席
が
「
中
国
の
夢
」
を
語
り
、「
一
帯
一
路
」
構
想
が

公
に
さ
れ
た
頃
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
週
刊
誌
な
ど
が
、

中
国
特
集
を
組
み
「
少
子
・
老
齢
化
社
会
」「
経
済
・
社
会
格
差
」

を
論
じ
始
め
た
の
が
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
国
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
の
ユ
ー
ロ
危
機
に
際
し
て
多
額
の
支

援
を
行
い
、
E
U
か
ら
大
き
な
期
待
感
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い

た
が
、
二
〇
一
二
年
に
は
「
十
六
プ
ラ
ス
一
」
い
う
形
で
旧
東
欧
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と
異
な
る
。
欧
州
の
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
心
拡
大
は
ア
ジ
ア
へ

の
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
を
前
提
と
し
た
欧
州
の
世
界
戦
略
の
延
長
に
あ

る
と
み
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
・
太
平
洋
地
域
は
今
後

世
界
で
最
も
発
展
の
可
能
性
の
あ
る
地
域
で
あ
る
と
同
時
に
、
領

土
紛
争
・
脆
弱
な
安
全
保
障
環
境
・
人
権
抑
圧
・
テ
ロ
・
不
正
取

引
・
不
法
売
買
な
ど
、
規
範
と
秩
序
の
混
乱
す
る
不
安
定
な
地
域

で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
欧
州
主
要
国
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
傍
ら
、
そ
の
秩
序
の
安
定
に
協
力

し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
み
る
の
が
正
し
い
見
方
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
経
済
利
益
の
追
求

ば
か
り
で
は
な
く
、
紛
争
解
決
プ
ロ
セ
ス
介
入
な
ど
に
積
極
的
な

政
治
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大
を
も
含
む
コ

ミ
ッ
ト
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。 

日
本
外
交
当
局
が
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
を
推
進
す
る
う
え
で
欧

州
と
の
協
力
の
発
展
を
図
り
た
い
と
い
う
趣
旨
は
筆
者
も
大
賛
成

で
あ
り
、
そ
の
努
力
は
支
持
し
た
い
。
し
か
し
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
し
て
日
本
外
交
の
長
期
的
視
野
の
な
か
で
整
合
性
を
持
た
せ
て

い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
準
備
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
航
行
の
安
全
と
自
由
や
人
権
擁
護
の
た
め
の
協
力
は
米

欧
・
日
欧
で
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
中
国
包
囲
網
形
成
の
た
め

ロ
ー
バ
ル
人
権
制
裁
制
度
」
と
い
う
形
で
加
盟
国
が
合
意
し
や
す

い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
こ
の
分
野
で
の
行
動
を
強
化
し
て
い

た
。
た
だ
し
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
制
裁

は
中
国
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
・
南
ス
ー

ダ
ン
・
リ
ビ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
の
政
府
関
係
者
に
対
す
る
制
裁
決

議
も
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
軍
ク
ー

デ
タ
ー
の
首
謀
者
で
あ
る
国
軍
関
係
者
十
一
人
も
制
裁
の
対
象
と

し
た
。
特
定
の
国
を
的
に
し
た
政
策
で
は
な
く
、
よ
り
普
遍
性
を

配
慮
し
た
、
い
わ
ば
包
括
的
制
裁
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
E
U
は
昨
年
末
に
は
E
U
・
中
国
包
括
投
資
協
定
を

締
結
し
た
。
一
言
で
い
え
ば
、
欧
州
の
対
中
姿
勢
は
「
警
戒
」
と

「
接
近
」
の
両
様
戦
略
だ
。
欧
州
で
は
中
国
が
米
国
を
凌
駕
す
る

の
も
時
間
の
問
題
と
真
剣
に
と
ら
え
る
向
き
も
強
く
、
米
中
関
係

で
は
「
中
立
」
を
主
張
し
て
き
た
が
、
先
の
E
C
F
R
の
調
査
で

も
米
中
対
立
に
は
「
中
立
」
を
支
持
す
る
人
が
六
〇
％
だ
。
欧
州

と
し
て
は
「
新
冷
戦
」
と
呼
ば
れ
る
米
中
二
極
対
立
に
巻
き
込
ま

れ
た
く
な
い
と
い
う
の
が
本
音
だ
。

一
部
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
き
て
英
仏
独
欧
州
主
要
国

が
、
急
に
ア
ジ
ア
・
シ
フ
ト
し
、
反
中
国
包
囲
網
へ
の
積
極
姿
勢

を
示
し
た
と
い
う
解
釈
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
事
実
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二
〇
二
一
年
三
月
に
英
国
は
『
競
争
的
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ブ
リ
テ
ン
、
安
全
保
障
・
防
衛
・
開
発
・
外
交
政
策
の
統
合
レ

ヴ
ュ
ー
』
を
発
表
し
た
。
新
た
な
レ
ヴ
ュ
ー
の
作
成
の
背
景
に
は

二
〇
一
五
年
に
発
表
さ
れ
た
『
戦
略
防
衛
・
安
全
保
障
レ

ヴ
ュ
ー
』
の
時
と
は
国
際
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
と
い
う
認
識

が
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
第
一
に
E
U
を
離
脱
し

た
英
国
自
身
の
周
辺
環
境
の
変
化
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
レ
ヴ
ュ
ー

は
今
後
一
〇
年
後
の
次
世
代
の
世
界
に
お
け
る
英
国
の
役
割
と
行

動
の
た
め
の
新
た
な
他
分
野
に
ま
た
が
る
壮
大
な
「
世
界
戦
略
」

で
あ
る
。
大
前
提
と
な
る
国
益
と
し
て
は
英
国
市
民
の
主
権
・
安

全
保
障
・
繁
栄
の
獲
得
を
民
主
的
価
値
の
も
と
に
実
現
す
る
こ
と

だ
。
法
の
支
配
、
言
論
・
信
仰
の
自
由
、
権
利
の
平
等
な
ど
普
遍

的
人
権
擁
護
と
そ
の
た
め
の
関
与
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
英
国
を
含

む
欧
州
諸
国
、
後
に
述
べ
る
独
仏
の
戦
略
文
書
に
共
通
の
見
解
で

あ
る
。
そ
の
う
え
で
こ
の
レ
ヴ
ュ
ー
は
世
界
の
国
々
と
様
々
な
イ

シ
ュ
ー
を
通
し
て
協
力
し
て
い
く
世
界
共
有
善
の
た
め
に
行
動
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
影
響
力
を
持
つ
国
と
し
て
英
国
を
再
認
識
す
る

こ
と
を
説
い
て
い
る
。
特
に
貿
易
国
と
し
て
シ
ー
レ
ー
ン
の
安
全

確
保
を
重
視
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
す
で
に
二
〇
一
三
年
の
段
階
で
安
倍
政
権
の
学
術
・

の
政
治
外
交
協
力
に
ど
の
よ
う
な
形
で
つ
な
が
っ
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
日
本
の
外
交
当
局
は
イ
ン

ド
太
平
洋
で
欧
州
が
協
力
者
と
同
時
に
重
要
な
交
渉
相
手
ば
か
り

か
競
争
相
手
と
な
る
可
能
性
も
頭
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
欧
州
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
ア
ジ
ア
に
お
け

る
対
米
・
中
関
係
に
と
っ
て
両
刃
の
剣
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

英
独
仏
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略

そ
の
こ
と
は
英
仏
独
の
イ
ン
ド
太
平
洋
政
策
を
見
る
と
明
ら
か

だ
。欧

州
主
要
国
の
ア
ジ
ア
シ
フ
ト
は
合
戦
直
後
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
が
、
安
全
保
障
面
も
含
む
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
調
し
始
め
る
の
は

英
国
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」
を
打
ち
出
し

B
R
E
X
I
T
を
決
定
し
た
二
〇
一
六
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
当
時

の
離
脱
支
持
派
の
離
脱
正
当
化
の
主
張
に
は
、
英
国
が
主
権
を
取

り
戻
し
た
後
、
中
国
・
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
英
国
の
E
U
離
脱
と
世
界
大
の
対
外
関
係
の
拡
大
・
強

化
は
表
裏
の
関
係
で
も
あ
っ
た
。
大
英
帝
国
と
ま
で
い
わ
な
く
と

も
、
そ
れ
は
英
連
邦
が
再
生
し
て
世
界
へ
の
活
路
を
見
出
し
て
い

こ
う
と
い
う
期
待
で
あ
る
。
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る
「
居
住
パ
ワ
ー
」
と
自
称
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
ド
・
ア
フ

リ
カ
諸
国
と
の
連
携
も
含
む
地
理
的
に
広
い
範
囲
の
協
力
を
強
調

す
る
。
そ
う
し
た
中
で
「
米
中
対
立
」
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
は
こ
う

し
た
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
な
関
係
に
罅
を
入
れ
る
好
ま
し
か
ら
ざ
る

事
態
と
フ
ラ
ン
ス
は
み
な
し
て
お
り
、
他
方
で
中
国
と
の
包
括
的

戦
略
パ
ー
ト
シ
ッ
プ
を
強
化
し
、
協
力
関
係
も
重
視
す
る8
。
こ
の

地
域
で
の
領
土
問
題
に
は
基
本
的
に
立
ち
入
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス

の
海
軍
艦
船
の
派
遣
は
象
徴
的
な
性
格
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、

二
〇
一
九
年
三
月
に
空
母
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
が
こ
の
地
域
に

派
遣
さ
れ
て
お
り
、
今
後
年
に
二
回
以
上
南
シ
ナ
海
に
空
母
が
来

航
す
る
予
定
だ
。
日
仏
関
係
は
二
〇
一
四
年
に
オ
ラ
ン
ド
前
大
統

領
が
来
日
し
た
際
に
日
本
が
欧
州
と
初
め
て
の
「
二
プ
ラ
ス
二

（
外
務
・
防
衛
閣
僚
定
期
会
議
）」
の
取
り
決
め
を
フ
ラ
ン
ス
と
締

結
し
た
歴
史
的
経
緯
を
持
っ
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
九
月
に
公
表
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
『
イ
ン
ド
・
太
平

洋
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
第
一
の
特
徴
は
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
「
イ

ン
ド
太
平
洋
地
域
」
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
明
確
な
地
理
上
の
定

義
に
よ
る
空
間
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
二
一
世
紀
の
国

際
秩
序
形
成
の
未
来
を
担
う
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域
と
し
て
漠
然
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
地
域
で
は
ま
だ
強
固
な
国

官
僚
と
の
接
触
を
通
し
て
イ
ン
ド
・
太
平
洋
を
め
ぐ
る
議
論
を
開

始
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
八
年
六
月
に
『
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ン
ド
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
』
を
発
表
し
、
二
〇
一
九
年
五
月

―
六
月
に
か
け
て
防
衛
省
（
M
O
D
）
に
よ
る
『
イ
ン
ド
・
太
平

洋
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
と
安
全
保
障
』『
イ
ン
ド
・
太
平
洋
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
の
防
衛
戦
略
』、
さ
ら
に
同
年
六
月
に
は
欧
州
・
外
交

問
題
相
（
外
務
省
M
E
E
A
）
よ
る
『
イ
ン
ド
・
太
平
洋
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
の
戦
略
《
包
摂
的
（inclusive

）
イ
ン
ド
・
太
平
洋

を
求
め
て
》』
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
包
括
的
な
戦
略
を
発
表
し
た
。

基
本
的
な
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
認
識
は
英
国
と
共
有
す
る

が
、
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
は
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
に
海
軍
基
地
を

持
ち
太
平
洋
に
大
き
な
利
害
関
心
を
持
っ
て
い
る
国
だ
。
フ
ラ
ン

ス
の
理
解
で
は
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
と
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
地
域
と
し
て
、
イ
ン

ド
洋
・
太
平
洋
・
南
洋
・
東
ア
フ
リ
カ
沿
岸
・
西
ア
メ
リ
カ
沿
岸

ま
で
の
広
範
な
領
域
を
さ
し
、
第
一
に
軍
事
防
衛
領
域
の
意
味
を

持
つ
。
こ
の
領
域
に
は
一
六
〇
万
人
も
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
居
住

者
が
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
領
土
の
排
他
的
経
済
水
域

（
E
E
Z
）
は
九
九
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
及
び
、
世
界
で

第
二
番
目
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
イ
ン
ド
・
太
平
洋
に
お
け
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〇
一
九
年
六
月
に
発
表
し
た
「
A
S
E
A
N
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想

ASEAN
’s outlook on the Indo-Pacific

」
で
あ
っ
た
。
そ
れ

以
後
、
ド
イ
ツ
は
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
心
を
明
確
に
示
し
始
め

た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
A
S
E
A
N
諸
国
と
の
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ

ル
な
協
力
枠
組
み
と
し
て
E
A
S
（
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
）、 

A
S
E
A
N
拡
大
防
衛
閣
僚
会
議
（
A
D
M
M
P
＋
）
で
の
パ
ー

ト
ナ
ー
協
力
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
、
太
平
洋
島
嶼
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
P
I
F
）、
メ
コ
ン
川
委
員
会
（
M
R
C
）、
A
S
E
M
（
ア
ジ
ア

欧
州
首
脳
会
議
）、
一
九
九
七
年
設
立
の
ベ
ン
ガ
ル
湾
多
分
野
技
術

経
済
協
力
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
B
I
M
S
T
E
C
）
な
ど
が
あ
る
。

安
全
保
障
面
で
の
協
力
と
し
て
、
ド
イ
ツ
は
こ
の
地
域
で
の
安

全
保
障
を
国
連
海
洋
法
（
U
N
C
L
O
S
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
形

で
支
援
す
る
予
定
だ
が
、
二
一
年
に
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
の
派
遣
を
決
定
、
ド
イ
ツ
は
連
絡
将
校
の
派
遣
や
合
同
演
習

へ
の
参
加
な
ど
を
含
む
よ
り
広
範
な
防
衛
協
力
を
構
想
し
て
お

り
、
ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定
（
R
e
C
A
A
P
）
へ
の

参
加
も
予
定
す
る
。

最
近
よ
く
言
わ
れ
る
「
コ
ネ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ 

（
接
続
性
）」

と
質
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
重
ね
た
観
点
も
重
要
視
し
、
E
U
・
ア

ジ
ア
・
コ
ネ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
戦
略
、「
持
続
可
能
な
コ
ネ
ク

際
制
度
や
規
範
が
確
立
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
の
関

心
と
し
て
は
こ
の
地
域
で
の
国
際
規
範
の
確
立
と
地
経
学
（
経

済
）
的
利
益
が
最
も
重
要
な
も
の
だ
。
英
仏
の
よ
う
な
軍
事
防
衛

的
な
関
心
は
弱
い
。

も
と
も
と
ド
イ
ツ
は
公
式
に
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う
表
現

を
使
う
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
E
U
諸
国
の
中

で
も
中
国
と
の
経
済
的
関
係
が
も
っ
と
も
強
い
た
め
、
日
米
印
に

よ
る
中
国
包
囲
網
の
一
員
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
の
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
は
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
が
「
反
中
国
同
盟
」
の
一

部
で
は
な
い
こ
と
を
力
説
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
ド
イ
ツ
が
中
国
と

の
関
係
を
断
つ
こ
と
は
な
い
。
昨
年
十
二
月
末
に
締
結
さ
れ
た

E
U
・
中
国
包
括
投
資
協
定
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
強

い
意
向
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で

の
ド
イ
ツ
中
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
新
た
な
摸
索

の
狙
い
が
あ
る
。

さ
ら
に
ド
イ
ツ
は
中
国
と
の
関
係
も
含
め
て
、
多
国
間
協
力
の

枠
組
み
に
お
け
る
紛
争
解
決
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
中
で
の
ド
イ
ツ
・

E
U
の
役
割
の
強
化
を
求
め
て
い
る9
。
そ
の
点
で
ド
イ
ツ
は

A
S
E
A
N
と
の
関
係
を
英
仏
以
上
に
重
視
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ

の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
背
中
を
押
し
た
の
は
A
S
E
A
N
が
二
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し
か
し
そ
の
中
で
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
地
理
的
概
念
か
ら
中
国

は
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

英
国
は
E
U
か
ら
離
脱
し
た
後
の
活
路
を
英
連
邦
と
の
再
結
合

に
求
め
る
文
脈
の
中
で
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
を
位
置
づ

け
、
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
よ
り
は
安
全
保
障
上
の
関
心
が
強
く
、

イ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
日
本
と
の
二
国
間
関
係
に
ド
イ
ツ

よ
り
比
重
が
大
き
い
。
ド
イ
ツ
は
よ
り
経
済
的
な
関
心
に
力
点
を

置
い
た
う
え
で
、
A
S
E
A
N
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
す

る
。
そ
し
て
独
仏
を
中
心
に
E
U
は
今
後
「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」

を
共
通
政
策
化（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
）し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
日
本
の
存
在
は
欧
州
各
国
に
と
っ
て
大
き
な
存

在
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
欧
州
の
対
中
姿
勢
は
米
印
と
は
温

度
差
が
あ
る
。
日
本
が
イ
ン
ド
・
太
平
洋
地
域
の
国
と
し
て
欧
州

と
の
協
力
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
指
導
的
役
割
を

今
後
果
た
し
て
い
く
の
か
。
欧
州
と
ど
の
よ
う
な
主
体
的
な
関
係

を
も
っ
て
い
く
の
か
そ
の
ひ
と
つ
の
方
向
性
は
E
U
が
同
じ
地
域

統
合
共
同
体
と
し
て
評
価
す
る
A
S
E
A
N
と
の
関
係
に
あ
る

と
、
筆
者
は
見
て
い
る
。
日
米
関
係
と
も
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
欧

州
と
の
関
係
が
日
本
外
交
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
と
質
的
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
日
E
U
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」、
イ
ン
ド
と
の
「
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
廊
」、

「
E
Ｕ
・
A
S
E
A
N
包
括
的
航
空
輸
送
協
定
（
C
A
T
A
）
の

交
渉
開
始
の
合
意
（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）」、「
産
業
４
・
０
協

力
」「
超
５
G
対
話
」、
中
国
や
イ
ン
ド
と
の
旗
艦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
文
化
・
科
学
交
流
の
活
発
化
（
独
中
協
力
拠
点
と
し
て
の

中
国
同
済
大
学
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
独
印
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
な

ど
）
が
あ
る
。
米
国
中
心
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
単
一
市
場
へ

の
依
存
へ
の
警
戒
を
意
味
す
る
。

結
び

E
U
・
欧
州
諸
国
は
B
R
E
X
I
T
と
中
国
の
存
在
感
の
増
大

を
契
機
と
し
て
、「
世
界
戦
略
」
と
も
呼
べ
る
広
い
視
野
か
ら
の

発
想
の
転
換
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
は
多
極
化
時
代
の
ア
メ
リ
カ

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
相
対
的
低
下
の
中
で
の
欧
州
の
生
き
残
り
の
た

め
の
活
路
で
も
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
経
済
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
の
連

携
、
E
U
の
役
割
強
化
、
ル
ー
ル
を
基
盤
と
す
る
国
際
秩
序
形

成
、
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
な
協
力
関
係
、
多
様
性
の
容
認
、
軍
事
衝

突
の
回
避
と
い
う
目
的
で
英
仏
独
の
欧
州
主
要
国
は
共
有
す
る
。
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R
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Introduction A
 N

ew
 Beginning w

ith President Biden Five 
G

erm
an and European Priorities for the T

ransatlantic 
A

genda　

Laura von D
aniels, M

arkus K
aim

, R
onja 

Kem
pin, Kai-O

laf Lang, M
arco O

verhaus, and Johannes 
Thim

m

７　
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
対
す
る
欧
州
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
た
「
中
国
の
夢
」　

―
中
国
の
新
た
な
国
際
秩

序
構
想
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
」『
東
亜
』
二
〇
一
六
年
七
月

８　
軍
需
省
の
ペ
ー
パ
ー
で
は　
最
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
、
イ

ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
米
国
・
日
本
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
次
い
で
マ
レ
ー
シ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
と
は

と
く
に
特
恵
的
な
防
衛
関
係
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
は
海
・
空
・
宇

宙
・
サ
イ
バ
ー
防
衛
で
の
協
力
、
日
本
と
は
イ
ン
ド
太
平
洋
で
の
国
際

法
・
航
行
の
自
由
な
ど
の
保
障
の
た
め
の
主
要
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関

係
を
深
め
た
い
と
い
う
の
は
本
音
で
あ
る
。

９　
フ
ラ
ン
ス
が
軍
事
的
安
全
保
障
関
係
を
相
対
的
に
重
視
す
る
立
場
か

ら
ド
イ
ツ
に
比
べ
る
と
二
国
間
関
係
重
視
の
比
重
が
大
き
い
点
は
両
国

の
違
い
と
し
て
指
摘
で
き
る
が
、
全
体
と
し
て
多
国
間
協
力
を
重
視
す

る
点
で
は
先
の
フ
ラ
ン
ス
の
姿
勢
と
立
場
を
共
有
す
る
。

１　
A

 w
eek w

ith high diplom
atic tensions 29/03/2021 - 

20:14ttps://eeas.europa.eu/headquarters/headquarters-
hom

epage/95896/w
eek-high-diplom

atic-tensions_en

２　
拙
書
『
ポ
ス
ト
帝
国
』
駿
河
台
出
版
二
〇
〇
六
年
、『
米
欧
同
盟
の
協

調
と
対
立
』
有
斐
閣
二
〇
〇
八
年

３　
ト
ラ
ン
プ
時
代
の
米
欧
関
係
の
軋
み
に
つ
い
て
は　
拙
稿
「
グ
ロ
ー

バ
ル
秩
序
、
E
U 
と
米
国
の
関
係
」『
E
U
と
新
し
い
国
際
秩
序 

E
U

と
新
し
い
国
際
秩
序 
― 
B
r
e
x
i
t
後
の
E
U 

、
そ
し
て
世
界 

―
』（
21
世
紀
政
策
研
究
所　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

報
告
書
）
二
〇
二

一
年
一
月
。
米
欧
関
係
の
歴
史
に
つ
い
て
は
『
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
』
中
央
公
論
新
書
二
〇
一
八
年
参
照

４　
（
注
釈　

Ivan Krastev, M
ark Leonard TH

E C
RISIS O

F 
AM

ERIC
AN

 PO
W

ER: H
O

W
 EU

RO
PEAN

S SEE BID
EN

’S 
AM

ERICA, January 2021, JFIR

主
催
『
欧
州
政
策
パ
ネ
ル　
新
春
座
談

会
』　
二
月
五
日　
マ
ー
ク
・
レ
ナ
ー
ド
所
長
の
発
言
、JFIR You Tube

）

５　
本
書
で
はautonom

y

の
訳
語
を
「
自
律
」「
自
立
」
で
区
別
し
な
い

で
執
筆
者
各
自
の
解
釈
に
応
じ
た
表
現
で
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日

本
語
の
語
感
の
問
題
で
あ
っ
て
筆
者
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
E
U
は
「
対
立
」
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
よ
り
主
体
的

な
意
志
を
示
す
言
葉
と
し
てautonom

y

を
使
い
始
め
た
と
筆
者
は
理

解
し
、
む
し
ろindependence

を
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
言
葉
と
し
て

「
自
立
」
の
方
が
適
切
だ
と
考
え
る
。
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II 特別寄稿

歴史家・安全保障の専門家のゴマール、地政学の世
界的権威ボニファス、EUの公共政策立案の第一人
者のラノー。明晰な頭脳をもち合わせた三賢人が集
い、欧州の今を鋭く分析し、欧州の未来を読む。ま
た、今回、昨今の欧州情勢を鑑みて、英国王立防衛
安全保障研究所（RUSI）日本特別代表の秋元氏が
緊急寄稿した。ここで繰り広げられている議論は、
現代の欧州国際政治学の最先端であり、日本が複雑
な世界を生き抜くヒントが散りばめられている。

21 かくし
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外
交
政
策

「
す
べ
て
の
権
力
は
疲
弊
す
る
。
歴
史
の
流
れ
を
導
く
機
能
は
、

譲
渡
不
可
能
な
所
有
物
で
は
な
い
。
三
千
年
前
に
ア
ジ
ア
か
ら
歴

史
の
主
導
権
を
引
き
継
い
だ
欧
州
が
、
そ
れ
を
永
遠
に
保
ち
続
け

る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
。」１

ア
ー
ネ
ス
ト
・
ラ
ビ
ス
（Ernest Lavisse

）（
一
八
四
二
―

一
九
二
二
） 

に
よ
る
こ
の
予
言
が
、
二
〇
二
〇
年
の
劇
的
な
危
機

の
最
中
に
こ
だ
ま
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

は
、
欧
州
と
ア
ジ
ア
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
と
、

「
歴
史
を
築
く
能
力
」
す
な
わ
ち
、
も
っ
と
率
直
に
言
う
と
「
統

治
力
」
の
移
行
と
い
っ
た
両
面
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る２
。
後

者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
そ
の
真
価
が
問

[特集]
「欧州政治」のリアル

特別寄稿

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

技
術
的
無
知
の
終
焉

仏
国
際
関
係
研
究
所
（
I
F
R
I
）
所
長
　

ト
マ
・
ゴ
マ
ー
ル

監
訳
◉
高
畑
　
洋
平
（
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
任
研
究
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
C
O
V
I
D
―
19
）は
、
国
際
関
係
を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

一
段
と
重
要
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
監
視
資
本
主
義
の
正
常
化
、
米
中
対
立
の
激
化
な
ど
、

今
回
の
危
機
以
前
に
浮
上
し
て
い
た
ト
レ
ン
ド
を
加
速
・
増
大
さ
せ
た
。
欧
州
は
、
米
中
両
政
府
の
対
立
の
主
戦
場
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
欧
州
が
主
権
を
維
持
す
る
に
は
、「
５
G
」へ
の
多
大
な
投
資
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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わ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
危
機
の
原
因
は
健
康
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
一
方
、
そ
の
影
響
は
技
術
領
域
に
ま
で
及
ん
で
い

る
。
医
療
機
関
か
ら
の
圧
力
で
国
家
の
諸
機
関
が
推
し
進
め
た

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
は
、
こ
れ
ま
で
互
い
に
そ
れ
ほ
ど

つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
四
〇
億
以
上
の
人
々
を
巻
き
込
み
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
な
大
流
行
）
は
、
進
行
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
プ
ロ
セ
ス
の
永
続
的
な
短
絡
を
引
き
起
こ
し
た
。

二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
、
健
康
と
技
術
の
要
素
を
持
つ
こ
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
危
機
を
独
特
の
も
の
に
し
て
い
る
。
第
一
に
、

疾
病
関
連
の
人
口
動
態
的
な
影
響
に
関
す
る
以
前
の
事
象
と
比
較

し
た
場
合
、
犠
牲
者
の
人
数
と
、
取
ら
れ
る
措
置
の
規
模
に
格
差

が
あ
る
こ
と
だ
。
第
二
に
、
問
題
を
食
い
止
め
る
た
め
に
必
要
な

手
段
の
物
理
的
性
質
（
病
床
、
マ
ス
ク
、
検
査
な
ど
）
と
、
政
治

レ
ベ
ル
で
そ
れ
を
処
理
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
る
手
段
の
仮
想
的

性
質
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
デ

ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
の
間
に
あ
る
格
差
で
あ
る
。
こ

の
危
機
は
、
政
府
と
行
動
様
式
に
一
定
の
型
を
押
し
付
け
る
こ
と

を
最
終
目
的
と
す
る
、
協
力
、
競
争
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

戦
い
（
す
な
わ
ち
、
動
員
、
誘
導
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

の
既
存
の
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
ま
れ
た
。

そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
技
術
が
「
統
治
力
」
を
疲
弊
さ
せ
る

の
か
、
ま
た
は
反
対
に
再
活
性
化
さ
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
問
い
へ
の
答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
国
、
組
織
に
よ
っ

て
か
な
り
異
な
る
形
態
を
取
り
、
そ
れ
が
今
後
発
生
す
る
混
乱
の

前
触
れ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（C

arl 

Schm
itt

）（
一
八
八
八
―
一
九
八
五
）
が
意
図
し
た
意
味
に
お

い
て
、
今
回
の
危
機
は
、「
地
球
全
体
に
蔓
延
し
な
が
ら
」
新
し

い
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
ン
」
を
描
く３
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
一
つ
の
時
空
秩
序
か
ら
別
の
時
空
秩
序
へ
の
ス
ラ
イ

ド
が
起
こ
り
、
そ
の
進
行
は
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
。

飛
躍
的
に
増
加
す
る
デ
ー
タ
の
流
れ
を
導
く
う
え
で
、
こ
う
し

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
力
の
再
分
配
に
貢
献
す
る
。
一
九
九
六

年
、
ジ
ョ
ン
・
ペ
リ
ー
・
バ
ー
ロ
ウ
（John Perry Barlow

）

（
一
九
四
七
―
二
〇
一
八
）
は
『A

 D
eclaration of the 

Independence of C
yberspace

（
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
独

立
宣
言
）』
を
発
行
し
、
産
業
界
の
統
治
機
関
に
次
の
よ
う
に
告

げ
て
い
る
。「
私
た
ち
は
、
あ
な
た
た
ち
の
権
力
に
影
響
さ
れ
な

い
バ
ー
チ
ャ
ル
な
自
我
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と

え
、
私
た
ち
の
身
体
に
対
す
る
規
則
に
同
意
し
続
け
る
と
し
て
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も４
」
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
こ
う
し
た
技
術
的

無
知
の
終
焉
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
監
視
資
本
主
義
お
よ
び
政
治

権
力
間
の
対
立
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
ど
の
程
度
選

択
さ
れ
る
領
域
に
な
っ
た
の
か
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
現
象
が
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
分
野
で
か
な

り
の
程
度
で
相
互
に
交
錯
し
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

地
政
学

地
政
学
か
ら
生
じ
る
「
メ
タ
地
理
学
」
は
、
主
な
世
界
的
分
裂

の
描
写
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
戦
略
的
な
均
衡
や
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
国
際
分
業
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
。
権
力
の
移
行
と
い
う
背
景
で
は
、
メ
ン
タ

ル
マ
ッ
プ
の
作
成
と
負
担
が
情
報
戦
争
に
お
け
る
主
要
目
的
と
な

る
。感

染
症
流
行
の
地
政
学
に
つ
い
て

過
去
四
〇
年
間
、
ア
ジ
ア
は
経
済
的
台
頭
を
果
た
し
た
主
な
例

と
し
て
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
は
文
化
的
要
因
を
参
照
す
る
こ
と
で
説

明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
ア

ジ
ア
・
西
洋
間
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
に
よ

り
、
経
済
的
考
察
を
よ
そ
に
、
活
発
な
競
争
と
い
う
姿
勢
か
ら
、

起
こ
り
得
る
対
立
の
一
つ
へ
と
移
行
を
促
し
て
い
る
。
文
化
本
質

主
義
が
長
期
に
わ
た
り
、
経
済
へ
の
取
り
組
み
が
短
期
間
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
モ
デ
ル
間
の
相
違
点
に
つ
い
て
省

み
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
て
き
た
。「
こ
れ
は
、
現
時
点
で
進
行
中

で
あ
り
当
面
の
間
は
続
き
、
現
代
の
地
政
学
と
地
理
経
済
学
は
、

長
期
的
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た
文
明
移
行
の
サ
イ
ク
ル
と
リ
ン
ク
し

て
い
く
で
あ
ろ
う５

」。
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
東
洋
と

西
洋
は
相
容
れ
な
い
の
か
、
ま
た
は
共
存
可
能
で
あ
る
の
か
、
と

い
っ
た
考
え
方
を
再
考
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

ル
ネ
・
グ
ル
ッ
セ
（René G

rousset

）
は
自
身
の
著
書

『B
ilan de l’histoire

』（
英
語
で
は
『T

he Sum

 of 

H
istory

』（
歴
史
の
総
和
）
と
し
て
出
版
）
に
お
い
て
、
欧
州
は

ア
ジ
ア
を
三
つ
の
個
別
の
機
会
に
発
見
し
た
と
記
し
て
い
る
。
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
よ
る
発
見
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
よ
る

発
見
、
お
よ
び
一
六
世
紀
の
再
発
見
で
あ
る
。
ど
の
機
会
に
お
い

て
も
驚
き
で
あ
っ
た
。「
古
典
的
な
地
中
海
の
伝
統
」
は
、
類
似

の
古
典
文
化
へ
の
遭
遇
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
と
は
い
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え
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
理
解
不
可
能
な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た６

」。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（M

atteo Ricci

）（
一
五
五
二
―
一

六
一
〇
）
の
尽
力
の
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
東
西
間
の
仲
裁
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。
中
国
の
地
図
製
作
者
と
の
活
動
や
歴
史
年

表
の
調
整
に
関
す
る
彼
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
空
概

念
に
お
け
る
統
一
的
理
解
を
も
た
ら
し
た７
。

二
〇
世
紀
に
な
る
と
、
米
国
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
「
発
見
」
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
新
た
な
時
代
の
始
ま
り
を
告
げ
た
。
一

九
四
六
年
、
ル
ネ
・
グ
ル
ッ
セ
（René G

rousset

）
は
、
中

国
に
よ
る
米
国
の
過
剰
生
産
を
吸
収
し
た
結
果
と
し
て
何
が
起
こ

る
か
、
さ
ら
に
は
、
中
国
大
陸
が
新
し
い
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
な
る

瞬
間
を
次
の
よ
う
に
予
見
し
た
。「
そ
の
日
、
現
在
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
工
場
の
ア
ジ
ア
拠
点
は
閉
鎖
さ
れ
、
も
っ
と
悪
い
場
合
は
形

態
を
変
え
、
あ
ら
ゆ
る
市
場
に
お
い
て
敵
対
す
る
よ
う
に
な
り
、

手
ご
わ
い
競
争
相
手
に
な
る８

」。
こ
れ
が
、
東
西
間
、
具
体
的
に

は
米
中
間
の
親
交
の
強
い
喪
失
感
を
伴
う
、
現
在
の
我
々
の
実
情

で
あ
る
。
過
去
四
〇
年
に
お
い
て
、
相
互
対
立
の
度
合
い
が
こ
こ

ま
で
強
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
。

文
明
統
合
の
新
し
い
方
法
に
つ
い
て
ー

中
国
は
、世
界
の
指
導
権
を
引
き
継
ぐ
べ
く
決
然
と
準

備
し
て
い
る

歴
史
学
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
世
界
の
歴
史
が
担
う
重
要
性

が
、
歴
史
著
述
の
「
脱
西
洋
化
」
を
も
た
ら
し
た
。
例
と
し
て
、

パ
ン
カ
ジ
・
ミ
シ
ュ
ラ
（Pankaj M

ishra

）
の
考
え
で
は
、
欧

米
諸
国
に
と
っ
て
二
〇
世
紀
は
、
依
然
と
し
て
二
つ
の
世
界
大
戦

に
よ
っ
て
主
に
定
義
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
世
界
人
口
の
大
部
分
に

と
っ
て
重
要
な
点
は
、
ア
ジ
ア
の
政
治
的
覚
醒
の
な
か
に
見
出
せ

る９
。
こ
う
し
た
歴
史
学
上
の
発
展
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
モ
デ
ル

を
活
用
し
て
「
ア
ジ
ア
の
価
値
」
を
促
す
地
政
学
的
な
対
話
の
な

か
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
キ
シ
ョ
ー
ル
・
マ
ブ
バ
ニ

（Kishore M
ahbubani

）
は
、
こ
の
見
解
の
象
徴
的
な
代
弁

者
と
な
っ
て
い
る
。
自
身
の
傲
慢
さ
の
被
害
者
で
あ
る
西
洋
は
、

中
国
と
イ
ン
ド
を
益
す
る
存
在
へ
と
落
ち
て
い
く
の
み
で
あ
る10
。

パ
ラ
グ
・
カ
ン
ナ
（Parag Khanna

）
は
、
ア
ジ
ア
の
「
自
然

な
宿
命
と
し
て
の
歴
史
の
操
縦
席
へ
の
復
帰
」
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る11
。
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
、
目
標
は
西
洋
に
取
っ
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て
代
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
か
つ
て
欧
州
が
ア
ジ
ア
を
感
化
し
た

よ
う
に
、
西
洋
を
感
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
は
、
世
界
の
指

導
権
を
引
き
継
ぐ
べ
く
決
然
と
準
備
し
て
い
る
。
閻
学
通
（Yan 

Xuetong
）
に
と
っ
て
、
新
興
勢
力
の
方
が
支
配
的
勢
力
よ
り

「
能
力
も
効
率
性
も
高
い
」
こ
と
を
証
明
で
き
れ
ば
、
こ
の
支
配

権
の
掌
握
は
可
能
と
な
る
。「
戦
略
的
信
頼
性
」（「
国
際
的
権
威
」

へ
の
第
一
歩
）
は
、
全
人
類
に
共
通
の
価
値
観
か
ら
導
か
れ
る

「
道
徳
的
行
為
」
を
通
じ
て
得
ら
れ
る12
。

こ
の
観
点
で
と
ら
え
る
に
あ
た
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ

（Francis Fukuyam
a

）
と
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン

（Sam
uel H

untington

）
の
議
論
を
振
り
返
る
の
は
価
値
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。
フ
ク
ヤ
マ
は
、「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
を
民
主

主
義
と
市
場
経
済
の
決
定
的
な
勝
利
の
兆
候
と
し
て
捉
え
、
天
安

門
広
場
の
弾
圧
を
少
々
早
く
忘
れ
過
ぎ
て
い
る
。
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト

ン
は
「
文
明
の
衝
突
」
を
予
見
し
、
文
化
、
宗
教
、
人
種
の
境
界

線
が
再
び
主
要
な
断
層
線
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
三
〇
年
を
経

た
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
は
、
天
安
門
事
件

と
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の
二
つ
の
事
象
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
よ
り

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
か
と
い
う
質
問
を
正
当
に
問
う
こ
と
が

で
き
る
。
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
（
九
・
一
一
）
と
そ
の
余
波
が
ハ

ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
主
張
の
一
助
と
な
っ
た
一
方
、
同
年
の
世
界
貿

易
機
関
（
W
T
O
）
へ
の
中
国
の
加
盟
は
フ
ク
ヤ
マ
の
主
張
と
一

致
し
て
い
た
。
一
つ
確
か
な
こ
と
が
あ
る
。
す
べ
て
の
列
強
の
う

ち
、
冷
戦
中
と
冷
戦
後
の
期
間
を
通
じ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
集

合
体
と
し
て
の
変
化
が
最
も
小
さ
い
国
が
中
国
で
あ
る13
。

新
し
い
価
値
観
の
序
列
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
出
現
し
た
中
で
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
環
境
の
最
近
の
変
化
は
、
西
洋
の
価
値
観
に
内
在
す
る
と
思

わ
れ
る
普
遍
主
義
の
お
か
げ
で
、
西
洋
の
識
者
に
ま
だ
気
づ
か
れ

て
い
な
い
。
台
湾
や
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
見
ら
れ
る
「
効
率

性
」
は
「
ア
ジ
ア
の
価
値
観
」
に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、

そ
れ
は
、
簡
単
に
言
う
と
個
人
よ
り
集
団
を
好
む
こ
と
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
元
首
相
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー

（Lee Kuan Yew

）（
一
九
二
三
―
二
〇
一
五
）
が
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
フ
ァ
リ
ー
ド
・
ザ
カ
リ
ア
（Fareed Zakaria

）

か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る14
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記

録
を
見
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
広
が
り
を
調
査
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
る
「
追
跡
」
技
術
が
、
薬
物
使
用
者
に
対
す
る
同
首
相
政
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権
の
力
強
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
て
、
す
で
に
あ
る
程
度
ま
で
整
備
さ

れ
て
い
た
の
が
分
か
る
。
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
に
し
て
み
れ
ば
、

西
洋
は
個
人
の
権
利
の
不
可
侵
性
の
概
念
を
定
説
と
し
、
依
然
と

し
て
社
会
組
織
の
基
本
的
な
構
成
単
位
と
さ
れ
る
家
族
を
損
ね
て

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
家
族
の
代
わ
り
と
な
る
こ
と
は
政
府
の
役

割
で
は
な
い
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
モ
デ
ル
は
、
鄧
小
平
に
直
接
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
た
。
経
済
的
効
率
性
、
能
力
第
一
主
義
、
儒
教
の

教
え
の
域
を
超
え
て
、
中
国
当
局
が
最
も
注
目
し
た
の
は
、
西
洋

式
の
民
主
主
義
を
導
入
せ
ず
に
達
成
さ
れ
る
高
度
経
済
成
長
で
あ

る
。
そ
れ
以
来
、
中
国
は
、
独
自
モ
デ
ル
を
促
進
す
る
た
め
の
知

性
の
土
台
を
固
め
る
こ
と
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
有
効

性
は
、
米
国
と
は
著
し
く
対
照
的
で
あ
ろ
う
。
二
〇
一
七
年
七
月

に
掲
載
さ
れ
た
中
国
人
民
日
報
の
論
評
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。「
好
む
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
体
制
は
、

気
難
し
い
民
主
主
義
諸
国
に
対
し
て
優
位
性
を
も
た
ら
す
。（
中

略
）
繁
栄
す
る
現
代
的
で
力
強
い
現
在
の
中
国
は
、
効
率
性
と
有

効
性
の
産
物
で
あ
る
。（
中
略
）
米
国
は
お
そ
ら
く
、
中
国
モ
デ

ル
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う15
」。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
中
国
当
局
側
の
ほ
と
ん
ど

自
作
パ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
（
宣
伝
工
作
）
に
拍
車

を
か
け
た
。
そ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
中
国
、
ロ
シ
ア
、
お
よ
び

イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
国
で
顕
著
に
見
ら
れ
た
西
洋
式
な
る
も
の
へ
の

拒
絶
を
う
ま
く
生
か
し
て
い
る
。
シ
ャ
ン
タ
ル
・
デ
ル
ソ
ル

（C
hantal D

elsol

）
に
よ
る
と
、
西
洋
文
化
と
そ
れ
こ
そ
が
普

遍
的
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、「
こ
れ
ま
で
何
度
も
拒
絶
」
さ
れ

て
き
た
。
同
氏
は
、「
文
明
の
衝
突
」
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
広

範
囲
に
わ
た
る
「
反
西
洋
運
動
」
の
形
態
を
取
る
と
書
い
て
い

る16
。
こ
の
拒
絶
に
は
、
中
国
共
産
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
野
心

の
復
活
が
伴
っ
て
お
り
、
全
面
的
な
思
想
統
制
に
用
い
ら
れ
る
高

度
な
技
術
的
手
段
の
大
半
を
結
集
し
て
い
る
。「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」

と
人
工
知
能
（
A
I
）
が
、
社
会
統
制
に
よ
っ
て
最
適
な
経
済
発

展
を
も
た
ら
す
た
め
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、「
世
界
で
か
つ
て
な
い

ほ
ど
完
璧
な
監
視
国
家
を
築
く
」
た
め
に
、
デ
ー
タ
分
析
を
社
会

的
信
用
に
結
び
つ
け
て
い
る17
。
こ
こ
で
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
現
可
能
性
を
論
じ
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
も
た
ら
し
た
視
点
の
反
転
に
つ
い
て
は
、
き

ち
ん
と
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
普
遍
的
な
価
値
観
」
を
東
洋
に

吹
き
込
む
こ
と
は
、
技
術
的
手
段
に
よ
っ
て
「
ア
ジ
ア
の
価
値
観
」

を
西
洋
に
吹
き
込
む
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
今
や
小
さ
な
問
題
だ
。
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国
際
政
治

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
（Sam

uel H
untington

）

は
、
説
明
し
て
い
る
八
つ
の
文
明
の
う
ち
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
と
中

国
文
明
が
、
衰
退
す
る
西
洋
諸
国
へ
の
最
大
の
脅
威
を
も
た
ら
す

と
見
て
い
た
。
同
氏
は
、「
儒
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
」
の
つ
な
が

り
も
予
見
し
た
。
一
世
代
後
に
、
一
体
何
が
起
き
た
の
か
。
今
回

の
健
康
と
技
術
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
危
機
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気

候
、
デ
ジ
タ
ル
政
策
に
す
で
に
明
ら
か
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
問
題
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
世
界
の
各
地
域
で
、
と
り
わ
け

欧
州
に
て
、
米
中
型
の
「
帝
国
主
義
の
相
互
浸
透
」
に
適
合
す
る

能
力
で
あ
る18
。

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
中
国
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出
現
と
、
原
油
価
格
が
一
バ

レ
ル
当
た
り
二
〇
ド
ル
未
満
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
内
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
高

度
な
炭
素
依
存
経
済
の
機
能
が
鍵
と
な
る
地
域
へ
の
外
圧
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
主
要
原
油
生
産
国
の
三
カ
国
（
米
国
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ロ
シ
ア
）
は
、
相
互
の
負
担
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
場
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
た
め
に
価
格
戦
争
に
乗
り
込
ん

だ
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
に
よ
り
、
主
要
原
油
消
費
国
（
中

国
、
イ
ン
ド
、
欧
州
連
合
（
E
U
））
で
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ

自
国
経
済
の
生
産
的
な
部
分
を
中
断
し
た
こ
と
か
ら
需
要
の
危
機

が
起
こ
っ
た
。
中
国
や
イ
ン
ド
、
E
U
と
は
異
な
り
、
米
国
は
す

で
に
危
機
前
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
し
て
あ
る
程
度
の
柔
軟

性
を
持
た
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
開
始

し
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
加
速
さ
せ
た
中
東
か
ら
の
撤
退
の

た
め
の
条
件
が
整
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
、
シ
リ
ア
で
の
軍
事
介
入
に

よ
っ
て
中
東
に
再
び
足
が
か
り
を
得
る
た
め
に
、
こ
の
撤
退
を
利

用
す
る
手
段
を
見
出
し
た
。
し
か
し
、
中
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の

関
心
は
、
中
国
と
は
異
な
る
。
中
国
と
イ
ン
ド
が
採
用
し
て
い
る

極
端
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
消
費
す
る
経
済
モ
デ
ル
に
は
、
原
油

生
産
国
と
の
長
期
的
な
関
係
構
築
が
必
要
と
な
る
。
二
〇
三
〇
年

に
向
け
て
、
両
国
は
世
界
の
主
要
な
原
油
輸
入
国
に
な
る
。
だ
か

ら
こ
そ
両
国
は
、
海
上
交
通
輸
送
路
の
確
保
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て

き
た
の
だ
。

基
本
的
な
動
向
が
加
速
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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イ
ル
ス
感
染
症
危
機
は
、
ま
も
な
く
、
特
に
三
カ
国
の
姿
勢
の
変

化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
注
意
す
べ
き
は
、
テ
ロ
と

の
戦
い
と
い
う
名
目
で
、
新
疆
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
対
し
て
中

国
政
府
が
実
施
す
る
非
常
に
厳
し
い
規
制
措
置
だ
。
三
カ
国
中
の

第
一
の
国
は
、
健
康
危
機
と
原
油
価
格
の
下
落
の
両
方
の
影
響
を

全
面
的
に
受
け
て
い
る
イ
ラ
ン
で
あ
る
。
危
機
の
前
、
イ
ラ
ン
政

府
は
、
制
裁
を
受
け
て
も
、
野
心
的
な
軍
事
行
動
の
実
施
や
、
ベ

イ
ル
ー
ト
、
ダ
マ
ス
カ
ス
、
バ
グ
ダ
ー
ド
、
サ
ヌ
ア
と
い
っ
た
四

つ
の
首
都
へ
の
影
響
力
の
行
使
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
。
資
金
調
達
の
た
め
に
イ
ラ
ン
は
、
見
返
り
と
し
て
イ

ラ
ン
に
投
資
す
る
中
国
へ
の
輸
出
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
今
回
の
健
康
危
機
に
よ
り
、
中
国
と
イ
ラ
ン
の
絆
は

い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
る
。
米
国
大
統
領
選
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

米
政
府
と
イ
ラ
ン
政
府
間
の
緊
張
が
高
ま
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ

る
。第

二
の
国
は
、
原
油
価
格
の
暴
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
融
資

と
投
資
の
引
き
寄
せ
の
た
め
に
巨
額
の
債
務
を
引
き
受
け
る
手
段

を
持
つ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
だ
。
イ
ラ
ン
に
よ
る
攻
撃
に
さ
ら
さ

れ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
欧
米
か
ら
の
軍
事
支
援
の
限
界
を
身

に
し
み
て
学
ん
だ
。
石
油
輸
出
国
機
構
（
O
P
E
C
）
と
ロ
シ
ア

政
府
と
の
決
裂
を
受
け
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
は
短
命
に
終
わ
っ

た
。
こ
れ
が
価
格
戦
争
へ
と
発
展
し
、
需
要
と
供
給
の
不
均
衡
を

増
幅
さ
せ
た
。
中
国
は
、
日
本
に
次
ぎ
二
番
目
に
多
く
の
原
油
を

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
中
国
政

府
と
の
接
触
の
機
会
を
増
や
す
よ
う
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
を
か

き
立
て
て
い
る
。
こ
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ラ
ン
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
が
対
立
す
る
中
、
中
東
に
お
け
る
中
国
の
関
与
は
さ
ら
に
密
接

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

歴
史
的
背
景
と
人
口
動
態
的
な
重
要
性
を
根
拠
に
、
第
三
の

国
、
エ
ジ
プ
ト
は
、
一
方
に
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
が
あ
り
、
も
う
一
方
に
あ
る
カ
タ
ー
ル
と
ト
ル
コ
に
対
し

て
張
り
合
っ
て
い
る
状
況
下
で
、
ス
ン
ナ
派
世
界
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
模
索
さ
れ
る
中
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
エ
ジ

プ
ト
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
融
資
を
得
て
い
る
が
、
新
た
な

経
済
的
負
担
と
政
治
的
抑
圧
の
時
期
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
の
他

の
外
部
か
ら
の
資
金
源
を
求
め
る
し
か
な
い
状
況
だ
。
ジ
ブ
チ
に

て
永
続
的
拠
点
を
確
保
し
た
例
か
ら
も
、
中
国
が
次
第
に
近
づ
い

て
き
て
、
紅
海
に
て
野
心
的
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
地
中
海
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
中
国
の
戦
略
に
と
っ
て
、

エ
ジ
プ
ト
は
重
要
な
国
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
政
府
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と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
政
府
お
よ
び
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
と
の
関
係
の
行

方
を
注
視
す
る
べ
き
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
か

つ
て
は
米
国
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
地
中
海
へ
の
中
国
の
進
出
を
促

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
孤
立
し
た
ま
ま
の
欧
州
の
人
々
に
、

大
き
な
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

欧
州
に
お
け
る
米
中
の
緊
張
悪
化
ー

予
備
段
階
と
思
わ
れ
る
今
回
の
健
康
危
機
に
伴
う

「
技
術
戦
争
」

欧
米
中
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
注
目
の
的
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

世
界
の
国
内
総
生
産（
G
D
P
）の
半
分
以
上
を
占
め
る
か
ら
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
こ
の
全
体
と
し
て
の
割
合
に

変
化
を
も
た
ら
さ
な
い
だ
ろ
う
が
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
占
め
る
割

合
に
つ
い
て
は
影
響
が
出
る
で
あ
ろ
う
。
米
国
は
、
デ
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
（
分
断
）
の
政
策
を
進
め
る
と
同
時
に
戦
略
的
な
経
済
セ
ク

タ
ー
を
目
指
す
。（
日
本
当
局
と
同
様
に
）
産
業
の
再
配
置
が
迫

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
独
自
の
産
業
戦
略
に
基
づ
い
て
そ
れ

を
実
施
す
る
の
は
最
終
的
に
は
経
済
主
体
で
あ
る
。
厳
し
い
統
制

の
も
と
で
事
業
を
行
う
中
国
の
経
済
主
体
は
、
中
国
共
産
党
が

行
っ
た
決
定
を
直
接
実
行
す
る
。
一
般
的
に
言
わ
れ
る
見
解
と
は

異
な
り
、
中
国
は
世
界
を
買
い
占
め
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
他
国
へ
の
依
存
度
を
下
げ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
を
買
お

う
と
し
て
い
る
の
だ19
。
同
時
に
、
米
国
の
世
界
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
勝
負
を
挑
め
る
よ
う
な
技
術
的
優
位
を
達
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
米
国
の
対
応
は
、
四
年
間

の
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
受
け
て
米
政
権
を
悩
ま
せ
て
い
る
分
裂
の
度

合
い
を
反
映
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
十
一
月
の
大
統
領
選
の
結

果
を
全
世
界
が
見
守
る
中
、
結
果
が
ど
う
で
あ
れ
、
米
国
が
既
存

の
パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
権
力
政
治
）
を
捨
て
る
と
考
え
る
の

は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
は
、
ま
っ
た
く
反
対
で
あ
る
。
米
国

は
、
予
備
段
階
と
思
わ
れ
る
今
回
の
健
康
危
機
に
伴
う
「
技
術
戦

争
」
を
恐
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
、（
C
I
A
で
中
国
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
仕
事
を
始
め
た
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー

（W
illiam

 Barr

）
米
国
司
法
長
官
が
最
近
使
っ
た
も
の
だ
が
、

決
定
的
な
技
術
戦
争
に
お
い
て
、
米
国
が
い
か
に
５
G
の
展
開
を

中
心
的
課
題
と
考
え
て
い
る
か
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
結
末
は
、

次
期
大
統
領
の
政
権
期
間
中
に
明
る
み
に
な
る
で
あ
ろ
う20
。

５
G
技
術
で
優
位
に
立
つ
こ
と
は
、
二
〇
二
五
年
に
は
二
三
兆
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ド
ル
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
経
済
的
機
会
を
手
に
入
れ
る
た
め
の

決
定
打
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
バ
ー
氏
は
、（
世
界
市
場
の
四
〇
％

を
占
め
る
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
に
よ
る
）
中
国
の
支
配
的
な
地
位
に
注

目
し
た
。
世
界
市
場
で
の
次
点
は
、
ノ
キ
ア
（
一
七
％
）
と
エ
リ

ク
ソ
ン
（
一
四
％
）
に
よ
り
三
一
％
を
占
め
る
欧
州
で
あ
る
。
同

氏
は
、
サ
ム
ス
ン
そ
の
他
の
企
業
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
米
国

は
、
ノ
キ
ア
や
エ
リ
ク
ソ
ン
と
共
同
体
を
形
成
す
る
よ
う
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
今
後
数

カ
月
に
わ
た
っ
て
欧
州
当
局
側
も
大
い
に
注
目
す
る
に
値
す
る
。

中
国
は
、
５
G
の
展
開
に
よ
っ
て
欧
州
（
お
よ
び
そ
の
他
の
地

域
）
進
出
の
先
陣
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る

E
U
加
盟
国
間
の
分
裂
を
み
る
と
、
E
U
諸
国
が
規
制
対
応
よ
り

は
む
し
ろ
戦
略
的
対
応
を
行
う
こ
と
に
苦
難
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
欧
州
委
員
会
が
地
政
学
的
レ
ベ
ル
で
の
進
出
を
本
気
で
目

指
す
の
な
ら
、
欧
州
の
経
済
主
体
に
よ
る
５
G
の
開
発
が
最
優
先

課
題
に
な
る
は
す
だ
。

米
国
は
、
中
国
や
E
U
に
対
し
て
大
き
な
地
理
経
済
的
優
位
を

保
持
し
て
お
り
、
よ
っ
て
同
国
の
企
業
は
依
然
と
し
て
技
術
セ
ク

タ
ー
を
支
配
し
て
い
る
。
E
U
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
特
に
憂
慮
す
べ

き
だ
。
二
〇
一
九
年
三
月
、
世
界
の
上
位
四
〇
社
（
時
価
総
額
）

に
二
十
七
社
の
米
国
企
業
が
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り
し
た
。
そ
の
他

は
、
中
国
企
業
が
八
社
、
欧
州
企
業
が
四
社
（
ス
イ
ス
が
三
社
、

英
国
が
一
社
）、
韓
国
企
業
が
一
社
だ
。
二
十
七
社
の
米
国
企
業

の
う
ち
六
社
が
技
術
セ
ク
タ
ー
、
八
社
の
中
国
企
業
の
う
ち
二
社

が
技
術
セ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
最
上
位
だ
っ
た
欧
州
の
技
術
企
業

は
五
八
位
で
あ
る21
。
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
が
必
要
か
も
し
れ
な
い

が
、
今
回
の
危
機
に
よ
っ
て
技
術
企
業
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
固
ま
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
E
U
の
技
術
セ
ク
タ
ー
に
は
、
自

ら
の
負
担
で
米
中
対
立
の
進
展
を
阻
止
す
る
の
に
十
分
な
数
、
ま

た
は
十
分
な
規
模
の
企
業
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

外
交

ド
イ
ツ
が
E
U
議
長
国
と
な
る
二
〇
二
〇
年
下
半
期
に
予
定
さ

れ
る
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
の
特
別
サ
ミ
ッ
ト
を
準
備
す
る
に
あ
た
り
、

こ
う
し
た
地
理
的
・
経
済
的
背
景
は
、
現
在
の
中
国
と
E
U
と
の

間
の
外
交
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
い22
。
中
国
と
ド
イ
ツ
は
、
両

国
の
輸
出
主
導
型
経
済
モ
デ
ル
の
お
か
げ
で
過
去
二
〇
年
に
わ

た
っ
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
き
な
恩
恵
を
共
に
受

け
て
き
て
お
り
、
ユ
ー
ロ
圏
の
G
D
P
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
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ド
イ
ツ
は
、
欧
州
域
内
で
経
済
的
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
に
い
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
地
位
は
、
お
そ
ら
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
危
機
に
よ
っ
て
強
ま
っ
た
危
機
を
切
り
抜
け
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
、
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
が
不
利
益
を
被
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
外
交
の
変
化

今
回
の
危
機
の
間
に
中
国
は
、
大
半
の
欧
州
の
首
都
に
て
、
中

国
モ
デ
ル
の
有
効
性
に
つ
い
て
陳
腐
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
発
表

し
、
実
用
主
義
の
仮
面
に
隠
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
動
機
を
さ

ら
け
出
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
痛
手
を
被
っ
て
い
る
こ
と
を
十

分
承
知
で
、
中
国
の
外
交
官
は
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
懸
命
に
努

め
、
中
国
に
と
っ
て
欧
州
諸
国
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
然
と
、
二
〇
二
〇
年
は
、
政
府
高
官

の
頻
繁
な
交
流
に
よ
り
「
E
U
と
中
国
の
関
係
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
説
明
し
て
い
る23
。
中
国
が
提
示

す
る
ケ
ー
ス
は
、
少
な
く
と
も
明
確
だ
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
米

中
関
係
と
大
西
洋
横
断
関
係
の
悪
化
は
、「
中
国
と
の
協
力
」
と

い
う
E
U
に
と
っ
て
珍
し
い
機
会
を
も
た
ら
す
。
E
U
は
、
保
護

貿
易
政
策
に
陥
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し

な
い
と
、
自
身
が
巻
き
込
ま
れ
、
中
国
に
挑
戦
的
な
姿
勢
を
示
し

て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
、
中
国
と
欧
州
に
と
っ
て
「
正
念

場
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
真
正
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
大
西

洋
横
断
関
係
の
状
況
を
、
長
期
的
に
詳
し
く
調
べ
る
き
か
っ
け
を

つ
く
る
。

欧
州
諸
国
は
、
二
重
の
理
由
で
不
安
定
化
し
た
。
米
国
政
府
と

の
合
意
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
欠
如
と
、
一
切
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
な
い
と
い
う
米
国
の
明
ら
か
な
意
向
で
あ
る
。
ま
る
で
最

も
基
礎
的
な
内
部
構
造
を
総
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
か
の
よ
う
に

「
現
在
は
最
悪
の
状
態
に
あ
る
」
米
国
に
よ
っ
て
、
欧
州
の
外
交

官
た
ち
は
方
向
性
を
見
失
っ
て
い
る24

。
最
初
か
ら
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
は
、
一
貫
し
て
E
U
に
経
済
的
圧
力
を
か
け
、
北
大
西
洋

条
約
機
構
（
N
A
T
O
）
に
軍
事
圧
力
を
か
け
て
き
た
。
こ
れ
に

よ
り
、「
十
七
プ
ラ
ス
一
」
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
や
二
〇
一
九
年
三
月
に

イ
タ
リ
ア
と
結
ん
だ
協
定
な
ど
の
二
国
間
協
定
を
通
じ
て
、
中
国

が
描
い
た
輪
郭
に
密
接
に
沿
っ
て
欧
州
に
境
界
線
が
形
成
さ
れ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
欧
州
は
、
米
中
間
で
の
影
響
力
の
争
奪
を
め
ぐ
る

作
戦
区
域
の
一
つ
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
米
国
政

府
は
、
中
国
の
影
響
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
「
十
七
プ
ラ
ス
一
」
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へ
の
取
り
組
み
に
集
中
し
つ
つ
、
同
時
に
、
戦
略
的
自
治
の
概
念

に
よ
る
欧
州
の
戯
れ
を
制
限
す
べ
き
な
の
だ25
。

多
国
間
主
義
で
は
な
い
多
極
化
に
つ
い
て

中
国
は
、
国
際
協
力
と
多
国
間
主
義
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
こ
の
状

況
を
利
用
し
て
い
る
。
中
国
の
代
表
者
は
、
そ
の
危
険
性
を
十
分

知
り
な
が
ら
、
あ
る
種
の
第
二
次
世
界
冷
戦
の
概
念
を
用
い
る
の

を
も
は
や
控
え
よ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
は
、「
中
国
と
米
国
だ
け

で
な
く
E
U
に
と
っ
て
も
大
惨
事
に
な
り
得
る26
」。
現
実
的
に
は
、

欧
州
諸
国
は
、
中
国
と
、
欧
州
諸
国
の
主
要
同
盟
国
で
あ
る
米
国

と
の
両
方
に
よ
る
多
国
間
主
義
が
同
時
に
衰
退
し
て
い
く
様
子
を

目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
欧
州
諸
国
は
、
米
政
権
に
よ
る
四
年

間
の
組
織
的
デ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
影
響
と
、
国
連
の
組
織

に
対
す
る
中
国
の
外
交
官
に
よ
る
一
〇
年
以
上
の
ま
さ
に
組
織
的

統
制
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
。
戦
略
的
信
頼
性
の
欠
如
の
た
め

に
、
欧
州
諸
国
は
、
中
国
と
は
気
候
変
動
問
題
に
関
し
て
、
米
国

と
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
し
て
決
着
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

欧
米
中
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
目
を
向
け
て
い
る
と
、
実
際
は
非

常
に
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
国
際
社
会
の
鍵
と
な
る
二
カ
国
（
ロ

シ
ア
と
イ
ン
ド
）、
な
ら
び
に
ア
フ
リ
カ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

国
々
か
ら
一
瞬
注
意
を
背
け
て
し
ま
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
中
国

の
推
し
進
め
る
外
交
政
策
に
最
も
強
く
異
議
を
唱
え
て
い
る
の
は

イ
ン
ド
で
あ
る
。
中
国
は
、
米
国
と
の
競
争
に
過
度
な
戦
略
的
資

源
を
注
い
で
い
る
と
言
え
よ
う27
。
ま
た
、
地
政
学
的
お
よ
び
地
理

経
済
的
な
重
要
性
を
踏
ま
え
る
と
、
米
国
の
方
が
中
国
よ
り
も
っ

と
一
国
主
義
に
傾
く
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
。
他
方

で
は
、
欧
州
が
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
お
よ
び
イ
ラ
ン
、
さ
ら
に

は
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
関
係
を
見

直
す
よ
う
懸
命
に
取
り
組
み
つ
つ
、
常
に
自
身
の
域
内
結
束
の
維

持
に
努
め
て
い
る
。
域
内
の
経
済
的
非
対
称
性
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
危
機
に
よ
っ
て
す
で
に
悪
化
し
て
い
る
中
、
そ
の

す
べ
て
に
対
処
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
果
た

し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

国
連
を
軸
に
展
開
し
て
き
た
体
制
は
、
現
在
大
き
な

重
圧
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

長
い
間
存
続
す
る
た
め
の
道
を
模
索
す
る
こ
と
は
機
関
の
性
質
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上
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
、
国
連
を
軸
に
展
開
し
て
き
た
体
制

は
、
米
国
の
離
脱
、
中
国
の
反
発
、
欧
州
の
躊
躇
に
よ
っ
て
現
在

大
き
な
重
圧
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
大
統
領
選
挙
後
に
態
度
を
変

え
な
い
限
り
、
米
国
は
最
終
的
な
保
証
人
の
役
割
を
果
た
そ
う
と

し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
今
回
の
危
機
の
主
な
影
響
の
一
つ

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は
、
そ
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と

に
、
労
力
を
上
回
る
価
値
を
見
出
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
対
照

的
に
、
中
国
は
今
回
の
危
機
を
、
台
湾
を
孤
立
さ
せ
、
世
界
へ
の

影
響
力
を
行
使
す
る
道
具
と
見
て
い
る
。
欧
州
は
、
多
国
間
主
義

を
主
張
し
続
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
自
己
流
の
や
り
方
で
あ
り
、

多
く
を
語
る
が
、
実
際
の
成
果
は
な
い
。

今
起
き
て
い
る
危
機
は
、
特
に
世
界
保
健
機
構
（
W
H
O
）
に

関
し
て
、
国
連
体
制
の
信
頼
性
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
国
連

体
制
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
国
間
主
義
は
か
た
ち
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
。
国
連
体
制
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
も
は
や
た

だ
の
外
交
的
・
制
度
的
体
制
に
と
ど
ま
ら
ず
、
つ
な
が
り
を
形
成

す
る
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
り
、
諸
ア
ク
タ
ー
の
連
合
を
関
与

さ
せ
、
多
国
籍
企
業
、
教
会
、
N
G
O
、
お
よ
び
専
門
家
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
取
り
込
む
こ
と
が
必
要
だ
。
こ
う
し
た
進
化
は
、
資
金

調
達
と
方
向
性
に
関
し
て
の
新
た
な
問
題
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
体
制
が
も
っ
と
包
括
的
に
な
り
、
公
共
の
利
益
の

た
め
に
効
果
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

監
視
資
本
主
義
に
つ
い
て

今
回
の
健
康
と
技
術
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
危
機
に
よ
っ
て
各
国

は
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
セ
ク
タ
ー
の
企
業
に
関
し
て
、
経
済
外
交
の

条
件
を
再
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
感
染
追
跡
ア
プ

リ
に
関
す
る
議
論
は
、
個
人
デ
ー
タ
悪
用
の
可
能
性
と
、
使
用
に

よ
っ
て
生
じ
る
自
由
の
制
限
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
危
機
は
、
個
人
・

共
有
デ
ー
タ
の
継
続
的
な
収
集
に
基
づ
い
て
も
た
ら
さ
れ
る
監
視

資
本
主
義
の
出
現
を
促
し
て
い
る
。
国
家
が
ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
変
換
さ
れ
る
よ
う
に
、
数
々
の
技
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

国
家
と
し
て
の
機
能
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
資
源
の

相
互
浸
透
が
起
こ
り
、
官
民
と
も
に
、
国
内
外
に
向
け
て
分
散
化

シ
ス
テ
ム
の
新
し
い
構
造
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
デ
ー
タ
取
得
が
絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に

関
し
て
国
家
は
決
し
て
受
け
身
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム

を
業
務
の
合
理
化
の
た
め
に
使
用
し
、
シ
ス
テ
ム
を
社
会
の
ニ
ー
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ズ
に
適
応
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
言
葉
に
し
づ
ら
い
一
面
は
、

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
い
わ
ゆ
る
ス
パ
イ
行
為
だ
。
権
力
の
再
分
配
に

よ
っ
て
、
こ
う
し
た
統
合
は
官
民
の
境
界
を
吹
き
飛
ば
す
。
そ
し

て
、
国
家
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
体
系
的
に
民
間
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
に
頼
る
一
方
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
各
社
は
公
共
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
。

こ
れ
に
は
、
二
つ
の
直
接
的
影
響
が
あ
る
。
第
一
に
、

G
ovTech

（
ガ
ブ
テ
ッ
ク
）
の
開
発
、
す
な
わ
ち
、
公
的
機
関

に
よ
る
（
革
新
的
と
み
ら
れ
る
）
技
術
的
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
購

入
と
利
用
で
あ
る
。
触
れ
込
み
は
、
よ
り
個
人
化
さ
れ
た
包
括
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
。
実
際
に
は
こ
れ
に
よ
り
、
少
数
の
官
民

企
業
の
手
中
に
迅
速
に
権
力
が
集
中
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
二

の
影
響
は
、
国
家
と
各
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
関
係
に

つ
い
て
で
あ
る
。
後
者
は
こ
の
先
、
将
来
の
経
済
的
、
政
治
的
、

お
よ
び
社
会
的
活
動
を
全
体
的
に
方
向
づ
け
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
。
す
べ
て
の
原
則
宣
言
と
管
轄
権
に
関
す
る
論
争
の
後
、
技
術

セ
ク
タ
ー
の
行
動
を
自
力
で
統
制
で
き
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
各
社
は
自
身
を
統
治
者
と
考
え
る
よ

う
に
な
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
各
社
は
、
米
国
の
連
邦
当
局
よ

り
も
策
略
の
自
由
を
享
受
し
、
根
気
よ
く
構
築
さ
れ
た
軍
事
デ
ジ

タ
ル
施
設
に
自
ら
の
身
を
投
じ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
各
社
が
国
に
よ
っ
て
直
接
統
制
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観

点
か
ら
見
る
と
、
欧
州
は
非
武
装
で
、
こ
の
競
争
に
参
加
さ
え
で

き
な
い
。
こ
の
件
へ
の
対
応
が
す
ぐ
に
な
さ
れ
な
い
と
、
欧
州
は

さ
ら
に
水
を
あ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
５
G
が
展
開
さ
れ
る
時

に
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

課
税
は
、
技
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、
さ
ら
に
範
囲
を
広
げ

て
多
国
籍
企
業
と
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
を
求
め
る
国
々
に
と
っ

て
、
最
終
的
な
手
段
と
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
収
入
源
を
提
供

し
、
社
会
的
不
公
平
を
低
減
す
る28
。
今
回
の
健
康
と
技
術
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
危
機
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
し
た
溝

を
深
め
て
い
る
。
そ
の
溝
を
境
と
し
て
、
一
方
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
管
轄
区
域
に
い
る
海
外
在
住
者
の
福
利
を
最
大
限
に
す
る
よ
う

努
め
る
国
々
が
あ
り
、
他
方
、
自
社
の
株
主
の
利
益
を
最
大
限
に

す
る
よ
う
努
め
る
多
国
籍
企
業
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
最
後

に
は
、
世
界
中
で
事
業
を
展
開
し
、
与
え
た
影
響
に
対
す
る
直
接

の
責
任
は
免
れ
つ
つ
、
で
き
る
限
り
国
の
管
轄
か
ら
逃
れ
よ
う
と

す
る
の
だ29
。
多
国
籍
企
業
に
と
っ
て
最
適
な
状
況
は
、
数
々
の
子

会
社
間
に
あ
る
社
会
的
、
規
制
上
、
お
よ
び
給
与
の
格
差
を
利
用

す
る
最
適
な
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
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イ
ル
ス
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
促
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク

の
増
加
は
、
必
然
的
に
職
場
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
先
進
国
の
サ
ー

ビ
ス
セ
ク
タ
ー
に
変
貌
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
ロ
ボ
ッ
ト
化
や

「
テ
レ
マ
イ
グ
ラ
ン
ト
（
テ
レ
移
住
者
）」
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
新
し
い
段
階
に
突
入
し
て
お
り
、
さ
ら
に
激
し
い

（
今
は
リ
モ
ー
ト
の
）
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
競
争
に
な
る
で
あ
ろ

う30
。現

在
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
、
一
三
三
八
年
に
中
央
ア
ジ
ア
に
広

ま
り
一
三
四
八
年
に
は
パ
リ
に
到
達
し
た
一
四
世
紀
の
黒
死
病

（
ペ
ス
ト
）
と
の
比
較
研
究
が
す
で
に
多
数
行
わ
れ
て
い
る
。
黒

死
病
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
沿
っ
て
進
む
と
、
中
国
か
ら
東
欧
へ
と

広
が
る
「
連
続
体
」
と
い
う
考
え
が
定
着
し
た
。
さ
ら
に
は
、
黒

海
の
港
や
レ
バ
ン
ト
地
方
と
広
大
な
地
中
海
沿
岸
地
方
を
結
ぶ
、

イ
タ
リ
ア
の
貿
易
網
に
沿
っ
て
や
っ
て
来
た
。
こ
の
地
理
的
状
況

が
今
、
再
浮
上
し
て
い
る
の
だ
。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

（Ibn Khaldun

）
に
よ
る
と
、
数
年
と
い
う
わ
ず
か
の
間
で
、

黒
死
病
の
影
響
は
「
地
球
の
絨
毯
を
、
そ
の
上
に
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
乗
せ
た
ま
ま
巻
き
上
げ
て
し
ま
っ
た31

」。
そ
れ
は
中
世
の
無
知

の
終
わ
り
を
示
し
、
当
時
最
も
多
か
っ
た
欧
州
の
人
口
を
残
酷
な

ま
で
に
激
減
さ
せ
た
。
欧
州
が
復
興
し
て
そ
の
後
大
発
見
時
代
に

入
る
ま
で
に
は
数
世
紀
を
要
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
同
様
の
人
口
動
態
的
な
大

打
撃
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
技
術
的
無
知
の
終
焉
を
明
確

に
示
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
特
徴
づ
け
て
き
た

の
は
、
国
境
を
越
え
た
相
互
依
存
の
高
ま
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

人
間
の
活
動
の
た
め
の
新
し
い
神
経
系
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
情
報
通
信
技
術
の
迅
速
な
移
動
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ

た
。
ジ
ョ
ン
・
ペ
リ
ー
・
バ
ー
ロ
ウ
（John Perry Barlow

）

が
（『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
独
立
宣
言
』
に
て
）
表
現
し
た
よ
う

な
、
我
々
は
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
精
神
の
文
明32
」
の

出
現
を
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
は
世
界
各
国
の
政
府
が

作
っ
た
も
の
以
上
に
人
間
ら
し
い
、
と
い
っ
た
希
望
は
今
や
消
滅

し
た
。
多
方
面
で
米
中
対
立
が
起
き
て
い
る
さ
な
か
、
こ
う
し
た

技
術（
効
率
や
統
制
、
お
よ
び
個
別
化
の
極
端
な
ベ
ク
ト
ル
）は
、

監
視
資
本
主
義
へ
の
移
行
を
促
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、「
効
率
対
人
間
の
尊
厳
」
と
い
っ
た

古
い
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
す
る
こ
と
を
統
治
者
に
強
い
て
お
り
、
彼

ら
の
統
治
能
力
を
問
う
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

『Tout em
pire périra

（
す
べ
て
の
帝
国
は
崩
壊
す
る
）』

に
て
ジ
ャ
ン=
バ
テ
ィ
ス
ト
・
デ
ュ
ロ
ゼ
ル
（Jean-Baptiste 
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D
uroselle

）
は
、
我
々
に
次
の
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。「
最

大
の
危
険
を
共
有
す
る
時
に
あ
っ
て
、
尊
厳
を
中
心
と
す
る
シ
ス

テ
ム
よ
り
も
効
率
性
が
優
先
さ
れ
て
い
る
」。
後
者
は
人
類
に

と
っ
て
最
大
の
希
望
で
あ
る
こ
と
以
前
に
、
人
々
は
、「
単
な
る

大
衆
の
一
部
に
は
な
り
た
く
な
い
。
認
め
ら
れ
た
、
責
任
あ
る
個

人
で
あ
り
た
い
の
だ33

」。
デ
ー
タ
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
な
世
界

で
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
大
志
が
実
現
で
き
る
と
い
う
の

か
。
今
日
は
健
康
の
た
め
に
、
明
日
は
環
境
問
題
の
た
め
に
様
々

な
制
約
が
課
せ
ら
れ
る
今
、
技
術
環
境
を
緊
急
案
件
と
し
て
再
考

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

1　

Ernest Lavisse, G
eneral V

iew
 of the Political H

istory 
of Europe

（
欧
州
政
治
史
の
一
般
的
見
解
）、
翻
訳
：C

harles 
G

ross 

（London

：Longm
ans, G

reen and C
om

pany, 
1891

）, 172.

2　

N
icolas Rousselier, La Force de gouverner. Le pouvoir 

exécutif en France XIXe-XXIe siècles 

（Paris: G
allim

ard, 
2015

）. 

訳
者
の
注
記
：
別
途
記
載
が
な
い
限
り
、
本
論
文
内
の
外
国
語

の
資
料
の
翻
訳
は
、
す
べ
て
我
々
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

3　

C
arl Schm

itt, T
he N

om
os of the Earth in the 

International Law
 of the Jus Publicum

 Europaeum

（
大
地

の
ノ
モ
ス
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
と
い
う
国
際
法
に
お
け
る
）、
翻
訳
：

G
.L. U

lm
en （N

ew
 York: Telos, 2006

）,50 and 86.

4　

Jo
h

n
 P

erry B
arlo

w
, A

 D
eclaratio

n
 o

f th
e 

Independence of C
yberspace

（
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
独
立
宣
言
） 

（D
avos, 1998

）、
参
照
サ
イ
ト　

https://w
w

w
.eff.org/

cyberspace-independence.

5　

C
hristian G

rataloup, V
ision

（s

） du m
onde. H

istoire 
critique des représentations de l

’H
um

anité 

（Paris: 
A

rm
and C

olin, 2018

）, 130–1.

6　

René G
rousset, Bilan de l

’histoire 

（Paris: D
esclée de 

Brouw
er, 2016

）, 139. 

訳
者
の
注
記
：
こ
こ
で
の
英
語
は
、
翻
訳

書
『The Sum

 of H
istory

』（
歴
史
の
総
和
）（London: Tow

er 
Bridge Publications, 1951

）, 90. 

か
ら
抜
粋
し
た
。 

7　

C
laude M

eyer, L

’O
ccident face à la renaissance de 

la C
hine （Paris: O

dile Jacob, 2018

）, 221.

8　

G
rousset, Bilan, 326.

9　

Pankaj M
ishra, From

 the Ruins of Em
pire. The Revolt 

A
gainst the W

est and the Rem
aking of A

sia

（
帝
国
の
廃
墟

か
ら
：
西
洋
へ
の
反
抗
と
ア
ジ
ア
の
再
生
） （London: Penguin 

Books, 2013

）, 8.
10　

K
ishore M

ahbubani, H
as the W

est Lost It?: A
 

Provocation

（
西
洋
は
そ
れ
を
失
っ
た
の
か
？
：
挑
発
） （London: 
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A
llen Lane, 2018

）.
11　

Parag K
hanna, T

he Future Is A
sian. C

om
m

erce, 
C

onflict, and C
ulture in the 21st C

entury

（
未
来
は
ア
ジ
ア

に
：
21
世
紀
の
商
業
、
紛
争
、
文
化
）（N

ew
 York: Sim

on &
 

Schuster, 2019

）, 11.

12　

Y
an X

uetong, Leadership and the Rise of G
reat 

Pow
ers

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
列
強
の
台
頭
） （Princeton, N
J: 

Princeton U
niversity Press, 2019

）, 2–24.

13　

Sulm
aan W

asif Khan, H
aunted by C

haos, C
hina

’s 
G

rand Strategy from
 M

ao Zedong to Xi Jinping

（
混
沌
が

つ
き
ま
と
う
、
毛
沢
東
か
ら
習
近
平
に
か
け
て
の
中
国
の
壮
大
な
戦
略
） 

（C
am

bridge, M
A

: H
arvard U

niversity Press, 2018

）, 4–5.

14　

Fareed Zakaria, “C
ulture Is D

estiny. A
 C

onversation 
w

ith Lee Kuan Yew
,”

（
文
化
は
宿
命
：
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
と
の

対
話
）Foreign A

ffairs, （
三
月
／
四
月　
一
九
九
四
年
）

15　

C
urtis Stone, “The M

alfunctioning of the U
S System

 is 
m

aking C
hina ‘great again’” （

米
国
体
制
の
機
能
不
全
が
、
中
国

を
「
再
び
偉
大
」
に
す
る
）
二
〇
一
七
年
七
月
十
八
日
、
人
民
日
報
、

参
照
サ
イ
ト http://en.people.cn/n3/2017/0718/c90000-

9243062.htm
l.

16　

C
hantal D

elsol, “Le crépuscule de l
u̓niversel,” 

Politique étrangère 84, no.1 （2019

）: 24–5.

17　

Kai Strittm
atter, W

e H
ave Been H

arm
onised: Life in 

C
hinaʼs Surveillance State

（
我
々
は
、
調
和
し
て
き
た
：
中
国

の
監
視
国
家
に
お
け
る
生
活
）（Exeter: O

ld Street Publishing, 
2019

）, 7.

18　

Pierre Bellanger, “D
e la souveraineté num

érique,” Le 
D

ébat, 170 （2012

）: 152.

19　

M
eyer, L

’O
ccident, 146.

20　

A
ttorney G

eneral W
illiam

 Barr, “Keynote A
ddress” （

基

調
演
説
）（
国
際
的
・
戦
略
的
研
究
の
た
め
の
中
国
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
・
コ

ン
フ
ェ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
演
説
、
二
〇
二
〇
年
二
月
六
日
、
ワ
シ

ン
ト
ンD

C

）

21　

PW
C

, “G
lobal T

op 100 C
om

panies by M
arket 

C
apitalisation,”

（
時
価
総
額
に
よ
る
世
界
上
位
１
０
０
社
）（
二
〇

一
九
年
七
月
）; 

参
照
サ
イ
ト https://w

w
w

.pw
c.com

/gx/en/
new

s-room
/press-releases/2019/top-100-m

arket-
capitalisation-2019.htm

l.

22　
訳
者
の
注
記
：
執
筆
時
の
後
、
本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
継
続
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
理
由
に
延
期
さ
れ
た
。

23　
中
国
高
官
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
三
日

24　
欧
州
国
の
外
交
官
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
一

日
25　
例
と
し
て
参
照
。A

aron W
ess M

itchell, “C
entral Europe

s̓ 
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C
hina Reckoning,” 

（
中
欧
の
中
国
勘
定
）The A

m
erican 

Interest, 

二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
三
日; 

参
照
サ
イ
ト https://

w
w

w
.the-am

erican-interest.com
/2020/04/23/central-

europes-china-reckoning/ 

　
ウ
ェ
ス
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（W

ess M
itchell

）
は
、
二
〇
一
七 

年
か
ら

二
〇
一
九
年
ま
で
、
欧
州
お
よ
び
ユ
ー
ラ
シ
ア
問
題
担
当
次
官
補
を
務

め
た
。

26　
中
国
高
官
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
三
日

27　

O
dd A

rne W
estad, Restless Em

pire, C
hina and the 

W
orld since 1750

（
落
ち
着
か
な
い
帝
国
：
１
７
５
０
年
以
降
の

中
国
と
世
界
） （N

ew
 York: Basic Books, 2012

）, 461.

28　

Em
m

anuel Saez and G
abriel Zucm

an, The Trium
ph of 

Injustice: H
ow

 the Rich D
odge Taxes and H

ow
 to M

ake 
Them

 Pay

（
不
正
の
勝
利
：
富
裕
層
の
税
金
の
逃
れ
方
、
富
裕
層
に

税
金
を
支
払
わ
せ
る
方
法
） （N

ew
 York: W

.W
. N

orton &
 

C
om

pany, 2019

）.

29　

R
aym

ond V
ernon, In the H

urricane
s̓ Eye. T

he 
Troubled Prospects of M

ultinational Enterprises

（
ハ
リ

ケ
ー
ン
の
目
：
多
国
籍
企
業
の
危
う
い
先
行
き
） （C

am
bridge, M

A
: 

H
arvard U

niversity Press, 1998

）, 28.

30　

R
ichard B

aldw
in, T

he G
lobotics U

pheaval: 
G

lobalization, R
obotics, and the Future of W

ork

（G
LO

BO
TIC

S

（
グ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＋
ロ
ボ
ッ
ト

化
が
も
た
ら
す
大
激
変
）（O

xford: O
xford U

niversity Press, 
2019

）.

31　

Tim
 M

ackintosh-Sm
ith, A

rabs: A
 3,000-Year H

istory 
of Peoples, Tribes and Em

pires

（
ア
ラ
ブ
：
人
・
民
族
・
帝
国

の
三
千
年
の
歴
史
）（N

ew
 H

aven, C
T: Yale U

niversity Press, 
2019

）, 372.

32　

Barlow
, A

 D
eclaration of the Independence of 

C
yberspace

（
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
独
立
宣
言
）
原
文
は
大
文
字
を

使
用

33　

Jean-Baptiste D
uroselle, Tout Em

pire périra

（
す
べ
て
の

帝
国
は
崩
壊
す
る
） （Paris: A

rm
and C

olin, 1992

）, 286–8. 

原

文
は
イ
タ
リ
ッ
ク
を
使
用

ト
マ
・
ゴ
マ
ー
ル
（Thom

as G
O
M
ART

）

パ
リ
第
一
大
学
パ
ン
テ
オ
ン
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
歴
史
学
修
了
（Ph.D

）、

H
E
C
経
営
大
学
院
修
了
（
E
M
B
A
）
後
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
関
係
研
究

所
（
I
F
R
I
）
の
ロ
シ
ア
／
N
I
S
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
〇
四
―
二
〇

一
三
）、
I
F
R
I
戦
略
開
発
担
当
副
所
長
を
務
め
、
現
職
。
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E
U
は
、
今
な
お
続
く
コ
ロ
ナ
危
機
へ
の
対
応
を
筆
頭
に
、
デ

ジ
タ
ル
分
野
に
お
け
る
単
一
市
場
の
さ
ら
な
る
進
展
、

B
R
E
X
I
T
後
の
処
理
、
米
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
そ
の
他
諸

国
と
の
対
外
関
係
の
構
築
な
ど
、
多
く
の
分
野
に
お
い
て
重
大
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
に
対
す
る
初
期
対
応
の
速
さ

で
は
注
目
を
集
め
た
が
、
今
や
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
製
薬
業
界
と
の

関
係
と
い
う
未
知
の
領
域
で
苦
戦
し
て
い
る
。
外
交
問
題
に
お
い

て
、
加
盟
国
か
ら
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
一
層
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
E
U
は
対
外
的
に
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。 

一
年
ほ
ど
前
、
ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
氏
率

い
る
新
欧
州
委
員
会
が
誕
生
し
た
。
E
U
の
日
常
的
運
営
を
担
う

二
十
七
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
三
大
政
党
グ
ル
ー
プ

の
代
表
を
含
む
政
治
的
な
委
員
会
で
、
前
期
の
ユ
ン
カ
ー
委
員
会

の
構
成
に
倣
い
、
委
員
長
と
五
名
の
副
委
員
長
（
対
外
問
題
の
上

級
代
表
者
を
含
む
）
で
構
成
さ
れ
、
全
方
位
で
対
処
し
て
い
る
。

委
員
会
が
着
手
し
た
大
テ
ー
マ
は
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
戦
略
的
自

律
と
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
危
機

で
そ
の
影
は
薄
れ
て
し
ま
っ
た
。
危
機
の
発
生
か
ら
一
年
以
上
が

経
っ
た
今
で
も
、
コ
ロ
ナ
危
機
は
最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

本
稿
で
は
、
今
日
の
E
U
の
課
題
に
お
け
る
大
き
な
テ
ー
マ
を

検
討
す
る
。
内
政
面
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
算
と

E
U
の
医
療
政
策
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
対
外
面

で
は
、
英
国
E
U
間
で
の
貿
易
取
引
の
増
加
と
い
う
問
題
が
あ
る

が
、
米
国
と
中
国
の
狭
間
で
圧
迫
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
よ
り
普
遍
的
な
問
題
が
あ
る
。

[特集]
「欧州政治」のリアル

特別寄稿

新
委
員
会
発
足
に
成
功
す
る
も

Ｅ
Ｕ
は
荒
波
の
中

欧
州
政
策
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
理
事
長　

カ
レ
ル
・
ラ
ノ
ー

監
訳
◉
高
畑　

洋
平
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
経
済
的
お
よ
び

予
算
的
な
対
応

初
期
に
お
け
る
無
策
と
国
民
の
反
応
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
E
U

各
機
関
と
各
国
政
府
の
間
で
効
果
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
ま
と

ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
こ
の
危
機
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
E
C
B
は
三
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
購
入
計
画
を
実
施
し
て

迅
速
に
対
応
し
、
続
い
て
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
ユ
ー
ロ
グ
ル
ー

プ
が
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
E
S
M
）
か
ら
の
特
別
融
資
限
度

額
に
関
す
る
合
意
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
大
幅
に
強
化
さ
れ
た

E
U
予
算
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
変
え
た
。
E
U
は
今
後
、
国
際
的
な

場
面
に
お
い
て
も
こ
の
論
理
を
前
進
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

コ
ロ
ナ
危
機
が
始
ま
る
直
前
の
二
〇
二
〇
年
二
月
、
E
U
の
首

脳
ら
は
二
〇
二
一
～
二
七
年
の
新
E
U
予
算
に
つ
い
て
細
か
な
議

論
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
新
予
算
は
倍
増
し
、
E
U
の
総
国
民

所
得
（
G
N
I
）
の
二
%
を
超
え
る
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
前
例

の
な
い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
加
盟
国
は
E
U
条
約
の
第
一
二
二

条
に
基
づ
き
、
欧
州
委
員
会
が
市
場
か
ら
直
接
融
資
を
受
け
る
こ

と
を
許
可
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
E
U
の
独
自
財
源
規
則
に
例
外

が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
的
根
拠
は
二
〇
二
〇
年
五
月
に

S
U
R
E
（
緊
急
時
失
業
リ
ス
ク
軽
減
支
援
）
規
制
が
実
施
さ
れ

た
際
に
初
め
て
適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
E
U
は
一
〇
〇
〇

億
ユ
ー
ロ
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
国
の
失
業
計
画
が
強
化

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
政
策
の
さ
ら
な
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
に
向

け
た
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、
労
働
市
場
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
、

医
療
お
よ
び
関
連
研
究
（
こ
れ
ら
す
べ
て
は
今
日
ほ
ぼ
完
全
に
国

家
的
な
問
題
で
あ
る
）
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
結
束
政

策
を
修
正
し
、
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
強
化
し
て
い

る
。主

要
予
算
に
お
い
て
、
次
世
代
E
U
は
M
F
F
（
E
U
多
年
次

財
政
枠
組
み
）
の
一
兆
七
四
〇
億
ユ
ー
ロ
に
、
E
U
が
資
本
市
場

か
ら
借
入
れ
す
る
こ
と
で
七
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
を
追
加
し
、
か
な

り
の
長
期
に
渡
り
返
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
よ

り
統
合
化
さ
れ
た
債
券
に
向
け
た
、
そ
し
て
欧
州
の
資
本
市
場
に

と
っ
て
の
、
大
き
な
一
歩
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
欧
州
委
員
会

の
A
A
A
格
付
け
を
伴
い
、
機
関
投
資
家
向
け
に
は
真
の
欧
州
安

全
資
産
（
米
国
の
短
期
国
債
の
よ
う
な
）
を
、
市
場
に
は
単
一
利

回
り
曲
線
を
、
初
め
て
創
出
し
た
の
で
あ
る
。
欧
州
投
資
銀
行

（
E
I
B
）、
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
E
S
M
）、
そ
の
他
事
業

体
か
ら
の
五
〇
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
借
入
残
高
と
合
わ
せ
る
と
、
ト
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リ
プ
ル
A
の
真
の
欧
州
安
全
資
産
は
少
な
く
と
も
一
兆
四
〇
〇
〇

億
ユ
ー
ロ
と
な
る
。
同
時
に
、
そ
れ
は
ユ
ー
ロ
の
国
際
的
な
役
割

を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
ユ
ー
ロ
は
、
ド
ル
と
米
国
の
利
益
の

た
め
に
近
年
下
落
し
、
イ
ラ
ン
と
の
貿
易
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

欧
州
の
世
界
的
地
位
に
影
響
を
与
え
た
。

こ
の
借
入
に
は
現
在
の
収
益
に
よ
る
下
支
え
が
な
い
た
め
、

E
U
に
と
っ
て
真
に
独
自
の
財
源
や
収
益
を
生
み
出
す
た
め
、
新

た
な
原
動
力
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
方
向

性
に
お
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
ア
イ
デ
ア
が
提
起
さ
れ
て
い
る

が
、
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
加
盟
国
の
法
人
税
収
入
の
分
配
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
税
制
調
和
を
踏
ま

え
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
。
こ
れ
も
最
近
ま
で
は
遠
く
先
の
未

来
の
こ
と
で
あ
り
、
今
日
の
E
U
が
単
一
市
場
を
ほ
と
ん
ど
持
た

な
い
分
野
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
再
活
性
化
さ
れ
た
予
算
に
よ
り
、
E
U
の
資
金
は

加
盟
国
の
支
出
に
、
よ
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。
加
盟

国
の
支
出
は
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
一
日
の
欧
州
理
事
会
で
合

意
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
緊
密
な
議
論
の
争
点
と
な
っ
て
い

た
。
特
に
議
論
の
中
心
は
、
E
U
の
資
金
を
得
る
た
め
に
欧
州
委

員
会
が
加
盟
国
に
課
す
こ
と
の
で
き
る
融
資
条
件
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。
保
守
的
か
つ
大
衆
主
義
的
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
両
政
府
は
、
い
か
な
る
条
件
に
も
抵
抗
し
た
。
両
国
に
つ
い

て
は
、
自
由
な
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
、
権
力
と
移
住
政
策
の
分
離
な

ど
に
関
す
る
E
U
の
法
の
支
配
の
原
則
の
適
用
を
め
ぐ
り
、
す
で

に
し
ば
ら
く
の
間
、
欧
州
委
員
会
で
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
合

意
は
、
E
U
の
財
務
上
の
利
害
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
時
に
、
汚

職
や
不
正
行
為
な
ど
で
E
U
の
資
金
が
直
接
悪
用
さ
れ
た
場
合

に
、
法
の
支
配
の
原
則
の
違
反
が
適
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
民

主
主
義
や
司
法
制
度
の
独
立
と
い
っ
た
、
加
盟
国
す
べ
て
が
尊
重

す
べ
き
基
本
的
価
値
観
の
体
系
的
な
違
反
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ

う
な
違
反
が
E
U
資
金
の
管
理
に
影
響
す
る
、
ま
た
は
そ
の
リ
ス

ク
が
あ
る
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

一
部
の
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
を
通
し
て
利
用
で
き
る
資

金
が
膨
大
に
な
り
、
国
家
予
算
に
も
相
当
な
額
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
欧
州
委
員
会
の
計
算
に
よ
る
と
、
次
世
代
E
U
の
関

連
政
策
全
体
に
よ
り
、
E
U
の
中
欧
・
東
欧
諸
国
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
構
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
移
転

に
加
え
て
、
二
〇
二
四
年
ま
で
に
実
質
G
D
P
レ
ベ
ル
の
平
均
で

約
二
%
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

資
金
を
政
府
が
負
担
す
る
能
力
や
、
他
の
投
資
と
比
較
し
た
上
で
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の
追
加
の
資
本
形
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
疑
問
が
提
起
さ
れ
て

い
る
。
政
治
的
に
は
、
各
政
党
が
支
出
計
画
に
つ
い
て
論
争
す
る

場
と
も
な
っ
て
い
る
。
金
額
の
面
で
ス
ペ
イ
ン
と
と
も
に
こ
れ
ら

の
資
金
の
最
大
の
受
益

者
と
な
っ
て
い
る
イ
タ

リ
ア
で
は
、
資
金
配
分

に
つ
い
て
の
議
論
が
、

コ
ン
テ
政
権
の
崩
壊
、

そ
し
て
欧
州
中
央
銀
行

元
総
裁
で
あ
る
マ
リ
オ
・

ド
ラ
ギ
の
新
政
府
の
設

立
に
つ
な
が
っ
た
。
上

表
は
、
M
F
F
の
復
興
・

強
靭
化
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

（
R
R
F
）
に
基
づ
く
補

助
金
（
融
資
と
比
較
）
の

受
益
国
に
つ
い
て
、
そ

の
総
額
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

E
U
4
H
e
a
l
t
h 

E
U
は
医
療
の
主
要
分
野
で
も
迅
速
な
対
応
を
行
っ
た
が
、
こ

の
分
野
に
お
け
る
E
U
の
役
割
に
つ
い
て
加
盟
国
間
で
意
見
の
相

違
が
あ
り
、
製
薬
会
社
間
で
は
納
入
目
標
に
つ
い
て
、
世
論
で
は

加
盟
国
の
保
健
部
門
の
散
々
な
対
応
に
つ
い
て
意
見
が
別
れ
、
対

応
は
完
全
に
鈍
化
し
た
。
現
段
階
で
こ
の
結
果
を
予
測
す
る
の
は

時
期
尚
早
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
無
理
を
し
す
ぎ
た
こ
と
が
原
因

で
、
E
U
が
多
く
の
信
頼
を
失
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

コ
ロ
ナ
危
機
が
始
ま
っ
て
約
三
か
月
経
っ
た
二
〇
二
〇
年
六
月

十
七
日
、
欧
州
委
員
会
は
事
前
購
入
契
約
（
A
P
A
）
に
よ
る
共

同
調
達
を
伴
う
ワ
ク
チ
ン
戦
略
を
発
表
し
た
。
最
初
の
調
達
注
文

は
大
規
模
製
薬
会
社
に
対
し
て
既
に
二
〇
二
〇
年
八
月
に
行
わ

れ
、
翌
月
以
降
そ
の
他
数
社
に
も
注
文
を
行
っ
た
。
調
達
プ
ロ
セ

ス
は
、
参
加
し
て
い
る
す
べ
て
の
加
盟
国
を
代
表
し
て
委
員
会
が

実
施
し
て
お
り
、
予
算
は
二
七
億
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ワ

ク
チ
ン
の
配
備
と
使
用
に
つ
い
て
の
責
任
は
、
購
入
す
る
加
盟
国

に
あ
る
。

産
業
戦
略
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
欧
州
委
員
会
は
、
E
U
内
の

0.00
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競
争
力
と
回
復
力
の
あ
る
業
界
を
支
援
す
る
た
め
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
で
構
成
さ
れ
る
製
薬
セ
ク
タ
ー
戦
略
に
取
り
組
ん
だ
。
同

戦
略
は
、「
保
健
に
お
け
る
戦
略
的
な
依
存
関
係
を
特
定
し
、
生

産
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
多
様
化
、
戦
略
的
な
備
蓄
の
確
保
、

欧
州
で
の
生
産
と
投
資
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
依
存

関
係
を
縮
小
す
る
た
め
の
方
策
」
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
製

薬
業
界
の
戦
略
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
当
局
が
把
握
し
て
い

な
い
こ
と
、
脆
弱
性
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
医
薬
品
の

供
給
の
安
全
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。
法
律
制
定
の
提
案
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
法
案
に
は
生

産
プ
ロ
セ
ス
の
品
質
と
持
続
可
能
性
も
含
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
欧
州
委
員
会
は
ま
た
、
保
健
政
策

分
野
に
お
け
る
強
化
・
拡
大
さ
れ
た
制
度
的
構
造
を
発
表
し
た
。

こ
れ
は
、
危
機
対
応
基
盤
、
そ
し
て
医
療
対
策
の
研
究
・
開
発
・

製
造
・
配
備
・
流
通
に
つ
い
て
の
戦
略
的
投
資
機
関
と
し
て
、
欧

州
保
健
緊
急
対
応
機
関
（
H
E
R
A
、
ま
た
は
米
国
生
物
医
学
先

端
研
究
開
発
局
（
B
A
R
D
A
）
を
モ
デ
ル
と
し
た
欧
州
版
の

B
A
R
D
A
）
の
設
立
を
伴
う
も
の
で
、
二
〇
二
一
年
末
ま
で
に

法
案
が
成
立
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
H
E
R
A
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
ー
は
、
官
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
形
で
生
体
防
御
の

準
備
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
州
医
薬
品
機
関

（
E
M
A
）
お
よ
び
欧
州
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
（
E
C
D
C
）

の
強
化
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
戦
略
の
問
題
は
、
医
療
は
あ
る
国
ま
た
は
地
域
の
能
力
で

あ
り
、
E
U
連
邦
政
府
の
責
任
で
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
し

か
し
E
U
は
製
薬
分
野
に
お
い
て
、
単
一
市
場
や
第
三
国
と
の
貿

易
に
よ
り
販
売
可
能
な
製
品
、
知
的
財
産
の
保
護
、
研
究
開
発
の

促
進
、
そ
し
て
競
争
の
維
持
に
関
す
る
規
制
に
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
医
薬
品
に
関
す
る
法
律
の
大
部
分
は
、
販
売
認
可

を
与
え
る
際
の
条
件
、
ま
た
中
核
と
な
る
欧
州
医
薬
品
庁

（
E
M
A
）
あ
る
い
は
加
盟
国
が
販
売
後
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

う
際
の
条
件
を
、
漸
進
的
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
伴
っ
て
成
り
立

つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
価
格
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
単
一
市

場
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
処
方
薬
の
価
格
は
各
国
が
決
め
る
た

め
、
当
然
で
は
あ
る
が
価
格
は
単
一
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

新
し
い
連
邦
機
関
を
設
立
し
た
り
、
既
存
の
機
関
を
強
化
し
た

り
す
る
に
は
、
予
算
と
実
際
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
に
拠
点
を
置
き
、
年
間
予
算
五
九
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
、
職
員

二
七
〇
人
（
二
〇
一
九
年
）
を
有
す
る
E
C
D
C
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
始
ま
り
に
お
い
て
常
に
後
れ
を
取
っ
て
い
た
。
フ
ァ
ウ
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チ
博
士
の
米
国
C
D
C
と
同
様
、
こ
の
機
関
は
公
的
な
「
感
染
症

に
対
す
る
欧
州
の
防
御
強
化
を
目
的
と
し
た
E
U
の
機
関
」
で
あ

る
が
、
差
し
迫
っ
た
大
惨
事
に
つ
い
て
、
事
前
に
警
告
を
発
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
E
C
D
C
を
監
督
す
る
欧
州
委
員

会
も
ま
た
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
脅
威
と
、
そ
れ
が
E
U
経
済
と

E
U
の
自
由
に
与
え
う
る
影
響
に
つ
い
て
、
常
に
対
応
が
遅
れ
て

い
た
。
米
国
の
C
D
C
と
は
異
な
り
、
E
C
D
C
は
今
日
ま
で
欧

州
市
民
の
間
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
新
し
い
機
関
を
設

立
す
る
前
に
、
既
存
の
機
関
が
十
分
に
機
能
す
る
こ
と
確
実
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
E
U
の
医
療
分
野
に
お

け
る
明
確
な
能
力
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
戦
略
に
つ
い
て
は
、
納
期
の
遅
れ
、
欧
州
委
員
会
と

製
薬
会
社
間
の
緊
張
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
欧
州
委
員
会
と
加
盟
国

間
の
緊
張
、
そ
し
て
E
U
と
英
国
を
中
心
と
す
る
諸
外
国
間
の
緊

張
、
輸
出
禁
止
の
脅
威
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
関
心
の
的
で
あ
り

続
け
て
い
る
。
英
国
や
米
国
と
比
較
し
た
E
U
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
遅
れ
は
、
今
後
何
年
に
も
渡
っ
て
欧
州
の
政
策
決
定
に
長
期
的

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
が
ど
の
方
向
に

進
む
か
を
判
断
す
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
私
た
ち
は
医
療
に

お
け
る
E
U
の
能
力
の
全
体
的
な
拡
大
を
求
め
る
わ
け
で
は
な

い
。
既
存
の
機
関
が
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
適
切
に
、
ま
た
は
よ

り
う
ま
く
対
処
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
、
か
な
り
対
象
を

絞
っ
た
変
更
を
行
う
よ
う
主
張
す
る
。

E
U
と
英
国
と
の
新
た
な
関
係

二
〇
一
六
年
六
月
に
B
R
E
X
I
T
の
投
票
が
行
わ
れ
た
後
、

貿
易
と
協
力
に
関
す
る
協
定
（
T
C
A
）
に
よ
っ
て
E
U
と
英
国

と
の
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る
ま
で
に
四
年
半
を
要
し
た
。
同
協

定
は
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
四
日
に
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協

定
で
は
、
ゼ
ロ
関
税
物
品
と
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
関
す
る
具
体
的
な

規
則
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
議
会
と
専
門
委
員
会
に
よ
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
構
造
、
元
加
盟
国
お
よ
び
隣
接
国
と
し
て
求
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
紛
争
解
決
と
協
力
を
行
う
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
定
め
ら
れ
、
全
体
的
に
歓
迎
さ
れ
た
。
最
も
難
し
い
の

は
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
の
E
U
―
英
国
脱
退
協
定
に
加
え
て
、

補
助
金
（
ま
た
は
国
家
補
助
金
）、
環
境
問
題
、
社
会
お
よ
び
税

問
題
に
つ
い
て
の
競
争
条
件
の
平
準
化
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
係
す

る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
九
年
に
締
結
さ
れ
た
日
・

E
U
経
済
連
携
協
定
や
、
カ
ナ
ダ
（
C
E
T
A
）
や
東
欧
近
隣
諸

21-03-319_007-特集Ⅱ-カレル・ラノー.indd   4521-03-319_007-特集Ⅱ-カレル・ラノー.indd   45 2021/06/09   18:13:202021/06/09   18:13:20



JFIR WORLD REVIEW Vol.04 46

国（
深
淵
か
つ
包
括
的
な
自
由
貿
易
協
定
：
D
C
F
T
A
）な
ど
、

そ
の
他
の
貿
易
協
定
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
協
定
は
政
治
的
協
力

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う

な
目
的
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
程
度
は
非
常
に
限
定
的
で
あ

る
。
し
か
し
欧
州
の
安
全
保
障
だ
け
を
考
え
て
も
、
そ
の
よ
う
な

協
力
が
す
で
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

物
品
に
つ
い
て
は
関
税
は
な
い
も
の
の
、
T
C
A
は
関
税
同
盟

で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
国
境
で
物
品
が
国
の
規
則
に
適
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
た
め
一
月
一
日
以
降
、
E
U
と
英
国
の
貿
易
で
遅
延
が
発
生
し

て
い
る
。
実
際
、
E
U
と
英
国
の
貿
易
は
予
想
通
り
大
幅
に
減
少

し
た
。
新
し
い
措
置
に
適
応
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と

し
て
、
こ
の
減
少
を
一
時
的
な
も
の
と
見
る
意
見
も
あ
る
が
、

B
R
E
X
I
T
の
影
響
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
研
究
が
予
想
し
た

通
り
、
こ
れ
が
よ
り
恒
久
的
な
傾
向
と
な
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
見
通
し
を
持
つ
に
は
時
期
尚

早
で
あ
る
。
し
か
し
英
国
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
金
融
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
規
制
上
の
理
由
か
ら
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
以

降
、
E
U
の
株
式
取
引
が
直
接
、
欧
州
本
土
へ
移
さ
れ
た
。
こ
れ

は
メ
デ
ィ
ア
で
広
く
報
道
さ
れ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
取
ら
れ

て
い
る
す
べ
て
の
対
応
の
う
ち
、
ほ
ん
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。

T
C
A
の
最
も
明
白
な
欠
陥
は
、
専
用
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
委
員
会

が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
定
で
は
、（
最
も
支
持
さ
れ
て

い
る
）
内
国
民
待
遇
、
お
よ
び
差
別
禁
止
規
定
（
T
C
A
の
第

五
・
三
七
条
）
に
続
い
て
、
T
C
A
に
基
づ
い
た
国
境
を
越
え
る

金
融
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
投
資
に
関
し
て
、
別
に
章
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
章
で
は
他
の
国
際
貿
易
協
定
と
同
様
、
慎

重
な
事
業
の
切
り
出
し
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
り
各
当
事
者
が
消
費
者
と
投
資
家
を
保
護
す
る
た
め
、
ま
た

そ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
措
置
を
採

用
ま
た
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

T
C
A
の
中
で
最
も
重
要
、
か
つ
貿
易
協
定
と
し
て
は
独
特
な

セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
競
争
条
件
の
平
準
化
（
L
P
F
）
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
、
交
渉
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の

問
題
の
原
因
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
E
U
と
英
国
の
間
の
貿

易
や
投
資
に
重
大
な
影
響
を
与
え
う
る
重
大
な
逸
脱
（
労
働
や
社

会
に
つ
い
て
の
規
制
、
環
境
お
よ
び
気
候
問
題
、
税
制
な
ど
）
が

あ
っ
た
場
合
、
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
、
ま
た
最
終
手
段
と
し
て
は

仲
裁
委
員
会
を
通
し
て
、
そ
の
歪
み
に
対
処
す
る
た
め
に
リ
バ
ラ

ン
ス
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
補
助
金
や
国
家
補
助
金
に
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つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
救
済
措
置
が
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ

る
。他

の
貿
易
協
定
と
同
様
に
、
T
C
A
を
適
切
に
実
行
す
る
に
は

時
間
が
か
か
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
さ
ら
に
問
題
と
な
る
の

は
、
こ
れ
が
E
U
の
元
加
盟
国
と
の
初
め
て
の
協
定
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
国
の
事
業
者
や
市
民
が
そ
れ
ま

で
有
し
て
い
た
自
由
に
比
べ
て
、
自
由
度
が
低
下
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
、
両
者
の
間

で
、
よ
り
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
ワ
ク
チ
ン
の
入
手
状
況
や
、
双

方
の
政
権
の
成
果
に
お
け
る
大
き
な
差
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、

緊
張
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
「
支
配
力
を
取
り
戻
す
」

こ
と
に
つ
い
て
は
、
E
U
諸
国
、
特
に
欧
州
委
員
会
は
不
愉
快
で

あ
ろ
う
が
、
明
ら
か
に
英
国
側
で
成
功
し
て
い
る
。

バ
イ
デ
ン
米
政
権
と
の
新
た
な
関
係

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
就
任
は
、
欧
州
、
と
り
わ
け

E
U
に
と
っ
て
、
米
国
と
の
関
係
を
回
復
す
る
機
会
の
到
来
を
告

げ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
E
U
は
新
米
国
政
府
と
の
友
好
関
係
を

確
保
す
る
た
め
、
防
衛
、
貿
易
そ
し
て
世
界
政
策
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
に
お
い
て
、
具
体
的
な
進
展
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

過
去
四
年
間
に
わ
た
る
E
U
と
米
国
の
緊
張
関
係
の
後
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
が
当
選
し
初
期
声
明
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

E
U
の
多
く
の
政
策
立
案
者
と
欧
州
の
一
般
国
民
は
大
き
く
安
堵

し
た
。 

E
U
お
よ
び
一
部
の
指
導
者
を
公
然
と
非
難
し
た
り
、

E
U
懐
疑
派
の
極
右
政
党
・
政
府
を
支
持
し
た
り
、
安
全
保
障
と

貿
易
の
面
で
威
嚇
・
非
難
す
る
な
ど
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
と
そ

の
側
近
顧
問
の
態
度
は
、
欧
米
関
係
の
歴
史
に
お
い
て
前
例
の
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。 

ト
ラ
ン
プ
前
政
権
は
こ
れ
ま
で
他
の
人
々
が
そ
れ
と
な
く
提
起

し
て
い
た
問
題
を
指
摘
し
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
欧
米
関
係
に
お

け
る
多
く
の
レ
ベ
ル
の
非
対
称
性
は
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
欧
州
は
非
常
に
長
期
間
、
米
国
の
安
全
保
障
の
傘
の
下

で
身
を
守
り
、
自
分
た
ち
で
十
分
な
責
任
を
取
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
遡
る
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
W
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
（
二
〇
〇
〇
～

二
〇
〇
八
年
）
の
終
わ
り
に
警
告
が
発
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

防
衛
予
算
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て
い
な
い
。
E
U
が
一
五
〇
〇
億

ユ
ー
ロ
（
二
〇
一
九
年
）
を
超
え
る
莫
大
な
黒
字
を
出
し
て
い
る

物
品
貿
易
の
面
で
は
、
米
国
は
E
U
か
ら
の
輸
入
品
に
対
し
て
、
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E
U
が
課
す
よ
り
も
低
い
関
税
を
適
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
分
か

り
や
す
い
例
は
、
最
も
重
要
な
E
U
の
輸
出
製
品
で
あ
る
自
動
車

で
あ
る
。
米
国
は
E
U
の
車
両
に
二
・
五
%
の
関
税
を
課
し
て
い

る
が
、
E
U
は
米
国
の
車
両
に
一
〇
%
の
関
税
を
課
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
E
U
市
場
は
競
争
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
例
え
ば
電

気
自
動
車
に
お
い
て
、
他
の
市
場
で
後
れ
を
取
る
原
因
と
な
っ
て

い
る
。

米
国
の
安
全
保
障
の
傘
は
欧
州
南
東
部
地
域
で
す
で
に
畳
ま
れ

て
お
り
、
再
び
開
か
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
欧
州
の
安

全
保
障
が
後
を
継
い
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
地
政
学
的
委
員
会

の
訴
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
欧
州
は
不
在
で
あ
り
、
一
方
で
ロ
シ

ア
、
次
い
で
ト
ル
コ
は
こ
の
地
域
の
覇
権
者
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

ロ
シ
ア
が
ア
ル
メ
ニ
ア
、
シ
リ
ア
（
イ
ド
リ
ブ
）、
リ
ビ
ア
で
取

引
を
仲
介
し
、
そ
の
影
響
力
を
拡
大
す
る
な
か
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
姿
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
米
国
の
撤
退
に
よ
っ
て
残

さ
れ
た
空
隙
は
、
旧
冷
戦
の
敵
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。ト

ラ
ン
プ
政
権
下
で
、
欧
州
の
不
安
定
な
安
全
保
障
状
況
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
N
A
T
O
が
な
け
れ
ば
、
真
に
対
応
可
能
な
安

全
保
障
ま
た
は
危
機
的
介
入
の
た
め
の
構
造
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え

に
米
国
が
い
な
け
れ
ば
極
め
て
脆
弱
な
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

E
U
は
よ
り
発
展
し
た
安
全
保
障
協
力
（
P
E
S
C
O
）
を
計
画

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
の
立
法
の
も
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

欧
州
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
、
E
U
の
上
位
の
体
制
に
英
国

の
防
衛
能
力
を
組
み
込
む
と
い
う
不
確
か
な
提
案
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
影
が
薄
れ
て
い
る
。
一
方
、
N
A
T
O
の
同
盟
国
で
あ
る

欧
州
の
加
盟
国
は
、
N
A
T
O
が
設
定
し
た
G
D
P
目
標
の
割
合

と
し
て
二
%
の
防
衛
費
を
達
成
し
て
い
な
い
が
、
平
均
し
て
約

一
・
六
%
は
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
危
機
に
見
舞
わ
れ

た
地
域
に
部
隊
を
送
る
た
め
の
航
空
輸
送
能
力
な
ど
、
中
核
的
な

活
動
能
力
が
欧
州
で
は
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
オ
ラ

ン
ダ
の
国
際
問
題
評
議
会
が
最
近
発
表
し
た
報
告
書
で
主
張
し
て

い
る
通
り
、
E
U
諸
国
は
欧
州
の
防
衛
政
策
の
一
環
と
し
て
、
能

力
と
地
域
の
専
門
分
野
の
分
担
に
つ
い
て
早
急
に
合
意
す
べ
き
で

あ
る
。
E
U
自
ら
が
よ
り
多
く
の
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
、
米

国
、
そ
し
て
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
E
U
を
真
剣
に
受
け
止
め
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。 

貿
易
面
で
は
、
E
U
と
米
国
の
協
力
関
係
を
オ
バ
マ
大
統
領
が

退
い
た
時
点
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
建
て
直
す
に
は
、
長
い
時
間
が
か

か
る
と
考
え
ら
れ
る
。
バ
イ
デ
ン
は
、
今
後
元
に
戻
す
べ
く
取
り
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組
む
約
束
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
未
だ
T
T
I
P
に
言
及
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
W
T
O
が
再
び
機
能
す
る
こ
と
は
認
め
る
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
E
U
は
重
要
な
二
国
間
貿
易
協
定
を
進
展
さ

せ
て
お
り
、
十
二
月
三
十
日
に
は
中
国
と
投
資
に
関
す
る
具
体
的

な
取
引
協
定
（
中
国
投
資
協
定
：
C
I
A
）
を
締
結
し
た
（
こ
の

記
事
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
米
国
は
こ
の
協
定
を
評
価

し
な
い
と
表
明
し
な
が
ら
も
、
二
年
前
に
締
結
し
て
い
る
）。
元

米
通
商
代
表
の
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏
は
、
複
数
の
二

国
間
貿
易
協
定
が
複
雑
に
絡
ま
り
合
う
状
況
を
、「
G
A
T
T
以

前
に
広
が
っ
て
い
た
植
民
地
特
恵
の
制
度
」
の
復
活
と
見
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
協
定
は
自
由
化
を
進
展
さ
せ
る
も
の
で
は
な

く
、
国
々
が
「
地
理
的
表
示
」
な
ど
の
保
護
主
義
的
措
置
を
採
用

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
、
同
氏
は
主
張
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
た
め
W
T
O
加
盟
国
は
、
市
場
改
革
と
最

恵
国
待
遇
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
再
び
最
大
の
努
力
を
投
じ
る
必
要
が

あ
る
と
、
九
月
の
W
S
J
掲
載
記
事
で
忠
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は

バ
イ
デ
ン
が
既
に
発
表
し
て
い
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

よ
る
関
税
を
撤
廃
し
、
W
T
O
を
中
心
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
で
あ

り
、
E
U
は
こ
れ
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

経
済
的
観
点
か
ら
み
る
と
、
新
政
権
は
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
と
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
懐
か
し
い

良
好
関
係
を
回
復
し
つ
つ
も
、
状
況
が
変
化
す
る
先
、
つ
ま
り
ア

ジ
ア
に
向
か
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
世
界
の
G
D
P
重

み
付
け
の
シ
ェ
ア
に
お
い
て
、
E
U
は
引
き
続
き
地
盤
を
失
い
、

米
国
は
未
だ
リ
ー
ド
を
維
持
し
、
一
方
で
中
国
は
前
進
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
米
国
の
大
手
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
へ
の

依
存
を
浮
き
彫
り
に
し
た
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
っ
て
加
速
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
欧
州
は
、
デ
ジ
タ
ル
税
に
つ
い
て
厳
し
い
立
場

に
置
か
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
O
E
C
D
の
範
囲
で
効
果
的

な
税
制
を
実
施
す
る
た
め
の
世
界
的
な
解
決
策
と
取
る
ほ
か
な

い
。
こ
の
た
め
E
U
は
今
後
数
週
間
か
ら
数
か
月
、
米
国
と
の
関

係
に
お
い
て
、
自
国
の
た
め
に
行
動
す
る
米
国
と
の
関
わ
り
で
、

W
T
O
の
誓
約
に
基
づ
い
て
真
に
開
か
れ
た
取
引
に
つ
い
て
の
議

論
を
提
唱
し
な
が
ら
、
自
ら
の
約
束
を
守
り
、
安
全
保
障
と
防
衛

の
面
で
真
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
し
て
自
ら
の
競
争
力
を
高
め

る
よ
う
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

結
論
：
課
題
の
多
い
二
〇
二
一
年

こ
の
よ
う
に
、
E
U
は
前
途
多
難
な
二
〇
二
一
年
を
迎
え
た
。
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フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
委
員
会
の
二
年
目
で
あ
り
、
現
在
も

続
く
健
康
上
の
危
機
、
ワ
ク
チ
ン
の
入
手
可
能
性
、
危
機
へ
の
財

政
的
対
応
、
E
U
の
法
支
配
の
尊
重
、
元
加
盟
国
で
あ
る
英
国
と

の
関
係
の
管
理
、
そ
し
て
、
貿
易
、
安
全
保
障
、
デ
ジ
タ
ル
面
で

の
バ
イ
デ
ン
新
政
権
か
ら
の
要
求
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
面
で

重
大
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。 

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
内
部
的
な
面
で
は
デ
ジ
タ
ル
問
題
や
、

E
U
域
内
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
米
国
お
よ
び
迫
り

く
る
中
国
の
大
手
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
に
よ
る
支
配
へ
の
対
応
も

あ
り
、
進
行
中
の
政
策
上
の
優
先
事
項
が
多
く
あ
る
。
グ
リ
ー

ン
・
デ
ィ
ー
ル
も
あ
り
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
な
る
と
の
目
標
も
あ
る
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
炭
素
排

出
量
を
五
五
%
削
減
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

場
、
輸
送
、
住
宅
、
産
業
に
お
け
る
調
整
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
う
い
っ
た
目
標
を
尊
重
し
な
い
国
々
と
の

貿
易
の
あ
り
方
に
お
い
て
も
問
題
が
生
じ
る
。 

コ
ロ
ナ
危
機
は
今
年
半
ば
ま
で
に
は
抑
え
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
今
後
何
年
も
、
経
済
や
世
論
に
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

E
U
に
と
っ
て
は
、
加
盟
国
間
の
医
療
政
策
の
調
整
と
生
体
医
学

研
究
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
の
責
任
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

財
政
面
で
は
、
E
U
は
自
ら
の
予
算
か
ら
、
加
盟
国
が
よ
り
多
く

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
。
し

か
し
、
加
盟
国
が
効
率
的
か
つ
将
来
指
向
で
支
出
を
行
う
こ
と
を

確
実
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

対
外
的
な
面
で
は
、
英
国
と
の
関
係
は
し
ば
ら
く
の
間
緊
張
し

た
状
態
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
双
方
の
利
害
が
安
定
す
る
に

つ
れ
正
常
化
す
る
と
期
待
で
き
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
に
つ
い
て

は
、
E
U
お
よ
び
欧
州
全
体
が
、
安
全
保
障
に
お
い
て
よ
り
多
く

の
責
任
を
担
う
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
E
U
は
、
一
部

の
一
方
的
な
提
案
に
よ
り
過
去
四
年
間
、
非
常
に
緊
迫
し
て
い
た

貿
易
関
係
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
最
も
困
難
な
の
は

ロ
シ
ア
と
の
関
係
で
、
今
後
も
予
測
不
可
能
な
状
況
が
続
く
と
み

ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
長
期
的
に
危
険
で
あ
る
と
い
え
る
。

カ
レ
ル
・
ラ
ノ
ー
（Karel LAN

N
O
O

）

Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
欧
州
政
策
研
究
所
）
理
事
長
。
ラ
ノ
ー
博
士
は
、
欧
州
を
代

表
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
理
事
長
と
し
て
、
欧
州
委
員

会
及
び
欧
州
議
会
よ
り
定
期
的
に
訪
問
を
受
け
る
な
ど
、
Ｅ
Ｕ
の
公
共
政

策
立
案
に
影
響
を
も
つ
実
力
者
。
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欧
州
の
歴
史
と
は
何
だ
っ
た
の
か

欧
州
連
合
は
よ
く
、「
経
済
は
巨
人
」
で
「
政
治
は
小
人
」、
あ

る
い
は
「
世
界
の
支
払
人
（global payeur
）」
で
あ
っ
て
も

「
世
界
的
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
（global player

）」
で
は
な
い
と
言

わ
れ
て
き
た
。
人
口
の
影
響
、
G
D
P
の
規
模
、
技
術
の
習
得
、

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
分
野
に
お
い
て
、
強
さ
の
全
要
素
を
備
え
て
い

る
が
、
戦
略
的
自
立
に
欠
け
る
。
こ
れ
が
唯
一
の
欠
点
で
あ
り
、

重
要
な
要
素
で
も
あ
る
。
欧
州
連
合
に
は
、
多
く
の
国
の
共
通
通

貨
で
あ
る
ユ
ー
ロ
は
あ
っ
て
も
、
共
同
防
衛
が
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
N
A
T
O
は
欧
州
諸
国
の
防
衛
に
お
い
て
、
特
定
の
国
に

と
っ
て
唯
一
の
主
要
な
共
通
機
関
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
欧
州
連
合
の
共
通
通
貨
が
ド
ル
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ユ
ー
ロ

は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
安
全
保
障
分
野
に
お
い

て
、
N
A
T
O
は
こ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一
九
四
九
年
以

降
、
N
A
T
O
は
し
か
る
べ
き
方
法
で
欧
州
諸
国
を
保
護
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
欧
州
諸
国
は
N
A
T
O
に
守
ら
れ
て
い
る
と
い

う
潜
在
意
識
に
よ
り
、
自
立
的
な
防
衛
能
力
を
備
え
る
こ
と
を
有

益
だ
、
と
判
断
し
な
か
っ
た
（
で
き
な
か
っ
た
）。

こ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
に
は
、
欧
州
そ
の
も
の
の
歴
史
を

思
い
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
戦
勝

国
、
敗
戦
国
（
で
あ
る
と
）
を
問
わ
ず
、
欧
州
諸
国
の
多
く
が
破

壊
さ
れ
、
道
路
、
鉄
道
、
港
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
多
く
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
。
無
論
、
産
業
機
器
も
ひ
ど
い
被
害
を
受
け

た
。
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
こ
れ
は
現
実
世
界
の
出
来
事
で
あ
り
、
国

家
と
し
て
の
将
来
が
不
確
実
と
も
言
う
べ
き
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
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欧
州
国
際
政
治
を
読
む
：

欧
州
に
と
って
の「
戦
略
的
自
立
」

国
際
関
係
戦
略
研
究
所
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
）
所
長　

パ
ス
カ
ル
・
ボ
ニ
フ
ァ
ス

監
訳
◉
高
畑
　
洋
平
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れ
は
、
戦
争
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
ヒ
ト
ラ
ー
に
抵
抗
し
た
唯

一
の
国
と
い
う
誇
り
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
ロ
ン
ド
ン
は
息
を
切
ら
し
、
植
民
地
帝
国
は
グ
ラ
つ
い
て
い

た
。
一
九
四
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
首
都
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
時
、
外
国
の
代
表
団
は
自
分
た
ち
で
物
資
を
持
参
す
る
よ

う
推
奨
さ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ソ
ビ
エ
ト
の
脅
威
に
直
面
し
た
。
ス
タ
ー
リ

ン
は
、
赤
軍
が
ナ
チ
ズ
ム
か
ら
解
放
し
た
す
べ
て
の
国
に
お
い

て
、
都
合
に
合
わ
せ
て
秩
序
と
体
制
を
押
し
付
け
た
。
そ
こ
で
自

由
は
抑
制
さ
れ
、
主
権
が
奪
わ
れ
た
。
西
欧
諸
国
は
ソ
ビ
エ
ト
の

鬼
に
「
食
わ
れ
」
た
く
な
い
の
な
ら
、
強
大
な
軍
事
力
を
持
つ
唯

一
の
国
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
れ
が
ア
メ

リ
カ
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
前
進
を
阻
止
す
る

た
め
に
、
抑
止
政
策
を
展
開
し
、
欧
州
諸
国
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
保
護
に
大
喜
び
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
軍
事
的
可
能
性
を
厳

し
く
枠
に
押
し
込
め
、
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
復
活
の
恐
れ
を
拭
い

去
る
と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
集
団
的
防
衛
に
参
加
し

て
い
る
が
、
N
A
T
O
に
統
合
さ
れ
た
枠
内
に
限
ら
れ
て
い
た
。

ド
ゴ
ー
ル
仏
大
統
領
（
当
時
）
は
権
力
の
座
に
就
い
た
時
、
す

ぐ
さ
ま
状
況
を
変
え
よ
う
と
し
た
。
ド
ゴ
ー
ル
は
ま
ず
一
九
五
九

年
に
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
三
頭
政
治
の
よ
う

な
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

は
、
同
盟
に
加
盟
す
る
欧
州
諸
国
の
平
等
の
原
則
を
考
慮
し
て
拒

否
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
加
盟
各
国
は
N
A
T
O
の
指
揮
下
に

単
独
で
残
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
ド
ゴ
ー
ル
は
一
九
六
〇
年

代
、
ソ
ビ
エ
ト
の
脅
威
は
以
前
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
と
考
え
て
い

た
。「
平
和
共
存
」
と
「
緊
張
緩
和
」
は
、
ソ
連
の
攻
撃
的
な
性

質
に
制
限
を
加
え
た
。
他
方
、
こ
う
し
た
動
き
が
反
対
に
、
欧
州

諸
国
に
割
り
当
て
る
保
護
と
引
き
換
え
に
、
過
度
の
政
治
的
で
外

交
的
な
支
配
を
行
使
し
て
い
る
と
ア
メ
リ
カ
は
考
え
た
。
ま
た
、

特
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
支
援
と
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
お
か
げ
で
、

欧
州
諸
国
は
経
済
復
興
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
も
そ

も
、
そ
れ
以
前
に
、
独
自
の
安
全
保
障
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が

急
務
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ド
ゴ
ー
ル
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
し

て
、
欧
州
諸
国
が
自
国
の
安
全
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
提
案
す
る

と
と
も
に
、
欧
州
と
し
て
自
立
し
た
政
策
を
と
る
道
を
選
ん
だ
。

ド
ゴ
ー
ル
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
し
て
、
よ
り
独
立
し
た
政
策
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
核
兵
器
を
保
有
す
る
フ
ラ
ン
ス

が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
核
保
護
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き

い
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
六
〇
年
に
最
初
の
核
実
験
を
行
い
、
一
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九
六
四
年
以
降
戦
略
空
軍
が
実
戦
配
備
し
た
こ
と
で
、
全
体
的
な

連
帯
組
織
を
簡
単
に
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
方
、
そ
の
他
の
欧
州
諸
国
に
は
こ
う
し
た
「
力
」
が
な
か
っ

た
。
ま
た
、
欧
州
諸
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
、
再
び
、
い
わ
ゆ
る
現

代
版
「
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
」（
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に

よ
る
フ
ラ
ン
ス
第
一
帝
政
の
崩
壊
以
後
に
活
発
化
し
た
政
治
運
動

で
、
国
民
の
支
持
で
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
者
に
選
ば
れ
た
ナ
ポ
レ
オ

ン
と
そ
の
一
族
を
再
び
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
者
に
据
え
よ
う
と
し
た

運
動
）
に
傾
斜
し
て
い
く
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
・
エ
ア
ハ
ル
ト
首
相
（
当
時
）
は
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ

カ
の
核
兵
器
の
能
力
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
、「
フ
ラ
ン
ス
の
小
さ

な
ブ
ー
ム
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
の
大
き
な
ブ
ー
ム
を
選
ぶ
」
と
語

り
、
フ
ラ
ン
ス
が
ア
メ
リ
カ
の
代
わ
り
に
な
る
能
力
は
有
し
て
い

な
い
と
見
な
し
た
。
欧
州
諸
国
で
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
保
護
を

好
意
的
に
捉
え
て
い
る
国
も
多
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
イ
ギ
リ
ス

は
ア
メ
リ
カ
の
力
の
お
か
げ
で
、
自
国
の
過
去
の
栄
光
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
た
と
捉
え
て
い
た
。
N
A
T
O
は
、
イ
ギ
リ
ス
が

あ
れ
こ
れ
指
図
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
同

盟
国
の
指
導
者
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
国
で
も
あ
る
。
ド

イ
ツ
は
、
権
力
の
夢
が
蘇
る
こ
と
を
確
信
し
た
が
っ
て
い
る
。

N
A
T
O
へ
の
加
盟
は
、
良
い
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
現
れ
た
。
イ
タ

リ
ア
は
全
権
を
備
え
た
資
格
を
付
与
さ
れ
、
満
足
し
て
い
る
。
欧

州
の
小
さ
な
N
A
T
O
諸
国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
遠
方
か
ら
の
後
ろ

盾
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
と
い
っ
た
欧

州
の
大
国
の
欲
望
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
喜
ん
だ
。
さ

ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
庇
護
は
、
欧
州
諸
国
が
よ
り
小
さ
な
シ
ェ
ア

の
G
D
P
を
安
全
保
障
に
充
て
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
依
存
関

係
の
意
識
は
、
あ
る
程
度
の
快
適
さ
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
こ
う
し
た
状
況
に
満
足
し
て
い
た
。

ド
ゴ
ー
ル
は
一
九
六
六
年
三
月
、
フ
ラ
ン
ス
が
北
大
西
洋
同
盟

の
同
盟
国
と
し
て
残
留
し
な
が
ら
も
、
N
A
T
O
の
統
合
さ
れ
た

軍
事
組
織
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統

領
（
当
時
）
に
告
げ
、
フ
ラ
ン
ス
の
土
地
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
を
撤

退
さ
せ
る
よ
う
要
請
し
て
、
ド
ゴ
ー
ル
の
論
理
を
徹
底
さ
せ
た
。

パ
リ
に
あ
っ
た
N
A
T
O
本
部
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
移
転
し

た
。
こ
の
決
定
は
、
反
ド
ゴ
ー
ル
の
政
治
的
反
発
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
ド
ゴ
ー
ル

派
に
よ
っ
て
称
賛
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
道
派
と
非
共
産
主

義
左
翼
は
、
そ
れ
を
激
し
く
批
判
し
た
。
最
も
容
赦
な
い
批
評
家

の
中
に
は
、
反
ド
ゴ
ー
ル
の
中
心
人
物
で
あ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
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ミ
ッ
テ
ラ
ン
（
後
の
第
二
十
一
代
仏
大
統
領
）
が
い
た
。

ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
一
九
八
一
年
に
共
和
国
大
統
領
に
選
出
さ
れ
る

と
、
ド
ゴ
ー
ル
外
交
の
重
要
な
方
針
を
引
き
継
い
だ
。
数
年
前
、

彼
は
一
九
八
〇
年
代
に
創
設
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
核
戦
力
が
国
家

の
独
立
を
保
障
す
る
と
理
解
し
、
そ
れ
を
支
持
し
た
。「
核
抑
止

力
は
私
だ
」
と
表
明
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
の
大

規
模
な
戦
い
で
ア
メ
リ
カ
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
し
て
ソ
ビ
エ
ト

の
Ｓ
Ｓ
20
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
（「
平
和
主
義
者
は
西

に
向
き
、
ミ
サ
イ
ル
は
東
に
向
い
て
い
る
」
と
い
う
表
現
で
）、

パ
ー
シ
ン
グ
２
の
配
備
を
主
張
し
、
欧
州
の
能
力
強
化
と
欧
州
の

自
立
的
な
組
織
化
を
絶
え
間
な
く
主
張
し
た
。
彼
は
、
Ｇ
７
を
ア

メ
リ
カ
議
会
に
従
わ
せ
る
と
い
っ
た
大
胆
な
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ

ン
に
比
べ
て
、
行
動
の
余
地
を
守
り
続
け
る
努
力
を
し
た
。
彼

は
、
軍
拡
競
争
の
危
険
な
再
燃
で
あ
る
と
考
え
、「
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
」
と
い
う
新
し
い
名
を
与
え
ら
れ
た
レ
ー
ガ
ン
の
戦
略

防
衛
の
主
導
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
公
然
と
反
対
す
る
西
欧
で
唯
一
の

指
導
者
と
な
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
、
つ
ま
り
四
十
五
年

以
上
に
わ
た
っ
て
、
欧
州
諸
国
に
連
盟
を
結
成
さ
せ
た
脅
威
の
消

滅
後
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構

（
O
S
C
E
）
の
重
要
性
を
力
説
し
、
汎
欧
州
組
織
を
主
張
し
た
。

ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
N
A
T
O
は
「
神
聖
同
盟
」
に
な
ら
な
い
と
主

張
し
た
。
歴
史
的
に
、
軍
事
同
盟
を
結
ん
だ
脅
威
を
前
に
一
命
を

取
り
留
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
論
理
を
辿
っ
た
場
合
、

N
A
T
O
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
消
滅
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
協
定
の
解
消

か
ら
生
き
延
び
ら
れ
た
は
ず
が
な
か
っ
た
。

国
際
舞
台
に
お
け
る
欧
州
の
役
割
の
変
化

し
か
し
、
物
事
は
そ
の
よ
う
に
は
進
ま
ず
、
逆
に
、
N
A
T
O

は
両
極
化
し
た
世
界
の
消
滅
か
ら
生
ま
れ
た
。
ま
ず
、
加
盟
国
は

ロ
シ
ア
の
脅
威
が
ま
た
突
然
現
れ
る
可
能
性
を
恐
れ
、
実
在
す
る

も
の
を
保
持
す
る
方
が
よ
り
安
全
だ
と
考
え
て
い
た
。
予
測
不
可

能
性
と
不
安
定
性
が
続
い
た
脅
威
の
兆
し
に
、
確
実
で
安
定
し
た

も
の
、
つ
ま
り
N
A
T
O
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

一
方
、
モ
ス
ク
ワ
の
監
視
か
ら
解
放
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
々

は
、
再
び
モ
ス
ク
ワ
の
手
に
落
ち
る
こ
と
を
さ
ら
に
恐
れ
て
い

た
。
そ
う
し
た
国
々
に
対
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
だ
け
が
ロ
シ
ア
の

炎
が
復
活
す
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
喧
伝
し
た
。
欧
州
が
非
力

だ
っ
た
た
め
、
一
九
九
二
年
に
勃
発
し
た
バ
ル
カ
ン
戦
争
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
有
利
に
動
い
た
。
ア
メ
リ
カ
人
は
、
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N
A
T
O
の
維
持
を
歓
迎
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
欧
州
が
列
強

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
特
に
、
コ
ス
ト
を
掛
け

な
く
て
も
、
欧
州
諸
国
に
強
い
影
響
力
を
発
揮
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
N
A
T
O
の
運
営
に
関
連
す
る
こ
れ
ら
の
費
用
は
比
較

的
安
く
、
欧
州
諸
国
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
購
入
す
る
軍
事
機
器
に

よ
っ
て
、
大
部
分
が
相
殺
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年
十
二
月
の
サ
ン
マ
ロ
英
仏
サ
ミ
ッ
ト
で
、
フ
ラ
ン

ス
と
イ
ギ
リ
ス
は
欧
州
の
安
全
保
障
と
防
衛
政
策
に
関
し
て
、
共

に
前
進
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
親
米
路
線
を
と
っ

て
き
た
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
N
A
T
O
加
盟
国
の
中

で
も
出
来
の
悪
い
生
徒
と
さ
れ
、
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
両
国

の
見
解
は
伝
統
的
に
正
反
対
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
両
国
は
初

め
て
、
欧
州
が
自
立
的
か
つ
信
用
で
き
る
能
力
を
備
え
る
こ
と

で
、
国
際
舞
台
に
お
け
る
欧
州
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し
、
防
衛

分
野
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
共
通
認
識
を

示
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
は
、
ス
エ
ズ
動
乱
が
大
失
敗
し
た
一

九
五
六
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
正
反
対
の
二
つ
の
オ
プ

シ
ョ
ン
を
表
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
な
し
で
ロ
ン
ド
ン
の
た
め
の

戦
略
的
な
計
画
は
一
切
立
て
る
な
。
パ
リ
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に

決
し
て
依
存
す
る
な
。
共
同
計
画
の
作
成
は
、
欧
州
に
と
っ
て
極

め
て
決
定
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。

一
九
九
九
年
の
コ
ソ
ボ
戦
争
は
、
告
発
者
の
役
目
を
果
た
し

た
。
コ
ソ
ボ
で
民
族
浄
化
を
行
っ
た
と
し
て
非
難
さ
れ
た
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
に
対
し
て
、
N
A
T
O
加
盟
国
が
攻
撃
を
開
始
し
た

が
、
国
連
か
ら
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
は
な
か
っ
た
。
欧
州
諸
国
は
、
自

身
の
能
力
と
ア
メ
リ
カ
の
能
力
と
の
間
に
存
在
す
る
計
り
知
れ
ぬ

深
み
に
気
づ
い
た
。
欧
州
諸
国
は
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
が
再

び
勃
発
し
、
ア
メ
リ
カ
が
紛
争
に
あ
ま
り
関
心
が
な
い
と
い
う
理

由
で
関
与
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
場
合
に
備
え
て
、
団
結
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
の

ヘ
ル
シ
ン
キ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
活
動
停
止
の
場

合
、
行
動
開
始
で
き
る
六
万
人
の
自
治
軍
を
欧
州
連
合
に
備
え
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

二
〇
〇
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
り
、
こ
う
し
た
進
歩
は
吹
き

飛
ば
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
は
二
つ
の
対
立

す
る
陣
営
に
い
た
。
つ
ま
り
、
ロ
ン
ド
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
計

画
を
支
持
し
、
パ
リ
は
そ
れ
を
強
行
的
手
段
と
騒
動
で
抵
抗
し
た
。

実
際
、
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
英
首
相
（
当
時
）
は
こ
の
戦
争
が
プ
ラ

ス
の
効
果
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
が
、
彼
は

そ
の
よ
う
な
重
要
な
時
に
、
ア
メ
リ
カ
に
賛
成
の
態
度
を
表
明
す

21-03-319_008_特集Ⅱ-パスカル・ボニファス.indd   5521-03-319_008_特集Ⅱ-パスカル・ボニファス.indd   55 2021/06/09   18:14:262021/06/09   18:14:26



JFIR WORLD REVIEW Vol.04 56

る
以
外
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
ブ
レ
ア
は
自
国
で
、
ブ
ッ

シ
ュ
に
「
盲
従
す
る
」
プ
ー
ド
ル
犬
と
い
う
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
、

話
が
で
っ
ち
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
一
方
、

こ
の
戦
争
が
米
欧
と
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
文
明
の
対
立
の
様

相
を
強
め
、
単
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
発
展
さ
せ
る
だ
け
だ
と
考
え
た
。

ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
と
同
じ
言
説
を
主
張
し
、
戦
争
に
も
同
様

に
反
対
し
た
。
N
A
T
O
の
創
設
以
来
、
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の

間
で
対
立
が
公
然
と
表
立
っ
た
こ
と
は
今
ま
で
な
か
っ
た
。
一
連

の
出
来
事
は
、
戦
争
反
対
論
者
が
い
か
に
正
し
い
分
析
を
し
て
い

た
か
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
仏
大
統
領

（
当
時
）
は
、
シ
ラ
ク
大
統
領
と
は
違
っ
て
有
名
に
な
れ
る
よ
う
、

ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
権
力
の
座
に
就
き
た
か
っ
た
。
彼
が
急

を
要
し
た
目
標
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
和
解
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
は
そ
こ
で
非
常
に
評
判
が
悪
く
な
り
、
二
〇
〇
三

年
に
は
ア
メ
リ
カ
を
支
持
し
な
か
っ
た
腰
抜
け
と
呼
ば
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
だ
。
裏
切
り
が
非
難
の
的
に
な
っ
た
。
彼
の
派
手

な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
は
、
ド
ゴ
ー
ル
将
軍
を
標
榜
す
る
訓
練
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
四
月
の
北
大
西
洋
同
盟

の
創
設
六
〇
周
年
の
た
め
に
統
合
さ
れ
た
軍
事
組
織
に
フ
ラ
ン
ス

を
復
帰
さ
せ
た
。
サ
ル
コ
ジ
は
、
N
A
T
O
の
欧
州
化
を
主
張
し

た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
復
帰
の
前
提
条
件
と
し
て
最
初
に
提
示

さ
れ
た
が
、
後
に
、
以
前
の
よ
う
な
論
理
的
結
論
と
な
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
実
際
、
N
A
T
O
は
そ
れ
以
来
欧
州
化
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
影
響
に
は
常
に
異
論
が
な
い
。

こ
の
派
手
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
れ
ほ
ど
支

障
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
オ
バ
マ
ニ
ア
」
の
真

最
中
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
四
月
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ

マ
米
大
統
領
（
当
時
）
は
権
力
に
就
い
た
ば
か
り
（
一
月
末
に
就

任
し
た
ば
か
り
）
で
、
す
で
に
ほ
ぼ
普
遍
的
な
賞
賛
を
呼
び
起
こ

し
て
い
た
。
サ
ル
コ
ジ
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
大
統
領
に
関
係

な
く
こ
れ
を
行
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
オ
バ
マ
の
世
界
的
で

驚
異
的
な
人
気
か
ら
見
て
、
N
A
T
O
へ
の
再
加
盟
は
フ
ラ
ン
ス

の
公
務
の
舞
台
で
は
大
き
な
問
題
で
は
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

米
大
統
領
選
挙
と
欧
州
の
行
方

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
（
当
時
）
の
当
選
は
、

N
A
T
O
の
欧
州
す
べ
て
の
加
盟
国
に
と
っ
て
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る

ほ
ど
の
衝
撃
だ
っ
た
。
大
統
領
は
選
挙
運
動
中
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
に
へ
つ
ら
う
肖
像
画
を
描
き
、
ロ
シ
ア
に
近
づ
き
た
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い
と
い
う
意
志
表
示
を
し
た
。
二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
以

来
、
モ
ス
ク
ワ
が
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
に
常
に
脅
威
を
与
え
て

い
る
と
考
え
る
人
々
の
不
安
を
生
む
理
由
は
増
し
た
。
彼
は
ま

た
、
新
し
い
戦
略
的
配
置
に
お
け
る
N
A
T
O
の
妥
当
性
に
関
す

る
疑
念
を
表
明
し
た
。
彼
は
、
同
盟
国
が
役
割
を
果
た
さ
ず
、
欧

州
の
防
衛
の
負
担
が
ア
メ
リ
カ
に
過
度
に
重
く
の
し
か
か
り
、
ア

メ
リ
カ
は
も
は
や
他
国
の
安
全
の
た
め
に
支
払
う
準
備
が
な
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
自
分
た
ち
で
負
担
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

た
。
欧
州
連
合
に
対
す
る
貿
易
赤
字
に
焦
点
を
当
て
、
欧
州
連
合

は
敵
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

欧
州
諸
国
は
、
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

捨
て
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
ト
ラ
ン
プ
が
別
途
奨
励
し
て

い
た
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
頃
に
起
こ
っ
た
た
め
、
深
刻
な
混
乱
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
感
情
の
高
ま
り
を
引
き
起
こ
し
、
欧

州
諸
国
は
A
案
、
す
な
わ
ち
N
A
T
O
の
計
画
が
実
際
に
機
能
し

な
く
な
っ
た
場
合
、
B
案
を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
た
。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
、
二
〇
一

九
年
十
一
月
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

N
A
T
O
が
脳
死
し
た
と
明
言
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
メ
ル
ケ
ル

首
相
は
大
変
な
対
米
協
調
主
義
者
だ
っ
た
が
、
深
い
疑
念
を
表
明

し
始
め
、
欧
州
は
欧
州
自
ら
準
備
す
る
時
が
来
た
と
明
言
し
た
。

選
挙
後
す
ぐ
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ
が

復
活
し
た
こ
と
を
繰
り
返
し
言
明
す
る
こ
と
で
欧
州
諸
国
を
安
心

さ
せ
よ
う
と
し
た
。
N
A
T
O
に
復
帰
し
、
多
国
間
制
度

（
W
H
O
、
パ
リ
協
定
、
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
）
へ
の
復
帰
を
経
て
、

欧
州
の
同
盟
国
は
安
心
し
た
。
国
際
社
会
の
半
数
以
上
が
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
新
た
な
四
年
間
の
就
任
期
間
、
多
国
間
体
制
は
持

ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
た
。
今
後
の

課
題
は
、
オ
ー
プ
ン
で
教
養
が
あ
り
、
礼
儀
正
し
い
大
統
領
も
含

め
て
、
戦
略
的
自
立
の
す
べ
て
の
構
想
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
、
そ
れ
と
も
機
能
さ
せ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を

知
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
に
同
じ
構
想
を
展
開
さ
せ
る

ト
ラ
ン
プ
ま
た
は
他
の
大
統
領
候
補
の
復
帰
を
拒
否
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
だ
。
欧
州
諸
国
の
安
全
は
ど
こ
か
の
「
ス
ウ
ィ
ン

グ
ス
テ
ー
ト
」
の
数
千
人
の
有
権
者
の
投
票
に
左
右
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

今
、
欧
州
に
突
き
付
け
ら
れ
た
課
題
と
は

最
近
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
進
歩
が
遂
げ
ら
れ
た
。
法
的
能
力
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の
分
野
に
お
い
て
、
欧
州
防
衛
基
金
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
か
ら
開
始
し
、
二
〇
二
一
年
か

ら
二
〇
二
七
年
は
七
九
億
ユ
ー
ロ
の
交
付
金
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
防
衛
産
業
の
統
合
と
加
盟
国
間
の
相
互
運
用
性
の
改
善
が
重

要
で
あ
る
。
次
々
と
組
織
化
さ
れ
た
協
力
が
実
施
さ
れ
た
。
二
〇

一
七
年
発
行
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
は
、
訓
練
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

陸
・
海
・
空
の
軍
事
行
動
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
法
的
能
力
計
画

を
通
し
て
、
防
衛
分
野
に
お
い
て
強
化
さ
れ
た
協
力
体
制
を
組
織

す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
。
戦
略
的
文
化
の
分
野
で
は
、
ド
イ

ツ
が
欧
州
連
合
の
議
長
国
で
あ
る
二
〇
二
〇
年
度
後
期
に
「
戦
略

的
コ
ン
パ
ス
」
を
開
始
し
、
フ
ラ
ン
ス
が
議
長
国
で
あ
る
二
〇
二

二
年
度
前
期
に
結
論
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
欧
州
連
合

レ
ベ
ル
に
お
け
る
共
通
の
脅
威
の
分
析
評
価
の
こ
と
で
あ
り
、
一

種
の
欧
州
白
書
で
あ
る
。
欧
州
介
入
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
も
二
〇
一
八

年
に
開
始
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
提
案
に
基
づ
い
て
、
目
下
の

と
こ
ろ
十
三
ヵ
国
が
集
ま
り
、
共
通
の
戦
略
的
文
化
の
発
展
を
目

指
し
て
い
る
。
欧
州
介
入
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、「
強
固
で
能
力
の

あ
る
」
欧
州
諸
国
が
、
将
来
の
共
同
配
備
の
条
件
を
設
定
し
、
軍

事
的
に
さ
ら
に
前
進
す
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
る
。
実
戦
分
野
で

は
、
二
〇
一
七
年
六
月
の
計
画
の
軍
事
的
能
力
と
指
揮
能
力
を
作

り
出
し
た
。
例
え
ば
、
マ
リ
、
ソ
マ
リ
ア
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和

国
に
お
い
て
、
欧
州
連
合
の
教
育
訓
練
派
遣
隊
を
指
揮
し
て
い

る
。議

論
は
進
行
中
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
ゴ
ー
ル
や
ミ
ッ
テ

ラ
ン
時
代
よ
り
遠
慮
が
ち
だ
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
て
欧

州
の
よ
り
大
き
な
自
治
を
常
に
後
押
し
し
て
い
る
。
自
立
性
は
同

盟
へ
の
妨
げ
で
は
な
く
、
依
存
へ
の
反
発
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
人
は

躊
躇
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
や
り
込
め
ら

れ
た
。
す
べ
て
は
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
後
継
者
の
対
応
次
第
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
人
が
よ
り
独
立
し
た
能
力
を
整
え
る
準
備

を
万
全
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
複
数
の
兆
し
が
あ
る
。
ド
イ

ツ
人
は
戦
略
的
自
立
と
い
う
用
語
が
好
き
で
は
な
く
、
欧
州
の
主

権
と
い
う
用
語
を
好
む
。
こ
の
言
葉
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
も
同
様
に

満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
人
の
ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ォ

ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
が
委
員
長
を
務
め
る
欧
州
委
員
会
は
、
地

政
学
的
委
託
を
考
慮
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
現
在
、
中
道
左

派
の
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
も
同
様
に
、
欧
州
の
能
力
開
発
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
。
逆
に
、
バ
ル
ト
諸
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
分
離
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
動
き
に
断
固

と
し
て
反
対
し
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
非
常
に
恐
れ
て
い
る
。
ポ
ー
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ラ
ン
ド
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
期
間
中
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国

土
に
軍
事
基
地
を
建
設
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に
二
〇
億
ド
ル

を
援
助
す
る
と
提
案
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

ロ
シ
ア
は
本
当
に
脅
威
か
。
確
か
に
戦
略
的
な
挑
戦
で
は
あ
る

が
、
軍
事
面
で
は
、
こ
の
脅
威
は
能
力
の
増
強
を
正
当
化
し
た
い

N
A
T
O
に
よ
っ
て
水
増
し
さ
れ
、
N
A
T
O
の
欧
州
諸
国
の
二

六
〇
〇
億
ド
ル
、
ア
メ
リ
カ
の
七
四
〇
〇
億
ド
ル
に
対
し
て
、
ロ

シ
ア
の
軍
事
支
出
は
六
〇
〇
億
ド
ル
で
あ
る
。
N
A
T
O
の
資
料

を
見
れ
ば
、
中
国
の
脅
威
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
る
の
は
明
白

で
あ
る
。
し
か
し
、
確
か
に
中
国
は
欧
州
諸
国
に
と
っ
て
政
治

的
、
戦
略
的
、
経
済
的
な
脅
威
で
は
あ
る
も
の
の
、
軍
事
的
脅
威

と
ま
で
は
い
か
な
い
。

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
依
存
は
今
の
と
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
を
恐
れ
続

け
て
い
る
多
く
の
欧
州
諸
国
で
広
く
内
面
化
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
に
大
き
く
方
向
付
け
ら
れ
て
い
る
。
戦
略
的
欧
州

共
同
体
は
、
い
つ
も
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
的
共
同
体
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
。
い
わ
ば
「
戦
略
上
、
無
自
覚
の
ま
ま
た
だ
動
い
て

い
る
だ
け
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
相
次
ぐ
世
論
調
査
が
示
す
よ

う
に
、
世
論
は
こ
の
自
立
に
向
け
て
動
く
指
導
者
に
よ
り
好
意
的

で
あ
る
。

自
立
の
反
対
は
同
盟
で
は
な
く
、
依
存
で
あ
る
。
依
存
状
態
に

あ
れ
ば
、
健
全
な
同
盟
の
基
礎
を
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

実
際
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
は
る
か
に
安
定
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
「
負
担
分
担
」

に
も
っ
と
貢
献
す
る
た
め
、
防
衛
に
関
し
て
努
力
す
る
よ
う
に
求

め
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、「
負
担
分
担
」
の
要
求
に
「
権
限
分

担
」
の
計
画
は
伴
わ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が
理
解
す
べ
き
は
、
欧
州

が
よ
り
強
く
、
よ
り
自
立
的
に
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も

不
都
合
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
欧
州
側
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
自
ら
の
運
命
を
よ
り
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
そ
れ
に

つ
い
て
単
に
傍
観
す
る
だ
け
と
な
ら
な
い
た
め
の
決
意
で
あ
る
。

パ
ス
カ
ル
・
ボ
ニ
フ
ァ
ス
（Pascal BO

N
IFAC

E

）

一
九
五
六
年
生
ま
れ
︒
I
R
I
S
（
国
際
戦
略
関
係
研
究
所
）
所
長
︒
パ

リ
第
八
大
学
欧
州
研
究
所
教
授
︒『
国
際
戦
略
誌
』（
季
刊
）・『
戦
略
年
鑑
』

編
集
長
︒
国
際
関
係
論
・
地
政
学
・
核
軍
縮
・
パ
ワ
ー
論
・
フ
ラ
ン
ス
外

交
︒『
フ
ラ
ン
ス
は
ま
だ
大
国
か
』『
核
抑
止
力
再
考
』『
帝
国
に
抵
抗
す

る
フ
ラ
ン
ス
』『
世
界
の
理
解
』
な
ど
四
十
冊
近
く
の
著
書
が
あ
る
︒

T
V
・
新
聞
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
よ
く
登
場
す
る
フ
ラ
ン
ス
を
代
表

す
る
国
際
関
係
論
専
門
家
︒
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英
国
政
府
は
今
年
四
月
、
空
母
「
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
」

の
部
隊
を
初
の
実
戦
任
務
と
し
て
イ
ン
ド
太
平
洋
に
派
遣
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
部
隊
は
五
月
中

旬
、
母
港
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
を
出
航
し
た
あ
と
、
地
中
海
に
入
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
空
母
と
共
同
演
習
を
し
た
あ
と
、
黒
海
で
の

N
A
T
O
海
軍
の
作
戦
を
支
援
す
る
。
そ
し
て
、
ス
エ
ズ
運
河
を

通
っ
て
紅
海
を
経
由
、
オ
マ
ー
ン
の
英
国
海
軍
基
地
に
立
ち
寄

り
、
イ
ン
ド
に
寄
港
し
た
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
、
南
シ
ナ

海
を
北
上
し
て
日
本
と
韓
国
に
寄
港
す
る
計
画
だ
。

ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
展
開
は
合
わ

せ
て
一
〇
隻
の
艦
艇
と
三
二
機
の
航
空
機
、
三
七
〇
〇
人
の
水
兵

や
航
空
兵
、
海
兵
隊
員
が
四
万
八
〇
〇
〇
キ
ロ
の
距
離
を
移
動
す

る
大
航
海
で
あ
り
、
英
国
海
軍
に
と
っ
て
は
一
九
八
二
年
の

フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
以
来
の
大
遠
征
と
な
る
。
航
海
の
期
間
は

お
よ
そ
七
か
月
間
、
こ
の
間
、
四
〇
カ
国
以
上
を
訪
問
し
、
七
〇

回
以
上
の
作
戦
活
動
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

英
国
政
府
が
今
回
の
航
海
で
最
も
重
視
し
て
い
る
の
が
、
英
国

に
と
っ
て
ア
ジ
ア
で
最
も
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
日
本
へ
の

寄
港
と
東
南
ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
英
連
邦
諸
国
四
カ
国
と
の

共
同
演
習
で
あ
る
。
日
本
と
英
連
邦
諸
国
と
の
同
盟
の
再
構
築

は
、
英
国
が
E
U
離
脱
後
の
大
戦
略
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン

を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
だ
か
ら
だ
。

ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
日
本
寄
港
に
つ
い
て
、
日
本
の
岸

信
夫
防
衛
相
は
「
長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
日
英
関
係
が
『
新

た
な
段
階
』
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
象
徴
と
な
る
も
の
だ
」
と
述

べ
、
間
接
的
な
表
現
で
日
英
が
同
盟
関
係
に
進
む
こ
と
の
意
義
を

[特集]
「欧州政治」のリアル
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始
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強
調
し
た
。

こ
の
空
母
の
ア
ジ
ア
展
開
が
発
表
さ
れ
る
少
し
前
、
英
国
政
府

は
、
E
U
離
脱
後
の
国
家
戦
略
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」
に

関
す
る
初
め
て
の
戦
略
報
告
「Integrated Review

（
統
合
レ

ビ
ュ
ー
）」
を
発
表
し
た
。
こ
の
報
告
は
英
国
が
過
去
五
〇
年
に

わ
た
っ
て
E
U
の
リ
ー
ダ
ー
国
と
し
て
欧
州
の
安
全
保
障
に
専
念

し
な
が
ら
も
、
い
つ
か
伝
統
的
な
世
界
国
家
に
回
帰
す
る
た
め
に

練
り
続
け
て
き
た
英
国
独
自
の
戦
略
理
念
の
集
大
成
で
あ
る
。
英

国
が
今
後
、
新
し
い
世
界
秩
序
形
成
に
関
わ
る
方
向
性
を
示
し
た

野
心
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

戦
略
報
告
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
英
国
が
戦
略
の
重

心
を
新
た
に
イ
ン
ド
太
平
洋
に
置
き
、
日
本
と
こ
の
地
域
に
散
在

す
る
英
連
邦
国
家
と
同
盟
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
太
平

洋
に
新
し
い
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
構
想
を
最
初
に
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
英
国
外
務
省
が
二

〇
一
八
年
三
月
、
議
会
下
院
外
交
特
別
委
員
会
に
提
出
し
た
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
に
関
す
る
政
府
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
外
務
省
の

役
割
」
と
題
し
た
覚
え
書
き
で
あ
っ
た
。

こ
の
文
書
は
、
ま
ず
英
国
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

世
界
に
積
極
的
に
関
与
す
る
国
家
に
な
る
こ
と
を
表
明
す
る
も
の

で
、
第
一
一
項
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
世
界
の
成
長
の
中
心
で
あ
る
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
新
し
く

重
点
を
置
く
。
そ
こ
に
は
英
連
邦
の
一
部
が
あ
り
、
そ
れ
は
世
界

中
の
国
と
国
を
結
ぶ
広
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
我
々
に
巨

大
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

つ
ま
り
、
英
国
は
一
九
六
八
年
以
来
続
け
て
き
た
「
ス
エ
ズ
以

東
か
ら
の
撤
退
」
と
い
う
方
針
を
転
換
し
、
ス
エ
ズ
以
東
へ
戻
る

こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
行

動
と
し
て
ま
ず
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
が
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の

軍
事
的
関
与
で
あ
り
、
新
型
空
母
の
展
開
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
を
最
初
に
明
確
に
し
た
の
は
、
テ
リ
ー
ザ
・
メ
イ
首
相

（
当
時
）
だ
っ
た
。
彼
女
は
二
〇
一
七
年
八
月
一
六
日
、
完
成
し

た
ば
か
り
の
新
型
空
母「
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
」に
乗
艦
し
、

飛
行
甲
板
の
上
で
、
乗
組
員
を
前
に
次
の
よ
う
な
演
説
を
し
た
。

「
こ
の
艦
は
、
英
国
が
今
後
数
年
間
、
世
界
を
舞
台
に
新
し
く

前
向
き
な
任
務
を
自
信
を
持
っ
て
遂
行
す
る
こ
と
を
明
確
な
シ
グ

ナ
ル
と
し
て
発
信
す
る
。
私
た
ち
は
、
完
全
な
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
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ワ
ー
と
し
て
あ
り
続
け
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
英
国
は
規
範
に
基

づ
く
国
際
秩
序
を
維
持
し
、
そ
れ
を
支
え
る
自
由
主
義
の
価
値
を

守
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。」

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
英
国
が
最
も
重
視
し
た
国
こ
そ
、
ア
ジ

ア
の
最
大
の
友
好
国
、
日
本
で
あ
り
、
日
本
と
の
関
係
を
同
盟
関

係
に
引
き
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
行
動
は

迅
速
に
行
わ
れ
た
。

演
説
か
ら
お
よ
そ
二
週
間
後
の
八
月
三
一
日
、
メ
イ
首
相
は
日

本
を
訪
問
し
、
安
倍
晋
三
首
相
（
当
時
）
と
会
談
し
た
。
ア
ジ
ア

諸
国
歴
訪
の
一
環
で
も
な
く
、
国
際
会
議
参
加
の
た
め
で
も
な

く
、
た
だ
、
日
本
の
安
倍
晋
三
首
相
と
会
談
す
る
た
め
に
わ
ざ
わ

ざ
日
本
ま
で
出
向
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
日
本
と
英
国
は
東
京
で
日
英
安
全
保
障
共
同
宣
言
を

発
表
し
た
。
宣
言
で
は
、
日
英
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
次
の
段
階
に
引
き
上
げ

る
こ
と
な
ど
一
七
の
項
目
で
合
意
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
を
次
の
段
階
に
引
き
上
げ
る
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
、
日
本
の
河
野
太
郎
外
相
（
当
時
）
は
記
者
団
に
対
し

て
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

「
今
ま
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
国
か
ら
同
盟
国
へ
と
い
う
形
で
関
係

を
強
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

そ
れ
以
来
、
日
本
と
の
新
た
な
同
盟
の
構
築
は
英
国
の
戦
略
の

一
部
と
な
り
、
英
国
政
府
は
外
交
文
書
や
公
式
ツ
ィ
ッ
タ
ー
な
ど

で
は
、
日
本
を
パ
ー
ト
ナ
ー
で
は
な
く
、
一
貫
し
て
「allies

（
同

盟
国
）」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
、
こ
こ
で
確
認
が
必
要
な
の
は
「『
同
盟
』
と
は
い
っ
た

い
な
に
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
同
盟
の
固
定
し
た
明

確
な
定
義
は
存
在
し
て
い
な
い
。
専
門
家
の
間
で
も
自
国
の
領
域

を
守
る
た
め
侵
略
に
共
同
で
武
力
行
使
す
る
関
係
と
す
る
古
い
解

釈
と
、
安
全
保
障
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
平
和
時
か
ら
協
力
し
合
う

関
係
と
す
る
新
し
い
解
釈
が
併
存
し
て
い
る
。

た
だ
、
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
現
代
は
平
和
で
も
な
け
れ
ば

戦
争
で
も
な
い
グ
レ
ー
な
時
代
で
あ
り
、
同
盟
は
こ
の
グ
レ
ー
な

時
代
に
有
効
に
機
能
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

実
際
に
武
力
衝
突
が
起
き
て
い
な
く
て
も
、
サ
イ
バ
ー
空
間
を

利
用
し
た
サ
イ
バ
ー
戦
や
、
軍
事
と
民
間
が
共
同
し
て
外
国
へ
の

浸
透
工
作
を
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
が
日
々
、
見
え
な
い
こ
と
こ
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ろ
で
熾
烈
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
侵
略
へ
の
共
同
対
処
を
同

盟
の
必
須
条
件
と
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。

ま
た
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
、
実
際
に
行
わ
れ
た
軍
事
行
動

は
、
一
九
九
〇
年
代
の
湾
岸
戦
争
、
二
一
世
紀
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
イ
ラ
ク
で
の
戦
争
な
ど
、
す
べ
て
が
有
志
国
家
連
合
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
盟
条
約
に
基
づ
く
侵
略
対
処
の
戦

争
で
は
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
現
代
の
同
盟
の
役
割
は
か
つ
て
の
よ
う
な
軍
事
同
盟

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
N
A
T
O
の
現
在
の
主
任

務
は
、
サ
イ
バ
ー
戦
争
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
、
テ
ロ
対
策
、
宇
宙

作
戦
な
ど
包
括
的
な
安
全
保
障
協
力
で
あ
り
、
領
域
を
守
る
こ
と

は
役
割
の
一
部
で
し
か
な
い
。

だ
か
ら
、
新
し
く
誕
生
す
る
新
・
日
英
同
盟
に
し
て
も
戦
争
に

備
え
る
軍
事
同
盟
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
N
A
T
O
の
よ
う
に
安

全
保
障
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
協
力
し
合
う
包
括
的
な
安
全
保
障
協

力
体
制
を
め
ざ
す
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

英
国
の
E
U
離
脱
や
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
与
の
背
景
に
は
米

国
の
国
際
的
影
響
力
の
低
下
と
そ
れ
に
乗
じ
た
中
国
・
ロ
シ
ア
に

よ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
権
力
の
台
頭
が
あ
る
。
世
界
は
今
や
、
中
ロ
が

主
導
す
る
権
威
主
義
的
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
権
力
と
、
欧
米
の
自
由
主

義
陣
営
が
対
峙
す
る
厳
し
い
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
日
本
や
英
国
、
米
、
N
A
T
O
諸
国
な
ど
自

由
主
義
陣
営
が
重
視
し
て
い
る
の
が
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
で
あ

る
。イ

ン
ド
太
平
洋
地
域
は
将
来
、
世
界
G
D
P
の
六
〇
パ
ー
セ
ン

ト
、
世
界
人
口
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
集
中
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
こ
の
地
域
が
将
来
、
世
界
の
政
治
・
経
済
の
中
心
に

な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
の
安
定

を
維
持
す
る
こ
と
は
ア
ジ
ア
諸
国
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
諸
国
に

と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
特
に
こ
の
地
域
の
繁
栄
は
す

べ
て
海
洋
交
易
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地

域
で
特
定
の
国
や
勢
力
が
覇
権
を
確
立
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
日
本
が
主
導
し
て
い
る
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
」
と
い
う
構
想
も
ま
さ
に
そ
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

英
国
は
ま
ず
手
始
め
と
し
て
、
T
P
P
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
へ
の
参
加
を
決
定
し
た
。
T
P
P
は
単
な
る
経
済
協

定
で
は
な
く
、
同
じ
価
値
を
共
有
す
る
同
盟
と
し
て
の
体
裁
を
合

わ
せ
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
参
加
国
一
一
カ
国
の
う
ち
過
半
数

の
六
カ
国
が
英
連
邦
加
盟
国
で
あ
る
。
そ
こ
に
英
国
が
参
加
す
る

こ
と
は
T
P
P
が
英
国
を
中
心
と
し
た
世
界
的
な
枠
組
み
に
発
展
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す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
英
国
は
近
い
将
来
、
日
本
、
米

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
が
加
盟
す
る
四
カ
国
の
枠
組

み
、
通
称
「
ク
ア
ッ
ド
」
へ
の
参
加
も
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
英
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
関
与
は
新
し
い

世
界
秩
序
を
こ
の
地
域
に
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
太
平
洋
の
日
米
同
盟
と
大
西
洋
の
米
英
同

盟
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
日
本
も
英
国
も
米
国
と

は
固
い
絆
で
結
ば
れ
た
特
別
な
関
係
が
あ
る
か
ら
当
然
の
帰
結
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
日
英
同
盟
の
誕
生
は
結
果
と
し
て
、
イ
ン
ド
太

平
洋
を
舞
台
と
し
た
日
英
米
の
三
国
同
盟
の
発
展
を
促
す
可
能
性

が
高
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
ク
ア
ッ
ド
も
日
英
米
と
豪
印
、
つ
ま
り

日
英
米
プ
ラ
ス
英
連
邦
国
家
と
い
う
構
成
に
な
り
、
ま
さ
に
英
国

が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
構
想
で
め
ざ
し
て
い
る
も
の
と
な

る
。今

年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
N
A
T
O
国
防
相
会
議
で
は
、
中
国

の
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
に
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
E
U
も
四
月
、
イ

ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
与
を
め
ざ
す
新
た
な
方
針
を
ま
と
め
た
。

N
A
T
O
に
し
て
も
日
米
同
盟
に
し
て
も
東
西
冷
戦
時
代
の
同
盟

体
制
は
、
脅
威
が
複
雑
化
し
た
現
代
で
は
す
で
に
限
界
に
達
し
て

い
る
。
新
し
い
時
代
の
新
し
い
脅
威
に
対
応
し
た
新
し
い
同
盟
が

必
要
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

英
国
の
空
母
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
日
本
寄
港
は
新
し
い

時
代
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

秋
元
　
千
明
（AKIM

O
TO

 C
hiaki

）

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
N
H
K
入
局
。
以
来
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
軍
事
・
安
全
保
障
専
門
の
国
際
記
者
、
解
説
委
員
を
務
め
る
。
冷
戦

時
代
は
東
西
軍
備
管
理
問
題
、
冷
戦
後
は
湾
岸
戦
争
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

紛
争
、
北
朝
鮮
核
問
題
、
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
を
専
門
的

に
取
材
し
た
。
一
方
、
R
U
S
I
で
は
一
九
九
二
年
に
客
員
研
究
員
、
二

〇
〇
九
年
に
日
本
人
初
の
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
に
指
名
さ
れ
た
。
二

〇
一
二
年
、
R
U
S
I 

J
a
p
a
n 

（
ア
ジ
ア
本
部
）
の
設
立
に
伴
い

N
H
K
を
退
職
し
、
R
U
S
I
日
本
特
別
代
表
に
就
任
。
現
在
、
大
阪
大

学
大
学
院
招
聘
教
授
、
拓
殖
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
も
務
め
て
い
る
。

著
書
と
し
て
「
復
活
！
日
英
同
盟
」（
C
C
C
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
）、「
戦

略
の
地
政
学
」（
ウ
ェ
ッ
ジ
）
等
。
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「
今
後
の
欧
州
を
読
み
解
く
た
め
に
」

　
著
者
は
Ⅰ
部「
こ
れ
か
ら
の
欧
州
を
ど
う
み
る
か
」に
つ
い
て
論
じ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
課
題
も
多
い
。
Ⅱ
部
で
は「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」（
二
〇
一
九

年
活
動
開
始
）の
研
究
分
担
者
が
、
今
後
の
欧
州
の
行
方
を
考
え
る
う
え
で
の
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
や
地
域
情
勢
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
考

察
し
て
い
る
。

　
先
ず
、
離
脱
後
の
英
国
の
内
外
事
情
と
E
U
と
の
関
係
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
初
以
来
英
・
E
U
間
で
の
貿
易
手
続
の
摩
擦
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
関
す

る
離
脱
協
定
違
反
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
と
ワ
ク
チ
ン
普
及
を
め
ぐ
る
E
U
と
英
国
の
摩
擦
な
ど
、
B
R
E
X
I
T
以
後
の
不
安
な
事
態
に
つ
い
て
、

ま
た
そ
の
脱
出
の
糸
口
と
し
て
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」構
想
に
つ
い
て
伊
藤
さ
ゆ
り
氏
が
分
析
し
た
。

　
他
方
で
英
国
の
次
は
イ
タ
リ
ア
の
離
脱
か
と
巷
間
喧
し
い
が
、
伊
藤
武
氏
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
府
の
も
と
で
の
混
乱
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
イ
タ
リ
ア

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
ド
ラ
ー
ギ（
欧
州
中
央
銀
行
前
総
裁
）新
政
権
誕
生
に
い
た
る
顛
末
と
そ
の
E
U
政
策
に
つ
い
て
分
析
、
イ
タ

リ
ア
の
離
脱（Italexit

）は
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
は
メ
ル
ケ
ル
後
の
政
局
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
B
R
E
X
I
T
に
よ
っ
て
英
国
か
ら
ド
イ
ツ
に
活
動
拠
点
を
移
し
た
企
業
も
多
く
、
ド

イ
ツ
の
経
済
的
求
心
力
が
強
ま
る
傾
向
は
強
い
。
加
え
て
、
新
た
な
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
関
心
の
拡
大
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
の
外
交
安
全
保

障
面
で
の
活
動
も
活
発
化
し
て
い
る
。
中
村
登
志
哉
氏
が
そ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
内
外
事
情
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　
ま
た
伝
統
的
に
対
米
自
立
と
称
し
て
米
欧
同
盟
の
中
で
特
異
な
立
場
を
維
持
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
飯
村
豊
元
駐
仏
大
使
は
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統

的
外
交
ス
タ
イ
ル
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
大
使
経
験
者
と
し
て
現
場
で
の
実
態
経
験
に
根
差
し
た
論
考
で
あ
り
、
興
味
深
い
指
摘
も
諸
所

に
見
ら
れ
る
。

　
福
田
耕
治
氏
は
専
門
の
E
U
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
E
U
の
戦
略
的
自
律（
筆
者
は
同
意
義
で「
自
立
」を
使
用
）を
域
内
・
加
盟
国
内
の
政
策
を
め
ぐ
る
議
論

を
通
し
て
ま
と
ま
っ
た
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
欧
州
統
合
が
順
調
に
発
展
す
る
こ
と
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
福
田
氏
の

研
究
で
は
多
々
そ
の
こ
と
を
E
U
の「
連
帯
」と
い
う
言
葉
で
も
表
現
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
冒
頭
渡
邊
の
論
考
が
戦
略
的
自
立
を
主
に
域
外
関
係
の
文

脈
で
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
域
内
政
策
に
お
け
る「
E
Ｕ
の
自
律
」と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

　
最
後
に
田
中
素
香
氏
は
E
U
の
対
外
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
対
中
政
策
を
基
礎
に
国
際
社
会
の
構
造
に
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
中
国
が
米

欧
的
な
い
わ
ば「
西
側
」の
価
値
観
へ
の
挑
戦
者
で
あ
り
、
国
際
社
会
の
台
風
の
目
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
E
U
も
そ
れ
を
無
視
で
き
な
い
し
、

E
U
の
対
米
・
露
政
策
と
英
独
仏
の
最
近
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
背
景
に
は
中
国
の
台
頭
が
あ
る
。

渡
邊 

啓
貴

21-03-319_011-特集Ⅲ-伊藤さゆり.indd   6621-03-319_011-特集Ⅲ-伊藤さゆり.indd   66 2021/06/01   17:46:422021/06/01   17:46:42



特集　「欧州政治」のリアル67

は
じ
め
に

二
〇
一
六
年
六
月
の
国
民
投
票
に
始
ま
る
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の

プ
ロ
セ
ス
は
、
二
〇
年
一
月
末
の
離
脱
、
同
十
二
月
末
の
激
変
緩

和
の
た
め
の
移
行
期
間
終
了
、
二
十
一
年
初
か
ら
の
貿
易
協
力
協

定
（
Ｔ
Ｃ
Ａ
）
の
発
効
を
も
っ
て
完
了
し
た
。

本
稿
で
は
、
前
半
で
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
着
地
点
と
な
っ
た

Ｔ
Ｃ
Ａ
に
基
づ
く
関
係
の
特
徴
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
し
て

の
関
係
と
比
較
を
交
え
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
安
定
性
と
方
向
性

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
後
半
で
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
と
コ
ロ
ナ
で

二
重
の
打
撃
を
受
け
た
英
国
と
Ｅ
Ｕ
が
描
く
成
長
戦
略
と
の
関
わ

り
と
い
う
視
点
か
ら
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一　
完
全
離
脱
後
の
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
新
た
な
関
係

（
一
）�貿
易
協
力
協
定（
Ｔ
Ｃ
Ａ
）の
概
要

英
国
と
Ｅ
Ｕ
二
十
七
カ
国
と
の
Ｔ
Ｃ
Ａ
は
、
①
関
税
ゼ
ロ
、
数

量
規
制
な
し
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
中
核
と
す
る
経
済

的
・
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
②
法
の
執
行
、
司
法
協
力
な

ど
の
市
民
の
安
全
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
③
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
理
事
会
の
設
置
や
、
紛
争
解
決
手
続
き
な
ど
を
規
定

し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
の
三
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

Ｔ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
前
例
の
な
い
野
心
的
内
容
だ

が
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
し
て
単
一
市
場
、
関
税
同
盟
を
形
成
し
て
き

た
関
係
を
引
き
継
ぐ
協
定
と
し
て
は
範
囲
が
限
定
的
だ
。

[特集]
「欧州政治」のリアル

第一章

ポ
ス
ト
・
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
英
国
と
Ｅ
Ｕ

—
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
欧
州
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か

㈱
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所　
経
済
研
究
部　
研
究
理
事　

伊
藤
さ
ゆ
り
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財
の
貿
易
は
、
申
告
や
動
植
物
の
検
査
な
ど
通
関
手
続
き
が
発

生
し
、
ゼ
ロ
関
税
に
は
原
産
地
証
明
が
必
要
に
な
っ
た
。
サ
ー
ビ

ス
分
野
で
は
、
母
国
法
主
義
に
よ
る
自
由
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
金

融
の
単
一
パ
ス
ポ
ー
ト
の
適
用
外
と
な
り
、
専
門
資
格
の
相
互
承

認
も
見
送
ら
れ
た
。

資
本
移
動
を
支
え
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
「
合
意
な
し
」
に
極
め

て
近
い
状
態
に
あ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
、
英
国
が
欧
州
最
大
の

国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
高
い
競
争
上
の
優
位
を
誇
っ
て
き
た

分
野
だ
。
英
国
は
、
そ
の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
機
能
が
一
定
の
打

撃
を
受
け
る
こ
と
は
覚
悟
の
上
で
、
単
一
市
場
か
ら
離
脱
し
、
単

一
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
放
す
こ
と
を
決
め
、
個
別
の
業
務
ご
と
に
相

互
に
規
制
の
同
等
性
を
認
め
る
「
同
等
性
評
価
」
に
基
づ
く
関
係

を
求
め
た
。
同
等
性
評
価
は
、
双
方
の
一
方
的
な
判
断
に
基
づ
く

も
の
と
し
て
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
で
は
対
象
外
と
さ
れ
た
。
本
稿
執
筆
時
点

で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
同
等
性
評
価
上
は
、
単
一
市
場
を
形
成
し
て
き
た

英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
規
制
の
同
等
性
が
、
日
米
ば
か
り
で
な
く
、
中
国

や
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国
よ
り
も
低
い
と
い
う
捻
じ
れ

た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

国盟加UEACT国盟加UEACT

ヒトの移動の自由 TCA EU加盟国 サービスの貿易 TCA EU加盟国

国境検問の撤去 ✖ ✔ 金融サービス単一パスポート ✖ ✔

ペット・パスポート ✖ ✔ 専門資格の簡易手続きによる承認 ✖ ✔

短期滞在（180日のうち90日以内）のビザ免除 ✔ ✔ 航空輸送 TCA EU加盟国

長期滞在(90日以内）のビザ免除 ✖ ✔ 単一航空圏での完全な自由 ✖ ✔

ＥＵ圏内での就業、学業、居住の自由 〇 ✔ 双務的な域外向け航空貨物の途中経由地での取り扱い 〇 ✔

ローミング料金の撤廃 ✖ ✔ 陸上輸送

財の貿易 TCA EU加盟国 輸送業者のための単一域内輸送市場 ✖ ✔

摩擦のない取引 ✖ ✔ 第３国貿易 〇 ✔

ゼロ関税、数量規制なし ✔ ✔ エネルギー

税関手続き免除 〇 ✔ 単一エネルギー域内市場 ✖ ✔

衛生植物検疫（SPS）免除 ✖ ✔ エネルギー取引プラットフォーム 〇 ✔

原産地証明手続き免除 〇 ✔ ＥＵプログラム

漁業協定 〇 ✔ 交換留学制度・エラスムス計画へのアクセス ✖ ✔

EUの国際条約からの恩恵 ✖ ✔ 復興基金「次世代ＥＵ」、雇用支援のＳＵＲＥへのアクセス ✖ ✔

ＥＵ版全地球測位システム・ガリレオへの参加 ✖ ✔

研究助成のホライズン・ヨーロッパへのアクセス 〇 ✔

貿易協力協定（ＴＣＡ）に基づく関係とＥＵ加盟国の権利の違い

（注）〇はＴＣＡで特別な条件を規定していることを示す
（資料）欧州委員会
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（
二
）新
た
な
関
係
の
可
変
性

Ｔ
Ｃ
Ａ
に
基
づ
く
関
係
は
可
変
的
で
も
あ
る
。
Ｔ
Ｃ
Ａ
は
、
補

充
協
定
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
カ
バ
ー
す
る
範
囲
を
、
適
宜
、
拡

張
で
き
る
。
五
年
ご
と
の
定
期
見
直
し
に
よ
る
改
正
の
機
会
も
あ

る
。
紛
争
解
決
手
続
き
に
基
づ
く
部
分
的
な
停
止
、
十
二
カ
月
前

の
通
告
に
よ
る
完
全
な
停
止
も
あ
り
得
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
の

協
議
に
あ
た
り
、
競
争
条
件
の
公
平
性
の
確
保
を
関
税
ゼ
ロ
、
数

量
規
制
な
し
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
条
件
と
し
て
求
め
た
。
Ｅ
Ｕ
は
Ｅ
Ｕ

ル
ー
ル
へ
の
追
随
や
、
欧
州
司
法
裁
判
所
へ
の
関
与
な
ど
は
取
り

下
げ
、
双
方
が
社
会
・
雇
用
、
環
境
・
気
候
変
動
の
領
域
で
は
共

に
高
い
水
準
を
維
持
す
る
非
退
行
条
項
や
、
補
助
金
ル
ー
ル
で
の

約
束
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
仲
裁
パ
ネ
ル
を
設
置
、
違
反
が

認
定
さ
れ
て
も
修
正
や
補
償
に
応
じ
な
け
れ
ば
、
他
方
は
義
務
を

停
止
で
き
る
取
り
決
め
に
落
ち
着
い
た
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
完
全
離
脱

に
は
、
国
民
投
票
で
の
選
択
か
ら
四
年
半
を
要
し
た
が
、
Ｔ
Ｃ
Ａ

は
十
二
カ
月
前
の
通
告
に
よ
る
停
止
も
あ
り
得
る
。

（
三
）新
た
な
関
係
の
方
向
性

Ｔ
Ｃ
Ａ
に
基
づ
く
関
係
は
、
Ｅ
Ｕ
圏
内
で
は
自
由
な
財
・
サ
ー

ビ
ス
・
人
・
資
本
の
移
動
に
様
々
な
障
壁
を
出
現
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
英
国
の
離
脱
は
「
ハ
ー
ド
な
離
脱
」
と
な
っ
た
。

今
後
、
新
た
な
関
係
が
展
開
す
る
方
向
を
考
え
る
場
合
、

「
ハ
ー
ド
な
離
脱
」
に
至
っ
た
背
景
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
自
体
は
、
国
民
投
票
で
の
偶
発
的
な
選
択
で

は
あ
っ
た
が
、
必
然
で
も
あ
っ
た
。
英
国
は
「
絶
え
ず
一
層
緊
密

化
す
る
連
合
」
と
い
う
統
合
の
理
念
を
共
有
し
て
い
な
か
っ
た
か

ら
だ
。

「
ハ
ー
ド
な
離
脱
」
に
至
っ
た
の
は
、
英
国
と
Ｅ
Ｕ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
堅
持
し
た
た
め
だ
。
英
国
は
、
国
民
投
票
後
も
、

離
脱
の
是
非
、
離
脱
の
方
法
を
巡
る
対
立
で
混
乱
が
続
い
た
が
、

十
九
年
十
二
月
の
総
選
挙
で
離
脱
強
硬
派
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が

単
独
過
半
数
を
確
保
し
、
足
場
を
固
め
た
こ
と
で
、
早
期
の
主
権

回
復
が
最
優
先
と
な
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
は
、
離
脱
す
る
英
国
に
単
一
市
場
の
「
い
い
と
こ
ど
り
」

を
認
め
な
い
方
針
を
貫
い
た
。
離
脱
し
た
英
国
の
成
功
は
、
Ｅ
Ｕ

離
脱
を
支
持
獲
得
の
材
料
に
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
勢
い
づ
か

せ
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
ド
ミ
ノ
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
英
国
へ
の
譲
歩

は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
で
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
米
国
、
権

威
主
義
的
傾
向
を
強
め
な
が
ら
世
界
的
な
影
響
力
を
拡
大
す
る
中

国
と
向
き
合
う
際
の
、
Ｅ
Ｕ
の
交
渉
上
の
立
場
を
弱
く
す
る
と
い
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う
判
断
も
働
い
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｔ
Ｃ
Ａ
に
基
づ
く
関
係
は
、
補
充
協
定
に
よ
る
協
力
分
野
の
拡

張
な
ど
で
、
関
係
を
緊
密
化
さ
せ
る
方
向
に
働
く
可
能
性
を
秘
め

る
が
、
短
期
的
に
は
対
立
の
構
図
の
解
消
は
見
込
み
難
く
、
遠
心

力
が
働
き
や
す
い
。

英
国
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
は
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
そ
れ
も
「
ハ
ー

ド
な
離
脱
」
と
い
う
選
択
の
正
し
さ
、
主
権
奪
還
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
を
強
調
し
、
新
た
な
関
係
へ
の
移
行
に
よ
る
問
題
は
Ｅ
Ｕ
の
硬

直
性
に
あ
る
と
言
い
訳
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
。

Ｅ
Ｕ
も
、
英
国
政
府
が
、
Ｅ
Ｕ
を
不
満
の
受
け
皿
と
し
て
利
用

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
寛
容
に
は
な
れ
な
い
だ
ろ
う
。
圏
内
の
域
内

の
結
束
維
持
の
必
要
性
は
変
わ
ら
ず
、
Ｅ
Ｕ
は
、
米
中
対
立
の
狭

間
で
「
戦
略
的
自
律
性
（
第
五
章
参
照
）」
を
模
索
し
て
お
り
、

後
述
の
と
お
り
、
単
一
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
の
公
平
性
確
保

へ
の
規
制
や
監
視
を
強
め
る
方
向
に
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
に
は
、
英
国
か

ら
の
市
場
ア
ク
セ
ス
の
制
限
を
、
英
国
に
流
出
し
て
い
た
ビ
ジ
ネ

ス
を
奪
還
す
る
好
機
と
し
、
利
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
あ

る
。
金
融
の
「
同
等
性
評
価
」
へ
の
Ｅ
Ｕ
の
慎
重
姿
勢
は
、
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
確
保
、
英
国
の
規
制
改
革
の
動
き
を
見
極

め
る
と
い
う
表
向
き
の
理
由
以
外
の
思
惑
が
働
い
て
い
る
と
い
う

見
方
は
根
強
い
。

完
全
離
脱
後
の
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
間
で
は
、
す
で
に
、
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
厳
格
な
国
境
管
理
回
避
の
た
め
の
新
た
な
枠
組
み
の
運

用
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
輸
出
を
巡
る
不
協
和
音
が
表
面

化
し
て
お
り
、
先
行
き
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

二　
共
振
す
る
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
と
コ
ロ
ナ
禍
の
打
撃

英
国
の
「
ハ
ー
ド
な
離
脱
」
は
、
中
期
的
に
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
双

方
の
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
影
響
は
、
英
国
の
方

が
Ｅ
Ｕ
二
十
七
カ
国
よ
り
も
大
き
い
と
い
う
見
方
は
多
く
の
専
門

家
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。

英
国
経
済
は
、
二
〇
二
〇
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
九
・
九
％
に
沈
む
ほ
ど
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
も
大
き
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
。
早
期
復
興
と
世
論
を
二
分
し
た
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
を
示
す
と
い
う
両
面
で
成
長
戦
略
の
具
体
化
と
実
行
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
も
英
国
の
離
脱
と
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
二
重
の
打
撃

へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、「
国
際
機
関
や
他

の
国
家
の
協
力
な
し
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
形
作
る
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規
制
を
制
定
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
を
先
導
す
る
能
力
」
を
発
揮
し

て
き
た
。
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
法
科
大
学
院
の
ア
ヌ
・
ブ
ラ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
教
授
は
、
こ
れ
を
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
と
名
付
け

た
。
同
名
の
著
書
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
制
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
の

覇
権
的
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」

の
基
盤
は
、
Ｅ
Ｕ
の
市
場
の
大
き
さ
と
豊
か
さ
に
あ
る
。
多
国
籍

企
業
は
市
場
ア
ク
セ
ス
の
見
返
り
と
し
て
Ｅ
Ｕ
ル
ー
ル
を
自
ら
守

ろ
う
と
し
、
全
体
と
し
て
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
規
制
対
応
を
Ｅ
Ｕ
ル
ー
ル
に
あ
わ
せ
る
企
業
も
多
い
。
Ｅ

Ｕ
域
外
で
も
、
多
国
籍
企
業
の
働
き
か
け
な
ど
で
、
Ｅ
Ｕ
ル
ー
ル

に
適
合
さ
せ
る
動
き
が
広
が
る
と
い
う
。

「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
は
、
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
に
乏
し
い
Ｅ
Ｕ

の
最
大
の
武
器
と
言
え
る
が
、
英
国
の
離
脱
は
二
つ
の
側
面
か
ら

「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
を
弱
め
る
。

一
つ
は
、
影
響
力
の
源
泉
と
な
る
Ｅ
Ｕ
の
市
場
規
模
の
縮
小

だ
。
Ｅ
Ｕ
の
世
界
経
済
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
Ｅ
Ｕ
の
地
域
的
拡

大
が
止
ま
り
、
世
界
金
融
危
機
後
に
債
務
危
機
が
拡
大
し
、
停
滞

が
長
期
化
し
た
一
方
で
、
中
国
の
高
め
の
経
済
成
長
が
続
い
た
こ

と
で
、
趨
勢
的
に
低
下
し
て
き
た
。
二
〇
二
〇
年
は
英
国
の
離
脱

と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
Ｅ
Ｕ
経
済
が
縮
小
、
他

方
、
中
国
は
感
染
拡
大
の
震
源
地
で
あ
り
な
が
ら
、
二
・
三
％
の

プ
ラ
ス
成
長
を
維
持
し
た
こ
と
で
、
中
国
と
Ｅ
Ｕ
の
経
済
規
模
の

差
は
大
き
く
縮
小
し
、
経
済
規
模
の
逆
転
が
視
野
に
入
っ
て
き

た
。英

国
離
脱
の
も
う
一
つ
の
影
響
は
、
Ｅ
Ｕ
の
ル
ー
ル
形
成
そ
の

も
の
へ
の
影
響
だ
。
英
国
は
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
の
支
え
手

と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
市
場
へ
の
理
解
が
深
い
英
国

が
、
過
剰
な
規
制
へ
の
歯
止
め
と
な
り
、
英
語
を
母
国
語
と
す
る

英
国
の
官
僚
や
判
事
ら
も
実
務
面
で
役
割
を
担
っ
た
。
英
国
が
、

Ｅ
Ｕ
ル
ー
ル
の
形
成
に
加
わ
ら
な
く
な
る
こ
と
で
、
一
層
複
雑

化
、
厳
格
化
し
、
保
護
主
義
化
が
進
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
教
授
は
、
経
済
規
模
の
逆
転
だ
け
を
理
由

に「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」が「
北
京
効
果
」に
近
い
将
来
に
と
っ

て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
見
て
い
る
が
、
そ
の
行
方
は
、
ブ

レ
グ
ジ
ッ
ト
と
コ
ロ
ナ
危
機
へ
の
対
応
次
第
と
い
う
面
が
あ
ろ
う
。

三　
英
国
、
Ｅ
Ｕ
の
成
長
戦
略

英
国
、
Ｅ
Ｕ
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
に
あ
た
っ
て

は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
雇
用
の
水
準
回
復
だ
け
で
は
な
く
、
持
続
可
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能
な
よ
り
良
い
成
長
へ
の
転
換
を
指
向
し
て
い
る
。
二
〇
五
〇
年

ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
化

を
中
核
に
据
え
る
。

Ｅ
Ｕ
の
新
た
な
成
長
戦
略
「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
（
十
九

年
十
二
月
公
表
）」
に
対
し
て
、
英
国
は
「
緑
の
産
業
革
命
（
二

〇
年
十
一
月
公
表
）」
の
十
項
目
の
行
動
計
画
を
掲
げ
る
。
と
も

に
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
気
候
中
立
に
向
け
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
運

輸
シ
ス
テ
ム
の
転
換
、
建
築
物
の
改
装
、
自
然
保
護
・
保
全
、
金

融
な
ど
幅
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
。

以
下
で
は
、
今
後
の
Ｅ
Ｕ
と
英
国
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
戦
略
の
特
徴
と
制
約
要
因
に
つ
い
て
整
理

す
る
。

（
一
）�

Ｅ
Ｕ
の
成
長
戦
略
と
制
約
要
因

「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
に
は
、「
戦
略
的
自
律
性
」
の
実

践
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
輸
入
化
石
燃
料
依
存
度
の
引
き
下
げ
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
面
で
の
効
果
が
あ
る
。
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
強
靭
化
に
よ
っ
て
、
バ
ッ
テ
リ
ー
や
原
材
料
の
供
給
で
高
い

シ
ェ
ア
を
占
め
る
中
国
の
政
策
に
、
Ｅ
Ｕ
の
成
長
戦
略
の
実
現
が

左
右
さ
れ
な
い
環
境
を
作
り
、
戦
略
的
自
律
性
を
高
め
る
効
果
が

あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
以
前
か
ら
、
次
世
代
電
池
の

Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
け
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
た
め
に
「
バ
ッ

テ
リ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」、
循
環
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
拡

大
を
目
指
す「
循
環
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」な
ど
、

欧
州
委
員
会
と
関
心
を
持
つ
加
盟
国
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
金
融
機
関
で

あ
る
Ｅ
Ｉ
Ｂ
・
欧
州
投
資
銀
行
、
産
業
界
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
、
起
業
家
ら
が
自
主
的
に
参
加
し
、
協
力
す
る
枠
組
み
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
委
員
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通

の
利
益
に
か
な
う
大
規
模
な
多
国
籍
の
官
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

補
助
金
の
活
用
を
認
め
る
方
針
で
あ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
・
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
は
、
二
一
年
以
降
、
欧
州
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
の
中
核
部
品
で

あ
る
電
池
セ
ル
の
生
産
拡
大
と
い
う
形
で
結
実
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
の
一
環
と
し
て
二
〇

年
三
月
に
公
表
し
た
「
新
た
な
産
業
戦
略
」
の
下
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
の
鍵
と
な
る
ク
リ
ー
ン
水
素
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
電
力
で
水
を
電
気
分
解
し
て
生
産
す
る
環
境
負
荷
の
低
い
水

素
）
の
域
内
生
産
拡
大
の
た
め
の
投
資
を
促
進
す
る
「
ク
リ
ー
ン

水
素
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」、
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
リ
ー
ン
化
に
欠
か
せ

な
い
貴
重
な
原
材
料
の
輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却
の
た
め
に
生
産
拡

大
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
す
「
原
材
料
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
立
ち
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上
げ
た
。

「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
で
は
、
脱
炭
素
化
、
循
環
型
社

会
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
で
Ｅ
Ｕ
が
先
行
す
る
こ
と
に
よ
る
「
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
の
発
揮
と
い
う
狙
い
も
鮮
明
だ
。
金
融
面
で

は
、
持
続
可
能
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
）
な
金
融
戦
略
と
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
法
制
化
の
起
点
と
な
る
Ｅ

Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
（
基
準
）
規
則
を
世
界
に
先
駆
け
て
制
定
し
て

い
る
。

欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
の
成
長
戦
略
と
し
て
の
成
功
に
お
い

て
も
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
の
発
揮
と
い
う
意
味
で
も
、
競

争
条
件
の
公
平
性
が
広
く
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
温
暖
化

対
策
が
不
十
分
な
国
か
ら
の
輸
入
品
に
事
実
上
の
関
税
を
課
す

「
国
境
炭
素
税
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
だ
。

さ
ら
に
、
主
に
中
国
を
念
頭
に
置
い
た
単
一
市
場
の
防
衛
策
と
し

て
、
直
接
投
資
の
審
査
に
関
わ
る
「
Ｅ
Ｕ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
枠
組

み
」
規
則
の
制
定
（
十
九
年
四
月
発
効
、
二
〇
年
十
月
完
全
適

用
）、
競
争
条
件
を
歪
め
る
外
国
政
府
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
、

二
〇
年
六
月
に
欧
州
委
員
会
が
白
書
を
ま
と
め
、
同
年
九
月
ま
で

の
市
中
協
議
を
経
て
、
二
一
年
五
月
に
は
規
則
案
が
示
さ
れ
る
な

ど
、
法
案
の
制
定
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん
で
い
る
。
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「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
と

い
う
意
味
を
持
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
が
総
額
一
兆
七
四
三

億
ユ
ー
ロ
の
二
一
～
二
七
年
の
多
年
次
財
政
枠
組
み
（
Ｍ
Ｆ
Ｆ
）

と
と
も
に
ま
と
め
た
七
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
（
二
〇
一
八
価
格
）
の

復
興
基
金「
次
世
代
Ｅ
Ｕ
」と
い
う
財
源
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

基
金
の
原
資
は
、
Ｅ
Ｕ
が
債
券
を
発
行
し
調
達
す
る
。
七
五
〇
〇

億
ユ
ー
ロ
の
う
ち
三
九
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
は
補
助
金
と
し
て
、
高
失

業
国
、
低
所
得
国
、
コ
ロ
ナ
禍
の
打
撃
が
大
き
い
加
盟
国
に
厚
め

に
配
分
す
る
。「
次
世
代
Ｅ
Ｕ
」
の
中
核
の
「
復
興
と
強
靭
化
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
（
Ｒ
Ｒ
Ｆ
）」
で
は
、
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
Ｅ
Ｕ
の
政
策
目
標
に
沿
っ
た
活
用
の
た
め
、
加
盟
国
に

よ
る
計
画
の
提
出
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
審
査
、
閣
僚
理
事
会
に

よ
る
承
認
の
プ
ロ
セ
ス
を
組
み
込
ん
だ
。
計
画
か
ら
の
逸
脱
や
、

Ｅ
Ｕ
の
財
政
ル
ー
ル
な
ど
へ
の
非
適
合
に
適
切
な
対
応
が
講
じ
ら

れ
な
い
場
合
に
は
利
用
の
停
止
も
あ
る
。
制
度
設
計
上
は
、
加
盟

国
間
の
財
政
余
地
の
差
を
埋
め
、
非
対
称
的
シ
ョ
ッ
ク
を
緩
和

し
、
構
造
転
換
に
必
要
な
投
資
を
促
す
機
能
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
果
た
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
成
長
戦
略
は
、
青
写
真
通
り

の
成
果
を
挙
げ
る
と
見
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
過
去

の
成
長
戦
略
は
、
加
盟
国
間
の
出
発
点
の
違
い
に
加
え
て
、
取
り

組
み
姿
勢
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
差
か
ら
、
加
盟
国
間
の
達
成
度
の
違

い
が
大
き
く
、
Ｅ
Ｕ
全
体
と
し
て
の
底
上
げ
は
図
ら
れ
な
か
っ

た
。今

回
は
、
復
興
基
金
と
い
う
財
源
を
得
て
、
そ
の
制
度
設
計
に

お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
も
目
配
り
さ
れ
て
い
る
点
は
、
過

去
の
成
長
戦
略
と
大
き
く
異
な
る
。
半
面
、
復
興
基
金
の
利
用
に

は
様
々
な
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
限
ら
れ
た
期

間
内
で
条
件
を
満
た
す
形
で
各
国
が
資
金
を
有
効
活
用
で
き
る
の

か
、
基
金
は
全
体
と
し
て
円
滑
に
機
能
す
る
の
か
、
今
後
の
展
開

を
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

仮
に
、
復
興
基
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
、
汎
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
グ
リ
ー
ン
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う

二
つ
の
移
行
と
復
興
を
達
成
し
、
世
界
経
済
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン

ス
低
下
の
加
速
や
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
の
低
減
に
歯
止
め
を

掛
け
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。

復
興
基
金
の
最
も
重
要
な
役
割
は
民
間
の
投
資
の
呼
び
水
と
な

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
補
完
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
戦

略
分
野
へ
の
民
間
投
資
喚
起
策
と
し
て
は
、
先
述
の
次
世
代
バ
ッ

テ
リ
ー
や
ク
リ
ー
ン
水
素
で
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
は
、
対
象
分
野

に
お
い
て
、
一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
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さ
ら
に
、
幅
広
い
分
野
で
の
投
資
の
拡
大
や
革
新
的
技
術
を
持

つ
企
業
の
創
出
に
は
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
の
資
本
市
場
の

機
能
の
強
化
と
国
毎
の
細
分
化
の
克
服
、
す
な
わ
ち
「
資
本
市
場

同
盟
」
の
実
現
が
鍵
と
な
ろ
う
。

「
資
本
市
場
同
盟
」
は
、
十
五
年
二
月
の
最
初
の
行
動
計
画
の

公
表
以
降
、
法
規
制
と
い
う
面
で
は
前
進
し
て
い
る
が
、
資
本
市

場
の
統
合
に
向
け
た
野
心
的
な
取
り
組
み
に
ま
で
は
発
展
し
て
い

な
い
。
資
本
市
場
の
規
模
も
、
株
式
市
場
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
て
、

米
国
の
一
五
六
％
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
二
十
七
カ
国
は
七
〇
％
（
い
ず

れ
も
十
九
年
時
点
）
で
、
米
国
の
半
分
程
度
と
い
う
構
造
は
、
計

画
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、
企
業
の

資
金
繰
り
支
援
の
た
め
の
政
府
保
証
や
公
的
融
資
な
ど
の
政
策
措

置
も
あ
っ
て
、
欧
州
の
借
り
入
れ
依
存
を
高
め
た
。
復
興
と
２
つ

の
移
行
の
た
め
の
投
資
資
金
の
調
達
の
た
め
に
も
、
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
の
課
題
と
な
る
過
剰
債
務
問
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
も
、
資

本
市
場
の
機
能
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
も
、
英
国
の
離
脱
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
打
撃

と
な
る
。
英
国
は
欧
州
で
資
本
市
場
が
最
も
発
達
し
て
い
る
か
ら

だ
。
し
か
し
、
英
国
は
、
資
本
市
場
統
合
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て

き
た
面
も
あ
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
は
英
国
の
離
脱
を
好
機
に
転
換
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
英
国
の
完
全
離
脱
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
が
英

国
か
ら
Ｅ
Ｕ
圏
内
に
拠
点
を
移
す
動
き
は
あ
る
。
移
転
先
は
、
ダ

ブ
リ
ン
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
パ
リ
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
Ｅ
Ｕ
圏
内
の
金
融
都
市
に
分
散
し
て
い
る
。
規

制
上
の
理
由
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
圏
内
へ
の
移
転
を
促
し
て
も
、
Ｅ
Ｕ
が

金
融
統
合
を
深
め
な
け
れ
ば
、
金
融
機
能
の
分
散
化
に
よ
る
効
率

性
の
低
下
と
い
う
結
果
だ
け
が
残
る
。
英
国
離
脱
を
好
機
と
す
る

た
め
に
は
、
金
融
統
合
へ
の
野
心
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。
英
国
と
の
規
制
・
監
督
面
で
の
建
設
的
な
関
係
の
構
築
も
、

双
方
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
二
）�

英
国
の
成
長
戦
略
と
制
約
要
因

英
国
は
「
緑
の
産
業
革
命
」
の
行
動
計
画
の
後
、
二
〇
年
十
二

月
に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
」
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
戦

略
は
、
二
〇
五
〇
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
、
よ
り

よ
い
経
済
へ
の
復
興
の
た
め
の
成
長
戦
略
で
あ
る
と
同
時
に
、
英

国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
の
戦
略

と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

英
国
は
、
二
一
年
十
一
月
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
二

六
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
二
十
六
）
を
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
す
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る
。
二
一
年
六
月
に
予
定
す
る
先
進
七
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
）
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
機
会
と
し
て
活
用
す
べ
く
、
意
欲
的
に
準
備
を
進
め
て
い

る
。Ｅ

Ｕ
離
脱
後
の
英
国
の
将
来
像
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ブ
リ
テ
ン
」
だ
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
離
脱
に
よ
る
Ｅ
Ｕ

か
ら
の
主
権
の
回
復
が
、
世
界
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強

化
や
、
貿
易
、
投
資
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
英
国
の
競
争
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
安
全
保
障
・

防
衛
・
開
発
援
助
・
外
交
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
完
全
離
脱
後
の
二

一
年
三
月
に
、
冷
戦
終
結
後
、
最
大
規
模
と
な
る
「
包
括
的
見
直

し
」
を
公
表
、
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
与
を
強
め
る
方
針
が
示
さ

れ
た
。
通
商
政
策
に
お
い
て
も
イ
ン
ド
太
平
洋
を
重
視
す
る
。
日

本
と
Ｅ
Ｕ
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
叩
き
台
と
す
る
日
英

Ｅ
Ｐ
Ａ
は
二
一
年
初
頭
か
ら
発
効
し
て
お
り
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
米
国
と
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
交
渉
、
イ
ン
ド
と
の
拡
張
貿

易
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｅ
Ｔ
Ｐ
）
で
合
意
し
た
。
二
月
に
は
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協

定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
を
正
式
表
明
し
て
い
る
。

国
外
か
ら
の
投
資
の
誘
致
も
、
英
国
財
務
省
の
「
よ
り
良
い
復

興
：
我
々
の
成
長
計
画
」
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」
の
章

で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
英
国
が
、
投
資
誘
致
の
た
め
に
低
税
率
・

規
制
・
手
続
き
な
ど
の
簡
素
化
に
動
く
戦
略
は
「
テ
ム
ズ
川
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
」
と
表
現
さ
れ
る
。

成
長
戦
略
と
し
て
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」に
は
矛
盾
、

あ
る
い
は
限
界
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
つ
の
点
に
触
れ
た
い
。
第

一
に
、
貿
易
・
投
資
で
お
よ
そ
半
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た

Ｅ
Ｕ
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
化
す
る
不
利
益
を
、
新
た
な
通
商

協
定
で
補
う
こ
と
は
難
し
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
だ
。
国
民
投
票
の

時
点
で
は
、
米
国
、
中
国
と
の
関
係
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
た

が
、
国
民
投
票
か
ら
の
四
年
半
で
国
際
情
勢
は
変
わ
り
、
米
国
、

中
国
と
の
早
期
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
、
そ
れ
も
英
国
に
と
っ
て
有
利

な
協
定
の
早
期
締
結
は
困
難
と
見
ら
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
中
国
と
の
関
係
は
、
少
数
民
族
ウ
イ
グ
ル
人
に
対
す
る
人

権
侵
害
、
英
国
が
旧
宗
主
国
だ
っ
た
香
港
特
別
行
政
区
の
国
家
安

全
維
持
法
な
ど
を
巡
っ
て
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。
英
中
の
距
離

感
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
期
に
は
蜜
月
と
言
わ
れ
る
「
接
近
」
ぶ

り
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
。

第
二
に
、「
テ
ム
ズ
川
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
の
よ
う
な
戦
略
の

展
開
に
は
制
約
が
あ
る
こ
と
だ
。
制
約
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
Ｔ
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Ｃ
Ａ
の
取
り
決
め
に
関
わ
る
も
の
だ
。
英
国
が
規
制
の
ダ
ン
ピ
ン

グ
に
動
い
た
場
合
に
は
、
均
衡
回
復
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
Ｔ
Ｃ
Ａ
そ
の
も
の
の
存
続
を
危
う
く
な
る
。
も

う
一
つ
は
、
財
政
の
制
約
だ
。
二
一
年
度
予
算
案
（
二
一
年
四
月

～
二
二
年
三
月
）
で
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
投
資
誘
致
の
た

め
に
保
守
党
政
権
が
進
め
て
き
た
法
人
税
の
段
階
的
な
引
き
下
げ

方
針
を
撤
回
し
、
二
三
年
度
か
ら
の
法
人
税
増
税
の
方
針
を
決
め

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
財
政
赤
字
が
拡
大
、
政
府
債
務
が
膨

張
し
た
こ
と
で
、
方
針
転
換
を
迫
ら
れ
た
。
二
一
年
度
予
算
案
に

は
、
設
備
投
資
促
進
の
た
め
の
二
年
間
限
定
で
設
備
投
資
額
の
一

三
〇
％
を
課
税
控
除
す
る
「
ス
ー
パ
ー
控
除
」
や
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
八
カ
所
へ
の
通
関
手
続
き
の
簡
素
化
、
政
府
の
集
中
支
援
、

一
時
的
な
税
額
控
除
を
認
め
る
「
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
」
設
置
と
い
っ

た
投
資
喚
起
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
期
間
限
定
、
地
域
限
定
で

広
が
り
を
欠
く
。

第
三
が
、
離
脱
協
議
を
巡
っ
て
深
ま
っ
た
Ｅ
Ｕ
と
の
間
の
相
互

不
信
が
解
消
し
て
い
な
い
問
題
だ
。
英
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ

テ
ン
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
発
揮
す
る
機
会
と
し
て
位
置
付
け

る
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
二
六
の
成
功
は
、
Ｅ
Ｕ
と
主
要
加
盟

国
の
協
調
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
。
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
傾
斜

が
、
Ｅ
Ｕ
、
中
国
と
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
深
め
る
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」
か
ら
か
け
離
れ
て
行

く
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
「
ハ
ー
ド
な
離
脱
」
と
な
り
、
離
脱
後
の

英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
関
係
も
良
好
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
英
国
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」
と
し
て
の
繁

栄
に
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
良
好
な
関
係
は
不
可
欠
だ
。
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て

も
、
英
国
と
の
協
力
関
係
は
「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
の
成

功
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
効
果
」
の
維
持
・
強
化
と
い
う
野
心
の
実

現
の
助
け
と
な
る
。

英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
間
に
遠
心
力
が
強
ま
る
一
方
で
あ
れ
ば
、
ブ
レ

グ
ジ
ッ
ト
と
コ
ロ
ナ
と
い
う
二
重
の
打
撃
か
ら
の
欧
州
の
回
復
は

遅
れ
、
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
双
方
が
重
視
す
る
民
主
主
義
の
価
値
観
と

開
か
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。

中
国
や
ロ
シ
ア
が
、
そ
の
利
益
を
享
受
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り

か
ね
な
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
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は
じ
め
に

英
国
は
二
〇
二
〇
年
一
月
末
に
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）を
離
脱
し
、

同
年
末
ま
で
の
移
行
期
間
を
経
て
離
脱
を
完
了
し
た
。
主
要
国
の

一
つ
で
あ
る
英
国
が
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
内
の

パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
変
化
し
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
主
要
国

の
影
響
力
は
否
応
な
く
高
ま
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

人
口
八
千
万
超
、
欧
州
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
心
が
集
ま
る
の
は
必
然
で
あ
ろ
う
。

欧
州
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
役
割
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
近
年
、
学
術
的
関
心
を
集
め
て
き
た
。
欧
州
統
合
は
戦
後
、
フ

ラ
ン
ス
の
政
治
力
を
西
ド
イ
ツ
の
経
済
力
が
支
え
る
構
図
で
進
展

し
て
き
た
が
、
一
九
九
〇
年
の
東
西
両
ド
イ
ツ
の
統
一
に
よ
り
、

経
済
力
は
無
論
、
分
断
国
家
と
し
て
の
制
約
も
克
服
し
、
政
治
力

に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
バ
ル
マ
ー
（Sim

on Bulm
er

）
ら
は
ド
イ

ツ
を
「
不
本
意
な
が
ら
の
覇
権
国
家
」（reluctant hegem

on

）

と
、
ク
ン
ド
ナ
ニ
（H

ans Kundnani

）
は
地
経
学
的
な
意
味

で
「
準
覇
権
国
」（sem

i-hegem
on

）
で
あ
る
と
位
置
付
け
た
。

そ
し
て
、
英
国
離
脱
に
よ
り
、
多
様
な
欧
州
を
前
提
に
多
段
階
統

合
の
路
線
、
あ
る
い
は
少
数
の
中
核
的
な
国
々
と
の
統
合
深
化
の

路
線
な
ど
、
ド
イ
ツ
が
フ
ラ
ン
ス
な
ど
と
と
も
に
取
る
方
向
性
が

盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
欧
州
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
役
割
が
大
き
く
な
る
こ
と
に

関
し
て
は
、
十
九
世
紀
以
来
の
「
ド
イ
ツ
問
題
」
の
再
来
に
対
す
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「欧州政治」のリアル

第二章

欧
州
統
合
の
行
方
と
ド
イ
ツ
の
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ー
ダ
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ッ
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レ
グ
ジ
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・
新
型
コ
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ナ
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機
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挑
戦
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る
懸
念
も
指
摘
さ
れ
る
。
欧
州
で
ド
イ
ツ
が
大
き
な
存
在
に
な
れ

ば
、
か
え
っ
て
欧
州
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
懸
念
は
根
強
い
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
一
月
以
降
に
深
刻
化

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
危
機
は
、
ド
イ
ツ
の
み
な
ら

ず
欧
州
の
政
治
、
経
済
、
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
（
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
）
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
と
い
う
二
つ
の
挑
戦
を
ド
イ
ツ
が
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
政
策
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
概
観
す

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
ド
イ
ツ
が
欧
州
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
を
展
望
し
、
そ
の
行
方
と
課
題

を
検
討
す
る
。

一
　
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
の
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
前
述
の
通
り
、
一
貫
し
て
拡
大
を
続
け
て

き
た
欧
州
統
合
に
初
め
て
逆
行
す
る
動
き
で
あ
る
と
い
う
意
味

で
、
英
国
に
続
く
離
脱
、
統
合
の
モ
メ
ン
タ
ム
喪
失
へ
の
懸
念
も

浮
上
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
欧
州
統
合
を
積
極
的
に
進

め
て
き
た
ド
イ
ツ
と
し
て
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
負
の
影
響

を
最
小
化
す
べ
く
対
応
し
て
き
た
。

経
済
関
係

ド
イ
ツ
に
と
っ
て
英
国
は
極
め
て
重
要
な
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
、
特
に
米
国
や
フ
ラ
ン
ス
に
次
ぐ
貿
易
黒
字
を
稼
ぐ
貿
易
相

手
国
だ
が
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
負
の
影
響
が
あ
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
統
計
局
の
二
〇
二
〇
年
貿
易
統
計
に
よ
れ
ば
、
英

国
は
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、
輸
出
相
手
国
と
し
て
第
五
位
、
輸
入
相
手

国
と
し
て
第
十
一
位
、
貿
易
黒
字
幅
が
三
番
目
に
大
き
い
貿
易
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
。
対
英
貿
易
黒
字
の
三
二
一
億
二
九
七
九
万
ユ
ー
ロ

は
対
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
主
要
輸
出

品
目
は
自
動
車
、
機
械
、
化
学
製
品
、
デ
ー
タ
処
理
設
備
、
電
子

機
器
、
光
学
機
器
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
英
国
か
ら
の
輸
入

品
目
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
つ
い
て
は
、

英
国
の
競
争
力
は
製
造
業
よ
り
も
強
く
、
欧
州
最
大
の
金
融
街
シ

テ
ィ
を
持
つ
強
力
な
金
融
部
門
の
存
在
を
反
映
し
て
、
ド
イ
ツ
と
の

間
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
は
商
品
貿
易
と
比
べ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

も
の
で
、
貿
易
を
め
ぐ
る
両
国
関
係
は
こ
れ
ま
で
緊
密
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
統
計
局
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
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一
年
一
月
の
両
国
間
貿
易
は
対
前
年
同
月
比
で
輸
入
が
五
六
％

減
、
輸
出
が
二
九
％
減
と
大
幅
な
減
少
を
記
録
し
た
。
同
様
に
、

英
国
立
統
計
局
（
Ｏ
Ｎ
Ｓ
）
が
発
表
し
た
一
月
の
貿
易
収
支
に
よ

る
と
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
向
け
物
品
輸
出
は
前
月
比
四
〇
・
七
％
減
、

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸
入
が
二
八
・
八
％
減
と
、
と
も
に
過
去
最
大
の
落

ち
込
み
を
記
録
し
た
。
同
統
計
局
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
抑
止
す
る
た
め
の
都
市
封
鎖
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
が

導
入
さ
れ
て
い
た
た
め
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
伴
っ
て
発
効
し
た
貿
易
協

力
協
定
（
Ｔ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
関
税
手
続
き
の
影
響
は
見
極
め
に
く

い
と
の
立
場
を
示
し
た
。
し
な
し
な
が
ら
、
英
国
が
ド
イ
ツ
に

と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
重
要
な
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り

続
け
る
か
ど
う
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
統
計

は
示
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、
欧
州
の
玄

関
口
（
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
）
と
し
て
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
好
機
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
事
実
、
在
英
日
系
企
業
の
ド
イ
ツ
へ
の
移

転
も
み
ら
れ
る
。
日
本
企
業
で
は
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）
が
二
〇
一
九
年
九
～
十
月
、
欧
州
に
進
出
し
て
い
る
日
系

企
業
九
百
七
十
九
社
を
対
象
に
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
影
響
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
七
割
超
の
在
英
日
系

製
造
企
業
が
「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
」
を
指
摘
、
合
意
な
き
離
脱
を

想
定
し
、「
通
関
・
物
流
の
混
乱
」、「
関
税
コ
ス
ト
」、「
通
関
手

続
き
の
発
生
」
に
つ
い
て
在
英
・
在
Ｅ
Ｕ
双
方
企
業
が
共
通
に
回

答
し
た
。
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
備
え
、
移
転
等
を
実
施
、
あ
る
い

は
決
定
し
た
拠
点
機
能
に
つ
い
て
、「
統
括
」
機
能
が
最
大
で
、

金
融
・
保
険
を
中
心
に
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

な
ど
に
移
管
し
た
。
統
括
拠
点
の
全
部
移
転
の
三
社
は
す
べ
て
ド

イ
ツ
、
一
部
移
転
の
十
社
の
う
ち
ド
イ
ツ
が
五
社
、
オ
ラ
ン
ダ
三

社
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
二
社
、
移
転
等
を
検
討
し
て
い
る
統
括
拠

点
四
社
の
う
ち
、
三
社
が
ド
イ
ツ
を
移
転
先
に
挙
げ
て
い
る
。

「
販
売
」
機
能
で
は
ド
イ
ツ
三
社
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、

チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
挙
が
っ
た
。
調
達
先
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
英
国
か
ら
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
チ
ェ
コ
な
ど
Ｅ
Ｕ

内
に
変
更
す
る
企
業
が
四
社
、
ア
ジ
ア
か
ら
英
国
へ
変
更
す
る
企

業
が
一
社
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
英
国
に
置
い
て
き
た
拠
点
を
ド
イ
ツ

に
移
転
す
る
日
系
企
業
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
が
決
定
し
て
以
降
、
ド
イ
ツ
の
州
政
府
、
自
治
体
事
務
所
が

日
系
を
含
む
外
国
企
業
の
幹
部
を
招
請
し
、
拠
点
の
誘
致
を
積
極

的
に
働
き
掛
け
て
き
た
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
対
外
経
済
振
興
機
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関
で
あ
る
「
ド
イ
ツ
貿
易
・
投
資
振
興
機
関
（
Ｇ
Ｔ
Ａ
Ｉ
）」
は
ド

イ
ツ
進
出
を
目
指
す
海
外
企
業
の
支
援
が
任
務
の
一
つ
で
あ
り
、

『
ド
イ
ツ
進
出
基
礎
知
識
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上

げ
』（
二
〇
一
九
年
）
の
日
本
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
日

本
企
業
誘
致
の
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
誘
致
の

働
き
か
け
は
日
系
企
業
に
限
ら
ず
、
同
機
関
に
よ
れ
ば
、
外
国
企

業
が
ド
イ
ツ
国
内
に
事
業
所
を
設
立
あ
る
い
は
拡
大
し
た
件
数
は

二
〇
一
八
年
に
過
去
最
多
の
二
千
六
十
二
社
に
上
っ
た
。
事
業
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
英
国
か
ら
ド
イ
ツ
に
移
転
し
た
英
国
企
業
も
百
六

十
八
社
に
達
し
た
。
多
く
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
伴
っ
て
Ｅ
Ｕ
内
に

事
業
拠
点
を
確
保
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。
日
系
企
業
に
限
ら
ず
、

外
国
企
業
の
欧
州
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
玄
関
口
の
地
位
を
英
国
か
ら

移
転
さ
せ
た
い
ド
イ
ツ
の
思
惑
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

外
交
・
安
全
保
障
政
策

外
交
・
安
全
保
障
政
策
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
は
多
国
間
主
義

に
基
づ
き
、
集
団
防
衛
同
盟
と
し
て
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
Ｅ
Ｕ
の
枠
組

み
に
お
け
る
共
通
政
策
の
双
方
を
柱
と
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
こ

う
し
た
政
策
に
大
き
な
変
更
は
な
い
と
み
ら
れ
る
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

重
視
の
英
国
の
離
脱
に
よ
り
、
自
ず
と
Ｅ
Ｕ
の
枠
組
み
に
お
け
る

安
全
保
障
協
力
は
加
速
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
米
政
権

が
欧
州
の
同
盟
国
と
の
関
係
修
復
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
再
建
の
姿
勢
を

明
確
に
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
再
建
に
協
力
し

つ
つ
、
Ｅ
Ｕ
の
共
通
安
全
保
障
・
防
衛
政
策
（
Ｃ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）、
な

か
で
も
二
〇
一
七
年
に
始
動
し
た
「
常
設
軍
事
協
力
枠
組
み
」

（Perm
anent Structured C

ooperation

＝PESC
O

）
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
今
後
は
戦
後
の
欧
州
統
合
を
率
い
て
き
た
ド
イ
ツ
と

フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
は
否
応
な
く
高
ま
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
欧

州
一
の
人
口
規
模
と
経
済
力
を
誇
る
ド
イ
ツ
の
立
場
は
特
に
強
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
期
待
が

あ
る
一
方
で
、
欧
州
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
覇
権
国
論
の
ほ
か
、
一

九
世
紀
以
来
の
「
ド
イ
ツ
問
題
」
の
再
来
に
対
す
る
懸
念
も
指
摘

さ
れ
る
。
欧
州
統
合
の
深
化
に
慎
重
だ
っ
た
英
国
の
離
脱
に
よ

り
、
多
様
な
欧
州
を
前
提
に
多
段
階
統
合
の
路
線
、
あ
る
い
は
少

数
の
中
核
的
な
国
々
と
「
中
核
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」（Kerneuropa

）

に
向
け
た
統
合
の
加
速
が
進
む
こ
と
へ
の
期
待
も
が
浮
上
す
る
一

方
で
、
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢

（
Ａ
ｆ
Ｄ
）」
な
ど
の
欧
州
懐
疑
主
義
勢
力
が
欧
州
各
国
で
伸
長
し
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た
た
め
、
英
国
に
続
く
離
脱
を
懸
念
し
、
欧
州
統
合
に
遠
心
力
が

働
く
こ
と
へ
の
警
戒
も
広
が
る
。

一
方
、
ド
イ
ツ
は
対
ア
ジ
ア
外
交
で
は
、
英
仏
両
国
が
先
ん
じ

て
い
た
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
関
与
を
強
め
る
姿
勢
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
政
府
は
二
〇
二
〇
年
九
月
に
「
イ
ン
ド
太
平

洋
指
針
（Leitlinien zum

 Indo-Pazifik

）」
を
閣
議
決
定
し
、

対
ア
ジ
ア
外
交
の
修
正
と
も
言
え
る
動
き
を
見
せ
た
。
ド
イ
ツ
が

こ
の
種
の
戦
略
文
書
に
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
概
念
を
用
い
る
の
は

初
め
て
で
、
経
済
や
安
全
保
障
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
に
対
す
る
強
い
関
心
を
示
し
た
形
で
あ
る
。「
イ
ン

ド
太
平
洋
」
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
で
は
既
に
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
両

国
が
軍
事
的
関
与
を
強
め
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
二
〇
一
八
年
に

「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
を
策
定
し
、
同
地
域
の
海
外
領
土
を
持

つ
「
イ
ン
ド
太
平
洋
パ
ワ
ー
」
と
し
て
関
与
を
強
め
て
お
り
、
今

回
の
ド
イ
ツ
の
指
針
採
択
は
そ
れ
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

は
近
年
、
対
ア
ジ
ア
外
交
の
主
眼
を
中
国
に
置
き
、
経
済
的
な
依

存
関
係
を
強
化
し
、「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
結
ん
で

き
た
。
同
指
針
は
、
緊
密
な
対
中
関
係
に
加
え
、「
二
一
世
紀
の

国
際
秩
序
を
形
成
す
る
か
ぎ
と
な
る
」
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
と
の

関
係
強
化
を
目
指
し
、
同
地
域
へ
の
関
与
を
強
め
る
姿
勢
を
見
せ

た
。
高
度
技
術
を
持
つ
ド
イ
ツ
企
業
の
買
収
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
危
機
の
初
期
に
見
せ
た
情
報
隠
蔽
な
ど
、
中
国
側
に
対
す
る

不
信
と
警
戒
感
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。

し
か
し
他
方
で
、
ド
イ
ツ
が
Ｅ
Ｕ
議
長
国
と
し
て
の
任
期
切
れ

を
迎
え
る
直
前
の
二
〇
二
〇
年
十
二
月
三
十
日
、
Ｅ
Ｕ
は
中
国
と

0
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の
間
で
「
包
括
的
投
資
協
定
」（EU

-C
hina C

om
prehensive 

A
greem

ent on Investm
ent: C

A
I

）
に
基
本
合
意
し
た
。

米
国
の
バ
イ
デ
ン
（Joseph Biden

）
次
期
政
権
の
幹
部
か
ら

も
、
中
国
と
の
投
資
協
定
を
急
が
な
い
よ
う
、
異
例
の
関
心
表
明

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
四
年
か
ら
続
く
同
協
定
の

協
議
を
基
本
合
意
に
持
ち
込
む
べ
く
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
議
長
国

の
立
場
で
働
き
か
け
た
と
さ
れ
、
緊
密
な
経
済
連
携
へ
の
意
欲
が

覗
く
。
ド
イ
ツ
が
果
た
し
て
こ
の
指
針
通
り
の
方
向
に
沿
っ
て
対

ア
ジ
ア
外
交
を
見
直
す
の
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。

二
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
初
期
対

応
は
際
立
っ
た
。
ド
イ
ツ
政
府
は
主
に
防
疫
対
策
と
経
済
対
策
、
リ

ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
施
策
を
履
行
し
て
き
た
。
ま
ず
、

大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
導
入
と
と
も
に
、
接
触
制
限
措
置
や
学

校
、
教
会
、
飲
食
店
な
ど
の
閉
鎖
を
含
む
都
市
封
鎖
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
）
を
含
む
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
二
〇
二
〇
年
三
月
に
発
表
し
、
拡
大

防
止
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
の
国
境
閉
鎖
に
踏
み
切
っ
た
。
さ
ら
に
、

連
邦
と
州
政
府
の
合
意
に
基
づ
く
全
土
統
一
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
同
月
に
発
表
し
、
都
市
封
鎖
の
違
反
者
に
対
し
罰
金
や
懲
役
刑

を
含
む
刑
罰
を
定
め
る
強
い
対
策
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
基

本
的
に
州
政
府
の
所
掌
で
あ
っ
た
感
染
症
対
策
は
、
連
邦
政
府
と

州
政
府
当
局
に
よ
る
機
動
的
な
政
策
調
整
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
連
邦
保
健
省
傘
下
の
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ

研
究
所
の
専
門
家
に
よ
る
判
断
を
仰
ぎ
つ
つ
、
連
邦
政
府
は
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
強
化
な
ど
の
基
本
方
針
を
決
定
し
て
い
っ
た
。
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
件
数
は
順
次
引
き
上
げ
、
世
界
で
も
高
水
準
の
体
制
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
施
策
が
功
を
奏
し
、
ド
イ
ツ
は
欧
州
の
中
で

は
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
と
比
べ
て
比
較
的
少

な
く
、
医
療
崩
壊
も
防
い
で
手
堅
い
対
応
だ
っ
た
と
い
う
国
際
的

評
価
が
一
般
的
で
あ
る
。
英
仏
伊
な
ど
主
要
国
が
揃
っ
て
事
態
収

拾
に
失
敗
し
た
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
は
第
一
波
を
速
や
か
に
抑
え

込
む
こ
と
に
成
功
し
、
底
力
を
示
し
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
背

景
に
は
、
余
裕
あ
る
医
療
体
制
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
含
む
メ
ル
ケ
ル
首
相
に
よ
る
優
れ
た
対
応
が
あ
っ
た
。
ド
イ

ツ
の
対
応
は
こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た

が
、
二
〇
二
一
年
に
入
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

が
猛
威
を
振
る
い
、
欧
州
の
中
で
優
等
生
と
さ
れ
た
ド
イ
ツ
も
感
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染
拡
大
が
急
速
に
進
み
状
況
が
悪
化
、
一
転
し
て
コ
ロ
ナ
危
機
の

敗
者
と
す
る
見
方
も
出
始
め
て
い
る
。

他
方
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
対
応
策
と
し
て
、
ド
イ
ツ
は
フ

ラ
ン
ス
と
共
同
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
被
害
を
受
け
た
欧

州
の
地
域
や
産
業
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て

七
千
五
百
億
ユ
ー
ロ
（
約
九
十
二
兆
円
）
の
復
興
基
金
を
創
設
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ド
イ
ツ
は
そ
れ
ま
で
、
一
貫
し
て
財
政
移

転
を
拒
否
し
て
き
た
が
、
復
興
基
金
の
創
設
に
よ
り
、
そ
れ
を
初

め
て
認
め
た
形
で
、
画
期
的
な
政
策
転
換
で
あ
っ
た
。
財
政
移
転

を
拒
否
し
、
財
政
破
綻
に
陥
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
南
欧
諸
国
か

ら
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
ユ
ー
ロ
危
機
時
の
批
判
を
教
訓
と

し
て
、
欧
州
諸
国
と
の
連
帯
を
示
し
、
欧
州
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
振
る
舞
い
を
意
識
し
た
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時

に
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
後
も
、
独
仏
両
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
結
束
し
て
取
り
組
む
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三
　
小
括

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
は
、
英
国
と
い
う
貿
易
パ
ー

ト
ナ
ー
を
失
う
懸
念
が
あ
る
一
方
で
、
英
国
に
代
わ
っ
て
、
欧
州

の
玄
関
口
に
な
る
と
い
う
プ
ラ
ス
の
側
面
を
活
用
す
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
外
交
・
安
全
保
障
政
策
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と

Ｅ
Ｕ
を
柱
と
す
る
こ
と
に
大
き
な
変
更
は
な
い
と
み
ら
れ
る
も
の

の
、
Ｅ
Ｕ
の
枠
組
み
に
お
け
る
安
全
保
障
協
力
は
加
速
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
言
え
る
。
対
ア
ジ
ア
外
交
で
は
、
英
仏
両
国
が
先
ん

じ
て
い
た
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
関
与
に
ド
イ
ツ
と
し
て
も
取

り
組
む
姿
勢
を
示
し
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
方
向
で
あ
る
。

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
欧
州
に
お
け
る
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
前

述
の
通
り
、「
不
本
意
な
が
ら
の
覇
権
国
家
」
や
地
経
学
的
「
準

覇
権
国
家
」
と
の
議
論
が
あ
る
一
方
、
マ
ウ
ル
（H

anns 

M
aull

）
ら
は
、
一
時
的
に
は
そ
う
見
え
た
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ

は
依
然
と
し
て
多
国
間
主
義
と
民
生
を
重
視
し
、
国
外
に
お
け
る

武
力
行
使
を
忌
避
す
る
こ
と
を
理
念
と
す
る
「
シ
ビ
リ
ア
ン
・
パ

ワ
ー
」
で
あ
り
続
け
る
と
主
張
す
る
。

ド
イ
ツ
は
戦
後
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
欧
州
に
悲
劇
と
惨
劇
を

も
た
ら
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
ト
マ
ス
・
マ
ン
が
喝
破
し
た
よ
う

に
、「
ド
イ
ツ
の
欧
州
で
は
な
く
、
欧
州
の
ド
イ
ツ
」
に
な
る
こ

と
を
胸
に
刻
み
、
よ
き
欧
州
人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。

戦
後
ド
イ
ツ
が
フ
ラ
ン
ス
と
協
調
し
、
一
貫
し
て
欧
州
統
合
を
懸
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命
に
進
め
た
の
は
、
そ
の
約
束
を
守
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。
分
断
を
克
服
し
、
欧
州
一
の
政
治
大
国
に
な
っ
た
今
、
ト
ラ

ン
プ
前
大
統
領
が
「
Ｅ
Ｕ
は
ド
イ
ツ
の
乗
り
物
だ
」
と
揶
揄
し
た

こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
ド
イ
ツ
の
欧
州
」
と
み
る
目
は

国
内
外
で
少
な
く
な
い
。

ケ
ー
バ
ー
財
団
（Körber-Stiftung

）
が
二
〇
二
〇
年
九
月

に
ド
イ
ツ
市
民
を
対
象
に
実
施
し
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
も
し

米
中
間
で
新
た
な
冷
戦
が
発
生
し
た
場
合
、
回
答
者
の
八
二
％
は

「
中
立
」
を
支
持
、
米
国
支
持
一
二
％
、
中
国
支
持
三
％
と
い
う

結
果
と
な
り
、
ド
イ
ツ
市
民
の
大
多
数
が
同
盟
国
の
米
国
へ
の
支

持
で
は
な
く
、
中
立
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
同
様
に
、
ド
イ
ツ
と
欧
州
は
米
国
か
ら
、
よ
り
自
立
す
べ
き

だ
と
す
る
回
答
は
五
一
％
で
、
米
国
と
の
依
存
関
係
を
継
続
す
べ

き
だ
と
す
る
四
五
％
を
上
回
っ
た
。
総
じ
て
、
米
国
と
距
離
を
と

る
こ
と
を
志
向
す
る
ド
イ
ツ
市
民
の
姿
勢
が
顕
著
で
、
ド
イ
ツ
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
国
政
府
関
係
者
や
有
識
者
に
衝
撃
が
広
が
っ

た
。
米
国
の
バ
イ
デ
ン
政
権
は
欧
州
の
同
盟
国
と
の
関
係
修
復
を

急
ぐ
が
、
欧
州
の
安
全
保
障
に
背
を
向
け
た
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
に

由
来
す
る
根
深
い
不
信
感
が
覗
く
。

他
方
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
指
針
」
に
よ
り
、
対
中
連
携
を
中
心

と
す
る
対
ア
ジ
ア
外
交
の
軌
道
修
正
に
動
き
、
英
国
や
フ
ラ
ン
ス

と
足
並
み
を
揃
え
、
日
本
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド

の
「
ク
ア
ッ
ド
」
と
の
連
携
に
動
く
気
配
を
見
せ
る
。
二
〇
二
一

年
に
は
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
を
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
派
遣
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
海
外
領
土
に
お
け
る
補
給
の
ほ
か
、
日
本
に
も
寄
港
す
る

方
向
だ
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
秩

序
形
成
へ
の
貢
献
と
い
う
意
味
で
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
欧
州
側
と

ク
ア
ッ
ド
四
カ
国
と
の
協
力
の
余
地
は
大
き
い
。
具
体
的
に
は
、

同
地
域
の
秩
序
安
定
に
向
け
た
海
洋
安
全
保
障
を
含
む
軍
事
・
安

全
保
障
分
野
、
経
済
安
全
保
障
分
野
、
輸
送
網
や
交
通
網
、
デ
ジ

タ
ル
通
信
網
、
電
力
網
を
含
む
欧
州
と
の
連
結
性
な
ど
、
数
多
く

の
分
野
で
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
可
能
性
に
道
を
開
い
た
と

い
う
意
味
で
、
ド
イ
ツ
の
「
指
針
」
の
発
表
に
は
大
き
な
意
義
が

あ
り
、
示
唆
を
与
え
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

《
参
考
文
献
》

中
村
登
志
哉
（
二
〇
二
一
）「
ド
イ
ツ
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
―
米
中
対
立

と
対
中
経
済
連
携
の
狭
間
で
」　
『
国
際
安
全
保
障
』　
国
際
安
全
保
障
学

会
編
、
第
四
八
巻
第
四
号
、
一
―
一
八
頁
。
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一　
ド
ラ
ー
ギ
政
権
の
成
立
と
Ｅ
Ｕ
・
イ
タ
リ
ア
関
係

二
〇
二
一
年
二
月
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
元
イ
タ
リ
ア
銀
行
総

裁
、
前
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
総
裁
の
マ
リ
オ
・
ド
ラ
ー
ギ

を
首
相
と
す
る
新
政
権
が
成
立
し
た
。
ド
ラ
ー
ギ
政
権
は
、
欧
州

経
済
危
機
、
難
民
危
機
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
権
の
成
立
、
コ
ロ
ナ

禍
と
続
く
一
〇
年
余
り
で
悪
化
し
た
Ｅ
Ｕ
と
イ
タ
リ
ア
の
関
係
を

回
復
さ
せ
る
起
爆
剤
に
な
る
と
国
内
外
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
経
済
財
政
省
や
中
央
銀
行
で
経
済
政
策
運
営
の
安

定
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
名
を
上
げ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
と
し

て
欧
州
の
経
済
運
営
の
中
核
を
担
っ
た
人
物
の
首
相
就
任
は
、
Ｅ

Ｕ
や
国
際
金
融
界
の
信
頼
を
取
り
戻
す
の
に
格
好
の
選
択
で
あ

る
。
他
方
で
、
難
民
問
題
や
財
政
問
題
で
生
じ
た
国
内
外
の
亀

裂
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
一
段
と
低
下
し
た
Ｅ
Ｕ

支
持
は
、
容
易
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

イ
タ
リ
ア
と
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
は
、
ド
ラ
ー
ギ
政
権
成
立
に
よ
っ

て
改
善
へ
と
向
か
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
イ
タ
リ
ア
は
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
中
で
最
も
Ｅ
Ｕ
批
判
が
強
い
国
の
ひ
と
つ
の
ま
ま
だ
ろ
う

か
。こ

の
問
い
に
答
え
る
に
は
、
近
年
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
と
Ｅ
Ｕ

の
関
係
に
つ
い
て
、
歴
史
的
文
脈
に
お
け
る
中
長
期
的
変
化
と
政

治
経
済
状
況
に
応
じ
て
変
動
す
る
短
期
的
状
況
に
選
り
分
け
て
考

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
欧
州
統
合
の
歴
史

的
文
脈
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ド
ラ
ー
ギ
政
権
成
立
が
Ｅ
Ｕ

問
題
を
め
ぐ
っ
て
直
面
し
て
い
る
状
況
を
複
眼
的
に
捉
え
る
こ
と

[特集]
「欧州政治」のリアル

第三章

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
と
Ｅ
Ｕ
関
係
の
変
容

―
統
合
懐
疑
主
義
か
ら
の
出
口
の
模
索

―
東
京
大
学
教
授　

伊
藤　

武
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で
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

以
下
で
は
、
ま
ず
二
で
ド
ラ
ー
ギ
政
権
成
立
前
の
イ
タ
リ
ア
・

Ｅ
Ｕ
の
関
係
の
変
化
と
そ
の
要
因
を
概
観
し
た
後
、
三
に
お
い
て

ド
ラ
ー
ギ
政
権
の
成
立
を
め
ぐ
る
経
緯
と
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
を
検
討

す
る
。
最
後
に
四
に
お
い
て
、
ド
ラ
ー
ギ
政
権
と
そ
の
後
の
イ
タ

リ
ア
・
Ｅ
Ｕ
関
係
が
抱
え
る
課
題
を
展
望
す
る
。
結
論
と
し
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
摩
擦
を
抱
え
な
が
ら
も
、
イ
タ
リ
ア
と
Ｅ
Ｕ
は

相
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
改
善
に
向
か
う
と
期
待
出
来
る
こ

と
、
時
に
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
に
次
ぐ
Ｅ
Ｕ
離
脱

（Italexit

）
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

二　

�

親
Ｅ
Ｕ
国
か
ら
の
変
容

―
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
歴
史
的
文
脈

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
欧
州
統
合
の
歴
史
に
お
い
て
、
イ

タ
リ
ア
は
一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ

Ｓ
Ｃ
）
か
ら
、
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）、
欧
州
原
子
力
共

同
体
（
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
）、
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）、
そ
し
て
現

Ｅ
Ｕ
に
原
加
盟
国
と
し
て
参
加
し
て
き
た
。
事
実
上
の
敗
戦
国
と

い
う
国
際
的
地
位
や
経
済
的
発
展
の
遅
れ
を
抱
え
て
統
合
に
参
加

し
た
イ
タ
リ
ア
は
、
や
が
て
加
盟
国
中
で
も
屈
指
の
親
Ｅ
Ｕ
国
と

な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
Ｅ
Ｕ
設
立
の
た
め
の
マ
ー
ス
ト

リ
ヒ
ト
条
約
の
国
内
批
准
が
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
で
困
難
を
極

め
た
際
に
も
、
イ
タ
リ
ア
は
い
ち
早
く
批
准
を
果
た
し
た
。
Ｅ
Ｕ

創
設
時
に
は
、
欧
州
統
合
へ
の
懐
疑
主
義
は
目
立
た
な
か
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
で
統
合
懐
疑
主
義
が
浮
上
す
る
の
は
、
一
九
九
〇
年

代
後
半
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
総
選
挙
で
当
初
予
想
を
覆
し
勝
利

を
収
め
た
シ
ル
ビ
オ
・
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
率
い
る
中
道
右
派
政
権

は
、
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ス
ト
の
国
民
同
盟
を
掲
げ
る
急
進
右
派
政
党

の
北
部
同
盟
を
連
立
に
含
み
、
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
の
指
導

者
で
あ
る
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
自
身
も
政
治
腐
敗
と
の
関
係
や
メ

デ
ィ
ア
独
占
の
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
同
政
権
の
成
立

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
民
主
主
義
の
危
機
と
批
判
さ

れ
、
政
権
は
国
際
的
孤
立
を
深
め
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
か

け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
中
道
左
派
政
権
が
相
次
い
で
成
立
す
る
と
、

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
中
道
右
派
批
判
は
一
段
と
強
ま
り
、
一
九
九
六
年
総

選
挙
を
経
た
ロ
マ
ー
ノ
・
プ
ロ
ー
デ
ィ
率
い
る
中
道
左
派
政
権
の

成
立
を
後
押
し
す
る
。
結
果
と
し
て
中
道
右
派
勢
力
は
、
Ｅ
Ｕ
に

受
容
さ
れ
ず
孤
立
を
深
め
、
Ｅ
Ｕ
批
判
を
強
め
て
い
っ
た
（
伊
藤

武
『
イ
タ
リ
ア
現
代
史

―
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
ベ
ル
ル

ス
コ
ー
ニ
後
ま
で
』、
中
公
新
書
、
二
〇
一
六
年
）。
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一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
中
道
左

派
と
中
道
右
派
の
Ｅ
Ｕ
を
め
ぐ
る
亀
裂
は
続
き
、
厳
し
い
財
政
規

律
と
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
有
利
な
取
り
扱
い
へ
の
反
発
、
移
民

流
入
へ
の
不
満
な
ど
の
問
題
も
生
じ
た
。
た
だ
し
、
イ
タ
リ
ア
世

論
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
支
持
は
依
然
と
し
て
高
く
、
Ｅ
Ｕ
や
ユ
ー
ロ
か

ら
の
離
脱
論
は
目
立
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
の
ギ
リ
シ
ア
の
財
政
危
機
に
端
を
発
し

た
欧
州
経
済
危
機
、
そ
の
後
間
を
置
か
ず
発
生
し
た
難
民
危
機
へ

の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
と
Ｅ
Ｕ
の
亀
裂
は
急
速
に
拡

が
っ
て
い
っ
た
。
南
欧
諸
国
が
軒
並
み
深
刻
な
金
融
財
政
危
機
に

陥
る
中
で
、
イ
タ
リ
ア
も
国
債
デ
フ
ォ
ル
ト
が
眼
前
に
迫
っ
た
。

当
時
の
第
四
次
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
政
権
は
、
政
権
内
の
対
立
や
Ｅ

Ｕ
と
の
距
離
、
国
際
的
信
認
の
低
下
を
受
け
て
有
効
な
対
策
を
打

ち
出
せ
ず
、
政
権
崩
壊
に
至
る
。
二
〇
一
一
年
末
、
あ
ら
た
に
成

立
し
た
元
欧
州
委
員
会
委
員
の
マ
リ
オ
・
モ
ン
テ
ィ
率
い
る
非
政

党
専
門
家
（
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
）
政
権
は
、
社
会
保
障
関
連
な
ど

大
幅
な
歳
出
削
減
に
乗
り
出
し
、
国
債
デ
フ
ォ
ル
ト
を
回
避
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
作
用
と
し
て
、
失
業
や
社

会
保
障
給
付
削
減
な
ど
国
民
生
活
へ
の
打
撃
は
著
し
く
な
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
反
発
の
矛
先
は
モ
ン
テ
ィ
政
権
な
ど
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
た
ち
だ
け
で
な
く
、
財
政
支
援
に
非
常
に
厳
し
い
条
件
を

突
き
付
け
る
欧
州
委
員
会
側
に
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

難
民
危
機
は
、
二
〇
一
〇
年
末
か
ら
本
格
化
し
た
ア
ラ
ブ
の
春

を
契
機
に
、
地
中
海
を
越
え
た
難
民
流
入
が
激
増
し
た
こ
と
で
引

き
起
こ
さ
れ
た
。
従
来
イ
タ
リ
ア
で
は
、
難
民
流
入
よ
り
も
、
合

法
・
不
法
入
国
者
を
含
め
た
主
に
経
済
的
理
由
に
よ
る
移
民
の
問

題
が
は
る
か
に
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
難
民
危
機
で
は
、
北

ア
フ
リ
カ
か
ら
最
も
近
い
イ
タ
リ
ア
は
、
ギ
リ
シ
ア
や
ト
ル
コ
に

並
ぶ
格
好
の
渡
航
先
と
な
っ
た
た
め
、
管
理
能
力
を
遙
か
に
上
回

る
難
民
流
入
に
見
舞
わ
れ
た
。
ダ
ブ
リ
ン
規
則
で
は
最
初
の
到
着

国
に
受
入
責
任
が
発
生
す
る
仕
組
み
で
あ
る
た
め
イ
タ
リ
ア
の
負

担
は
膨
れ
上
が
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
内
で
の
難
民
受
入
負
担
の
共
有
は
限

定
的
に
し
か
進
ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
支
援
も
わ
ず
か
に
と
ど
ま
っ

た
。
他
方
で
、
イ
タ
リ
ア
の
劣
悪
な
収
容
環
境
や
管
理
運
営
失
敗

へ
の
批
判
は
厳
し
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
側
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
非
協
力

的
姿
勢
に
対
し
て
、
厳
し
い
反
発
が
生
じ
た
。

三　
�

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
権
の
成
立
と
Ｅ
Ｕ
関
係
の
悪
化

イ
タ
リ
ア
世
論
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
批
判
の
高
ま
り
は
、
政
治
の
行
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方
を
左
右
す
る
一
因
と
な
る
。
二
〇
一
三
年
総
選
挙
で
は
、
Ｅ
Ｕ

に
対
し
て
批
判
的
態
度
を
取
る
新
興
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
五
つ

星
運
動
が
、
下
院
得
票
率
で
第
一
党
に
一
躍
踊
り
出
た
。
総
選
挙

後
、
中
道
左
派
の
民
主
党
を
中
心
と
し
て
、
五
つ
星
運
動
以
外
の

左
右
諸
政
党
が
合
流
し
た
大
連
合
政
権
が
続
く
が
、
政
権
内
部
に

も
Ｅ
Ｕ
へ
の
批
判
的
な
見
方
は
入
り
込
ん
で
い
た
。
マ
ッ
テ
オ
・

レ
ン
ツ
ィ
首
相
は
、
難
民
政
策
や
経
済
政
策
で
欧
州
委
員
会
や
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
と
対
決
も
辞
さ
な
い
姿
勢
を
採
っ
た
。
し
か

し
、
経
済
政
策
運
営
に
お
け
る
柔
軟
な
公
的
介
入
の
容
認
や
、
難

民
政
策
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
側
の
負
担
共
有
な
ど
、
イ
タ
リ
ア
側
が
望

む
路
線
へ
の
支
持
は
、
Ｅ
Ｕ
側
か
ら
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

長
期
の
経
済
停
滞
と
一
段
と
悪
化
す
る
難
民
問
題
の
中
で
行
わ

れ
た
二
〇
一
八
年
総
選
挙
は
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
と
イ
タ
リ
ア
の
亀
裂

を
拡
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。
ユ
ー
ロ
離
脱
の
国
民
投
票
実
施
を
ち

ら
つ
か
せ
る
五
つ
星
運
動
は
、
単
独
で
下
院
の
三
割
を
超
え
る
議

席
を
獲
得
し
て
、
他
を
引
き
離
し
て
第
一
党
の
座
を
確
保
し
た
。

加
え
て
、
中
道
右
派
陣
営
で
は
、
事
前
の
予
想
に
反
し
て
Ｅ
Ｕ
と

融
和
的
な
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
の
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
で
は
な

く
、
強
硬
な
難
民
規
制
を
要
求
し
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
も
示
唆
す

る
同
盟
（
北
部
同
盟
か
ら
党
名
変
更
）
が
優
位
と
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
三
ヶ
月
近
く
に
及
ぶ
組
閣
交
渉
を
経
て
六
月
に
成
立
し
た

の
は
、
Ｅ
Ｕ
に
批
判
的
な
五
つ
星
運
動
と
同
盟
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト

連
合
政
権
で
あ
っ
た
。

両
党
の
連
合
政
権
を
率
い
た
の
は
、
五
つ
星
運
動
に
近
い
法
学

教
授
の
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
コ
ン
テ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
閣
の

軸
は
、
両
党
か
ら
出
た
二
人
の
副
首
相
、
ル
イ
ジ
・
デ
ィ
マ
イ
オ

と
サ
ル
ビ
ー
ニ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
五
つ
星
運
動
側
が
臨
ん
だ

経
済
政
策
面
で
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
調
整
の
不
調
も
あ
り
目
立
っ
た
成

果
を
挙
げ
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
た
の
に
対
し
て
、
同
盟
が
率
い

た
難
民
規
制
で
は
上
陸
阻
止
策
な
ど
強
硬
策
が
急
速
な
難
民
流
入

の
減
少
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
政
権
内
で
は
同
盟
の
支
持

率
が
急
上
昇
し
て
三
割
を
超
え
、
強
硬
な
移
民
政
策
を
率
い
る
内

相
サ
ル
ビ
ー
ニ
が
主
導
権
を
握
る
。
こ
れ
に
対
し
て
五
つ
星
運
動

の
支
持
は
低
下
し
た
。
サ
ル
ビ
ー
ニ
は
、
二
〇
一
九
年
五
月
の
欧

州
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
勢
力
拡
大
を
目
指
す
各
国
の
急
進
右
派

勢
力
の
盟
主
と
も
言
う
べ
き
存
在
と
な
り
、
国
内
で
四
割
近
い
議

席
を
獲
得
す
る
に
至
る
。
こ
の
間
、
サ
ル
ビ
ー
ニ
が
対
決
姿
勢
を

強
め
た
結
果
、
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
は
一
段
と
悪
化
し
た
。
既
に
各
国

で
難
民
流
入
が
一
段
落
し
て
Ｅ
Ｕ
へ
の
信
頼
が
回
復
基
調
に
あ
る

中
で
、
イ
タ
リ
ア
は
一
段
と
不
支
持
が
強
ま
る
特
異
な
状
況
が
生
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ま
れ
て
い
た
（
伊
藤
武
「
イ
タ
リ
ア
と 

Ｅ
Ｕ
関
係
〜
難
民
問
題

を
め
ぐ
る
ジ
レ
ン
マ
」、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
・
欧
州
研
究
会

『
混
迷
す
る
欧
州
と
国
際
秩
序
』
報
告
書
、
二
〇
一
九
年
三
月
、

二
九
―
四
〇
頁
）。
さ
ら
に
、
二
〇
一
九
年
八
月
、
サ
ル
ビ
ー
ニ

は
政
権
離
脱
を
表
明
し
て
、
早
期
解
散
総
選
挙
と
同
盟
の
議
席
拡

大
、
首
相
就
任
を
目
指
す
転
換
に
打
っ
て
出
た
。

四　
政
権
再
編
と
Ｅ
Ｕ
関
係
改
善
の
模
索

し
か
し
、
こ
の
戦
略
は
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
失
敗
し
、
同

月
末
、
同
じ
く
コ
ン
テ
を
首
相
と
し
な
が
ら
、
五
つ
星
運
動
と
民

主
党
な
ど
中
道
左
派
陣
営
を
軸
と
し
た
連
合
政
権
が
成
立
し
た
。

強
硬
な
反
Ｅ
Ｕ
の
旗
印
と
な
っ
て
き
た
サ
ル
ビ
ー
ニ
の
同
盟
へ
の

対
抗
を
共
通
項
と
し
た
政
権
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
修
復
に
乗
り
出

す
。
Ｅ
Ｕ
側
も
、
急
進
右
派
の
反
Ｅ
Ｕ
勢
力
の
抑
制
の
た
め
に
、

イ
タ
リ
ア
を
試
金
石
と
し
て
関
係
改
善
を
目
指
し
た
（
伊
藤
武

「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
同
盟
の
挑
戦
―
『
主
流
化
』
を
め
ぐ
る
ジ

レ
ン
マ
へ
の
対
応
―
」、
水
島
治
郎
編
『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う

挑
戦
：
岐
路
に
立
つ
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』、
岩
波
書
店
、
一
三

五
―
一
五
三
頁
、
二
〇
二
〇
年
）。

象
徴
的
な
の
は
、
民
主
党
主
導
の
政
権
を
二
〇
一
六
年
か
ら
二

〇
一
八
年
ま
で
率
い
た
親
Ｅ
Ｕ
路
線
の
パ
オ
ロ
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ

ロ
ー
ニ
前
首
相
が
、
新
規
に
発
足
し
た
欧
州
委
員
会
の
経
済
政
策

担
当
委
員
に
就
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で
も
二
〇
二
〇
年
に

入
り
深
刻
な
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
各
国
の

財
政
政
策
の
柔
軟
な
運
営
を
容
認
し
、
コ
ロ
ナ
債
に
よ
っ
て
各
国

に
資
金
供
給
を
行
う
な
ど
、
経
済
政
策
の
刷
新
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。
難
民
政
策
で
も
、
サ
ル
ビ
ー
ニ
の
強
硬
策
を
転
換
し
て

難
民
受
け
入
れ
を
認
め
た
。
二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
一
年
の
初

め
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
と
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
は
、
明
確
に
改
善
に

向
か
う
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
発
生
は
、
Ｅ
Ｕ
と
イ
タ
リ
ア
の

関
係
を
さ
ら
な
る
困
難
に
追
い
込
ん
だ
。
二
〇
二
〇
年
二
月
か
ら

三
月
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
は
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
と
並
び
尤
も
深

刻
な
感
染
拡
大
に
直
面
し
、
医
療
体
制
は
崩
壊
に
等
し
い
状
況
に

至
る
。
マ
ス
ク
な
ど
医
療
物
資
や
病
床
の
確
保
へ
の
協
力
を
求
め

て
、
イ
タ
リ
ア
は
Ｅ
Ｕ
に
す
が
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
Ｅ
Ｕ
側
、
加
盟
国
側
も
、
各
国
の
不
足
へ
の
対
応
を
優
先
し

た
。
そ
の
間
を
ぬ
っ
て
援
助
を
与
え
た
の
は
、
中
国
で
あ
る
。
マ

ス
ク
外
交
を
め
ぐ
る
Ｅ
Ｕ
と
イ
タ
リ
ア
の
対
立
は
、
マ
ス
ク
ナ

21-03-319_013-特集Ⅲ-伊藤　武.indd   9021-03-319_013-特集Ⅲ-伊藤　武.indd   90 2021/06/01   17:53:012021/06/01   17:53:01



特集　「欧州政治」のリアル91

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
再
び
イ
タ
リ
ア
で
は

Ｅ
Ｕ
へ
の
不
満
が
高
ま
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
中
国
へ
の
親
近
感
は

高
ま
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
も
後
半
に
入
る
と
、
Ｅ
Ｕ
側
で
の
コ
ロ

ナ
債
な
ど
経
済
的
対
応
策
に
も
目
処
が
付
き
、
感
染
状
況
も
最
悪

の
事
態
を
脱
し
た
。
Ｅ
Ｕ
と
イ
タ
リ
ア
の
関
係
も
難
民
危
機
と
経

済
危
機
が
小
康
状
態
に
な
っ
た
こ
と
で
、
落
ち
着
き
を
示
し
た
。

そ
の
こ
と
で
却
っ
て
、
共
通
点
が
乏
し
か
っ
た
民
主
党
と
五
つ
星

運
動
の
連
合
政
権
に
亀
裂
が
入
る
。
世
論
調
査
で
五
つ
星
運
動
は

二
〇
一
八
年
以
降
支
持
を
減
ら
し
、
民
主
党
に
抜
か
れ
て
、
差
は

広
が
っ
て
い
た
。
元
々
政
策
的
に
も
支
持
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上

も
重
な
り
が
少
な
い
両
党
の
関
係
に
、
経
済
政
策
な
ど
を
巡
っ
て

さ
ざ
波
が
立
っ
た
。
そ
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
元
首
相
レ
ン
ツ
ィ
率

い
る
イ
タ
リ
ア
・
ビ
ー
バ
が
離
脱
を
表
明
し
て
、
コ
ン
テ
政
権
の

倒
閣
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

五　
ド
ラ
ー
ギ
政
権
の
成
立
と
関
係
強
化
へ
の
弾
み

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
を
進
め
、
著
し
く
落
ち
込
ん
だ
経
済
を
立

て
直
す
施
策
を
果
た
す
た
め
に
は
、
政
権
基
盤
の
拡
大
・
安
定
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
二
一
年
二
月
、
セ
ル

ジ
ョ
・
マ
タ
レ
ッ
ラ
大
統
領
は
、
ド
ラ
ー
ギ
を
首
相
に
指
名
し

て
、
組
閣
を
委
ね
た
。
ド
ラ
ー
ギ
の
名
前
は
、
こ
れ
ま
で
も
政
権

危
機
が
起
き
る
度
に
訴
状
に
上
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
モ
ン
テ
ィ

政
権
以
降
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
政
権
に
対
す
る
見
方
が
政
界
で
も
世

論
で
も
厳
し
く
な
る
中
で
は
、
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
左
右
を
横
断
し
た
政
党
勢
力
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
に
必
要
な
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
強
化
に
適

し
た
人
物
は
、
ド
ラ
ー
ギ
し
か
い
な
か
っ
た
。

新
政
権
は
、
経
済
政
策
な
ど
中
核
ポ
ス
ト
を
非
政
党
専
門
家
が

占
め
、
そ
れ
以
外
の
ポ
ス
ト
に
超
党
派
的
な
政
党
勢
力
出
身
者
が

就
い
た
。
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
政
権
の
利
点
を
活
か
し
、
欠
点
で
あ

る
民
主
的
基
盤
の
不
足
を
埋
め
合
わ
そ
う
と
す
る
構
成
で
あ
っ

た
。
議
会
勢
力
か
ら
は
、
五
つ
星
運
動
や
民
主
党
を
筆
頭
と
す
る

中
道
左
派
な
ど
、
第
二
次
コ
ン
テ
政
権
を
支
え
て
き
た
勢
力
だ
け

で
な
く
、
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
や
同
盟
ま
で
が
政
権
に
加

わ
っ
た
。

閣
僚
ポ
ス
ト
の
割
当
か
ら
は
、
イ
タ
リ
ア
が
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
改

善
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
す
る
狙
い
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。
前

政
権
か
ら
、
外
相
は
五
つ
星
運
動
の
デ
ィ
マ
イ
オ
、
内
相
に
は
テ
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ク
ノ
ル
ラ
ー
ト
の
ル
チ
ア
ー
ナ
・
ラ
モ
ル
ゲ
ー
ゼ
、
保
健
相
に
は

民
主
党
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ
が
続
投
し
た
。
国
際
協
調

的
な
外
交
政
策
の
基
調
、
Ｅ
Ｕ
の
枠
組
み
と
の
調
整
を
重
視
し
た

移
民
・
難
民
政
策
や
コ
ロ
ナ
対
策
は
継
続
し
た
。
さ
ら
に
、
経
済

財
政
相
に
は
、
あ
ら
た
に
イ
タ
リ
ア
銀
行
出
身
者
の
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
で
あ
る
ダ
ニ
エ
ー
レ
・
フ
ラ
ン
コ
が
就
任
し
て
、
経
済
政

策
は
専
門
家
に
よ
る
運
営
を
維
持
し
た
。

Ｅ
Ｕ
と
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
で
特
に
大
き
い
の
は
、
反
Ｅ
Ｕ
の

先
導
者
で
あ
っ
た
同
盟
の
政
権
参
加
で
あ
る
。
サ
ル
ビ
ー
ニ
の
姿

勢
転
換
の
背
景
に
は
、
政
権
下
野
後
の
世
論
調
査
で
の
落
ち
込
み

を
回
復
し
、
来
る
べ
き
総
選
挙
で
優
勢
な
中
道
右
派
の
首
相
へ
就

任
す
る
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
、
党
内
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
浮
上
し

た
ベ
ネ
ト
州
知
事
の
ル
ー
カ
・
ザ
イ
ア
へ
の
対
抗
を
図
る
な
ど
、

政
治
的
計
算
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
盟

が
反
Ｅ
Ｕ
の
旗
を
降
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
と
Ｅ

Ｕ
の
和
解
を
も
た
ら
し
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
イ
メ
ー
ジ
の

改
善
に
繋
が
る
と
期
待
で
き
る
。

首
相
自
身
へ
の
期
待
と
超
党
派
的
支
持
を
背
景
に
、
ド
ラ
ー
ギ

政
権
は
記
録
的
に
高
い
支
持
率
を
記
録
し
た
。
Ｅ
Ｕ
や
国
際
経
済

界
か
ら
の
期
待
も
高
く
、
株
価
や
国
債
な
ど
の
市
場
も
好
意
的
な

反
応
を
示
し
た
。

六　

�

残
さ
れ
た
課
題

ド
ラ
ー
ギ
政
権
の
出
発
は
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
第
二
次
コ
ン

テ
政
権
崩
壊
に
伴
う
閉
塞
感
を
打
開
し
、
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
改
善
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ
と
イ

タ
リ
ア
の
間
に
あ
る
構
造
的
な
課
題
は
直
ち
に
解
決
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
適
切
な
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
最
も
緊
急
性
が
高
い
医
療
・
公
衆
衛
生
問

題
、
特
に
ワ
ク
チ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
共
同
の
調
達
枠
組

み
の
問
題
点
、
さ
ら
に
は
国
内
の
政
策
対
応
の
問
題
点
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
へ
の
批
判
は
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
の

発
生
直
後
の
保
護
主
義
や
孤
立
主
義
が
蔓
延
し
て
い
る
状
況
と
は

異
な
り
、
ま
が
り
な
り
に
も
Ｅ
Ｕ
共
同
で
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
側
で
も
、
対
応

に
当
た
る
市
民
保
護
局
の
責
任
者
が
、
ド
ラ
ー
ギ
政
権
で
交
代
し

て
、
よ
り
効
果
的
な
接
種
体
制
の
構
築
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

次
に
、
イ
タ
リ
ア
と
Ｅ
Ｕ
の
関
係
悪
化
に
と
っ
て
短
期
的
に
は

最
大
の
引
き
金
と
な
っ
た
難
民
問
題
で
あ
る
。
難
民
問
題
そ
の
も
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の
は
、
イ
タ
リ
ア
側
の
路
線
修
正
と
Ｅ
Ｕ
・
イ
タ
リ
ア
間
の
調
整

に
よ
っ
て
改
善
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
二
〇
二
〇
年
後
半
に

は
、
二
〇
一
八
年
サ
ル
ビ
ー
ニ
内
相
の
主
導
で
導
入
さ
れ
た
い
わ

ゆ
る
「
移
民
・
安
全
保
障
政
令
」
が
修
正
さ
れ
て
、
限
定
的
な
難

民
と
比
べ
て
著
し
く
保
護
を
剥
奪
さ
れ
た
政
治
的
庇
護
民
の
救
済

に
大
き
な
前
進
が
み
ら
れ
た
。
難
民
や
政
治
的
庇
護
民
は
、
オ
ー

プ
ン
・
ア
ー
ム
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
沿
岸
で
救
済
さ
れ
る
と
、
イ
タ

リ
ア
へ
の
上
陸
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

他
方
で
、
Ｅ
Ｕ
の
共
同
管
理
の
仕
組
み
た
る
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク
ス

の
肥
大
化
や
非
効
率
性
か
ら
流
入
が
増
え
つ
つ
あ
る
難
民
へ
の
対

応
が
難
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
、
イ
タ
リ
ア
の
沿
岸
警
備
隊
や

自
治
体
を
含
む
多
国
間
調
整
へ
の
参
加
義
務
と
そ
の
枠
組
み
に
難

民
へ
の
人
権
侵
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
リ
ビ
ア
送
還
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
問
題
点
も
積
み
残
さ
れ
て
い
る
。 

最
後
に
、
と
り
わ
け
欧
州
経
済
危
機
以
降
長
ら
く
続
く
経
済
問

題
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
の
経
済
停
滞
や
財
政
赤
字
・
公
的
債

務
残
高
の
大
き
さ
な
ど
の
問
題
が
続
く
も
の
の
、
Ｅ
Ｕ
の
大
規
模

な
復
興
基
金
が
回
復
の
起
爆
剤
と
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
の
執
行
に
は
困
難
な
条
件
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
ま
ず
、
イ
タ
リ
ア
は
、
経
済
停
滞
の
原
因
と
な
っ

て
き
た
行
政
、
市
場
規
制
や
司
法
制
度
な
ど
の
改
革
を
含
む
復
興

計
画
を
取
り
ま
と
め
て
、
四
月
末
ま
で
に
欧
州
委
員
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
復
興
計
画
で
は
、
二
〇
二
二

年
末
ま
で
に
七
〇
％
、
二
〇
二
三
年
中
に
残
り
三
〇
％
を
使
用
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
降
の
支
援
が
約
束
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
短
い
期
間
で
多
様
な
政
党
間
の
合
意
を
と

り
ま
と
め
実
施
に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
最
大
で
二
〇
二
三
年

春
の
総
選
挙
前
に
思
惑
の
違
い
が
表
面
化
し
、
政
治
的
争
い
の
対

象
と
な
っ
て
復
興
計
画
が
頓
挫
す
る
リ
ス
ク
も
存
在
す
る
。

ド
ラ
ー
ギ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
民
の
結
束
要
請
の
高
さ
、
復

興
資
金
の
存
在
、
中
道
右
派
の
協
力
な
ど
、
政
権
運
営
の
手
綱
を

引
き
締
め
る
た
め
の
資
源
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
同
じ
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
で
あ
る
モ
ン
テ
ィ
時
代
よ
り
も
基
盤
は
強
い
。
Ｅ
Ｕ
側
の

姿
勢
も
、
サ
ル
ビ
ー
ニ
と
の
対
決
の
苦
い
経
験
を
経
て
軟
化
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾
有
の
危
機
に
伴
う
先
行
き
の
不
透

明
さ
と
、
そ
の
中
で
複
合
的
な
課
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

不
確
実
さ
を
同
時
に
克
服
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

課
題
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
イ
タ
リ
ア
も
Ｅ
Ｕ
も
、
お
互
い
が

不
可
欠
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
共
有
さ
れ
て
い
る

以
上
、
展
望
は
上
向
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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は
じ
め
に

私
は
研
究
者
で
は
な
く
、
一
生
を
外
交
官
と
し
て
過
ご
し
て
き

た
実
務
家
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
外
交
の
最
前
線
に

あ
っ
て
感
じ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。
特
に
、
私
は
わ
が

国
外
務
省
に
お
い
て
通
称
「
フ
レ
ン
チ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
言
わ
れ

る
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に

ワ
シ
ン
ト
ン
、
モ
ス
ク
ワ
な
ど
欧
米
の
勤
務
が
長
く
、
東
南
ア
ジ

ア
の
途
上
国
の
視
点
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
在
勤

で
、
ま
た
中
東
世
界
に
つ
い
て
は
政
府
代
表
と
し
て
五
年
間
二
、

三
ヶ
月
に
一
回
中
東
諸
国
に
出
張
す
る
機
会
を
通
じ
感
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。
欧
州
の
植
民
地
主
義
に
蹂
躙
さ
れ
た
中
東
か
ら
見

る
欧
州
、
特
に
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
我
々
日
本
人
が
見
つ
め

る
欧
州
と
は
違
う
姿
を
見
せ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
日
本
が
第
一
次

世
界
大
戦
中
、
中
国
に
対
し
二
十
一
か
条
要
求
を
突
き
つ
け
て
い

る
頃
、
ま
さ
に
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
は
世
界
大
戦

後
中
東
を
分
割
す
る
こ
と
を
約
し
た
秘
密
協
定
、
サ
イ
ク
ス
・
ピ

コ
協
定
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
対
華
二
十
一
か
条
要
求
が
日

中
関
係
に
残
し
た
傷
跡
以
上
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
崩
壊
の
結
果

生
じ
た
真
空
地
帯
を
己
の
も
の
と
し
よ
う
と
し
た
欧
州
列
強
の
行

動
は
中
東
に
深
い
痕
跡
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
ず
る
こ
と
と
し
、
本

稿
に
お
い
て
は
特
に
「
仏
米
関
係
と
日
本
外
交
」
と
言
っ
た
テ
ー

マ
で
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

[特集]
「欧州政治」のリアル

第四章

一
外
交
官
が
見
た
仏
米
関
係
と

日
欧
戦
略
的
パ
ー
ト
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ー
シ
ッ
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一
　
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係

一
九
九
〇
年
代
パ
リ
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、
ア
メ
リ
カ
人
の
心

理
学
者
が
書
い
た
『French or Foe? G

etting the M
ost 

O
ut of Living and W

orking in France

』
と
言
う
本
が

フ
ラ
ン
ス
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
読
む
と
フ
ラ
ン
ス
に
住
み
始
め

た
ア
メ
リ
カ
人
が
い
か
に
フ
ラ
ン
ス
で
の
日
常
生
活
か
ら
巨
大
な

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
か
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

冷
戦
後
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

の
『
文
明
の
衝
突
』
で
は
欧
州
と
ア
メ
リ
カ
を
「
西
側
文
化
」
と

し
て
一
括
し
て
見
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
い
う
見
方
が
正
し

い
の
か
、
こ
の
本
を
読
む
と
欧
州
と
ア
メ
リ
カ
が
民
主
主
義
と
か

市
場
経
済
と
か
い
っ
た
共
通
の
価
値
観
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、

異
な
る
文
明
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
く
る
。

さ
て
、
近
年
国
際
的
指
導
力
の
低
下
が
目
立
つ
ア
メ
リ
カ
で
あ

る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
が
国
際
関
係
に
お
い
て
最
も

大
き
な
力
を
有
す
る
国
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ト
ラ

ン
プ
政
権
時
代
、
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係
の
危
機
に
瀕
し
た
欧

州
は
今
バ
イ
デ
ン
政
権
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し
て
熱
い
視

線
を
送
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
自
分
た
ち

を
導
き
う
る
か
つ
て
の
ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
の
ア
メ
リ
カ
が
再
現
す

る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
価
値
観
を
共
有
し
つ
つ
、
中
期
的
に
は

よ
り
対
等
な
同
盟
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
問
題
に
よ
っ
て
は
E
U
と
し
て
自

ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
ろ
う
と
し
、
あ
る
い
は
米
国
に
様
々
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
な
し
う
る
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
上

げ
て
い
き
た
い
と
言
う
の
が
、
少
な
く
も
E
U
の
主
導
的
な
地
位

に
あ
る
国
々
の
気
持
ち
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
E
U
全
体
を
見
て
も
そ
の
総
合
力
か
ら
言
っ

て
果
た
し
て
欧
州
が
近
い
将
来
真
の
意
味
で
の
国
際
社
会
の
「
自

律
的
な
一
極
」
た
り
う
る
か
否
か
は
疑
問
な
し
、
と
し
な
い
。
他

方
で
フ
ラ
ン
ス
は
戦
略
核
兵
力
を
有
し
、
国
連
安
保
理
常
任
理
事

国
と
し
て
、
ド
イ
ツ
と
共
に
、
英
国
が
離
脱
し
た
E
U
の
中
核
的

な
国
家
と
し
て
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
語
圏
を
は
じ
め
と
し
て
一
定

の
国
際
的
影
響
力
を
行
使
し
う
る
立
場
に
あ
る
国
と
し
て
、
ア
メ

リ
カ
と
対
等
と
は
い
え
ず
と
も
、
E
U
を
独
自
の
存
在
感
を
持
っ

た
国
際
社
会
の
極
と
な
る
こ
と
を
目
指
そ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
に
負
け
、
そ
の
「
普
遍
的
価
値
」
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に
思
想
空
間
を
長
い
間
支
配
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
国
の
安
全
を

ア
メ
リ
カ
に
預
け
た
。
そ
の
結
果
、
ど
う
し
て
も
ア
メ
リ
カ
の
見

方
に
影
響
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
客
観
的
に
世
界
を
見
る
た
め
に
は

他
者
の
視
点
を
も
参
考
に
し
て
、
自
ら
の
考
え
を
再
点
検
し
て
み

る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
欧
州
、
特
に
独
自
の

外
交
哲
学
と
路
線
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
は
日
本
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ

と
は
異
な
っ
た
視
点
を
提
供
す
る
貴
重
な
存
在
と
い
え
よ
う
。

外
交
官
の
先
輩
で
多
く
の
名
著
を
残
し
た
岡
崎
久
彦
氏
は
、
か

つ
て
著
書
の
一
つ
で
「
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
よ
く
見
え

る
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
ま
さ
に
同
意
見
で
、
こ
の
二

つ
の
国
は
欧
米
諸
国
の
中
で
自
分
た
ち
が
普
遍
的
価
値
を
代
表
す

る
国
と
し
て
特
別
の
地
位
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

が
故
に
お
互
い
に
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
感
情
を
持
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
畏
敬
と
侮
蔑
の
入
り
混
じ
っ
た
感
情
と
で
も
言

お
う
か
。
世
界
を
見
る
と
き
に
は
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
る
世
界
観

を
持
っ
た
民
主
主
義
国
フ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
を
念
頭
に
置
い
て
お

く
の
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

が
始
ま
っ
て
、
西
側
の
国
々
で
最
初
に
「
こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
民
族

主
義
の
戦
い
だ
」
と
言
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領

（
当
時
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
W
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

領
が
二
〇
〇
三
年
イ
ラ
ク
侵
攻
を
行
っ
た
時
、
正
面
か
ら
米
国
の

決
定
に
反
対
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ
ク
大
統
領
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
外
交
も
多
く
の
欠
点
を
持
っ
て
い
る
が
、
国
際
関
係
の

本
質
を
見
る
力
と
ア
メ
リ
カ
に
正
面
か
ら
反
論
す
る
こ
と
を
恐
れ

な
い
と
い
う
長
所
を
有
し
て
い
る
。
他
方
で
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
に

お
い
て
は
、
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
西
側
同
盟
全
体
が
危
機
に
直
面

し
て
い
る
と
考
え
、
真
っ
先
に
ア
メ
リ
カ
支
持
を
打
ち
出
し
た
の

が
思
い
出
さ
れ
る
。
国
力
か
ら
い
え
ば
中
級
国
家
で
あ
る
が
、
フ

ラ
ン
ス
外
交
お
そ
る
べ
し
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
外
交
と
比
較
的
長
く
付
き
合
っ
て
き
た
私
と
し
て

は
、
そ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
対
米
関
係
の
相
場
感
を
十
分
に
理

解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
一
度
シ
ラ
ク
元
大
統
領
の
発

言
に
虚
を
突
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
フ
ラ
ン
ス
大
使
と
し
て
の
勤
務
を
終
え
日
本
に
帰

国
す
る
直
前
、
パ
リ
勤
務
中
日
本
と
の
関
係
に
大
変
に
気
を
配
っ

て
く
れ
た
シ
ラ
ク
元
大
統
領
に
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
た
め
、
セ
ー

ヌ
川
沿
い
に
あ
っ
た
彼
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
た
。
シ
ラ
ク
元
大
統

領
は
日
本
で
は
親
日
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
同
時
に
中
国
や

中
東
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
、
こ
れ
ら
第
三

世
界
の
国
々
の
歴
史
や
美
術
に
つ
い
て
も
玄
人
は
だ
し
の
見
識
を
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持
っ
て
い
た
。
日
本
に
つ
い
て
は
特
に
埴
輪
に
詳
し
く
、
か
つ
て

親
交
を
結
ん
だ
橋
本
龍
太
郎
首
相
（
当
時
）
は
「
シ
ラ
ク
と
は
埴

輪
の
話
は
で
き
な
い
。
そ
の
該
博
な
知
識
に
は
圧
倒
さ
れ
て
し
ま

う
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
、
元
大
統
領
の
オ
フ
ィ
ス
に
入
る
と
、
よ
く
来
て
く
れ
た

と
サ
ロ
ン
に
通
さ
れ
、
い
つ
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
ま
ず
相
撲
の

話
か
ら
始
ま
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
フ
ラ
ン
ス
に
赴
任
し
て
シ
ラ
ク

大
統
領
に
信
任
状
を
奉
呈
し
た
時
、
型
通
り
の
儀
式
を
終
え
る
と

別
室
に
招
き
い
れ
ら
れ
、
最
初
に
シ
ラ
ク
が
持
ち
出
し
た
の
が
相

撲
の
話
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。「
日
本
人
の
横
綱

が
少
な
く
な
っ
て
残
念
だ
」
と
言
う
の
が
彼
の
最
初
の
一
言
で

あ
っ
た
。

離
任
の
挨
拶
の
後
、
シ
ラ
ク
氏
に
請
わ
れ
る
ま
ま
に
、
私
は
ア

ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た
。
私
が
「
東
ア
ジ
ア
に
は
不

安
定
要
因
が
二
つ
あ
る
、
一
つ
は
中
国
の
台
頭
、
も
う
一
つ
は
北

朝
鮮
の
核
開
発
問
題
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お

け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
地
域
の
安
定
を
維
持
し
て
い
る
」
と
日
本
の

政
治
家
、
外
交
官
が
よ
く
使
う
語
り
口
で
話
し
始
め
た
と
こ
ろ
、

う
な
ず
き
な
が
ら
私
の
話
を
聞
い
て
い
た
シ
ラ
ク
氏
の
表
情
が
に

わ
か
に
厳
し
く
な
り
、「
私
は
大
使
の
意
見
に
賛
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
好
戦
的
な
国
で
あ
り
、
世
界
の
ト
ラ
ブ

ル
要
因
で
あ
る
。
戦
争
を
起
こ
す
の
は
い
つ
も
ア
メ
リ
カ
だ
」
と

述
べ
た
。
私
は
反
論
し
て
「
中
国
は
覇
権
主
義
的
傾
向
を
強
め
て

お
り
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
ア
ジ
ア
で
安
定
を
保
っ
て
い
る
の
は
ア

メ
リ
カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
で
あ
る
」
と
改
め
て
述
べ
た
。
シ
ラ
ク
氏

は
「
中
国
は
平
和
愛
好
国
で
あ
る
。
戦
争
を
自
ら
仕
掛
け
た
事
は

無
い
」
と
述
べ
た
の
で
、
私
よ
り
「
然
ら
ば
一
九
七
九
年
の
中
国

の
ベ
ト
ナ
ム
侵
攻
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
」
と
問
う
た
が
、
シ
ラ
ク

大
統
領
の
返
事
は
「
あ
れ
は
小
さ
な
こ
と
だ
」
と
言
う
も
の
で

あ
っ
た
。

私
は
つ
い
二
年
前
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
を
し
て
い
た
人
物

が
こ
こ
ま
で
反
米
的
な
発
言
を
す
る
の
か
と
一
驚
し
た
が
、
思
え

ば
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
と
独
仏
と
の
激
し
い
や

り
と
り
は
つ
い
最
近
の
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
確
か
に
当

時
ア
メ
リ
カ
は
特
に
中
東
で
民
主
主
義
を
広
め
る
と
言
い
な
が
ら

好
戦
的
と
も
言
え
る
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
シ
ラ
ク
は
ま
た
ア
メ

リ
カ
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
に
強
い
怒
り
を
感
じ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
三
年
六
月
シ
ラ
ク
が
主
催
し
た
Ｇ
８
エ

ビ
ア
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
が

一
日
参
加
し
た
の
み
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
シ
ラ
ク
に
と
っ

21-03-319_014-特集Ⅲ-飯村　豊.indd   9721-03-319_014-特集Ⅲ-飯村　豊.indd   97 2021/06/01   17:57:042021/06/01   17:57:04



JFIR WORLD REVIEW Vol.04 98

て
は
屈
辱
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
シ
ラ

ク
大
統
領
が
生
き
て
い
た
ら
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
言
動
を
見

て
、
そ
れ
見
た
こ
と
か
、
私
の
言
っ
た
通
り
で
は
な
い
か
と
言
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
対
米
同
盟
関
係
の
背
後
に
あ
る
考
え
方
は
、
西
側

全
体
の
利
益
を
守
る
た
め
に
は
同
盟
を
結
ぶ
が
、
さ
り
と
て
全
面

的
に
は
ア
メ
リ
カ
を
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
決
定
的
な
局

面
で
の
自
国
の
行
動
の
自
由
を
残
し
て
お
く
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

は
な
い
か
。
核
戦
略
ド
ク
ト
リ
ン
も
そ
の
よ
う
な
思
想
を
背
景
と

し
て
い
る
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
が
二
〇
〇
三
年
イ
ラ
ク
戦
争
を
始

め
る
に
至
っ
て
、
長
年
の
経
験
か
ら
泥
沼
化
す
る
こ
と
が
見
え
て

い
る
中
東
介
入
に
ア
メ
リ
カ
と
行
動
を
共
に
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
時

代
の
対
外
政
策
に
対
す
る
シ
ラ
ク
大
統
領
の
対
応
は
こ
の
よ
う
な

同
盟
関
係
に
つ
い
て
の
思
想
を
反
映
し
て
い
た
と
思
う
。
中
国
の

覇
権
主
義
的
行
動
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
中
で
、
中
国
は
厳
密
な

意
味
で
米
欧
を
結
ぶ
北
大
西
洋
条
約
の
対
象
で
は
な
い
が
フ
ラ
ン

ス
が
ど
の
よ
う
な
行
動
に
出
る
か
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
み
な

ら
ず
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
か
ら
の
西
側
世
界
の
命
運
が
か

か
っ
た
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
私
は
一
抹
の
不
安

を
持
ち
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
。

二
　
フ
ラ
ン
ス
の
核
武
装

少
し
時
を
遡
る
が
、
私
は
一
九
九
五
年
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
大

使
館
か
ら
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
次
席
公
使
と
し
て
転
勤
し
た

が
、
着
任
早
々
フ
ラ
ン
ス
は
シ
ラ
ク
大
統
領
の
も
と
で
南
太
平
洋

に
お
い
て
地
下
核
実
験
を
再
開
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
核
兵
器
に

反
対
す
る
強
い
国
民
感
情
が
存
在
す
る
日
本
に
お
い
て
は
激
し
い

反
発
が
起
き
た
。
当
時
日
本
は
自
社
さ
連
立
の
村
山
内
閣
の
も
と

に
あ
り
、
大
蔵
大
臣
は
武
村
正
義
で
あ
っ
た
が
、
武
村
は
閣
僚
在

任
中
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
再
開
に
反
対
す
る
タ
ヒ
チ
で
の

抗
議
デ
モ
に
参
加
し
た
。
日
本
国
内
で
は
こ
の
武
村
の
行
動
は
比

較
的
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
政

府
の
反
発
は
激
し
か
っ
た
。

当
時
の
外
務
大
臣
ド
・
シ
ャ
レ
ッ
ト
は
抗
議
を
す
る
た
め
日
本

大
使
が
即
刻
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
に
来
る
こ
と
を
求
め
た
。
た
ま
た

ま
松
浦
晃
一
郎
大
使（
当
時
）が
出
張
中
で
不
在
で
あ
っ
た
の
で
、

臨
時
代
理
大
使
と
し
て
私
が
仏
外
務
省
の
大
臣
室
に
向
か
っ
た
。

私
は
ち
ょ
う
ど
良
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ド
・
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シ
ャ
レ
ッ
ト
外
務
大
臣
が
口
を
開
く
前
に
日
本
国
民
と
日
本
政
府

は
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
を
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
縷
々
述

べ
た
が
、
ド
・
シ
ャ
レ
ッ
ト
外
務
大
臣
は
相
当
に
興
奮
し
て
お

り
、
あ
な
た
方
は
フ
ラ
ン
ス
の
閣
僚
が
日
本
の
国
内
で
日
本
政
府

の
政
策
に
反
対
す
る
デ
モ
に
参
加
し
た
ら
ど
う
思
う
の
か
、
武
村

氏
の
行
動
は
明
ら
か
に
国
際
的
礼
譲
に
反
す
る
。
さ
ら
に
ド
・

シ
ャ
レ
ッ
ト
大
臣
が
私
に
述
べ
る
に
は
フ
ラ
ン
ス
は
過
去
百
年
強

の
間
に
国
土
を
三
回
外
国
の
軍
隊
に
蹂
躙
さ
れ
た
。
第
一
回
目
は

普
仏
戦
争
、
二
回
目
は
第
一
次
世
界
大
戦
、
三
回
目
は
第
二
次
世

界
大
戦
で
あ
り
、
そ
の
時
に
ど
こ
の
国
が
フ
ラ
ン
ス
を
守
る
た
め

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、
も
ち
ろ
ん
両
大
戦
の
際
に

は
米
軍
は
参
戦
し
た
が
、
そ
れ
は
戦
争
が
起
き
て
か
ら
数
年
後
の

こ
と
で
あ
る
、
そ
れ
ま
で
に
は
お
び
た
だ
し
い
犠
牲
者
が
既
に
出

て
い
た
の
だ
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
か
ら
フ
ラ
ン
ス
は
自
分
の
国
は

自
分
の
力
で
し
か
守
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
骨
の
髄
ま
で
理
解
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
フ
ラ
ン
ス
を
守
る
に
は
核
兵
器
の
保
有

は
必
須
の
条
件
で
あ
る
。
日
本
に
は
日
本
の
国
民
感
情
が
あ
る
で

あ
ろ
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
ま
た
歴
史
的
な
経
験
に
基
づ
い
た
国

民
感
情
が
あ
る
の
で
あ
る
、
日
本
政
府
・
日
本
国
民
に
は
ぜ
ひ
と

も
こ
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
感
情
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
は
友
好
的
関
係
に
あ
り
、
人
的
文
化
的
な
繋

が
り
は
深
い
が
、
こ
の
時
ほ
ど
日
仏
間
の
距
離
を
感
じ
た
こ
と
は

な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
根
本
に
は
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係
を
ど

う
見
る
か
と
の
視
点
の
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
北

大
西
洋
条
約
機
構
の
加
盟
国
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
関
係
に
あ

る
の
だ
が
、
最
後
の
と
こ
ろ
で
ア
メ
リ
カ
が
ど
の
程
度
信
頼
で
き

る
か
と
の
疑
問
が
残
っ
て
お
り
、
自
ら
核
兵
器
を
保
有
せ
ざ
る
を

え
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
に
大
使
と
し
て
勤
務
す
る
機
会
が
あ
っ
た

が
、
依
頼
を
受
け
て
フ
ラ
ン
ス
の
各
地
で
日
本
外
交
や
ア
ジ
ア
情

勢
に
つ
い
て
講
演
を
し
た
。
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
質
問
の
一
つ

に
、
日
本
は
周
囲
を
中
国
や
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
な
ど
の
核
兵
器
国

に
囲
ま
れ
て
い
て
よ
く
平
気
で
い
ら
れ
る
な
と
言
う
も
の
で
あ
っ

た
。
当
然
私
の
返
事
は
す
べ
て
の
日
本
の
外
交
官
ら
し
く
、
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
核
武
装
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
米
国
と
の
同
盟

に
よ
っ
て
自
国
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た

が
、
日
本
大
使
へ
の
遠
慮
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
以
上
追
求

さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
し
て
み
れ

ば
ア
メ
リ
カ
が
い
ざ
と
言
う
場
合
に
ど
こ
ま
で
同
盟
国
を
守
る
の
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か
確
信
で
き
な
い
、
し
か
る
が
故
に
フ
ラ
ン
ス
は
自
ら
核
武
装
し

て
い
る
の
だ
と
言
う
の
が
む
し
ろ
常
識
で
あ
り
、
日
本
人
は
楽
観

的
だ
な
ぁ
と
言
う
気
持
ち
が
心
の
底
に
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
共
産
党
も
核
武
装
を
支
持
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

三
　「
独
自
性
」を
求
め
る
フ
ラ
ン
ス

世
界
の
多
く
の
国
が
幻
想
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
に
つ
い
て
言

え
ば
戦
前
は
大
国
主
義
的
幻
想
、
戦
後
は
一
国
平
和
主
義
的
幻
想

を
持
っ
て
き
た
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
人
は
自
ら
の
国
は
偉
大
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
、
よ
く
言
え
ば
夢
、
悪
く
言
え
ば
幻
想
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
一
国
の
み
で
は
世
界
の
指
導
国
家
の
一
つ

に
な
る
こ
と
は
不
可
能
と
認
識
し
て
い
る
が
故
に
欧
州
連
合

（
E
U
）
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
国
に

列
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
E
U
が
国
際
的
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
得
る
た
め
に
は
世
界
は
多
極
的
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
、
多
極
世
界
の
幻
影
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
ユ
ベ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ド
リ
ー
ヌ
元
フ
ラ
ン
ス
外
相

は
、
そ
の
著
書『
国
家
の
復
権
』の
中
で
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
。

「
結
局
の
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
が
多
極
世
界
と
称
し
て
思
い
描

い
て
き
た
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
願
望
の
表
れ
に
過
ぎ
な
い
。
息

が
詰
ま
る
ア
メ
リ
カ
一
極
体
制
か
ら
は
抜
け
出
し
た
い
が
、
か
と

い
っ
て
複
雑
で
面
倒
な
多
国
間
シ
ス
テ
ム
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ

れ
た
く
も
な
い
の
で
強
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
言
う
一
極
の
中
で
決
定

的
な
座
を
占
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
本
来
の
力
を
取
り

戻
し
た
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ー
ダ
ー
で
、

そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
強
く
な
り
、
し
か
も
世
界
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

一
極
と
す
る
多
極
の
世
界
に
な
る
と
言
う
仮
定
を
積
み
上
げ
た
、

い
わ
ば
運
ま
か
せ
の
都
合
の
良
い
図
式
で
あ
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば

フ
ラ
ン
ス
が
世
界
の
中
で
そ
れ
相
応
の
発
言
力
を
持
て
る
か
と
言

う
真
の
答
え
に
な
っ
て
い
な
い
。」

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ス
タ
ン
レ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
は
か
つ
て
フ
ラ

ン
ス
の
ル
モ
ン
ド
紙
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
自
国
の
特
殊
性

と
考
え
る
も
の
に
は
三
つ
あ
る
と
し
て
、
要
旨
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
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第
一
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
は
自
国
の
言
語
、
文
化
、
歴
史
が
普
遍

的
価
値
を
体
現
し
て
い
る
と
考
え
、
第
二
に
は
国
家
は
全
体
的
利

益
を
定
義
づ
け
、
ま
た
こ
れ
の
実
現
を
担
保
す
る
役
割
を
持
っ
て

い
る
と
み
な
し
、
第
三
に
は
自
国
が
国
際
社
会
で
偉
大
さ
を
追
求

す
る
こ
と
を
願
う
と
述
べ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
独
自
性
を
強
く
探
求
す
る
意
識
を
示
す
も
の
と

し
て
、
一
九
九
七
年
三
月
シ
ラ
ク
大
統
領
（
当
時
）
が
中
南
米
を

訪
問
し
た
際
文
化
外
交
に
つ
い
て
行
っ
た
演
説
は
興
味
深
い
。
お

そ
ら
く
大
半
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
同
意
す
る
考
え
と
思
わ
れ
る
が
次

の
よ
う
な
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
世
界
は
放
置
し
て
お
け
ば
、（
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
下
で
）
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
文
化
が
支
配
的
に
な

り
、
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
人
々
が
求
め
て
い
る
の
は
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
世
界
で
は
あ
る

ま
い
。
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
世
界
こ
そ
国
際
社
会
に
豊
か
さ
を

も
た
ら
す
。
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
よ
う
な
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
世

界
を
目
指
す
戦
い
の
先
頭
に
立
ち
た
い
。」

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
独
自
性
を
求
め
る

意
識
は
大
国
幻
想
に
支
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
を
客
観
視
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
、
同
時
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
を
生
き

に
く
く
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
大
国
た
ら
ん

と
の
志
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
見
識
に
は
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の

が
あ
る
が
、
実
力
が
今
一
歩
つ
い
て
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

大
国
幻
想
は
別
と
し
て
、
日
本
は
少
な
く
も
こ
の
よ
う
な
フ
ラ

ン
ス
の
独
自
性
に
向
け
て
の
気
概
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

四
　
日
欧
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
可
能
か
?

明
治
以
降
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
欧
州
が
日
本
の
近
代
化
に
果
た

し
た
役
割
は
大
き
い
。
そ
れ
は
日
本
に
お
い
て
万
人
が
知
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
在
で
も
東
京
都
心
に
行
け
ば
欧
州
建
築
の
数
々
が

残
っ
て
い
る
し
、
ま
た
文
化
、
法
制
度
、
教
育
、
軍
事
、
科
学
技

術
等
挙
げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
ほ
ど
日
本
は
欧
州
か
ら
多
く
を
学
ん

で
き
た
。
今
で
も
日
本
人
に
と
っ
て
欧
州
は
身
近
な
存
在
で
あ

る
。
経
済
、
文
化
面
で
も
交
流
は
緊
密
で
あ
り
、
お
互
い
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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他
方
で
、
地
政
学
的
側
面
か
ら
見
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
ド

シ
ナ
戦
争
敗
北
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
し
た
後
は
南
太
平
洋

で
の
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
除
け
ば
そ
の
存
在
感
を
大
き
く
低
下

さ
せ
、
英
国
に
つ
い
て
も
一
九
七
〇
年
代
初
め
の
ス
エ
ズ
以
東
の

植
民
地
放
棄
、
及
び
香
港
の
返
還
の
後
は
欧
州
は
ア
ジ
ア
太
平

洋
、
イ
ン
ド
洋
へ
の
戦
略
的
関
心
を
薄
め
て
き
た
。
逆
に
独
中
経

済
関
係
の
飛
躍
的
発
展
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
欧
州
は
特
に
中
国
と

の
経
済
関
係
や
一
帯
一
路
構
想
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
き
て
お

り
、
中
国
の
台
頭
に
伴
う
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
略
的
均
衡
の
維
持

に
ほ
と
ん
ど
無
関
心
で
あ
っ
た
。

中
国
の
覇
権
主
義
的
行
動
が
少
し
づ
つ
目
立
ち
始
め
て
い
た
二

〇
〇
〇
年
代
末
期
、
日
本
訪
問
か
ら
帰
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
高

名
な
国
際
政
治
学
者
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
モ
イ
ジ
ー
氏
が
私
に
述
べ
た

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
あ
な
た
達
日
本
人
は
口
を
開
け
ば
中

国
の
台
頭
の
話
ば
か
り
だ
。
中
国
に
強
迫
観
念
を
持
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。」
私
は
「
近
隣
に
大
国
が
台
頭
す
れ
ば
こ
れ
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
議
論
す
る
の
は
当
然
で
は
な
い
か
。
か
つ
て
西

欧
の
人
々
は
口
を
開
け
ば
ソ
連
、
ソ
連
で
あ
っ
た
で
は
な
い
か
。」

と
反
論
し
た
が
、
聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
ま
で
ア
ジ
ア

に
お
け
る
地
政
学
的
環
境
の
変
化
を
見
る
目
は
鈍
く
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
も
日
本
を
素
通
り
し
て
北

京
詣
で
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
従
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
受
性

を
失
な
っ
た
欧
州
外
交
に
対
し
、
私
は
中
々
信
頼
感
を
持
て
な
い

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
国
連
安
保
理
や
Ｇ
７
の
メ
ン
バ
ー
を
抱

え
る
欧
州
連
合
で
あ
る
。
欧
州
連
合
を
巻
き
込
ん
で
い
か
な
く
て

は
日
本
の
対
外
戦
略
は
成
立
し
な
い
。

他
方
で
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
提
案
で
設
立

さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議（
A
S
E
M
）に
つ
い
て
は
、

「
東
ア
ジ
ア
経
済
の
奇
跡
」
と
言
わ
れ
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
経
済

的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
惹
か
れ
て
い
た
欧
州
は
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に

飛
び
つ
い
た
が
、
一
九
九
七
／
九
八
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
後

に
は
瞬
く
間
に
関
心
を
失
っ
た
。
こ
の
経
験
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お

い
て
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
現
在
で
も
欧
州
が
協
力
の

オ
フ
ァ
ー
を
し
て
も
、
懐
疑
心
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
る
一
つ

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
よ
く
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ

ル
と
言
わ
れ
た
が
、
欧
州
こ
そ
が
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
の

名
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。

遅
す
ぎ
た
感
は
あ
る
が
、
欧
州
も
よ
う
や
く
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
及
び
イ
ン
ド
洋
で
の
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
真
剣
に
考
え
始
め
て
い
る
が
如
く
で
あ
り
、
わ
が
国
や
米
、
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豪
、
イ
ン
ド
等
が
各
々
イ
ン
ド
太
平
洋
協
力
構
想
を
提
唱
し
た

後
、
こ
れ
に
追
随
す
る
よ
う
に
欧
州
も
こ
の
地
域
の
問
題
に
つ
き

基
本
的
考
え
方
を
発
表
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
さ
す
が
に
欧
州
諸

国
も
、
世
界
経
済
の
成
長
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
各
国
の
シ
ー
レ
ー

ン
の
要
路
に
位
置
し
、
さ
ら
に
は
米
中
間
の
戦
略
的
競
争
が
激
化

し
つ
つ
あ
る
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
関
心
を
強
め
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
き
た
。
最
近
に
至
り
英
国
が
空
母
を
、
ま
た
フ

ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
が
駆
逐
艦
を
太
平
洋
地
域
に
派
遣
す
る
意
向
を

示
し
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
は
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
動
き
と
言
え
よ

う
が
、
中
期
的
に
は
地
政
学
的
実
体
を
有
す
る
可
能
性
を
秘
め
る

も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
の
意
味
で
、
イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け
る
日
欧
の
戦
略
的
利
害

が
一
致
す
る
方
向
に
事
態
が
進
み
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
、
こ
れ
が
実
体
を
伴
う
も
の
に
な
れ
ば
日
英
同
盟
以
来

の
日
欧
間
の
戦
略
的
意
義
を
持
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
な
り

う
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
問
題
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
A
S
E
A
N
首
脳
会
議
で
採
択
さ
れ

た
A
O
I
P
（A

SEA
N
’s O

utlook on the Indo-Pacific

）

の
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
主
主
義
諸
国
が
協
力
し
て
後
押
し
を

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
長
い
間
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
に
終
わ
っ
て

き
た
「
日
欧
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
推
進
す
る
機
会
が

訪
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
二
〇
二
一
年
三
月
十
三
日
に

初
め
て
開
催
さ
れ
た
日
米
豪
イ
ン
ド
の
首
脳
会
議
に
加
え
、
英

国
、
フ
ラ
ン
ス
等
も
加
え
た
協
力
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
て

A
O
I
P
で
提
示
さ
れ
て
い
る
海
洋
協
力
、
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ

イ
、
S
D
G
s
、
そ
の
他
経
済
協
力
の
実
現
に
向
け
て

A
S
E
A
N
と
力
を
合
わ
せ
、
ま
た
A
S
E
A
N
が
対
中
配
慮
で

警
戒
す
る
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
域
外
諸
国
が
イ
ン
ド
・
太
平
洋

の
航
行
の
自
由
の
確
保
を
目
指
し
た
国
際
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
と
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
英
国
は
B
R
E
X
I
T
後
の
自
国
の
将
来
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
待
っ
た
な
し
の
段
階
に
来
て
お
り
、
す
で
に
T
P
P

へ
の
加
盟
の
意
向
を
示
し
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安

全
保
障
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
恒
常
的
な
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
た
め

何
ら
か
の
工
夫
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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は
じ
め
に

二
〇
二
〇
年
一
月
末
、
英
国
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
し
た
。
移
行
期

間
を
経
て
二
〇
二
一
年
一
月
か
ら
の
両
者
間
の
関
係
は
、
貿
易
・

協
力
協
定
（
Ｔ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
四
七
年
間
に
及
ぶ
英
国
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
終
わ
り
、
新
た

な
段
階
を
迎
え
た
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
や
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
な
ど
の

出
来
事
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
の
影
響
力

を
低
下
さ
せ
る
の
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
欧
州
諸
国
が
一
層
の
Ｅ

Ｕ
統
合
を
進
め
て
い
く
契
機
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
二
〇
年
九
月
欧
州
理
事
会
の
ミ
シ
ェ
ル
常
任
議
長
は
、

「
欧
州
の
戦
略
的
自
律
性
（strategic autonom

y

）
は
、
我
々

の
世
代
の
第
一
目
標
で
あ
り
、・
・
・
今
世
紀
の
Ｅ
Ｕ
新
共
通
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
同
年
一
〇
月
の
欧
州
理
事
会

で
も
Ｅ
Ｕ
の
「
戦
略
的
自
律
性
」
が
「
開
か
れ
た
経
済
を
維
持
す

る
」
と
い
う
言
説
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
物
議
を
醸
し
た
。

二
〇
二
一
年
二
月
欧
州
委
員
会
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
危
機
や
新

型
コ
ロ
ナ
危
機
で
混
乱
し
た
状
況
を
乗
り
越
え
、
感
染
症
制
御
や

経
済
復
興
か
ら
経
済
成
長
へ
と
向
か
う
ロ
ー
ド
・
マ
ッ
プ
を
提
示

し
、
ま
た
新
通
商
政
策
を
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
お
い

て
、
Ｅ
Ｕ
の
価
値
と
利
益
の
擁
護
を
狙
う
「
開
か
れ
た
戦
略
的
自

律
性
（open strategic autonom

y

）」
と
い
う
考
え
方
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
「
戦
略
的
自
律
性
」
が
い

か
な
る
背
景
の
も
と
に
認
識
さ
れ
、
何
を
意
味
す
る
の
か
、
軍

[特集]
「欧州政治」のリアル

第五章

Ｅ
Ｕ
の
戦
略
的
自
律
性
と
欧
州
ガ
バ
ナ
ン
ス

—
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
・
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
以
後
の
現
状
と
課
題

早
稲
田
大
学
教
授　

福
田 

耕
治

21-03-319_015-特集Ⅲ-福田耕治.indd   10421-03-319_015-特集Ⅲ-福田耕治.indd   104 2021/06/01   17:58:512021/06/01   17:58:51



特集　「欧州政治」のリアル105

事
・
安
全
保
障
政
策
の
分
野
か
ら
、
そ
の
他
の
公
共
政
策
分
野
に

ま
で
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
を
俯
瞰
す
る
。
次

に
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
以
後
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
戦
略
的
自
律
の
必
要

性
が
一
層
強
く
認
識
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
を
経
て
「
開
か
れ

た
戦
略
的
自
律
性
」
概
念
へ
と
さ
ら
に
深
化
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
最
後
に
、「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
と
「
開
か
れ
た

戦
略
的
自
律
」
の
理
念
と
現
実
を
検
討
し
、
今
後
の
欧
州
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
行
方
と
日
本
へ
の
示
唆
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一　

�

欧
州
安
全
保
障
戦
略
と
Ｅ
Ｕ
の
規
範
的
パ
ワ
ー

論
に
よ
る
戦
略
的
自
律
性

二
〇
〇
三
年
三
月
イ
ラ
ク
戦
争
が
勃
発
し
、
イ
ラ
ク
空
爆
を
め

ぐ
っ
て
米
国
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
Ｅ
Ｕ
と
の
間
で
、
ま
た
Ｅ
Ｕ
諸
国

内
で
も
、
英
国
と
独
・
仏
と
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
。
共
通
外
交

安
全
保
障
政
策
（
Ｃ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
）
上
級
代
表
職
に
就
い
た
ハ
ビ
エ

ル
・
ソ
ラ
ナ
は
『
よ
り
良
い
世
界
に
お
け
る
安
全
な
欧
州
―
欧
州

安
全
保
障
戦
略
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）』（
ソ
ラ
ナ
報
告
）
を
発
表
し
、
同
年

十
二
月
欧
州
理
事
会
で
採
択
さ
れ
た
。
本
報
告
で
は
、「
一
九
九

〇
年
以
来
、
約
四
〇
〇
万
人
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
約

九
〇
％
は
非
戦
闘
員
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
〇
万
人
以
上
の
人
び
と

が
紛
争
の
結
果
、
居
住
地
を
追
わ
れ
、・
・
・
世
界
人
口
の
半
数

に
相
当
す
る
約
三
〇
億
人
が
一
日
一
ユ
ー
ロ
以
下
で
生
活
し
て
い

る
。・
・
・
新
た
な
感
染
症
が
急
速
に
拡
散
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
脅
威
と
な
り
う
る
」
と
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
Ｅ
Ｕ

は
、
多
国
間
主
義
と
そ
の
「
規
範
的
パ
ワ
ー
」
を
基
調
と
す
る
欧

州
安
全
保
障
戦
略
文
化
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
確
化
し
た
。
欧
州
安
全

保
障
戦
略
で
は
、
Ｅ
Ｕ
が
自
ら
を
国
際
社
会
に
お
け
る
自
律
的
、

戦
略
的
、
規
範
的
地
位
を
模
索
す
る
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
と
位
置
づ

け
た
。
Ｅ
Ｕ
は
、
民
生
パ
ワ
ー
で
あ
る
の
か
、
軍
事
パ
ワ
ー
で
あ

る
の
か
と
い
っ
た
二
者
択
一
的
思
考
を
と
ら
ず
、
紛
争
予
防
、
人

道
支
援
、
開
発
援
助
、
通
商
、
経
済
制
裁
、
武
力
行
使
を
も
含
む

国
際
協
力
に
参
加
す
る
「
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
」
で
あ
る
と
自
ら

を
位
置
付
け
、
Ｅ
Ｕ
が
自
律
的
か
つ
戦
略
的
に
行
動
す
る
政
治
的

意
思
を
明
確
に
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
安
全
保
障
の
概
念
が
急

速
に
拡
大
し
、
軍
事
的
安
全
保
障
か
ら
、
テ
ロ
、
国
際
犯
罪
、
警

察
、
移
民
・
難
民
問
題
、
越
境
感
染
症
、
通
商
や
ハ
イ
テ
ク
技

術
、
宇
宙
空
間
ま
で
、
そ
の
対
象
範
囲
が
飛
躍
的
に
拡
張
し
た
現

実
が
あ
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
十
二
月
ア
シ
ュ
ト
ン
上
級
代
表
は
、『
欧
州
安
全

保
障
戦
略
の
実
施
に
関
す
る
報
告
』
を
発
表
し
、
二
〇
〇
九
年
十
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二
月
に
発
効
し
た
現
行
の
リ
ス
ボ
ン
Ｅ
Ｕ
条
約
で
は
、
共
通
安
全

保
障
防
衛
政
策
（
Ｃ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ

の
貢
献
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
二
〇
一
六
年
六
月
モ
ゲ
リ
ー
ニ
上

級
代
表
が
『
Ｅ
Ｕ
外
交
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
』
お
よ
び
『
国
際
文
化
関
係
の
た
め
の
Ｅ
Ｕ
戦
略
に
向
け
て
』

と
い
う
報
告
を
発
表
し
、
Ｅ
Ｕ
文
化
戦
略
を
欧
州
委
員
会
と
共
同

提
案
し
た
。
彼
女
は
、
多
国
間
主
義
に
基
づ
き
、
主
要
国
や
国
際

機
関
と
の
協
力
を
通
じ
て
、
法
の
支
配
、
人
権
、
民
主
主
義
的
価

値
と
経
済
的
利
益
な
ど
、
Ｅ
Ｕ
の
基
本
的
価
値
と
利
益
を
戦
略
的

か
つ
主
体
的
に
確
保
す
る
能
力
を
高
め
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

さ
ら
に
二
〇
一
七
年
一
月
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
、
六

月
か
ら
英
国
と
の
離
脱
交
渉
が
始
ま
る
と
、
Ｅ
Ｕ
も
米
国
や
英
国

に
は
依
存
し
な
い
欧
州
、
Ｅ
Ｕ
独
自
の
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

や
戦
略
的
自
律
の
必
要
性
を
強
く
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。二　

�

英
国
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
以
後
の
欧

州
経
済
復
興
計
画
と
戦
略
的
自
律
性
の
強
化

戦
略
的
自
律
性
の
強
化
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に

は
何
が
あ
っ
た
の
か
。
多
国
間
主
義
を
基
調
と
す
る
国
際
協
力
体

制
に
反
し
て
、
米
国
第
一
主
義
を
叫
ぶ
ト
ラ
ン
プ
政
権
や
中
国
の

よ
う
な
一
部
の
覇
権
国
に
よ
る
独
善
的
な
利
益
の
追
求
が
顕
著
に

な
っ
て
き
た
。
欧
州
理
事
会
の
フ
ァ
ン
ロ
ン
パ
イ
初
代
常
任
議
長

に
よ
れ
ば
、
中
国
の
台
頭
と
米
国
の
保
護
主
義
を
背
景
に
、
欧
州

が
米
中
の
板
挟
み
を
避
け
る
た
め
に
「
戦
略
的
自
律
性
」
と
い
う

用
語
が
造
語
さ
れ
た
と
い
う
。
国
際
社
会
に
お
け
る
覇
権
国
の
支

配
や
覇
権
国
へ
の
過
度
の
依
存
を
避
け
、
米
中
対
立
が
激
化
す
る

な
か
で
、
Ｅ
Ｕ
は
、
で
き
る
限
り
主
体
的
な
意
思
決
定
を
確
保
し

た
い
と
望
み
、
中
国
と
の
関
係
で
イ
ン
ド
で
も
戦
略
的
自
律
性
の

強
化
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
十
二
月
欧
州
委
員
会
の
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ

ン
委
員
長
は
就
任
に
あ
た
り
、
新
委
員
会
の
方
針
と
し
て
、
①
気

候
変
動
対
策
を
含
む
環
境
政
策
、
②
格
差
是
正
な
ど
人
び
と
の
役

に
立
つ
経
済
と
経
済
通
貨
同
盟
の
深
化
、
③
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
、
④
欧
州
の
生
活
様
式
の
擁
護
、
⑤
世
界
に
お
け
る
一
層
強
靭

な
欧
州
、
⑥
欧
州
民
主
主
義
の
さ
ら
な
る
推
進
と
い
う
五
カ
年

（
二
〇
一
九
年
〜
二
〇
二
四
年
）
に
及
ぶ
六
点
の
課
題
を
挙
げ
た
。

こ
れ
ら
優
先
課
題
の
う
ち
、「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
は
、

欧
州
の
経
済
成
長
と
雇
用
を
創
出
し
つ
つ
、
炭
素
排
出
量
の
削
減

を
促
進
す
る
Ｅ
Ｕ
の
新
成
長
戦
略
で
あ
る
。
気
候
変
動
・
環
境
問
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題
が
深
刻
化
す
る
現
在
、
欧
州
委
員
会
は
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
Ｅ

Ｕ
域
内
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
「
気
候
中
立

（
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）」
を
実
現
す
る
た
め
、
持
続
可
能

な
循
環
型
経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
へ
と
産
業
構

造
の
転
換
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
た
。
欧
州
委
員
会

は
、
各
政
策
分
野
で
こ
の
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
長
期

的
な
予
算
措
置
、
政
策
手
段
を
組
み
込
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
の
時

点
で
は
、
翌
二
〇
二
〇
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
が
欧
州
諸
国
を
襲

い
、
各
国
の
社
会
経
済
が
大
混
乱
す
る
こ
と
な
ど
全
く
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
。

二
〇
二
〇
年
一
月
欧
州
委
員
会
は
、
優
先
課
題
の
「
欧
州
グ

リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
投
資
計
画
」
を
公
表
し
、
欧
州
投
資
銀
行
（
Ｅ

Ｉ
Ｂ
）
を
中
心
に
官
民
連
携
協
力
に
よ
っ
て
、
一
兆
ユ
ー
ロ
の
投

資
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

二
〇
二
〇
年
三
月
初
旬
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
欧
州
で
も
猛

威
を
振
る
い
始
め
た
た
め
、
欧
州
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

本
部
を
設
置
し
た
。
ま
た
欧
州
委
員
会
は
、
グ
リ
ー
ン
化
と
デ
ジ

タ
ル
化
を
柱
と
す
る
「
欧
州
の
新
産
業
戦
略
（C

O
M

 

（2020

） 
102　

final

）」
を
提
案
し
た
。
こ
の
新
産
業
戦
略
で
は
、
持
続

可
能
な
循
環
型
経
済
構
築
の
た
め
に
、
欧
州
医
薬
品
産
業
の
「
戦

略
的
自
律
性
」
を
強
化
す
る
こ
と
を
訴
え
、
欧
州
医
薬
品
戦
略
と

と
も
に
欧
州
の
公
衆
衛
生
上
の
安
全
保
障
を
も
考
慮
し
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
四
月
Ｅ
Ｕ
開
発
理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
対

応
の
た
め
に
、
対
外
行
動
庁
予
算
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
を
充
当
す
る
こ
と
に

合
意
し
た
。
ま
た
Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
、
構
造
基
金
の
「
コ
ロ
ナ
対
応

投
資
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
・
プ
ラ
ス
」
に
合
意
し
、
経
済
的
打
撃
を

受
け
て
い
る
加
盟
国
支
援
の
た
め
に
結
束
基
金
の
柔
軟
な
運
用
に

も
合
意
し
た
。
ユ
ー
ロ
圏
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｅ
Ｕ
の
連
帯
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
る
加
盟
国
の
労
働
者
や

企
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
五
〇
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
を
提

供
し
た
。

欧
州
委
員
会
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
対
す
る
医
療
支
援
と
し
て

は
、
人
工
呼
吸
器
や
防
御
マ
ス
ク
な
ど
の
医
療
機
器
の
提
供
と
戦

略
的
備
蓄
の
予
算
と
し
て
、
総
額
八
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
が
配
賦
さ

れ
た
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
・
開
発
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
診

断
・
治
療
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
一
億
四
〇
〇
〇
万

ユ
ー
ロ
の
公
的
資
金
・
民
間
資
金
を
配
賦
し
た
。

二
〇
二
〇
年
五
月
欧
州
委
員
会
は
、「
欧
州
の
復
興
計
画
に
力

を
与
え
る
Ｅ
Ｕ
予
算
」（C

O
M

（2020

） 442　

final

）
を
提
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案
し
、
そ
こ
で
も
「
戦
略
的
自
律
性
」
と
い
う
文
言
が
再
び
登
場

し
た
。
Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
、
二
〇
二
〇
年
度
補
正
予
算
と
し
て
コ
ロ

ナ
危
機
対
策
に
、
三
一
億
ユ
ー
ロ
を
利
用
可
能
に
し
た
。
五
月
中

旬
に
は
、
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
へ
の
緊
急
財
政
支
援
に
関
す
る
合
意
に

達
し
た
。
さ
ら
に
緊
急
時
の
労
働
者
の
失
業
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

た
め
の
補
助
金
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
の
連
帯
協
力
に
よ
る

「
失
業
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
緊
急
支
援
（
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
）」
策

も
制
度
化
さ
れ
た
。
ラ
ガ
ル
ト
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
総
裁

も
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
緊
急
購
入
計
画
（
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
）」
と
い
う

ユ
ー
ロ
圏
諸
国
に
対
す
る
金
融
支
援
措
置
を
決
定
し
、
公
共
部
門

と
民
間
部
門
の
債
券
を
購
入
し
て
消
費
と
投
資
を
促
す
措
置
を
講

じ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
業
務
の
範
囲
内
で
必
要
な
こ
と
は
何
で
も
す
る
旨
の

強
い
決
意
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
六
月
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
の
Ｅ
Ｕ
Ｉ
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｕ
通
商
政
策
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め

の
公
開
協
議
」
で
フ
ィ
ル
・
ホ
ー
ガ
ン
欧
州
委
員
は
、
Ｅ
Ｕ
の

「
投
資
能
力
の
強
化
と
戦
略
的
自
律
性
」
の
重
要
性
を
演
説
で
強

調
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
経
済
復
興
に

重
要
な
役
割
を
演
じ
る
と
の
認
識
か
ら
、
六
月
欧
州
理
事
会
で

は
、「
Ｅ
Ｕ
デ
ジ
タ
ル
戦
略
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
合
意
し
た
。

二
〇
二
〇
年
七
月
欧
州
理
事
会
の
ミ
シ
ェ
ル
常
任
議
長
は
、
Ｅ

Ｕ
の
長
期
予
算
・
経
済
復
興
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
関
す
る
新
提
案
「
欧

州
の
復
興
計
画
に
力
を
与
え
る
Ｅ
Ｕ
予
算
」（C

O
M

（2020

） 
442　

final

）
を
発
表
し
た
。
七
月
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
復

興
予
算
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
、
七
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
「
コ

ロ
ナ
復
興
基
金
」
創
設
の
最
終
合
意
に
漕
ぎ
着
け
た
。
そ
の
財
源

は
、
欧
州
委
員
会
が
債
権
を
発
行
し
、
金
融
市
場
か
ら
資
金
調
達

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
の
緊
急
対
応
と
し
て
、
欧
州
理
事
会

は
、
Ｅ
Ｕ
の
経
済
復
興
と
成
長
戦
略
の
た
め
の
七
カ
年
に
及
ぶ
長

期
予
算
（
二
〇
二
一
〜
二
〇
二
七
年
）
を
制
度
化
し
て 

一
兆
七

四
三
億
ユ
ー
ロ
を
計
上
し
た
。
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
化
と
グ
リ
ー
ン

化
へ
の
移
行
と
復
興
支
援
の
た
め
、
総
額
二
兆
三
六
四
三
億
ユ
ー

ロ
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
「
多
年
次
Ｅ
Ｕ
予
算
」
の
制
度
化
と
コ
ロ
ナ
復

興
基
金
の
創
設
は
、
Ｅ
Ｕ
が
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
を
通
じ

て
、
持
続
可
能
な
循
環
型
経
済
を
構
築
し
、
戦
略
的
自
律
を
図
る

た
め
の
資
金
提
供
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
両
方
を
調
達
す
る
画
期
的

な
施
策
と
な
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
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三　

� 「
開
か
れ
た
戦
略
的
自
律
性
」
と
欧
州
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
行
方
―
そ
の
現
状
と
課
題

欧
州
委
員
会
が
、
戦
略
的
自
律
性
概
念
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た

の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
欧
州
に
お
け
る
将
来
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
開
発
を
強
化
し
、
依
存
を
減
ら
す
た
め
の
措
置
」
で
あ

り
、
欧
州
の
デ
ジ
タ
ル
経
済
を
発
展
さ
せ
る
鍵
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
欧
州
委
員
会
は
、
Ｅ
Ｕ
の
戦
略

的
自
律
性
確
保
と
持
続
可
能
な
地
政
学
的
諸
課
題
に
取
り
組
む

「
地
政
学
的
委
員
会
（G

eopolitical C
om

m
ission

）」
を
目

指
す
と
い
う
方
針
を
表
明
し
た
。
こ
れ
は
米
国
と
の
協
力
関
係
強

化
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
に
も
影
響
力
を
強
め
つ
つ
あ
る
中
国
と
の

関
係
を
再
定
義
す
る
意
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
十
二
月
『
二
〇
二
〇
年
欧
州
の
戦
略
的
自
律
性
』

と
題
す
る
Ｅ
Ｕ
の
地
政
学
研
究
報
告
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
マ

ク
ロ
ン
仏
大
統
領
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
ジ
ョ
セ
ッ
プ
・
ボ
レ
ル
上

級
代
表
に
よ
る
分
析
、
複
数
の
国
籍
の
、
専
門
分
野
の
異
な
る
二

〇
名
の
研
究
者
、
専
門
家
ら
に
よ
る
報
告
で
あ
る
。
そ
こ
に
示
さ

れ
た
見
解
は
、「
Ｅ
Ｕ
は
戦
略
的
に
自
律
的
で
は
な
く
な
っ
た
」

と
す
る
も
の
か
ら
、「
さ
ら
に
戦
略
的
に
自
律
的
に
な
っ
た
」
と

す
る
論
者
ま
で
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
法
学
者
の
ア
レ
マ

ン
ノ
は
、
ユ
ー
ロ
危
機
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
危
機
、
そ
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
危
機
の
結
果
、
Ｅ
Ｕ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ

う
に
法
の
支
配
と
い
う
基
本
原
則
か
ら
逸
脱
し
、
司
法
の
独
立
性

を
損
な
い
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
政
府
の
介
入
も
行
っ
て
い
る
が
、
Ｅ

Ｕ
は
こ
れ
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
、
と
批
判
す
る
。
彼
は
Ｅ
Ｕ
司

法
裁
判
所
に
よ
っ
て
両
国
の
条
約
違
反
が
判
示
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
是
正
勧
告
す
る
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的
に
は
有
効

な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
現
実
が
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
は
戦
略
的
自
律
性

が
あ
る
と
は
い
え
な
い
、
と
現
状
を
悲
観
的
に
捉
え
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
の
ク
プ
チ
ャ
ン
教
授
は
、
次
の
よ
う
に

指
摘
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
は
、
Ｅ
Ｕ
の
政
治
的
脆
弱
性
を
顕

在
化
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
ボ
レ
ル
上
級
代
表
が
「
Ｅ
Ｕ
は
戦
略

的
自
律
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
繰
り
返
し
述
べ
、
ミ

シ
ェ
ル
常
任
議
長
が
「
欧
州
は
強
靭
で
あ
る
」
と
宣
言
す
る
と
、

逆
に
Ｅ
Ｕ
に
は
戦
略
的
自
律
性
が
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
オ
ラ
ン
ダ

Ｎ
Ｒ
Ｃ
新
聞
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
グ
リ
ュ
ィ
タ
ー
は
、
Ｅ
Ｕ
は
具
体

的
な
行
動
に
よ
っ
て
戦
略
的
自
律
性
が
あ
る
こ
と
を
世
界
に
示
す

べ
き
で
あ
る
、
と
提
言
し
て
い
る
。
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Ｅ
Ｕ
安
全
保
障
研
究
所
の
フ
ィ
オ
ッ
ト
は
、
欧
州
委
員
会
が
提

案
す
る
規
則
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
等
の
企
業
活
動
（
競
争
、

課
税
、
個
人
デ
ー
タ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
）
規
制
を
行
う
こ
と
は
歓
迎

す
る
が
、
中
国
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｅ

Ｕ
が
地
政
学
的
・
地
経
学
的
な
競
争
に
お
い
て
対
等
に
戦
う
た
め

に
、
欧
州
レ
ベ
ル
で
国
家
主
権
が
プ
ー
ル
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
、

と
提
言
す
る
。
ま
た
、
リ
ー
ル
大
学
の
シ
ョ
パ
ン
教
授
は
、
Ｅ
Ｕ

は
、
米
国
と
中
国
と
の
間
の
技
術
競
争
の
審
判
者
に
な
ろ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
が
自
律
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
る
た
め

に
、
デ
ジ
タ
ル
単
一
市
場
と
資
本
市
場
同
盟
を
完
成
さ
せ
、
Ｅ
Ｕ

の
「
技
術
主
権
」
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
、
と
勧
告
す
る
。

他
方
、
二
〇
二
〇
年
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
は
欧
州
の
連
帯

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
め
た
と
肯
定
的
に
捉
え
る
見
解
も
あ

る
。
英
国
離
脱
後
の
Ｅ
Ｕ
は
、
七
月
に
野
心
的
な
復
興
計
画
と
コ

ロ
ナ
復
興
基
金
の
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｒ

Ｓ
Ｅ
Ｍ
安
全
保
障
研
の
ハ
ロ
ッ
シ
ュ
は
、
Ｅ
Ｕ
は
徐
々
に
戦
略
的

自
律
性
の
強
化
に
向
け
て
新
た
な
努
力
を
続
け
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
と

英
国
は
新
た
な
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
含
む
将
来
関
係
協

定
の
妥
結
を
経
て
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
連
帯
が
復
活
し
、
中
国
の
マ
ス

ク
外
交
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
分
断
の
目
論
見
は
失
敗
に
終

わ
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
の
現
状
に
関
す
る

地
政
学
的
検
討
を
通
じ
て
、
幾
つ
か
の
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。

二
〇
二
〇
年
以
降
、
戦
略
的
自
律
性
と
は
、
実
際
に
何
を
意
味

す
る
の
か
、
そ
れ
が
様
々
な
政
策
分
野
で
ど
う
す
れ
ば
達
成
で
き

る
の
か
を
、
Ｅ
Ｕ
が
真
剣
に
考
え
始
め
、
ま
た
行
動
に
移
し
つ
つ
あ

る
時
期
で
あ
る
と
い
え
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、「
戦
略
的
自
律
性
」
と
い
う

曖
昧
な
概
念
を
、
安
全
保
障
の
み
な
ら
ず
、
関
連
す
る
競
争
、
産

業
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
・
医
薬
品
、
通
商
な
ど
の
分
野

で
具
体
的
な
政
策
戦
略
へ
と
転
換
さ
せ
る
試
み
に
着
手
し
つ
つ
あ

る
。
例
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
七
月
欧
州
通
商
政
策
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
行
い
、
貿
易
と
防
衛
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
関
係
、
国
境
炭
素
課

税
や
補
助
金
の
監
視
を
め
ぐ
る
欧
州
の
戦
略
的
政
策
、
Ｅ
Ｕ
の
戦

略
的
自
律
性
を
念
頭
に
置
い
た
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
の
制
度

設
計
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
医

薬
品
や
医
療
機
器
の
供
給
を
域
外
諸
国
や
中
国
な
ど
少
数
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
に
依
存
し
過
ぎ
た
Ｅ
Ｕ
・
欧
州
諸
国
の
脆
弱
性
に
気
付

く
契
機
と
な
り
、
世
界
に
開
か
れ
た
市
場
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
Ｅ

Ｕ
が
戦
略
的
自
律
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
危
機
が
再

認
識
さ
せ
た
と
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
後
の
欧
州
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
い
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か
な
る
方
向
へ
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。
欧
州
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
、

Ｅ
Ｕ
諸
機
関
と
加
盟
国
統
治
機
構
が
一
つ
の
マ
シ
ン
の
ご
と
く
一

体
化
し
て
連
携
・
協
働
す
る
「
混
成
シ
ス
テ
ム
」
と
そ
の
機
能
を

意
味
す
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

両
輪
と
す
る
新
成
長
戦
略
の
下
で
欧
州
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る

方
向
に
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
欧
州
議
会
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
、
Ｅ
Ｕ
対

外
政
策
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
傾
向
に
関
す
る
研
究
『
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

一
九
以
後
の
世
界
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
四
つ
の
シ
ナ
リ
オ
─

天
然
資
源
管
理
か
ら
の
教
訓
』
と
題
す
る
報
告
を
公
表
し
た
。
こ

れ
に
拠
れ
ば
、
危
機
後
の
欧
州
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
と
し
て
、

①
競
争
的
資
本
主
義
、
②
戦
略
的
自
律
性
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
③
協
調

的
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
④
倫
理
的
資
本
主
義
と
い
う
四
つ
の
シ
ナ
リ
オ

を
提
示
し
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
近
年
、
国
家
レ
ベ
ル
と
Ｅ
Ｕ
レ

ベ
ル
の
双
方
で
戦
略
的
自
律
性
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

て
き
た
。
と
は
い
え
、「
開
か
れ
た
」
と
「
戦
略
的
自
律
」
は
、

国
際
協
力
に
お
い
て
矛
盾
す
る
側
面
も
あ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
価
値
観
の
選
択
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
単
に
利
益

を
追
求
す
る
だ
け
で
は
、
国
家
と
市
場
と
の
間
の
競
争
が
激
化

し
、
最
終
的
に
は
悪
循
環
に
陥
る
。
む
し
ろ
欧
州
で
は
、
環
境
保

全
と
社
会
的
権
利
が
重
要
視
さ
れ
、
既
に
多
く
の
Ｅ
Ｕ
諸
政
策
の

一
部
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
倫
理
的
価
値
が
企
業
と
政

府
の
意
思
決
定
に
不
可
欠
な
要
素
と
な
る
よ
う
な
国
際
協
力
の
在

り
方
を
「
協
調
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

環
境
や
人
権
へ
の
配
慮
な
ど
、
民
間
ア
ク
タ
ー
を
含
む
マ
ル
チ
・

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
官
民
連
携
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
倫
理
的

（出典）�European�Parliament�（2020）,�Four EU scenarios for governance in a 
post COVID-19 world :Lessons from natural resources management,�
p.40，p.49 から筆者作成。

図　ポストコロナの世界：４つのガバナンスのシナリオ
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価
値
を
重
視
す
る
欧
州
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
目
指
す
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
態

で
も
あ
り
、「
倫
理
的
資
本
主
義
」
と
定
義
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
ら
縦
・
横
の
二
分
法
で
配
置
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
危
機
後
の
世

界
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
前
頁
の
よ
う
な
四
つ
の
次
元
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
形
態
の
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
で
き
る
。
Ｅ
Ｕ
対
外
政
策
の

立
案
者
は
、
こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ
オ
を
、
Ｅ
Ｕ
の
将
来
見
通
し
と
戦

略
的
自
律
性
の
分
析
や
Ｅ
Ｕ
外
交
政
策
の
形
成
に
際
し
、
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
本
報
告
で
は
提
言
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
報
告
書
と
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
に
指
摘

で
き
る
。
防
衛
・
軍
事
・
安
全
保
障
上
の
用
語
で
あ
る
「
戦
略
的

自
律
性
」
概
念
を
、
対
外
政
策
・
産
業
政
策
へ
と
適
用
し
、
さ
ら

に
二
〇
二
一
年
二
月
の
新
Ｅ
Ｕ
通
商
政
策
に
お
い
て
は
「
開
か
れ

た
戦
略
的
自
律
性
（open strategic autonom

y
）」
概
念
へ

と
深
化
さ
せ
た
。
開
放
性
と
自
律
性
を
組
み
合
わ
せ
た
「
開
か
れ

た
戦
略
的
自
律
性
」
と
は
、「
Ｅ
Ｕ
が
自
律
的
に
選
択
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
関
与
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
の
戦
略
的
利
益
と
価
値
を
反
映

し
た
世
界
を
形
成
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
能
力
」
と
明
確
に
定

義
づ
け
て
い
る
。
開
か
れ
た
戦
略
的
自
律
性
は
、
①
回
復
力
・
競

争
性
、
②
主
張
と
ル
ー
ル
に
基
づ
く
協
力
、
③
持
続
可
能
性
・
公

正
性
の
三
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
開
か
れ
た
戦
略
的
自

律
性
を
前
提
と
し
て
、
①
競
争
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
経
済
的
ア
プ

ロ
ー
チ
）、
②
地
政
学
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
安
全
保
障
政
策
と
産
業

政
策
の
混
合
ア
プ
ロ
ー
チ
）、
③
協
調
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
規
範
的

ア
プ
ロ
ー
チ
）、
こ
れ
ら
三
つ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
態
の
均
衡
を
図

り
つ
つ
、
経
済
の
グ
リ
ー
ン
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
方
針
で

あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
環
境
や
人
権
、
社
会
的
価
値
に
力
点
を

置
く
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
や
、「
倫
理
的
資
本
主
義
」
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
と

向
か
う
方
向
性
は
、「
人
び
と
の
た
め
に
役
立
つ
経
済
」
を
目
指

す
欧
州
の
ロ
ー
ド
・
マ
ッ
プ
の
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
―
日
本
へ
の
示
唆

マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
フ
ラ
ン
ス
の
日
刊

ル
・
フ
ィ
ガ
ロ
紙
で
「
こ
の
危
機
を
踏
ま
え
、
欧
州
の
戦
略
的
自

律
性
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
主
権
を
意
味
し
、
我
々
の
依

存
を
減
ら
す
能
力
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
つ
い
て
欧
州
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
と
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
の
結
果
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ

は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
「
欧
州
の
復
興
計
画
に
力
を
与
え
る
Ｅ
Ｕ

予
算
」
の
制
度
化
に
成
功
し
た
。
Ｅ
Ｕ
多
年
次
予
算
・
欧
州
復
興
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基
金
は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
成
長
戦
略
で
あ
る
欧
州
グ

リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
計
画
に
よ
り
、
欧
州
産
業
を
循
環
型
経
済
へ
と

転
換
さ
せ
、
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
で
も
あ
る
「
誰
一
人
取
り
こ

ぼ
さ
な
い
」
包
摂
的
社
会
を
構
築
す
る
と
い
う
課
題
を
実
現
す
る

起
爆
剤
と
も
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
欧
州
グ
リ
ー
ン

デ
ィ
ー
ル
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
輸
送
、
建
物
、

食
料
な
ど
、
経
済
に
お
け
る
主
要
な
消
費
・
生
産
シ
ス
テ
ム
と
資

本
の
流
れ
の
抜
本
的
な
変
革
を
伴
う
欧
州
産
業
構
造
の
大
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

生
産
と
消
費
の
持
続
可
能
性
を
自
国
内
で
ほ
ぼ
確
保
で
き
る
よ

う
な
資
源
再
生
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
す
る
循
環
型

経
済
シ
ス
テ
ム
へ
と
変
換
し
て
い
く
こ
と
は
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月

に
Ｅ
Ｕ
と
同
様
の
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
を
掲
げ
た
日
本
に
と
っ
て
も

喫
緊
の
課
題
と
い
え
る
。
通
商
戦
略
も
、
わ
が
国
が
主
体
的
に
選

択
し
、
競
争
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
地
政
学
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
協
調
的
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
、
有
効
性
を
考
え
、
ケ
ー
ス
ご
と
に

取
捨
選
択
を
行
う
戦
略
的
・
予
見
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
。

Ｅ
Ｕ
と
同
様
に
日
本
も
、
米
中
の
影
響
力
を
強
く
受
け
ざ
る
を
得

な
い
現
実
は
あ
る
が
、
安
全
保
障
、
経
済
、
金
融
、
デ
ジ
タ
ル
、

資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
分
野
に
お
い
て
、
一
国
へ
の
過
剰
依
存

は
危
険
で
あ
り
、
多
国
間
主
義
に
基
づ
く
均
衡
の
と
れ
た
外
交
戦

略
と「
戦
略
的
自
律
性
」を
確
保
す
る
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
。

欧
州
理
事
会
ミ
シ
ェ
ル
常
任
議
長
は
、
戦
略
的
自
律
性
は
保
護

主
義
で
は
な
く
、
そ
の
反
対
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
日
本
・
Ｅ
Ｕ

間
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｓ
Ｐ
Ａ
を
基
礎
に
、
日
欧
間
の
通
商
協
力
の
み
な

ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
機
管
理
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
の
安
全
保
障
・
防
衛
分
野
の
日
欧
協
力
を
進
め
る
上
で
も
、

開
放
性
と
自
律
性
を
組
み
合
わ
せ
た
「
開
か
れ
た
戦
略
的
自
律

性
」
を
現
実
の
諸
政
策
へ
と
架
橋
す
る
Ｅ
Ｕ
の
試
み
は
そ
の
成
否

に
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
外
交
や
感
染
症
制
御
を
も
含
む
経
済

の
安
全
保
障
を
考
え
る
上
で
も
多
く
の
示
唆
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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一　
問
題
意
識

米
国
と
中
国
の
覇
権
争
い
は
「
新
冷
戦
」
へ
行
き
着
い
た
。
一

九
九
〇
年
代
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
か
ら
オ
バ
マ
政
権
ま
で
、
米
欧

主
導
の
既
存
の
国
際
シ
ス
テ
ム
に
中
国
を
平
和
裡
に
参
加
さ
せ
る

た
め
に
関
与
政
策
（engagem

ent policy

）
が
と
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
政
策
は「
失
敗
だ
っ
た
」と
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
総
括
し
、

「
新
冷
戦
」
へ
と
飛
躍
し
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
国
内
重
視
路
線
を
継
承
し

な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
も
目
配
り
し
つ
つ
、
中
国
批
判
を
貫
く
。

中
国
も
権
威
主
義
路
線
へ
の
批
判
を
「
内
政
干
渉
」
と
一
蹴
す
る

勢
い
だ
。
世
界
政
治
経
済
は
ポ
ス
ト
リ
ー
マ
ン
危
機
の
二
〇
一
〇

年
代
に
大
変
動
期
に
入
り
、
今
や
二
一
世
紀
の
地
政
学
の
基
本
的

な
構
造
が
見
え
て
き
た
よ
う
だ
。

Ｅ
Ｕ
の
対
応
は
ど
う
な
の
か
。
ク
リ
ミ
ア
を
占
領
し
東
部
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
を
一
四
年
か
ら
実
施

し
て
き
た
と
は
い
え
、
Ｅ
Ｕ
の
軍
事
・
安
全
保
障
次
元
の
行
動
は

極
め
て
弱
い
。
最
近
で
は
ロ
シ
ア
に
加
え
て
ト
ル
コ
の
軍
事
的
地

政
学
的
行
動
が
目
立
つ
も
の
の
、
双
方
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
は
対
応
で

き
て
い
な
い
。
経
済
・
通
貨
統
合
に
比
べ
て
政
治
統
合
は
進
ん
で

お
ら
ず
、
軍
事
・
安
全
保
障
面
の
行
動
は
加
盟
国
の
国
家
協
力

（
全
会
一
致
制
）
に
委
ね
ら
れ
た
ま
ま
だ
。

し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
と
米
国
・
中
国
と
の
関
係
や
、
イ
ン
ド
太
平
洋

と
の
関
係
は
経
済
次
元
を
越
え
て
政
治
・
地
政
学
的
レ
ベ
ル
も
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
は
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
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第六章

中
国
の
台
頭
と
Ｅ
Ｕ
の
対
応
に
つ
い
て

―
「
米
国
バ
ラ
ン
ス
・
欧
州
ヘッ
ジ
」
論
の
視
角
か
ら
―

東
北
大
学
名
誉
教
授　

田
中 

素
香
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プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
依
存
が
種
々
の
危
機
と
リ
ス
ク
を
も
た
ら

す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
欧
州
委
員
会
は
「
戦
略
的
自
立

（strategic autonom
y

）」
の
議
論
を
活
発
化
さ
せ
、
Ｅ
Ｕ
の

主
権
的
自
立
性
を
強
め
、
地
政
学
的
対
応
力
を
強
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

本
稿
で
は
、
急
激
に
台
頭
す
る
中
国
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
は
ど
の
よ

う
な
地
政
学
的
対
応
を
し
て
き
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を

展
望
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
若
干
の
検
証
を
提
示
し
た
い
。
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
軍
事
問
題
専
門
家
T
u
n
s
j
ø
が
二
〇
一
〇
年
代

半
ば
に「
米
国
バ
ラ
ン
ス
・
欧
州
ヘ
ッ
ジ
」論
を
提
唱
し
て
い
る
。

台
頭
す
る
中
国
に
対
す
る
米
欧
分
業
連
携
論
で
あ
る
。
そ
れ
に

沿
っ
て
検
証
を
進
め
る
。

二　

� 「
米
国
バ
ラ
ン
ス
・
欧
州
ヘ
ッ
ジ
」論

―
中
国
の
台
頭
に
欧
米
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
―

米
中
二
極
シ
ス
テ
ム
と
バ
ラ
ン
ス
行
動

急
激
に
台
頭
す
る
中
国
に
欧
米
、
と
り
わ
け
欧
州
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
な
の
か
。
T
u
n
s
j
ø
［
2
0
1
5
］
が
議
論

を
提
起
し
た
二
〇
一
〇
年
過
ぎ
の
時
期
に
、
世
界
シ
ス
テ
ム
の
見

方
は
米
国
一
極
論
と
多
極
化
論
が
対
立
し
て
い
た
。
か
れ
は
米
中

二
極
論
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
規
模
で
中
国
が
急
速
に
米
国
に

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
い
ず
れ
追
い
越
す
勢
い
で
あ
る
し
、
軍
事

力
、
人
口
、
地
理
的
位
置
、
資
源
賦
存
度
、
政
治
的
安
定
そ
し
て

国
の
能
力
か
ら
見
て
、
二
極
シ
ス
テ
ム
は
将
来
さ
ら
に
明
確
化
す

る
、
と
主
張
し
た
。
米
中
二
極
時
代
の
様
々
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
行

動
を
理
論
的
に
捉
え
る
た
め
に
、
T
u
n
s
j
ø
は
リ
ス
ク
と

ヘ
ッ
ジ
（hedging

）、
脅
威
と
バ
ラ
ン
ス
行
動
（balancing

）

の
概
念
を
示
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
将
来
の
不
確
実
性
が
危
機

に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
で
は
ヘ
ッ
ジ
と
リ
ス
ク
管
理
で
対
応
す
る
。

リ
ス
ク
は
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
の
脅
威
へ
の
転
化

は
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
安
全
保

障
措
置
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
能
力
プ
ラ
ス
意

志
を
ベ
ー
ス
に
特
定
し
計
測
で
き
る
明
確
な
危
機
は
脅
威
と
評
価

さ
れ
、
脅
威
を
感
じ
た
主
体
は
バ
ラ
ン
ス
行
動
に
よ
り
不
均
衡
を

是
正
す
る
。
超
大
国
は
他
の
超
大
国
が
パ
ワ
ー
能
力
を
高
め
る

と
、
対
抗
し
て
バ
ラ
ン
ス
行
動
を
と
り
、
自
ら
の
パ
ワ
ー
を
最
大

化
し
よ
う
と
す
る
。
冷
戦
期
、
米
国
と
ソ
連
は
相
互
に
脅
威
で
あ

り
、
双
方
は
軍
事
と
技
術
の
面
で
バ
ラ
ン
ス
行
動
を
と
っ
た
。
バ

ラ
ン
ス
行
動
は
何
ら
か
の
脅
威
を
知
覚
す
る
こ
と
で
動
機
づ
け
ら

れ
る
。
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筆
者
の
経
験
し
た
、
印
象
に
残
る
米
ソ
間
の
バ
ラ
ン
ス
行
動
と

し
て
次
の
三
件
を
指
摘
で
き
る
。
①
キ
ュ
ー
バ
危
機
（
ソ
連
の
核

ミ
サ
イ
ル
拡
散
を
米
国
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
実
力
対
応
で
阻
止
）、

②
ソ
連
の
広
域
核
ミ
サ
イ
ル
Ｓ
Ｓ
２
０
の
配
置
に
対
す
る
米
国
の

パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
ミ
サ
イ
ル
の
西
ド
イ
ツ
設
置
と
デ
ュ
ー
ア
ル
キ
ー

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
③
米
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
「
宇
宙
戦
争
計
画
」。

①
は
核
戦
争
の
瀬
戸
際
ま
で
行
っ
た
。
②
は
、
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
設

置
を
し
ぶ
る
米
カ
ー
タ
ー
政
権
に
対
し
て
、
西
ド
イ
ツ
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
首
相
は
仏
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
大
統
領
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
欧

州
通
貨
制
度
）
設
立
に
動
い
て
圧
力
を
か
け
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
ユ
ー

ロ
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
③
は
米
国
が
仕
掛
け
て
、
原
油
価
格
暴

落
で
苦
し
む
ソ
連
に
多
大
な
軍
事
支
出
を
強
い
た
。
バ
ラ
ン
シ
ン

グ
で
き
ず
、
ソ
連
崩
壊
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

T
u
n
s
j
ø
に
よ
れ
ば
、
冷
戦
期
の
米
ソ
間
の
よ
う
な
ハ
ー

ド
な
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
の
ほ
か
に
、
ソ
フ
ト
な
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
、
中

間
的
な
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
も
あ
り
う
る
。

米
中
二
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
欧
州
の
周
辺
化
へ
の
対
応
と
ロ
シ

ア
の
重
要
性

ソ
連
の
脅
威
が
消
え
失
せ
た
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
西
側
同
盟
は
弱

ま
り
、
強
国
は
リ
ス
ク
を
防
ぐ
ヘ
ッ
ジ
行
動
で
済
ま
す
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
台
頭
に
よ
り
状
況
は
根
本
的
に
変
化

し
た
。
世
界
に
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
が
起
き
て
、
ア
ジ
ア
中
心
の
世
界

が
出
現
し
つ
つ
あ
る
。
脅
威
と
な
る
中
国
に
バ
ラ
ン
ス
行
動
を
取

れ
る
の
は
米
国
だ
け
だ
。
米
国
の
三
つ
の
空
母
打
撃
群
が
ア
ジ
ア

へ
集
中
し
た
よ
う
に
、
軍
事
面
で
も
東
ア
ジ
ア
シ
フ
ト
が
生
じ

る
。
米
国
は
イ
ン
ド
や
日
本
な
ど
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
と
連
結
を
強

化
し
、
Ｅ
Ｕ
、
欧
州
諸
国
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
関
係
は
周
辺
化

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
T
u
n
s
j
ø
は
さ
ら
に
、
中
国
と
の

安
全
保
障
お
よ
び
経
済
関
係
を
め
ぐ
る
米
欧
の
立
場
は
食
い
違
っ

て
お
り
、
大
西
洋
の
両
岸
関
係
に
摩
擦
を
生
む
と
指
摘
し
、
米
欧

の
乖
離
が
拡
大
し
、
弱
体
化
す
る
将
来
に
危
機
感
を
抱
い
て
い

る
。冷

戦
時
代
に
は
ソ
連
の
脅
威
が
直
接
に
西
欧
や
南
欧
に
及
ん
だ

の
で
、
米
欧
協
力
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
強
化
し
た
が
、
米
中
二
極
時

代
に
欧
州
各
国
は
中
国
の
軍
事
的
脅
威
を
直
接
に
感
じ
て
い
な

い
。
ま
た
経
済
の
相
互
依
存
の
強
い
絆
で
中
国
と
結
ば
れ
て
い

る
。
Ｅ
Ｕ
の
一
致
団
結
は
難
し
い
上
に
、
中
国
が
そ
れ
を
切
り
崩

し
、「
分
割
し
て
支
配
す
る
（divide &

 rule

）」
の
は
容
易
で

あ
る
。
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二
〇
〇
五
年
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
は
天
安
門
事
件
以
来
の
対
中

武
器
禁
輸
を
や
め
よ
う
と
し
た
（
米
国
な
ど
の
警
告
に
よ
り
中

止
）。
二
〇
一
〇
年
に
は
Ｅ
Ｕ
外
務
・
安
全
保
障
上
級
代
表
キ
ャ

サ
リ
ン
・
ア
シ
ュ
ト
ン
が
、
Ｅ
Ｕ
の
世
界
的
地
位
の
低
下
を
中
国

と
結
ん
で
挽
回
す
る
た
め
に
武
器
禁
輸
を
停
止
し
よ
う
と
Ｅ
Ｕ
の

リ
ー
ダ
ー
に
提
案
し
た
（
実
現
せ
ず
）。
こ
れ
ら
の
例
が
示
す
よ

う
に
、
中
国
に
対
す
る
欧
州
の
危
機
意
識
は
米
ア
ジ
ア
よ
り
低

い
。
米
欧
の
相
異
な
る
世
界
観
、
脅
威
の
決
定
や
対
応
方
法
の
違

い
は
明
確
だ
。

し
た
が
っ
て
、
米
国
が
東
ア
ジ
ア
で
バ
ラ
ン
ス
行
動
を
と
る
な

ら
、
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
安
全
保
障
防
衛
政
策
（
E
S
D
P
）
あ
る
い
は

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
欧
州
諸
国
に
よ
る
防
衛
力
強
化
策
に
よ
り
、
中

国
リ
ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ
す
る
。
そ
れ
は
側
面
か
ら
の
米
国
支
援
行
動

と
な
る
。
中
国
の
脅
威
の
増
大
に
、
米
国
が
主
役
、
欧
州
が
脇
役

を
演
じ
な
が
ら
連
携
す
る
と
い
う
分
業
的
対
応
を
T
u
n
s
j
ø

は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

か
れ
は
軍
事
的
・
地
政
学
的
な
重
み
を
も
つ
ロ
シ
ア
の
立
ち
位

置
を
重
視
す
る
。
米
国
は
、
か
つ
て
主
敵
ソ
連
に
対
し
て
中
ソ
対

立
の
「
中
国
カ
ー
ド
」
を
利
用
し
た
よ
う
に
、
中
国
に
対
し
「
ロ

シ
ア
カ
ー
ド
」
を
切
る
か
も
し
れ
な
い
。
中
国
の
台
頭
は
ロ
シ
ア

に
警
戒
心
を
呼
び
起
こ
す
か
ら
、
可
能
性
は
あ
る
。
中
国
が
ロ
シ

ア
と
同
盟
し
て
米
国
に
対
抗
す
れ
ば
「
外
的
バ
ラ
ン
ス
行
動
」
と

な
る
。
権
威
主
義
の
「
大
陸
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
形
成
に
な
る
か
ら
、

対
抗
し
て
民
主
主
義
諸
国
が
「
海
洋
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
形
成
で
き
れ

ば
、
大
西
洋
両
岸
関
係
を
刺
激
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
再
活
性
化
す

る
。
欧
州
側
の
行
動
が
不
可
欠
だ
と
T
u
n
s
j
ø
は
い
う
。

オ
バ
マ
政
権
ま
で
の
米
欧
の
対
中
国
政
策
の
矛
盾

現
実
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
レ
ビ
ュ
ー
を

根
拠
に
、
T
u
n
s
j
ø
は
米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）・
オ
バ
マ

両
政
権
の
中
国
へ
の
対
応
は
矛
盾
し
て
い
た
と
い
う
、
一
方
で
ア

ジ
ア
で
の
立
ち
位
置
を
強
化
す
る
中
間
的
な
バ
ラ
ン
ス
行
動
を
と

り
な
が
ら
、
他
方
で
そ
の
有
害
な
結
果
を
縮
減
し
よ
う
と
、
信
頼

醸
成
措
置
、
定
期
的
な
戦
略
的
対
話
、
貿
易
と
協
力
を
実
施
し
た

か
ら
で
あ
る
。
米
欧
は
共
に
中
国
に
関
与
政
策
、
包
容
政
策
を
と

り
、
人
権
や
通
商
、
環
境
政
策
で
も
一
致
し
て
強
い
対
立
を
避
け

て
き
た
。
そ
れ
は
お
そ
れ
や
不
満
か
ら
中
国
が
既
存
の
国
際
秩
序

を
放
棄
す
る
事
態
を
懸
念
し
た
か
ら
だ
っ
た
が
、
中
国
は
そ
れ
を

利
用
し
て
米
国
の
利
益
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
掘
り
崩
す
こ
と
が

で
き
た
。
国
連
の
複
数
の
機
構
の
ト
ッ
プ
に
中
国
人
を
送
り
込
ん
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だ
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
中
国
の
自
己
主
張
の
強
ま
り
に
対

し
て
オ
バ
マ
政
権
は
ア
ジ
ア
・
ピ
ボ
ッ
ト
な
ど
バ
ラ
ン
ス
行
動
を

強
め
て
は
い
る
が
、
中
間
的
バ
ラ
ン
ス
行
動
と
協
力
を
ミ
ッ
ク
ス

し
、
ヘ
ッ
ジ
戦
略
を
続
け
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
以
来
の
対
応
か
ら
脱

却
し
て
い
な
い
。

欧
州
諸
国
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
に
ま
と
ま
れ
ば
米
国
と
の
分
業

連
携
へ
進
む
可
能
性
も
出
て
く
る
。
し
か
し
、
ま
と
ま
ら
な
け
れ

ば
、
英
仏
伊
な
ど
が
バ
ラ
バ
ラ
に
介
入
し
た
リ
ビ
ア
・
カ
ダ

フ
ィ
ー
政
権
崩
壊
時
の
失
敗
例
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
、
と
T
u
n
s
j
ø
は
警
告
す
る
。

三　

�

パ
ワ
ー
シ
フ
ト
と
米
国
の
バ
ラ
ン
ス
行
動

―
Ｍ
・
フ
ロ
ノ
イ
元
米
国
防
次
官
の
見
方
―

ト
ラ
ン
プ
政
権
は「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」を
打
ち
出
し
、

中
国
と
の
「
貿
易
戦
争
」
か
ら
、
や
が
て
先
端
技
術
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
（
共
産
党
批
判
）、
人
権
な
ど
を
め
ぐ
る
「
新
冷
戦
」
へ
と

動
い
た
。「
貿
易
戦
争
」
は
二
〇
年
早
々
に
第
一
次
合
意
に
至
っ

た
も
の
の
、
六
月
末
に
中
国
政
府
は
香
港
で
香
港
国
家
安
全
維
持

法
を
施
行
、
ウ
イ
グ
ル
族
へ
の
人
権
抑
圧
も
世
界
の
民
主
主
義
諸

国
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
。
七
月
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
は
、

南
シ
ナ
海
で
中
国
が
主
張
す
る
「
領
海
」（
九
段
線
）
は
「
完
全

に
国
際
法
違
反
」
と
表
明
し
た
。
米
政
府
は
さ
ら
に
中
国
の
野
望

は
覇
権
掌
握
だ
と
決
め
つ
け
、
中
国
共
産
党
を
「
敵
」
と
宣
言
す

る
な
ど
、
厳
し
い
対
立
状
況
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
と

死
者
と
の
急
増
を
背
景
に
、
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
向
け
と
も
見

ら
れ
た
が
、
中
国
批
判
の
米
国
世
論
は
急
上
昇
し
た
。
米
国
は

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
を
は
じ
め
中
国
ハ
イ
テ
ク
企
業
へ
の
供
給
禁
止
な

ど
も
決
め
た
。
し
か
し
、
中
国
か
ら
の
米
国
の
輸
入
は
コ
ロ
ナ
危

機
の
二
〇
年
に
も
増
加
し
た
。
政
権
が
唱
え
た
「
リ
シ
ョ
ア
リ
ン

グ
（
中
国
か
ら
の
米
企
業
の
本
国
回
帰
）」
も
進
ま
な
か
っ
た
。

オ
バ
マ
政
権
第
一
期
の
国
防
次
官
フ
ロ
ノ
イ
は
二
〇
二
〇
年
に

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
北
京
の
一
帯
一
路
が
ア
ジ
ア
を
越

え
て
そ
の
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
く
構
想
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
対
策
を
示
し
て
い
な
い
。
軍
事
化
さ
れ
た
人

工
島
の
建
設
、
領
有
権
の
争
い
が
あ
る
南
シ
ナ
海
で
の
主
張
を
支

え
る
た
め
の
強
制
行
動
な
ど
、
紛
争
未
満
の
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」

に
お
け
る
中
国
の
大
胆
な
活
動
に
対
し
て
も
、
時
折
、
外
交
的
対

策
を
と
っ
た
り
、「
航
行
の
自
由
作
戦
」
を
実
施
し
た
り
す
る
程

度
で
、
ま
と
も
な
対
応
を
し
て
い
な
い
」（「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦

争
を
防
ぐ
に
は
ー
米
抑
止
力
の
形
骸
化
と
中
国
の
誤
算
リ
ス
ク
」、
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、
四
六
ペ
ー
ジ
）。
フ
ロ
ノ

イ
の
「
ま
と
も
な
対
応
」
と
は
、「
一
帯
一
路
」
に
対
抗
す
る
世

界
政
策
や
南
シ
ナ
海
で
の
ハ
ー
ド
な
バ
ラ
ン
ス
行
動
を
指
し
て
い

る
。
習
近
平
の
中
国
が
国
際
法
を
破
っ
て
我
が
道
を
進
む
ほ
ど
に

大
胆
化
し
た
一
因
は
、
オ
バ
マ
・
ト
ラ
ン
プ
両
政
権
が
そ
れ
に
対

応
す
る
バ
ラ
ン
ス
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
、
と
フ
ロ
ノ
イ

は
見
て
い
る
。

中
国
が
軍
事
的
技
術
的
に
米
国
の
手
強
い
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
一

方
で
、
米
国
の
信
頼
性
は
低
下
し
て
い
る
、
と
フ
ロ
ノ
イ
は
指
摘

し
、
次
の
よ
う
に
敷
衍
す
る
。「
北
京
は
二
〇
〇
八
・
〇
九
年
の

金
融
危
機
は
『
ア
メ
リ
カ
の
衰
退
と
中
国
の
優
位
』
を
示
唆
す
る

永
続
的
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
イ
ベ
ン
ト
と
み
な
し
」、
そ
の
認
識

は
世
界
か
ら
の
米
国
撤
退
の
イ
メ
ー
ジ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
人
種

差
別
の
社
会
的
混
乱
に
う
ま
く
対
応
で
き
な
い
現
状
に
よ
っ
て
強

め
ら
れ
て
い
る
。
リ
ー
マ
ン
危
機
を
境
に
米
国
は
衰
退
を
続
け
、

中
国
は
強
大
化
の
道
を
驀
進
、
と
い
う
の
が
中
国
の
時
代
認
識
な

の
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
バ
ラ
ン
ス
行
動
の
評
価

フ
ロ
ノ
イ
の
評
価
に
沿
っ
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
バ
ラ
ン
ス
行
動

を
見
直
し
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
米
国
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
は
軍
事
面
で

は
生
じ
な
か
っ
た
。
フ
ロ
ノ
イ
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
は
か
つ
て
約
束

し
た
よ
う
に
ア
ジ
ア
に
軸
足
を
移
し
て
は
い
な
い
。
ア
ジ
ア
に
展

開
す
る
米
軍
の
規
模
は
一
〇
年
前
と
大
差
な
い
」
と
い
っ
て
い
る

（
同
、
四
七
ペ
ー
ジ
）。

第
二
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
対
中
国
バ
ラ
ン
ス
行
動
に
は
問
題

が
多
す
ぎ
た
。
一
国
主
義
で
あ
り
、
米
中
二
極
シ
ス
テ
ム
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
捉
え
て
対
応
す
る
視
角
を
も
た
な
か
っ
た
。
フ
ロ
ノ

イ
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
通
商

ル
ー
ル
を
決
定
し
支
配
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
（
オ
バ
マ
政
権
は
そ

の
よ
う
に
考
え
苦
労
し
て
と
り
ま
と
め
た
）。
だ
が
、
ト
ラ
ン
プ

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
離
脱
し
、
通
商
面
で
中
国
を
国
際
ル
ー
ル
に
従
わ

せ
る
方
向
性
を
自
ら
遮
断
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
二
国
間
主
義

に
立
ち
マ
ル
チ
の
協
議
や
交
渉
の
場
を
忌
避
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
の
定
期
協
議
を
無
断
欠
席
す
る
な
ど
し
た
た
め
に
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
立
場
は
対
外
的
に
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
し
、
無
関
心
と

の
批
判
や
誤
解
を
受
け
た
。
南
シ
ナ
海
で
の
人
工
島
埋
め
立
て
と

武
装
化
、
ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
漁
船
に
対
す
る
威
嚇
な

ど
の
実
力
行
使
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス
行
動
を
取
る
こ
と
が
な
か
っ
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た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
「
一
帯
一
路
」
な
ど
中
国
の
独
自
行

動
を
放
置
し
、
通
商
で
は
中
国
主
導
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
形
成
を
許
す

こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
ー
ド
な
バ
ラ
ン
ス
行
動
も
一
国
主
義
の
た

め
、
効
果
が
乏
し
か
っ
た
。

第
三
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
Ｅ
Ｕ
を
「
敵
（
f
o
e
）」
と

呼
び
、
高
率
の
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
関
税
を
Ｅ
Ｕ
に
も
賦
課
し
た
。

ボ
ー
イ
ン
グ
・
エ
ア
バ
ス
紛
争
に
も
高
額
関
税
で
対
応
し
た
。
Ｅ

Ｕ
は
反
撃
し
、「
関
税
戦
争
」
に
な
っ
た
。
英
仏
独
と
の
相
談
も

な
し
に
イ
ラ
ン
核
合
意
か
ら
一
方
的
に
離
脱
し
、
欧
州
な
ど
の
イ

ラ
ン
交
易
企
業
に
貿
易
停
止
を
し
な
け
れ
ば
ド
ル
決
済
網
か
ら
排

除
す
る
制
裁
措
置
を
と
っ
た
。

T
u
n
s
j
ø
提
案
の
米
欧
分
業
連
携
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

四　
中
国
の
欧
州
展
開
と
Ｅ
Ｕ
の
対
抗
措
置

中
国
は
貿
易
、
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）、「
一
帯
一
路
」
の
三
つ

の
次
元
で
欧
州
に
進
出
し
て
き
た
。
以
下
で
要
点
の
み
述
べ
て
お

こ
う
。
そ
れ
ら
三
つ
の
次
元
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
役
割
を
担
っ

て
き
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
と
く
に
断

ら
な
い
限
り
、
Ｅ
Ｕ
に
は
英
国
を
含
む
。

Ｅ
Ｕ
・
中
国
貿
易
の
特
徴

Ｅ
Ｕ
の
対
中
国
貿
易
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
（
二
〇
〇
一

年
）
の
頃
か
ら
驚
異
的
な
ペ
ー
ス
で
伸
び
た
が
、
輸
入
の
伸
び
は

と
く
に
顕
著
で
あ
っ
て
、
リ
ー
マ
ン
危
機
後
に
は
Ｅ
Ｕ
の
対
米
国

輸
出
額
と
ほ
ぼ
同
額
で
伸
び
て
、
二
〇
一
九
年
に
は
約
四
〇
〇
〇

億
ユ
ー
ロ
に
達
し
た
（
章
末
の
図
を
参
照
）。
中
国
の
輸
出
に
占

め
る
外
資
（
米
欧
日
韓
な
ど
の
企
業
）
の
シ
ェ
ア
は
依
然
高
い
。

一
九
年
Ｅ
Ｕ
の
対
米
貿
易
収
支
黒
字
は
約
一
四
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
。

対
中
国
貿
易
赤
字
は
一
九
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
と
膨
大
で
、
輸
出
額
は

輸
入
額
の
半
分
程
度
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
は
抑
制
措
置
を
と
っ
て
い
な

い
。
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
は
ス
マ
ホ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
子

部
品
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
や
Ｅ
Ｕ
の
輸
出
製
品
に
組
み
込
ま
れ
る
部

品
の
中
国
か
ら
の
輸
入
が
増
え
て
お
り
、
輸
入
の
急
増
は
継
続
す

る
可
能
性
が
高
い
。

Ｅ
Ｕ
の
対
中
国
輸
出
も
伸
び
率
は
高
く
、
貿
易
は
Ｅ
Ｕ
と
中
国

を
固
く
結
び
つ
け
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
経
済
の
主
柱
で
あ
る
ド
イ
ツ
が

Ｅ
Ｕ
の
対
中
輸
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
四
〇
％
台
と
高
く
、
ド
イ

ツ
の
最
大
貿
易
相
手
国
は
二
〇
一
六
年
か
ら
五
年
続
き
で
中
国
で

21-03-319_016-特集Ⅲ-田中素香.indd   12021-03-319_016-特集Ⅲ-田中素香.indd   120 2021/06/01   18:01:212021/06/01   18:01:21



特集　「欧州政治」のリアル121

あ
る
。
最
近
の
中
国
政
策
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
が
米
国
と
一
線
を
画
す

る
、
ま
た
中
国
が
米
国
と
Ｅ
Ｕ
と
を
切
り
離
す
外
交
政
策
に
神
経

を
使
う
根
拠
の
一
つ
は
貿
易
に
お
け
る
そ
う
し
た
相
互
依
存
に
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
よ
る
攻
勢

―
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
欧
州
ハ
イ
テ
ク
の
窃
取
―

直
接
投
資
で
は
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
Ｅ
Ｕ
か
ら
中
国
へ
の
Ｆ

Ｄ
Ｉ
が
漸
増
し
、
二
〇
一
二
年
ピ
ー
ク
で
一
二
〇
億
ユ
ー
ロ
、
そ

の
後
減
少
し
一
九
年
に
は
七
〇
億
ユ
ー
ロ
に
な
っ
た
。
中
国
か
ら

Ｅ
Ｕ
へ
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
リ
ー
マ
ン
危
機
後
に
急
増
し
、
一
六
年
に

ピ
ー
ク
三
六
〇
億
ユ
ー
ロ
、
そ
の
後
減
少
し
た
が
、
一
九
年
で
も

二
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
を
維
持
し
て
お
り
、
激
減
し
た
対
米
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と

対
照
的
で
あ
る
。
新
興
国
か
ら
先
進
国
へ
の
巨
額
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
異

例
だ
が
、
中
国
の
国
有
企
業
が
補
助
金
を
得
て
進
出
し
て
い
る
。

初
期
に
は
投
資
総
額
の
八
〇
％
超
を
占
め
た
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
件
数
で

は
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
投
資
（
中
国
企
業
の
単
独
の
進
出
）
が

多
い
の
だ
が
、
金
額
で
は
圧
倒
的
に
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
買

収
）
が
多
い
。

中
国
は
一
五
年
「
中
国
製
造
二
〇
二
五
年
」
を
発
表
し
、
技
術

大
国
化
を
世
界
に
宣
言
し
た
が
、
翌
一
六
年
ハ
イ
テ
ク
企
業
買
収

の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
ド
イ
ツ
と
北
欧
に
集
中
、
巨
額
化
し
た
。
中
国
Ｆ
Ｄ

Ｉ
を
米
欧
と
比
較
す
る
と
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
は
、
半
導

体
以
外
で
、
Ｅ
Ｕ
で
圧
倒
的
に
大
き
か
っ
た
。
一
六
年
に
は
ド
イ

ツ
の
虎
の
子
企
業
ク
ー
カ
買
収
な
ど
、
ド
イ
ツ
と
Ｅ
Ｕ
に
技
術
窃

取
へ
の
警
戒
感
を
抱
か
せ
た
。
ド
イ
ツ
、
Ｅ
Ｕ
双
方
が
一
七
年
Ｆ

Ｄ
Ｉ
審
査
体
制
強
化
に
乗
り
出
し
た
。
ド
イ
ツ
は
Ｆ
Ｄ
Ｉ
審
査
に

入
る
企
業
の
株
式
取
得
の
限
度
を
二
五
％
か
ら
一
〇
％
に
引
き
下

げ
る
と
共
に
、
航
空
機
部
品
企
業
等
へ
の
中
国
企
業
の
買
収
を
阻

止
し
、
ま
た
買
収
リ
ス
ク
の
あ
る
企
業
に
新
た
に
設
置
し
た
基
金

か
ら
資
金
を
投
入
す
る
な
ど
の
買
収
阻
止
行
動
に
動
く
。
Ｅ
Ｕ
は

一
九
年
春
「
Ｆ
Ｄ
Ｉ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
制
度
」
を
法
制
化
、
加
盟

国
の
準
備
を
待
っ
て
二
〇
年
一
〇
月
に
実
施
に
移
し
た
。

二
〇
年
春
欧
州
委
員
会
は
、
補
助
金
を
得
て
活
動
す
る
国
有
企

業
を
標
的
に
、
Ｅ
Ｕ
単
一
市
場
で
の
競
争
・
Ｆ
Ｄ
Ｉ
・
公
共
調
達

へ
の
規
制
強
化
の
法
案
を
準
備
し
て
い
る
（
二
三
年
ま
で
に
実
施

予
定
）。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
復
興
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
温
暖
化

ガ
ス
排
出
国
か
ら
の
製
品
に
関
税
を
課
す
国
境
炭
素
税
を
二
三
年

ま
で
に
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。
中
国
企
業
も
念
頭
に
置
い
て
い

る
。
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「
一
帯
一
路
」戦
略
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
分
断

―
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
ー

「
一
帯
一
路
」
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
陸
の
交
通
ル
ー
ト
（
複

数
）「
ベ
ル
ト
（
帯
）」
を
通
じ
て
輸
送
費
の
低
減
な
ど
を
図
り
、

中
国
の
中
西
部
の
経
済
発
展
に
も
結
び
つ
け
る
、
ま
た
海
洋
で
は

「
一
路
」
を
充
実
さ
せ
、
中
国
欧
州
間
の
港
湾
の
整
備
な
ど
を
進

め
る
。
原
燃
料
の
輸
送
を
含
め
て
中
国
の
シ
ー
レ
ー
ン
拡
充
の
戦

略
で
あ
る
。「
一
帯
」
も
「
一
路
」
も
最
大
の
貿
易
相
手
Ｅ
Ｕ
と

の
通
商
を
活
発
化
し
、
中
途
に
あ
る
発
展
途
上
国
に
も
イ
ン
フ
ラ

投
資
を
行
っ
て
通
商
と
経
済
成
長
を
助
け
る
。「
世
紀
の
計
画
」

と
習
近
平
も
言
う
。
中
国
の
沿
岸
や
中
西
部
の
諸
都
市
と
ド
イ
ツ

な
ど
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
を
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ
貨
物
列
車
は
定
期
便
と
な

り
、
一
八
年
ま
で
便
数
が
毎
年
倍
増
の
勢
い
だ
っ
た
。
中
国
は

「
中
欧
班
列
」
と
呼
ぶ
が
、「
一
帯
一
路
」
沿
線
圏
を
含
め
て
二
〇

年
に
は
コ
ン
テ
ナ
貨
物
列
車
一
万
二
四
〇
〇
本
に
達
し
た
と
い

う
。
北
極
海
経
由
で
も
欧
州
へ
伸
び
よ
う
と
し
て
お
り
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
北
極
海
の
港
湾
を
通
じ
て
中
国
貨

物
を
西
欧
に
運
ぶ
鉄
道
の
敷
設
を
中
国
に
期
待
す
る
声
も
あ
る
。

「
一
帯
一
路
」
は
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
に
も
展
開
す
る
。「
一
帯
一

路
」
を
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
「
広
域
経
済
圏
形
成
」
と
い

う
が
、
経
済
を
超
え
て
勢
力
圏
拡
大
・
膨
張
の
世
界
政
策
と
み
て

よ
い
。「
世
界
運
命
共
同
体
の
形
成
」
と
習
近
平
は
い
う
の
だ
が
、

中
国
的
「
天
下
」
を
外
に
拡
張
す
る
戦
略
で
あ
る
。
長
期
的
に

ユ
ー
ラ
シ
ア
超
大
陸
の
支
配
を
展
望
し
て
い
る
と
捉
え
る
専
門
家

も
い
る
。

「
一
帯
一
路
」
の
欧
州
で
の
分
枝
は
「
一
六
＋
一
」。
旧
共
産
圏

の
一
六
カ
国
（
う
ち
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
一
一
）
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

は
じ
め
、
人
の
交
流
（
中
国
へ
の
招
待
）
ま
で
含
め
た
広
範
な
協

力
を
中
国
が
主
導
す
る
。
一
二
年
に
始
ま
り
、
一
三
年
に
「
一
帯

一
路
」
に
編
入
さ
れ
た
。
折
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
東
欧
諸
国
は

リ
ー
マ
ン
危
機
次
い
で
ユ
ー
ロ
危
機
に
よ
る
不
況
の
中
に
あ
り
、

中
国
の
投
資
に
大
い
に
期
待
し
て
い
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
当
初

か
ら
「
一
帯
一
路
」
を
Ｅ
Ｕ
分
断
政
策
と
み
て
い
た
の
だ
が
、
そ

の
と
お
り
の
効
果
が
現
れ
て
い
た
。
だ
が
、
中
国
が
約
束
し
た
イ

ン
フ
ラ
投
資
は
セ
ル
ビ
ア
や
ボ
ス
ニ
ア
な
ど
非
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
集

中
し
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
東
欧
諸
国
で
は
空
約
束
に
終
わ
っ
て
い
て
、

幻
滅
か
ら
一
八
年
頃
か
ら
中
国
批
判
へ
と
風
向
き
が
変
わ
っ
た
。

チ
ェ
コ
上
院
議
長
の
台
湾
訪
問
（
二
〇
年
夏
）、
ル
ー
マ
ニ
ア
の

原
発
契
約
破
棄
（
同
六
月
。
米
政
権
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
）
な

ど
が
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
バ
ル
ト
諸
国
も
当
初
中
国
に
対
す
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る
期
待
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
投
資
は
進
ま

ず
、
や
が
て
こ
れ
ら
四
カ
国
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
軍
事
的
併
合
を

も
警
戒
す
る
ロ
シ
ア
と
の
同
盟
関
係
を
深
め
る
中
国
へ
の
疑
念
が

深
ま
っ
て
い
っ
た
。
今
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
面
で
も
警
戒
を
強

め
て
い
る
。

唯
一
の
例
外
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ
る
。
親
中
路
線
を
堅
持
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
も
中
国
製
を
使
う
。
中
国
は
二
〇
年
ブ

ダ
ペ
ス
ト
と
セ
ル
ビ
ア
の
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
結
ぶ
高
速
鉄
道

の
建
設
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
に
約
束
し
た
。「
一
六
プ
ラ
ス
一
」

の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
対
す
る
唯
一
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

必
要
経
費
二
三
億
ド
ル
の
八
五
％
を
中
国
が
二
〇
年
間
ロ
ー
ン
で

供
与
し
、
中
国
製
の
高
速
鉄
道
を
敷
く
計
画
だ
が
、
オ
ル
バ
ン
首

相
の
友
人
の
資
産
家
が
た
だ
一
人
事
業
化
を
担
当
す
る
な
ど
問
題

も
多
い
。
セ
ル
ビ
ア
の
動
き
も
複
雑
だ
。
中
国
は
す
で
に
三
〇
億

ド
ル
を
超
え
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
約
束
し
（
一
部
実
施
）、
企
業

支
援
に
も
手
を
染
め
た
。
中
国
の
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
輸
入
、
中

国
人
警
官
の
導
入
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
一
九
年
九
月
ヴ
チ
ッ

チ
大
統
領
は
訪
米
し
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
５
Ｇ

設
備
の
拒
否
を
約
束
。
し
か
し
、
中
国
の
マ
ス
ク
外
交
を
大
歓
迎

す
る
。「
バ
ル
カ
ン
外
交
」
で
あ
る
。

東
欧
の
幻
滅
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
一
九
年
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
が
一
帯
一
路
覚
書
に
署
名
し
、
ギ
リ
シ
ャ

は
正
式
参
加
し
た
（「
一
七
プ
ラ
ス
一
」
へ
）。
二
〇
年
中
国
は
Ｅ

Ｕ
諸
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
マ
ス
ク
外
交
を
展
開
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
地
で
あ
る
上
に
、
六
月
の
香

港
国
家
安
全
維
持
法
の
施
行
、
ウ
イ
グ
ル
族
へ
の
人
種
差
別
行
動

な
ど
に
対
し
て
欧
州
で
中
国
批
判
が
高
ま
っ
た
。
ピ
ュ
ー
リ
サ
ー

チ
の
同
年
一
〇
月
発
表
の
世
論
調
査
で
は
、
Ｅ
Ｕ
主
要
国
で
軒
並

み
七
〇
％
以
上
に
は
ね
上
が
っ
た
。
た
だ
し
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ

イ
ン
両
国
で
は
六
〇
％
台
の
ま
ま
で
あ
り
、
マ
ス
ク
外
交
の
一
定

の
効
果
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
は
「
品

質
不
良
」
を
理
由
に
マ
ス
ク
を
返
還
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
親
Ｅ

Ｕ
の
マ
リ
オ
・
ド
ラ
ギ
政
権
が
二
一
年
二
月
に
成
立
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
危
機
に
対
抗
し
グ
リ
ー
ン
復
興
を
後
押
し
す
る
Ｅ
Ｕ
の

復
興
基
金
が
本
年
本
格
稼
働
す
れ
ば
、
南
欧
諸
国
の
中
国
観
に
も

一
定
の
変
更
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
一
帯
一
路
」
は
欧
州
で
は
中
国
の
思
惑
通
り
に
は
進
ん
で
い

な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
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五　
「
米
国
バ
ラ
ン
ス
・
欧
州
ヘ
ッ
ジ
」の
ゆ
く
え

急
激
に
台
頭
す
る
中
国
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
米
国
が
バ
ラ
ン

ス
行
動
、
欧
州
は
ヘ
ッ
ジ
行
動
強
化
に
よ
る
分
業
的
連
携
を

T
u
n
s
j
ø
は
説
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
四
年
間
に
Ｅ
Ｕ
で
は
「
欧
州
の
戦
略
的
自
立

（European strategic autonom
y

）」
の
議
論
が
活
発
に

な
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
（
共
同
安
全
保
障
防
衛
政
策
）
が

あ
り
、
一
七
年
末
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
常
設
構
造
化
協
力
：

Perm
anent Structured C

ooperation
）
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
二

五
カ
国
の
軍
事
能
力
向
上
（
軍
需
品
の
共
同
研
究
開
発
や
共
同
生

産
な
ど
）
や
作
戦
能
力
向
上
な
ど
の
加
盟
国
協
力
体
制
が
動
き
出

し
た
。
ま
た
Ｅ
Ｕ
予
算
か
ら
の
資
金
拠
出
「
欧
州
防
衛
基
金

（
E
D
F
）」
も
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
経
済
統
合
で
進
ん
で
き
た

Ｅ
Ｕ
は
、
Ｅ
Ｕ
次
元
で
統
一
さ
れ
た
軍
事
・
安
全
保
障
行
動
を
起

こ
す
力
を
も
た
な
い
。
Ｃ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
や
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
加
盟
国
の
国

家
協
力
で
あ
り
、
参
加
す
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
全
会
一
致
が
原
則
で

あ
る
。
対
外
活
動
で
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
の
監
視
活
動
や
文
民
派
遣
な
ど

を
主
と
し
て
担
当
し
て
い
る
が
、
国
際
情
勢
大
転
換
の
今
日
、
戦

略
的
自
立
へ
向
け
た
体
制
作
り
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。

ボ
レ
ル
上
級
代
表（「
Ｅ
Ｕ
外
相
」）の
戦
略
的
自
立
論

ジ
ョ
セ
ッ
プ
・
ボ
レ
ル
Ｅ
Ｕ
外
務
・
安
全
保
障
上
級
代
表
（
Ｅ

Ｕ
外
務
相
に
該
当
）
は
本
年
三
月
「
欧
州
の
戦
略
的
自
立
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
。「
自
立
」
の
範
囲
は
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
り

経
済
と
技
術
に
ま
で
広
が
っ
た
が
、
安
全
保
障
の
次
元
が
最
重
要

と
い
う
。
こ
の
「
自
立
」
の
解
釈
は
加
盟
国
に
よ
っ
て
違
う
と
告

白
し
つ
つ
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
説
明
を
し
て
い
る
。
要
点
の
み

記
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
欧
州
が
政
治
的
に
生
き
残
る
に
は
今
団
結
す
る
し
か

な
い
。
世
界
に
お
け
る
欧
州
の
ウ
ェ
イ
ト
は
低
下
し
て
い
る
。
現

在
の
ト
レ
ン
ド
を
延
長
す
る
と
、
二
〇
四
〇
年
に
欧
州
は
世
界
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
わ
ず
か
一
一
％
に
低
下
す
る
。
中
国
は
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二

〇
％
超
、
米
国
は
一
四
％
で
イ
ン
ド
と
並
ぶ
。
第
二
に
、
経
済
の

相
互
依
存
が
多
国
間
主
義
か
ら
変
質
し
、
政
治
的
に
非
常
に
葛
藤

的
と
な
っ
た
。
科
学
・
技
術
・
貿
易
・
デ
ー
タ
・
投
資
な
ど
が
国

際
政
治
の
力
の
源
泉
お
よ
び
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
諸
手

段
の
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
欧
州
委
員
会
に
そ
の
力
と
手
段

を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
世
界
の
フ
ォ
ー
カ
ス
、
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と
り
わ
け
米
国
の
政
策
が
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト
す
る
。
オ
バ
マ
政
権

は
欧
州
か
ら
の
軍
事
力
引
き
揚
げ
を
行
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で

や
や
思
い
直
し
た
に
と
ど
ま
る
。
欧
州
の
安
全
保
障
を
自
ら
担
う

時
代
に
な
っ
て
い
る
。
第
四
に
、
欧
州
近
隣
の
ア
フ
リ
カ
や
中
東

の
危
機
の
管
理
や
紛
争
解
決
は
長
ら
く
米
国
が
引
き
受
け
て
き
た

が
、
今
そ
れ
は
欧
州
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ナ
ゴ
ル
ノ
カ
ラ
バ

フ
、
リ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
な
ど
の
紛
争
へ
の
対
応
か
ら
Ｅ
Ｕ
は
排
除

さ
れ
、
ト
ル
コ
や
ロ
シ
ア
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
解
決
さ
れ
て
い

る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
今
日
で
も
欧
州
の
領
土
防
衛
を
確
保
す
る
唯
一

の
実
行
可
能
な
枠
組
み
で
は
あ
る
が
、
欧
州
の
安
全
保
障
を
も
は

や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
だ
け
に
委
ね
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

Ｅ
Ｕ
域
内
で
は
、
北
欧
・
南
欧
・
西
欧
・
東
欧
で
地
理
も
歴
史

も
違
い
、
脅
威
、
リ
ス
ク
、
危
機
の
タ
イ
プ
も
感
じ
方
も
違
っ
て

い
て
、
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が

エ
ス
ト
ニ
ア
に
駐
留
し
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
特
殊
部
隊
が
西
ア
フ
リ

カ
の
マ
リ
に
仏
軍
と
駐
留
し
て
い
る
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ

と
い
う
協
働
の
共
通
地
盤
は
存
在
し
て
い
る
。
米
国
と
の
大
西
洋

協
力
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
を
否
定
す
る
人
は
い
な
い
。
し

か
し
、
バ
イ
デ
ン
政
権
と
協
力
し
多
国
間
主
義
を
再
興
す
る
に
は

も
っ
と
自
立
し
て
安
全
保
障
に
傾
注
す
る
欧
州
が
不
可
欠
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
な
「
欧
州
の
戦
略
的
自
立
」
に
関
す
る
ボ
レ
ル
の

主
張
は
T
u
n
s
j
ø
の
「
欧
州
ヘ
ッ
ジ
」
論
と
重
な
る
。
Ｅ
Ｕ

の
安
全
保
障
力
と
欧
州
防
衛
産
業
の
競
争
力
の
引
き
上
げ
な
し
に

米
国
と
の
協
力
は
進
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
。
と
は
い
え
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
Ｅ
Ｕ
へ
の
敵
対
的
措
置
は
Ｅ
Ｕ
の
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
ユ
ー
ロ
を
国
際
通
貨
と
し
て
強
化
す
る

な
ど
の
「
戦
略
的
自
立
」
の
一
連
の
措
置
は
ド
ル
を
使
っ
た
米
国

の
制
裁
措
置
へ
の
対
抗
策
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
間
の
意
見
が
異
な
れ
ば
、
全
会
一
致
制
の
安
保

行
動
は
進
ま
な
い
。
有
志
連
合
や
Ｅ
Ｕ
大
国
の
単
独
行
動
も
さ
し

あ
た
り
は
選
択
肢
と
な
ろ
う
。
ロ
シ
ア
中
国
の
権
威
主
義
ブ
ロ
ッ

ク
に
は
民
主
主
義
国
の
海
洋
ブ
ロ
ッ
ク
が
対
抗
す
る
可
能
性
を

T
u
n
s
j
ø
は
展
望
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
イ
ン

ド
太
平
洋
へ
の
軍
艦
派
遣
（
二
〇
二
一
年
）、
英
国
の
空
母
派
遣

（
米
軍
と
の
協
力
に
よ
る
）
は
そ
の
開
始
と
み
て
よ
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

混
沌
と
す
る
Ｅ
Ｕ
・
加
盟
国
の「
ヘ
ッ
ジ
」行
動

米
国
と
協
調
す
る
「
Ｅ
Ｕ
ヘ
ッ
ジ
」
に
つ
い
て
問
題
が
起
き
て

21-03-319_016-特集Ⅲ-田中素香.indd   12521-03-319_016-特集Ⅲ-田中素香.indd   125 2021/06/01   18:01:212021/06/01   18:01:21



JFIR WORLD REVIEW Vol.04 126

い
る
。

第
一
に
二
〇
年
一
二
月
三
〇
日
、
Ｅ
Ｕ
と
中
国
が
首
脳
会
議
に

お
い
て
包
括
的
投
資
協
定
（
Ｃ
Ａ
Ｉ
）
に
大
筋
合
意
し
た
。
ド
イ

ツ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
主
導
し
て
Ｅ
Ｕ
理
事
会
議
長
国
の
期
限
ギ

リ
ギ
リ
に
成
果
を
あ
げ
た
の
だ
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
中
国
に
対

す
る
米
欧
協
力
を
呼
び
か
け
た
直
後
だ
っ
た
だ
け
に
ア
ン
グ
ロ
サ

ク
ソ
ン
系
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
厳
し
い
批
判
を
被
っ
た
。
Ｅ

Ｕ
の
合
意
へ
の
よ
び
か
け
を
七
年
間
も
拒
否
し
続
け
て
い
た
中
国

が
合
意
す
る
な
ど
二
〇
年
半
ば
で
も
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
。
だ

が
、
習
近
平
主
席
が
直
々
に
指
示
し
て
わ
ず
か
一
カ
月
で
合
意
に

こ
ぎ
つ
け
た
。
米
欧
協
調
に
な
ん
と
し
て
で
も
横
や
り
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
習
近
平
政
権
が
判
断
し
た
と
思
わ
せ
る
合
意

の
実
現
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
事
態
は
さ
ら
に
動
く
。
二
一
年

三
月
、
Ｅ
Ｕ
は
英
国
、
カ
ナ
ダ
と
共
に
中
国
の
ウ
イ
グ
ル
族
虐
待

に
対
す
る
制
裁
措
置
を
発
動
し
た
が
、
中
国
は
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
議
会

の
中
国
担
当
議
員
な
ど
に
入
国
禁
止
な
ど
の
対
抗
制
裁
措
置
を

と
っ
た
。
欧
州
議
会
で
第
二
位
の
議
員
数
を
抱
え
る
会
派
Ｓ
＆
Ｄ

（
中
道
左
派
系
）
は
中
国
が
制
裁
を
撤
回
し
な
い
な
ら
Ｃ
Ａ
Ｉ
を

批
准
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
で
合
意
し
、
Ｅ
Ｕ

理
事
会
が
追
随
し
て
も
、
欧
州
議
会
が
承
認
（
過
半
数
）
し
な
け

れ
ば
、
Ｃ
Ａ
Ｉ
協
定
は
批
准
さ
れ
な
い
。
ほ
か
の
欧
州
議
会
議
員

や
一
部
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
も
Ｃ
Ａ
Ｉ
承
認
へ
の
拒
否
反
応
が
起
き

て
い
る
。
協
定
批
准
の
先
行
き
に
暗
雲
が
見
え
る
。

第
二
に
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
し
た
英
国
に
つ
い
て
、
中
国
関
係
に
限
り

言
及
す
る
。
英
国
は
二
〇
年
六
月
の
香
港
国
家
安
全
維
持
法
施
行

（
英
中
合
意
の
「
一
国
二
制
度
五
〇
年
」
を
破
棄
さ
れ
た
）
を
契

機
に
中
国
に
非
常
に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
む
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え

ば
４
Ｇ
で
は
全
面
的
に
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
に
依
存
し
て
い
た
が
、
５

Ｇ
設
備
に
関
し
て
は
二
七
年
ま
で
に
排
除
（
部
品
の
輸
入
は
二
〇

年
末
で
打
ち
切
り
）
し
、
ま
た
、
香
港
か
ら
の
移
民
の
推
進
措
置

を
と
る
な
ど
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
地
問
題
だ
け
で
な

く
、
英
国
を
小
国
扱
い
す
る
中
国
の
「
戦
狼
外
交
」
が
英
国
の
反

発
を
強
め
た
面
も
否
定
で
き
な
い
。
英
国
は
バ
イ
デ
ン
政
権
と
の

協
調
を
強
め
る
方
向
へ
進
む
。

第
三
に
ド
イ
ツ
が
ロ
シ
ア
と
の
間
で
進
め
る
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
「
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
２
」
も
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
犠
牲

に
し
て
ロ
シ
ア
を
支
援
す
る
」
と
し
て
東
欧
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
や
英

米
は
ド
イ
ツ
へ
の
批
判
を
強
め
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
工
事
継
続

へ
の
制
裁
措
置
を
公
表
し
て
い
る
。
価
値
と
実
益
の
「
バ
ラ
ン

ス
」
が
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
言
い
分
で
あ
る
が
、
実
益
本
位
で
ド
イ
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ツ
財
界
寄
り
の
メ
ル
ケ
ル
式
判
断
が
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
さ
え
す
ん
な

り
受
け
入
れ
ら
れ
る
情
勢
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
序
論
で
あ
る
。
中
国
台
頭
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
加
盟

諸
国
の
戦
略
的
利
害
と
経
済
的
利
害
の
相
克
、
ド
イ
ツ
の
ロ
シ
ア

に
対
す
る
特
別
的
対
応
へ
の
懸
念
、
Ｅ
Ｕ
の
「
戦
略
的
自
立
」
の

行
方
な
ど
、
さ
ら
に
フ
ォ
ロ
ー
し
分
析
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

付
記
：「
米
国
バ
ラ
ン
ス
・
欧
州
ヘ
ッ
ジ
」
論
は Tunsjø, Ø

ystein 

［2015

］, C
hina’s Rise: T

ow
ards a D

ivision of Labor in 

Transatlantic Relations: in: A
ggarw

al, V
inod &

 Sara A
. 

N
ew

land 

（ed.

） , Responding to C
hina’s Rise – U

S and 

EU

 Strategies

―, Springer V
erlag.

章
末
図
に
つ
い
て

　
Ｅ
Ｕ
と
米
国
・
中
国
・
日
本
と
の
財
貿
易
（
一
九
九
七
年
～
二
〇
一
九

年
）
に
は
英
国
を
含
む
Ｅ
Ｕ
28
カ
国
の
デ
ー
タ
。
二
〇
二
〇
年
に
は
Ｅ

Ｕ
27
の
デ
ー
タ
に
な
る
（
Ｅ
Ｕ
統
計
局
）。
な
お
二
〇
二
〇
年
Ｅ
Ｕ
27
に

と
っ
て
英
国
は
輸
出
で
は
米
国
に
次
ぐ
第
二
位
、
中
国
は
第
三
位
で
あ

る
。
輸
入
は
中
国
、
米
国
に
次
ぎ
英
国
は
第
三
位
で
あ
る
。

図 EU28の財貿易の推移：対中国・米国・日本
－1997年～2019年－
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Ⅳ 特別座談会
新春座談会「ブレグジット後の欧州の未来」
欧州専門家による豪華共演！欧州の「今」がわかる！
ロンドンより緊急出演、マーク・レナード欧州外交評議会（EFCR）
理事が最新の情報を披露。今、欧州内部で何が起きているのか。

欧州座談会「英国のＥＵ離脱と欧州の行方」
日本より兒玉和夫前欧州連合日本政府代表部大使が語る。今明かさ
れる、日欧交渉の舞台裏と欧州の行方とは。

129 かくし
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二
〇
二
一
年
二
月
五
日
開
催
（
於
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
東
京
）

新
春
座
談
会「
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
欧
州
の
未
来
」

[特集]
「欧州政治」のリアル
特別座談会　第一章

第
一
部

渡
辺
ま
ゆ
（
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
）　
皆
さ
ま
、
こ
ん

に
ち
は
。
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
の
渡
辺
ま
ゆ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
は
二
〇
二
一
年
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
パ
ネ
リ
ス
ト

の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
し
て
、
新
春
座
談
会
、「
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
後
の
欧
州
の
未
来
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
会
場
に
渡
邊
啓
貴
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
席
研
究

員
／
帝
京
大
学
教
授
、
伊
藤
さ
ゆ
り
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
研
究

理
事
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
福
田
耕
治
早
稲
田
大
学
教
授
、
庄

司
克
宏
慶
應
義
塾
大
学
教

授
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
、

日
本
を
代
表
す
る
欧
州
の

政
治
経
済
の
専
門
家
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
本
日
は
、
こ
の
座

談
会
の
た
め
に
、
英
国
シ

ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
欧
州

外
交
評
議
会
創
設
メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
で
あ
ら
れ
ま
す
マ
ー
ク
・

レ
ナ
ー
ド
理
事
に
、
ロ
ン
ド
ン
よ
り
生
出
演
い
た
だ
い
て
お
り
ま

欧
州
外
交
評
議
会
（
Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
）
理
事　

マ
ー
ク
・
レ
ナ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ネ
リ
ス
ト　

渡
辺
ま
ゆ
　
渡
邊
啓
貴
　
伊
藤
さ
ゆ
り

福
田
耕
治
　
庄
司
克
宏
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す
。
今
回
レ
ナ
ー
ド
理
事
を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大

変
、
感
慨
深
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
動
き

を
、
ま
さ
に
英
国
内
部
か
ら
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
こ
ら
れ
て
、
本

日
の
ご
報
告
は
大
変
、
貴
重
な
も
の
と
存
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
レ

ナ
ー
ド
理
事
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
上
、
冒
頭
三
〇
分
の
み

の
ご
出
演
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
本
年
一
月
一
日
、
英
国
は
欧
州
連
合
か
ら
正
式
に
離
脱

し
ま
し
て
、
二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
か
ら
約
四
年
が
経
過
し
、

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
と
言
え
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
世
界
は
米
中
の
対
立
が
深
ま
る
な
ど
、
大
国
間
競
争
時
代

の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
、
英
国
は
じ
め
、
欧
州
で

は
何
が
起
き
て
お
り
、
今
後
、
欧
州
は
ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て

い
る
の
か
。
そ
し
て
日
本
は
今
後
、
ど
の
よ
う
な
外
交
戦
略
を

も
っ
て
、
欧
州
と
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
日
は
主
に
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
注
目
点
や
、
英
国
経
済
や
金

融
へ
の
影
響
、
お
よ
び
、
イ
ギ
リ
ス
E
U
交
渉
の
行
方
と
い
う
三

点
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
間
で
大
い
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
こ
の
座
談
会
が
今
後
の
日
欧
関
係
の
輝
か
し
い
未
来

に
向
け
て
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
渡
邊
啓
貴
先
生
に
進
行
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

渡
邊
啓
貴
（
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
席
研
究
員
）　

皆
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。
ま
た
、
マ
ー
ク
・
レ
ナ
ー
ド
所
長
、
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。
時
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
ご
紹
介
に
あ

ず
か
り
ま
し
た
、
帝
京
大
学
の
渡
邊
で
す
。
き
ょ
う
は
議
事
進
行

役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
き
ょ
う
の
順
番
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
け
れ
ど
も
、
マ
ー
ク
さ
ん
に
ま
ず
、
最
初
に
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
後
は
、
私
た
ち
日
本
側
の
ほ
う

で
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
末
、
も
め
に
も
め
た
E
U
の
離
脱
の
た
め
の
交
渉

は
、
合
意
な
き
離
脱
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
随
分
、
騒
が
れ
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
ぎ
り
ぎ

り
の
と
こ
ろ
で
合
意
が
成

立
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
騒
ぎ
の
中
で
、
ど
う
し

て
も
E
U
側
も
イ
ギ
リ
ス

側
も
、
こ
れ
以
上
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
混
乱
す
る
の
は

も
う
避
け
た
い
。
そ
う
い

う
ふ
う
な
配
慮
が
背
景
に
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強
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
て
一
カ
月
た
ち
ま
す
が
、
関
税
手
続
き
を
含

む
諸
手
続
き
、
ま
た
ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な
点
で
ま
だ
混
乱
が
続
い

て
い
る
。
特
に
漁
民
な
ど
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
な
っ
て
繁
栄
す

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
豊
か
に
な
る
、
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、

こ
の
一
カ
月
、
混
乱
の
状
態
で
あ
っ
て
、
か
な
り
失
望
し
て
い
る

と
い
う
ふ
う
な
声
ま
で
聞
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
活
路
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
リ
テ

ン
な
ど
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
実
際
に
思
う
よ
う
に
い

く
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
行
方
は
イ
ギ
リ
ス
の
底
力
が
試
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
は
国
内
統

合
で
見
ま
し
て
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
他
の
地
域
、
特
に
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
五
月
に
議
会
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
離
脱
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
を
や
ろ
う
と
い
う
ふ
う
な

話
ま
で
出
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
日
本
の
多
く
の
経
済

関
係
の
方
、
財
界
の
方
の
大
い
な
る
関
心
で
す
が
、
歴
史
あ
る
世

界
の
金
融
の
中
心
地
ロ
ン
ド
ン
シ
テ
ィ
が
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
関
心
と
懸
念
も
持
た
れ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
い
ろ
ん
な
諸
問
題
、
そ
れ
か
ら
私
た
ち
も
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
、
こ
の
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
で

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
関
心
を
、
取
り
あ
え
ず
私
の
ほ
う
か
ら
投
げ

掛
け
て
、
そ
し
て
マ
ー
ク
所
長
に
冒
頭
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ

ま
り
時
間
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
マ
ー
ク
先
生
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
ー
ク
・
レ
ナ
ー
ド
（
欧
州
外
交
評
議
会
理
事
）　
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
に
私
を
座
談
会
に
今
回
ご
招
待

く
だ
さ
い
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
、

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
日
本
の
先
生
方
と
こ
の
よ
う
に
ご
一
緒
で
き

て
、
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
特
に
今
の
時
期
に
あ
り
ま
し

て
、
日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
中

で
非
常
に
重
要
な
存
在
と

な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
気

候
変
動
な
ど
、
重
要
な
課

題
に
取
り
組
む
上
で
、
意

見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
非
常
に
う
れ
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し
く
思
い
ま
す
。
世
界
の
観
点
か
ら
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
日
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
E
U
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
と
い
う
の
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
E
U
の
形
を
近
年
、
変
え
て
き
た
も
の
の
一
つ
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
米
国
で
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
選
挙
が
既
に
過
去
あ
り
ま
し
た
し
、
ま
た
、
競

争
が
米
中
間
で
ど
ん
ど
ん
と
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ロ
ナ
危
機
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
一
連
の
イ
ベ
ン

ト
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
E
U
の
基
盤
と
い
う
も
の
が
再

構
築
さ
れ
、
ま
た
欧
州
で
も
考
え
方
の
方
向
性
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
は
政
府
に
お
い
て
も
、
ま
た
世
論
に
お
い
て
も
そ
う

で
す
。
そ
し
て
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
選
挙
も
あ
り
ま
し
た
。
本

日
は
、
ま
ず
概
論
を
述
べ
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
詳
細
に

入
っ
て
い
く
形
で
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
、
幸
運
な
こ
と
に
、
欧
州
各
国
の
多
く
の
政
府
、
そ
れ
か
ら

ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
な
ど
、
そ
し
て
私
ど
も
の
評
議

会
の
本
部
も
ベ
ル
リ
ン
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
各
国
の

政
府
等
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
密
に
も
っ
て
き
ま
し
た
し
、
欧
州
議

会
と
も
そ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
大
陸
全
体
を
通
し
た

大
規
模
な
欧
州
の
世
論
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
十
一
カ
国
で

展
開
し
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
世
論
調
査
の
結
果

も
、
一
部
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
欧
州
の

政
策
、
特
に
外
交
政
策
が
、
非
常
に
国
内
政
治
の
影
響
を
色
濃
く

受
け
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
世
論
の
影
響
力
と
い
う
も
の
が

一
〇
年
前
と
比
べ
て
も
、
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
か

ら
で
す
。

　
ま
ず
政
府
の
観
点
か
ら
言
い
ま
す
と
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
も
ち

ろ
ん
政
府
間
の
関
係
に
大
き
な
変
化
や
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
英
国
は
も
と
も
と
E
U
の
中
で
も
、
三
大
国
の
一
つ
で
あ

り
、
予
算
に
対
し
て
も
、
英
国
の
貢
献
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

そ
し
て
、
昨
年
、
行
わ
れ
た
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
交
渉
が
反
映
し
た
の

は
、
ポ
ス
ト
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
状
況
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
が
も
う

ち
ょ
っ
と
E
U
に
対
す
る
貢
献
度
を
高
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
話
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
世
論
も

非
常
に
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
加
盟
国
と
し
て
の
英
国
は
、
活
発
に
E
U
の
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
に
参
加
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
離
脱
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
欧
州
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
関
し

て
、
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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い
く
つ
か
課
題
が
あ
り
ま
す
。
一
部
は
構
造
的
な
課
題
で
す
。

例
え
ば
、
ユ
ー
ロ
圏
と
非
ユ
ー
ロ
圏
と
の
間
の
関
係
性
に
も
関
係

し
て
い
ま
す
。
ま
た
英
国
は
ユ
ー
ロ
圏
で
は
な
い
最
大
経
済
圏

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
英
国
が
離
脱
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
求
心
性
が
も
っ
と
E
U
の
中
で
高
ま
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
と
も
と
非
ユ
ー
ロ
圏
よ
り
も
ユ
ー
ロ
圏
の

ほ
う
が
、
ず
っ
と
重
要
だ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
今
は
ブ
レ

グ
ジ
ッ
ト
後
、
ユ
ー
ロ
圏
で
な
い
国
々
は
、
も
っ
と
周
辺
に
追
い

や
ら
れ
て
い
る
と
い
う
E
U
内
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ユ
ー
ロ
の
周
り
に
い
ろ
い
ろ
な
制
度
や
機
関
、
そ
し

て
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
構
築
す
る
動
き
が
活
発
で
す
。
ユ
ー
ロ
建
て
で

E
U
予
算
を
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
E
U
の
予
算
の
最
近
の
議
論

を
見
ま
す
と
、
崩
壊
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク

な
ど
の
よ
う
な
ユ
ー
ロ
圏
で
な
い
E
U
加
盟
国
は
、
今
ま
で
よ
り

も
も
っ
と
孤
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
パ
ワ
ー
バ
ラ

ン
ス
が
変
わ
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
経
済
自
由
化

に
お
い
て
も
そ
う
で
す
。
英
国
は
規
制
緩
和
、
そ
れ
か
ら
ほ
か
の

加
盟
国
と
比
較
し
て
開
か
れ
た
市
場
の
擁
護
を
強
調
し
て
き
ま
し

た
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
が
ワ
シ
ン
ト
ン
や
北
京
で
起
こ
っ
て
い
る
政

治
変
化
と
結
び
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
が
ま
た
変
わ
っ

て
く
る
。
E
U
の
そ
れ
に
関
す
る
主
張
も
変
わ
っ
て
く
る
。
戦
略

的
な
自
律
性
も
影
響
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
の
企
業
や
、
税
制
に
関
し
て
、
ど
れ
だ
け
規

制
を
し
よ
う
か
と
い
う
議
論
の
方
向
性
が
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。

　
も
う
一
つ
は
、
英
国
は
ロ
シ
ア
に
対
す
る
制
裁
を
導
入
す
る
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
非
常
に
タ
フ
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
ま
し

た
。
強
硬
な
姿
勢
で
し
た
。
対
ロ
シ
ア
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
ク
リ

ミ
ア
侵
攻
、
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
争
な
ど
に
対
し
て
批
判
的

で
し
た
け
れ
ど
も
、
英
国
が
離
脱
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
東
欧

の
諸
国
は
そ
の
辺
り
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
欧
州
の

防
衛
に
対
し
て
も
、
英
国
は
大
き
な
投
資
を
し
て
き
ま
し
た
。
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は
他
の
E
U
の
国
々
が
、
も
っ
と
欧
州

の
防
衛
費
に
貢
献
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
安
全
保
障
と
い
う
側
面
を
、
ポ
ス
ト

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
デ
ィ
ー
ル
に
含
め
る
つ
も
り
は
な
い
と
言
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
E
U
の
今
後
の
国
際
的
な
方
向
性
に

も
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
、

そ
れ
か
ら
G
二
〇
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
旧
宗
主
国
と
し
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て
、
英
国
は
非
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
タ
ン
ス
と
い
う
も
の
を
、

E
U
の
他
の
一
部
の
加
盟
国
よ
り
も
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
を
持
っ
た

唯
一
の
加
盟
国
で
あ
っ
た
英
国
が
離
脱
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

E
U
の
国
際
的
な
方
向
性
が
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
一
連
の
変
化
に
よ
っ
て
、
新
し
い
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン

ス
、
そ
れ
か
ら
E
U
加
盟
諸
国
の
政
府
の
い
ろ
い
ろ
な
関
与
の
レ

ベ
ル
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
も
顕
著
な
の
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ド
イ
ツ
は

あ
る
意
味
、
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
の
間
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
お
い

て
、
第
三
者
、
中
立
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
距
離
の
ほ
う
が
ず
っ
と
近
か
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
意
思
決
定
が
、
債
務
や
そ
の
他
の
課
題
に

関
し
て
、
ま
た
非
常
に
野
心
的
な
欧
州
の
復
興
計
画
に
、
そ
し
て

昨
年
ド
イ
ツ
の
財
務
大
臣
が
言
っ
た
よ
う
に
、
E
U
共
同
債
券
の

発
行
に
関
し
て
も
、
ド
イ
ツ
が
非
常
に
大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
関
し
て
、
欧
州
が
今
ま
で

担
っ
て
き
た
普
遍
的
な
多
国
間
主
義
や
い
わ
ゆ
る
ル
ー
ル
ベ
ー
ス

の
や
り
方
を
E
U
は
今
後
踏
襲
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
確

信
が
、
今
ま
で
よ
り
も
E
U
内
で
後
退
し
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
略
に
は
五
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

経
済
政
策
、
安
全
保
障
政
策
、
気
候
、
医
療
、
そ
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国
際
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
も
、
こ
れ
か
ら
ポ
ス

ト
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
あ
り
方
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が
、
日
本
や
カ
ナ
ダ
と
同
じ
よ
う

な
考
え
方
を
持
っ
た
産
業
先
進
国
、
経
済
先
進
国
を
見
る
目
も
変

わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
次
に
世
論
調
査
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
や
は
り
議
論
の
中
で
と
て
も
重
要
な
点
に
な
り
ま
す
の
で
。

た
だ
そ
の
前
に
、
他
の
分
野
、
例
え
ば
新
し
い
政
策
、
ま
た
発
生

し
か
け
て
い
る
分
野
に
つ
い
て
も
話
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
非
常

に
繁
栄
し
た
自
由
市
場
と
い
う
も
の
を
標
榜
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
き
て
、
や
は
り
新
し
い
形
で
の
協
力
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
国
の
、
例
え
ば
、
補
助
金
に

対
し
て
問
題
が
出
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
う
し
た
中
で
も
、
や
は
り
こ
の
加
盟
国
間
の
中
の
、

新
し
い
協
調
の
仕
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
自
由

派
が
極
め
て
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
象
が
、
例
え
ば
ポ
ー
ラ
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ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
中
で
見
ら
れ
ま
す
。
や
は
り
こ
う
し
た
加

盟
国
で
は
一
時
的
に
、
そ
の
パ
ワ
ー
の
空
白
と
い
っ
た
も
の
が
で

き
か
ね
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
く

は
ず
で
す
。

　
そ
し
て
世
論
で
す
け
ど
も
、
簡
単
に
ま
と
め
て
申
し
上
げ
ま
す

と
、
大
き
な
テ
ー
マ
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
コ
ロ
ナ
で
す
ね
。
こ

れ
ら
が
や
は
り
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
見
方
を
変
え
た
と
思

い
ま
す
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
E
U
の
意
義
を
高
め

ま
し
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
E
U
懐
疑
派
に
対
し
て
も
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
他
の
加
盟
国
の
中
で
も
見
ら

れ
ま
す
。
E
U
か
ら
の
離
脱
と
い
う
も
の
が
、
ど
う
い
っ
た
も
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
見
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
危
機
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く

の
人
が
と
て
も
今
、
危
険
な
世
界
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
孤
独
、
単
に
個
人
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
な

く
、
や
は
り
国
と
し
て
も
孤
独
を
感
じ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
他

の
国
に
依
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
非
常
に
大
き
な
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
、
そ
れ
か
ら
中
国
の

政
治
シ
ス
テ
ム
で
、
大
き
な
崩
壊
が
起
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
や
は
り
新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
議
論
を
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。
国
際
社
会
の
中
で
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
立

場
を
と
る
か
。
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
隆
盛
が
あ
り
ま
す
。

か
れ
ら
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
を
ど
の
よ
う
に
退
治
し

て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
人
た
ち
は
、

や
は
り
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
中
国
は
、
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
主
権
を
お
び
や
か
し
て
き
た
と
、
そ
う
思
う
人
が
い
る
わ
け
で

す
ね
。
こ
の
よ
う
な
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
権
と
そ
の
一
方
で

人
々
は
そ
の
供
給
網
を
今
、
例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
重
要

な
製
品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
確

保
で
き
る
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
盟
国
へ
の
依
存
も
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
調
査
で
の
大
き
な
変
化
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ

に
対
し
て
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
バ
イ
デ
ン
氏
の
当
選
を
歓
迎

し
て
い
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
が
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
復
活
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

も
、
や
は
り
財
務
危
機
、
財
政
上
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
ア
メ
リ
カ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
守
っ
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
。

そ
し
て
中
国
が
、
や
は
り
一
〇
年
後
に
は
、
よ
り
ア
メ
リ
カ
よ
り
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も
強
国
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
一
つ
は
中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
対
立
に
お

い
て
は
、
E
U
は
中
立
的
な
立
場
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
に
投
資
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
安
全
保
障
の
シ
ス
テ
ム
に
依
存
す
る
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
三
つ
目
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
特
に
ド
イ
ツ
政
府
の
ほ

う
が
ア
メ
リ
カ
政
府
よ
り
も
重
要
だ
と
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

が
見
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
当
選
さ
れ

た
後
に
聞
い
た
世
論
調
査
の
ま
と
め
で
す
。
今
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
去
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
や

は
り
レ
ガ
シ
ー
が
残
り
、
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
協
力
と

い
う
こ
と
の
意
識
を
、
あ
る
意
味
つ
く
り
出
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
チ
ャ
ン
ス
、opportunity

は
ま
だ
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
国
際
関
係
、
そ
れ
か
ら
日
E
U
間
の
協
力

に
関
し
て
は
、
こ
れ
はopportunity

だ
と
思
い
ま
す
。
よ
り
大

き
な
協
力
の
展
望
が
開
け
得
る
状
態
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
先
生
方
と
す
る
中
で
、
も
っ
と
詳
細
な
お

話
に
入
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

渡
邊
啓
貴　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
所
高
所
か
ら
見
ら
れ

た
論
点
と
、
そ
れ
か
ら
ま
た
、
個
別
の
案
件
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
、
先
ほ
ど
レ
ナ
ー
ド
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
よ
う
に
、
世
論
調
査
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
で
は
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
い
ろ
ん
な
私
た
ち
に
と
っ
て
刺
激
的
な
結

果
も
出
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
今
の
お
話
に
関
し
て
、
私
の
ほ
う
か
ら
と
、
そ
れ
か
ら

伊
藤
先
生
の
ほ
う
か
ら
、
い
く
つ
か
レ
ナ
ー
ド
先
生
に
質
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
摘
に
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
と
い
う
点
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

大
変
な
状
況
と
一
緒
に
な
り
ま
し
て
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
し
て
、

非
常
に
不
安
定
な
状
況
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
点
か
ら
言
い
ま
す
と
、
欧
州
統
合
は
、
そ
れ
自
体
が
分
裂

を
孕
む
不
安
定
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
国
々
が
孤

独
、
孤
立
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
お
話
も
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
懸
念
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
そ
れ
と
関
わ
り
ま
し
て
、
私
、
先
日
イ

ギ
リ
ス
で
よ
く
売
れ
て
い
る
本
で
、
リ
ー
バ
ー
さ
ん
っ
て
い
う
イ
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ギ
リ
ス
人
の
ド
イ
ツ
大
使
を
や
っ
て
い
ら
し
た
方
の
『
ジ
ャ
ー
マ

ン
ル
ー
ル
ズ
』
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
そ
れ
自
体
も
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
求
心
力
が
大
変
大
き
く

な
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
反
発
が
イ
ギ
リ
ス
に
は
あ
る
ん
で
は
な

い
か
と
い
う
見
解
も
述
べ
ら
れ
て
お
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
一
つ
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
後

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
ド
イ
ツ
が
中
心
の
世
界
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
、
当
然
、
予
想
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
こ
の

ド
イ
ツ
問
題
と
い
う
の
が
、
や
っ
ぱ
り
大
き
な
問
題
に
な
る
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
の
中
で
お
伺
い
し
た
い
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
の
ほ
う
か
ら
二
問
の
質
問
を
当
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
伊
藤
先
生
の
ほ
う
か
ら
少
し
コ
メ
ン
ト
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
さ
ゆ
り
（
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
研
究
理
事
）　
は
い
。
レ

ナ
ー
ド
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
、
示
唆
に
富

む
お
話
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
私
か
ら
二
つ
ほ
ど
、
ご
質
問
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
前
段
で
イ
ギ
リ
ス
が
E
U

を
離
脱
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
E
U
内
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
変

わ
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
が
最

近
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
界

の
か
た
が
た
と
お
話
を
し

て
い
る
と
き
に
感
じ
ま
す

の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

E
U
が
非
常
に
内
向
き
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
懸
念

が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
ま
で
E
U
の

規
制
を
つ
く
る
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
規
制
が
過
剰
化
し
な
い
よ
う
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
働
き
掛
け
る
役
割
を

し
て
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
し
て
。
そ
の
イ
ギ
リ
ス
が
抜
け
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
規
制
が
日
本
企
業
も
含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
と
っ

て
、
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
競
争
力
が
低
下
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
を
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
お
尋
ね
し
た
い
の
は
、
後
段
で
お
話
し
に
な
ら
れ
ま

し
た
米
中
対
立
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
姿
勢
と
い
う
点
で
ご
ざ
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い
ま
す
。
先
生
は
中
立
と
い
う
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
日
本
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
共
同

歩
調
を
と
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
、

日
本
の
期
待
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
過
剰
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
国
に
対
す
る
ス

タ
ン
ス
と
い
う
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
中
国
に
対
す
る
利

害
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
に
、
定
ま
り
づ
ら
い
と
い
う
よ
う
な

印
象
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
国
に
対
す
る
姿
勢
と
い
う
と

こ
ろ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
深
く
お
話
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

マ
ー
ク
・
レ
ナ
ー
ド　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

数
々
の
ご
質
問
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
伊
藤

先
生
の
最
後
の
ご
質
問
、

ア
メ
リ
カ
と
中
国
に
関
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
何
ら

か
の
役
割
を
果
た
し
得
る

か
と
い
う
、
ま
ず
こ
の
点

か
ら
取
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
過
去
、
二
、
三

年
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
中
国
と
の
間
に
持
っ

て
き
た
。
そ
し
て
劇
的
な
変
化
が
、
そ
こ
の
関
係
に
は
見
ら
れ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
と
て
も
衝
撃
的
な
の
は
、
中
国
の
こ

と
を
単
に
市
場
だ
と
見
て
い
た
と
い
う
見
方
が
主
流
で
あ
っ
た
も

の
が
、
も
っ
と
中
国
を
戦
略
的
に
見
る
見
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
も
の
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
、
あ
る
い
は
競
争
相
手
、
ま

た
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
重
要
性
を
持
つ
存
在
だ
と
い
う
ふ
う
に
見
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
E
U
側
の
中

国
に
対
す
る
観
点
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中

国
に
対
す
る
E
U
の
政
策
は
、
も
っ
と
リ
ッ
チ
な
も
の
に
な
っ
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
過
去
、
二
年
間
ほ
ど
、
各
国
の
首
都
で
見
ら
れ

た
、
す
な
わ
ち
政
府
の
動
き
と
い
う
の
は
、
二
〇
二
五
年
に
、
ま

た
二
〇
三
五
年
に
中
国
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
か
、
ど

の
く
ら
い
の
上
昇
を
中
国
が
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
十
分
、
検

討
し
て
、
大
き
な
課
題
が
E
U
に
課
せ
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
真
剣
に
考
察
さ
れ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
中

国
市
場
を
欧
州
企
業
の
た
め
に
拡
大
し
た
い
と
、
も
ち
ろ
ん
E
U

も
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
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こ
れ
に
関
し
て
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
も
、
や
は
り
一
定
の
影
響
を
与

え
ま
す
。
そ
し
て
、
一
対
一
の
立
場
を
も
ち
ろ
ん
中
国
は
と
っ
て

い
ま
し
て
。
中
国
だ
け
で
な
く
世
界
の
全
て
の
国
で
、
公
平
な
競

争
の
た
た
き
台
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
う
す
る
と
、

欧
州
側
も
考
え
方
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
投
資
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
政
策
、
通
信
の
５
G

等
々
、
そ
れ
か
ら
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
。
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
現
実
的
な
見
方
が
、
以
前
よ
り
も
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
中
国
は
、
も
う
全

体
的
な
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
ラ
イ
バ
ル
に
な
っ
た
。
同
時
に
パ
ー
ト

ナ
ー
に
も
以
前
よ
り
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
分
野
に
お

け
る
競
争
相
手
で
あ
る
と
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
非
常
に
大
き
な
フ
ラ
ス
ト
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
E
U
側
を
、
非
常
に
こ
う
い
っ
た
シ
ス

テ
ミ
ッ
ク
な
脅
威
と
い
う
意
味
で
困
惑
さ
せ
ま
し
た
。
E
U
と
協

力
す
る
の
で
は
な
く
、
関
税
を
課
し
、
E
U
と
手
を
携
え
る
こ
と

を
ト
ラ
ン
プ
氏
は
拒
ん
で
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
一
つ
の

理
由
と
な
っ
て
、
投
資
に
関
す
る
包
括
協
定
を
中
国
と
E
U
は
、

勇
ん
で
さ
っ
さ
と
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
バ
イ
デ
ン
な
ら

邪
魔
を
し
な
い
と
E
U
側
が
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
す
る
E
U
の
信
頼
が
、
や
は
り
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
E
U
だ
け
で
な
く
、
東
京

と
か
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
と
か
、
他
の
国
々
の
政
府
、
首
都
に
お
い
て

も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　
今
後
、
欧
州
は
、
対
中
国
対
応
の
中
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
E
U
の
市
場
は
重
要
で
大
規
模
で
す

し
、
規
制
と
い
う
意
味
で
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
E
U
の
規

制
は
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
カ
ー
ボ
ン
ボ
ー

ダ
ー
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
、
炭
素
、
国
境
調
整
の
精
度
も
E
U
の

ス
キ
ー
ム
で
す
。
こ
れ
ら
は
や
は
り
今
後
、
世
界
と
し
て
の
こ
れ

ら
の
分
野
の
課
題
の
対
応
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
は
対
中
国
の
関
係
を
考
慮
し
な
が
ら
、
中
国
が
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
今
ま
で
あ

い
ま
い
な
部
分
も
あ
っ
た
対
ア
ジ
ア
諸
国
関
係
も
形
成
さ
れ
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
E
U
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
基
本
的
に

申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
特
に
E
U
が
、
日
本
や
そ
の
他
の

国
々
と
協
力
す
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
う
な
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

数
年
の
う
ち
に
E
U
が
、
単
に
中
国
と
二
カ
国
間
の
関
係
だ
け
で
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考
え
て
対
応
を
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
、
太
平
洋
と
い
う
文

脈
や
、
他
の
国
々
と
の
協
力
を
通
し
て
、
対
中
国
関
係
を
考
え
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
E
U
の
役
割
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
、
英
国
は
今
ま
で
E
U
の
政
策
上
、
大
き
な
声
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
か
多
く
の
ド
イ
ツ
の

人
々
も
リ
ベ
ラ
ル
派
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
が
、
今
ま
で
加

盟
国
で
あ
っ
た
英
国
と
同
じ
よ
う
に
、
も
っ
と
リ
ベ
ラ
ル
な
経
済

を
E
U
に
も
提
唱
す
る
国
々
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
世
界
の
ど
こ
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
自
分

の
、
自
国
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ベ
ー
ス
を
、
他
の
国
々
か
ら
の
ア
ン

フ
ェ
ア
な
競
争
か
ら
、
い
か
に
防
御
す
る
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
も
ち
ろ
ん
考
え
る
わ
け
で
。
そ
の
た
め
に
規
制
を
活
用
す
る
わ

け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
E
U
だ
け
が
世
界
で
そ
う
や
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
保
護
主
義
は
ア
メ
リ
カ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
、
近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
顕
著
だ
っ
た

の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
渡
邊
啓
貴
先
生
か
ら
は
ド
イ
ツ
の
役
割
に
つ
い
て

も
ご
質
問
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
E
U
に
関
し
て
、

非
常
に
重
要
な
点
だ
と
思
い
ま
す
。
未
踏
の
領
域
に
な
る
わ
け
で

す
。
メ
ル
ケ
ル
氏
が
九
月
に
退
任
し
た
後
ど
う
な
る
か
。
ま
だ
、

全
く
不
透
明
で
あ
り
ま
す
。
C
D
U
の
ト
ッ
プ
が
最
近
、
選
任
さ

れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
首
相
が
、
次
の
メ

ル
ケ
ル
後
継
者
候
補
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
体

ど
う
な
る
か
は
全
く
不
透
明
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
は
、

し
か
し
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
中
心
的
な
役
割
を
E
U
で
果
た
し
て

い
く
わ
け
で
す
。
し
か
し
今
ま
で
は
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
、
E
U
の

中
で
最
も
パ
ワ
フ
ル
な
首
脳
の
一
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の

後
継
者
と
な
る
新
し
い
ド
イ
ツ
首
相
は
、
他
の
国
々
か
ら
プ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
ど
れ
だ
け
受
け
る
か
。
メ
ル
ケ
ル
が
持
っ
て
い
た

よ
う
な
パ
ワ
ー
を
持
ち
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
分
か
り
ま
せ

ん
。

　
も
ち
ろ
ん
厳
し
い
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ

ン
大
統
領
も
、
こ
れ
は
非
常
に
し
っ
か
り
と
し
た
強
い
勝
者
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
来
年

の
選
挙
に
お
い
て
勝
利
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て

や
は
り
、
多
く
の
ド
イ
ツ
人
の
中
の
意
識
が
変
わ
っ
た
と
い
う
の

は
言
え
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ま
た
E
U
に
対
し
て
の
責
任
感
が

高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
良
く
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思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
コ
ロ
ナ
の
問
題
に
お
い
て
も
で
す
。
で
す
か

ら
、
私
が
思
う
に
は
、
た
と
え
今
回
、
何
か
あ
る
ス
タ
イ
ル
の
正

当
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
は
経
済
だ

け
で
な
く
、
や
は
り
も
っ
と
大
き
な
問
題
に
お
い
て
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
中
国
に
お
い
て

は
、
や
は
り
ド
イ
ツ
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
特
に
中
国
も
、
や
は
り
ど
こ
か
一
国
と
見
た
と
き
に

は
、
ド
イ
ツ
に
注
目
す
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
中
国
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
。
こ
れ
が
や
は
り
問
題
。
こ
れ
か

ら
の
大
き
な
鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
に
起
こ
っ
た
最
も
大
き
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
一

つ
を
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
予
想
し
な
か
っ

た
形
で
E
U
が
ま
と
ま
る
ん
で
は
な
い
か
と
。
E
U
共
和
国
み
た

い
な
も
の
に
な
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
し
た

が
、
欧
州
委
員
会
は
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
対
応
に
、
や
は
り
か
な
り

失
敗
を
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
E
U
の
自
信
、
そ

れ
か
ら
特
に
、
欧
州
委
員
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
対
す
る
評
価

が
、
と
て
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と

で
、
欧
州
委
員
会
は
そ
の
辺
り
の
教
訓
を
今
、
学
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
官
僚
主
義
と
か
ク
ォ
ー
タ
ー
、
数
量
割
り
当
て
の
過
剰
な
部

分
な
ど
が
、
加
盟
国
に
必
ず
し
も
適
切
だ
と
受
け
取
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
今
後
、
検
討
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
や
は
り
、
E
U
の
求
心
力
は
下
が
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
ブ

レ
グ
ジ
ッ
ト
は
そ
の
中
で
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
一
つ
の
要
素

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
や
は
り
サ
バ
イ
バ
ル
の
た
め
に

は
、
結
集
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

渡
邊
啓
貴　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
、
復
興
基
金
に
つ

い
て
は
、
資
金
が
な
か
な
か
豊
か
で
は
な
い
と
か
、
い
ろ
ん
な
話

が
出
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
今
後
の
欧
州
復
興
基
金
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

マ
ー
ク
・
レ
ナ
ー
ド　
は
い
。
私
が
思
い
ま
す
に
、
協
定
が
締
結

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
本
当
に
欧
州
統
合
の
中
で
大
き
な

進
捗
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
非
常
に
多
額
の
金
額
を
、
E
U

が
債
券
を
発
行
し
、
ま
た
借
り
入
れ
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
賄
っ

て
い
く
わ
け
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
そ
の
も

の
が
結
ば
れ
た
こ
と
は
大
き
な
進
捗
で
し
た
が
、
そ
こ
に
至
る
経

緯
と
い
う
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
点
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
か
な
り
い
ろ
い
ろ
な
お
金
が
か
か
っ
て
い
く
時
期
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に
E
U
は
あ
る
わ
け
で
す
。
常
に
、
や
は
り
手
元
に
あ
る
資
金
は

不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
イ
タ
リ
ア
で
こ
れ
か

ら
非
常
に
需
要
が
高
ま
り
ま
す
。

　
復
興
基
金
と
い
う
の
は
、
E
U
の
中
で
も
最
大
の
政
治
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
E
U
が
外
か
ら
ど
う
見
ら
れ

る
か
に
も
、
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。
欧
州
経
済
は
非
常

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
輸
出
が
最
近
は
微
増
で
伸

び
て
い
る
も
の
の
、
不
十
分
で
す
。

渡
邊
啓
貴　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
に
は
今
後
と

も
、
私
た
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
関
わ
り
を
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
き
ょ
う
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
二
部

渡
辺
ま
ゆ　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
よ
り
第
二
部
、
座
談
会
、
四
人
の

先
生
方
と
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
欧
州
の
未
来
に
つ
い
て
対
談
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
渡
邊
啓
貴
先

生
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

渡
邊
啓
貴　
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

変
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

庄
司
先
生
、
福
田
先
生
、

よ
ろ
し
く
ど
う
ぞ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト

の
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の

お
話
か
ら
始
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う

に
、
貿
易
通
商
協
定
に
合
意
は
し
た
け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
ま
だ
、

混
乱
材
料
は
残
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ

リ
テ
ン
は
じ
め
、
そ
う
い
っ
た
将
来
に
つ
い
て
も
ど
う
な
る
の

か
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
残
り
の
時
間

で
私
た
ち
の
間
で
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
伊
藤
先
生
の
ほ
う
か
ら
、
よ
ろ
し
く
ど
う
ぞ
お
願
い
し

ま
す
。

伊
藤
さ
ゆ
り　
は
い
。
私
の
ほ
う
か
ら
は
、
専
門
が
経
済
と
い
う

こ
と
で
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
中
心
に
お
話
を
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
の
イ
ギ

リ
ス
の
E
U
離
脱
が
ど
う
い
う
形
に
取
り
あ
え
ず
決
着
は
つ
い
た

の
か
と
い
う
点
も
、
や
は
り
お
話
し
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
簡
単
に
私
の
思
う
と
こ
ろ
を
、
ま
ず
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
果
と
し
て
、
合
意
な
き
離
脱
を
回
避
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

安
心
感
が
広
が
っ
た
と
い
う
の
が
、
去
年
の
年
末
の
こ
と
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
実

質
的
に
は
か
な
り
ハ
ー
ド
な
離
脱
で
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
主

権
の
奪
還
を
非
常
に
重
視
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
し
、

合
意
も
急
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
時
間
軸
に
E
U
側
も
応
え
た
と
い
う

こ
と
で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
単
一
市
場
の
原
則
を
堅
持
す
る

姿
勢
を
と
っ
た
結
果
が
、
ハ
ー
ド
な
離
脱
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

T
C
A
と
呼
ば
れ
る
貿
易
協
力
協
定
が
、
新
し
い
関
係
を
支
え
る
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協
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
を

引
き
継
ぐ
協
定
と
し
て
は
、
か
な
り
範
囲
も
限
定
さ
れ
て
い
る

し
、
こ
れ
か
ら
変
化
し
得
る
部
分
も
多
い
。
こ
の
点
は
E
U
法
の

専
門
で
あ
る
庄
司
先
生
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
詳
し
い
お
話
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
変
化
の
方
向
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
少
な
く
と
も
今
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
下
で
は
、
取
り
戻
し

た
主
権
を
い
か
に
生
か
す
の
か
、
そ
れ
か
ら
E
U
離
脱
、
し
か
も

ハ
ー
ド
な
離
脱
が
、
い
か
に
正
し
い
選
択
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
第
一
目
的
に
な
り
ま

す
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
向
け
の

ア
ピ
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
E
U
が
い
か

に
不
合
理
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
強
調
し
や
す
い
。
当
然
、

E
U
側
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
態
度
に
対
し
て

寛
容
で
い
る
余
裕
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
と
E
U
の
関
係
は
、
向
こ
う
数
年
間
の
間
は
、
む
し
ろ
遠
心
力

が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
、
基
本
的
な
私
の
今
の
時
点
で
の
理

解
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
遠
心
力
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
段
階
で
は
あ
ま
り

詳
し
く
申
し
上
げ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
や
は
り
連
合
王
国
内
で
の
遠

心
力
の
問
題
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
機
運
の
高
ま
り
。
そ
れ

か
ら
、
い
わ
ば
イ
ギ
リ
ス
の
中
で
特
区
的
な
地
位
を
得
る
こ
と
に

な
っ
た
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
不
満
の
高
ま
り
と
い
っ
た
よ
う
な
問

題
も
、
こ
れ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
は
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
と
ポ
ス
ト
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
に
な
っ
た
、
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
変
異
株
の
感
染
拡

大
で
厳
し
い
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
最
中
に
、
こ
の
ハ
ー
ド
な
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
経
済
的
な
イ
ン
パ

ク
ト
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
も
の
よ
り
、
は
る
か
に
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
一
見
す
る
と
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き
い
の
は

対
面
サ
ー
ビ
ス
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
影
響
が
大
き
い
の
は
、
製
造

業
、
あ
る
い
は
金
融
業
、
農
業
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
影
響
の
度

合
い
、
実
感
の
大
き
さ
が
、
業
界
に
よ
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
違
っ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
少
し
ば
ら
つ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
申
し
上
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
二
つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
E
U
離
脱
を

選
択
す
る
背
景
に
あ
っ
た
格
差
の
問
題
を
、
増
幅
す
る
傾
向
が
あ
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る
と
い
う
こ
と
も
申
し
添
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
で
す
。

　
E
U
に
と
っ
て
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
以
上
に
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済

的
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
訳
で
す
が
、
や
は
り
、
E
U
圏
内
に

も
と
も
と
あ
っ
た
格
差
を
増
幅
す
る
効
果
を
持
ち
ま
す
。
こ
れ
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
復
興
基
金
の
合
意
が
あ
っ
た
り
、
そ

れ
か
ら
そ
れ
以
前
に
、
や
は
り
危
機
対
応
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
五
四

〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
も
の
を
ま
と
め
た
り
と
い
う
こ
と
で
、
E
U
と

し
て
は
こ
の
格
差
の
問
題
が
深
刻
化
し
な
い
よ
う
な
い
く
つ
か
の

仕
組
み
を
入
れ
た
。
こ
れ
は
非
常
に
前
向
き
に
評
価
で
き
る
点
な

ん
で
す
が
、
マ
ー
ク
さ
ん
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

お
金
は
常
に
足
り
な
い
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
は
実
体
経
済
の
厳
し
さ
に
対
し
て
、
市
場
は
楽
観
的

と
い
う
の
が
世
界
共
通
の
現
象
で
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
格
差
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
市
場
は
あ
ま
り
深

刻
に
受
け
止
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
先
、
逆
に
感
染
が
収
ま
っ
た
段
階
で
、
圏
内
の
格

差
の
問
題
に
対
す
る
懸
念
と
い
う
の
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
局
面

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
は
感
染
対

策
が
最
優
先
の
課
題
。
経
済
対
策
と
し
て
は
、
経
済
が
崩
壊
し
な

い
よ
う
に
支
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
テ
ー
マ
で
し
て
。
経
済
対
策

上
、
比
較
的
、
的
が
絞
り
や
す
い
の
が
今
だ
と
思
い
ま
す
。
逆

に
、
感
染
が
あ
る
程
度
、
収
束
し
た
後
が
、
経
済
対
策
の
絞
り
込

み
の
話
も
出
て
き
て
、
非
常
に
難
し
い
局
面
に
入
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
取
り
あ
え
ず
私
の
話
は
こ
こ
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

渡
邊
啓
貴　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

引
き
続
い
て
福
田
先
生
の
ほ
う
か
ら
お
話
を
い
た
だ
け
る
で
し
ょ

う
か
。

福
田
耕
治
（
早
稲
田
大
学
教
授
）　
は
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
既
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
E
U
間
の
貿
易
・
協
力
協
定
の
暫
定

発
効
に
つ
い
て
は
庄
司
先
生
、
伊
藤
先
生
が
詳
し
く
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
し
、
庄
司
先
生
か

ら
さ
ら
に
詳
し
い
ご
説
明

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に

よ
っ
て
、
E
U
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
、
そ
の
行
方
に
つ

い
て
話
す
よ
う
渡
邊
先
生

か
ら
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
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ま
し
た
。

　
先
ほ
ど
の
お
話
と
の
関
連
で
申
し
ま
す
と
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ

に
よ
っ
て
主
権
の
回
復
が
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
経
済
的
に
は

E
U
の
単
一
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
化
し
、
こ
の
貿
易
協
定
が

発
効
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
自
体
へ
の
打
撃
は
大
き
い
と
、
伊

藤
先
生
は
ご
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
政
治
過
程
に
お
い
て
、
英
国
が
E
U

離
脱
に
至
っ
た
大
き
な
原
因
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
が
政
治
目
的
を

達
成
す
る
手
段
と
し
て
、「
主
権
の
回
復
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦

点
を
あ
て
、
E
Ｕ
と
英
国
と
の
関
係
を
政
治
化

（politicization

）、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
化
、
争
点
化
を
や
り
す

ぎ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
目
的
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
不
戦
共
同
体

の
構
築
で
あ
り
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
繁
栄
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
政
治
、
行
政
、
経
済
エ
リ
ー
ト
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ

ベ
ル
の
政
策
形
成
・
決
定
に
参
画
し
て
、
加
盟
国
が
こ
れ
を
実
施

し
て
い
く
仕
組
み
で
実
現
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
E
U
諸

機
関
と
加
盟
国
統
治
機
構
の
連
携
に
よ
る
「
混
成
シ
ス
テ
ム
」
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
秩
序
の
枠
組
み
に
は
、
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

加
盟
国
内
レ
ベ
ル
で
は
、
加
盟
国
の
労
組
や
利
益
集
団
な
ど
の
国

内
レ
ベ
ル
の
産
業
別
・
地
域
別
利
益
団
体
の
政
治
的
対
立
を
押
さ

え
、「
脱
政
治
化
」
を
図
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。
各
国
の
利
害
対

立
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
脱
政
治
化

し
、
E
U
諸
機
構
を
通
じ
て
E
U
共
通
政
策
へ
と
変
換
し
た
後
、

各
加
盟
国
で
政
策
実
施
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
E
U
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
こ
の
欧
州
統
合
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
各
国
レ
ベ
ル
で
争
点
が
政
治
化
さ
れ
る
の
を
で
き

る
だ
け
避
け
、
超
国
家
的
な
レ
ベ
ル
で
政
策
選
択
を
行
い
、
E
U

レ
ベ
ル
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
、
決
定
に
至
り
、
加
盟
国
レ

ベ
ル
で
実
施
さ
せ
る
方
式
で
す
。
相
対
立
す
る
社
会
経
済
的
諸
利

益
を
調
整
し
、
経
済
福
祉
価
値
の
向
上
な
ど
大
衆
か
ら
支
持
さ
れ

る
ア
ウ
ト
カ
ム
を
生
み
出
し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
正
統
性
を
獲
得

す
る
や
り
方
で
す
。
こ
の
方
法
で
統
合
を
進
展
さ
せ
て
き
た
の
が

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
七
〇
年
間
近
く
に
わ
た
る
ユ
ー
ロ
危
機
ま

で
の
動
き
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ユ
ー
ロ
危
機
に
お
い
て
、
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
と
サ
ル

コ
ジ
仏
大
統
領
の
い
わ
ゆ
る
メ
ル
コ
ジ
連
携
協
力
体
制
が
あ
っ
て

も
、
ユ
ー
ロ
危
機
で
市
場
の
混
乱
が
収
ま
ら
な
い
状
況
に
陥
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
ド
ラ
ー
ギ
欧
州
中
央
銀
行（
E
C
B
）総
裁
が
、
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「
ユ
ー
ロ
を
守
る
た
め
な
ら
何
で
も
す
る
」
と
い
う
有
名
な
声
明

を
出
し
、
不
安
定
化
し
た
市
場
を
沈
静
化
さ
せ
ま
し
た
。
政
治
の

力
で
駄
目
な
と
き
は
、
E
C
B
の
よ
う
な
超
国
家
的
機
関
の
言
説

が
、
市
場
の
混
乱
を
抑
え
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
国
家
財
政
が
危
機
的
状
況
に
あ
る
イ

タ
リ
ア
に
お
き
ま
し
て
、
昨
日
、
組
閣
要
請
を
受
け
入
れ
た
ド

ラ
ー
ギ
首
相
候
補
が
、
七
月
に
E
U
が
決
定
し
た
コ
ロ
ナ
基
金
、

七
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
中
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
た
め
に
一
割
程
度

か
、
で
き
れ
ば
二
割
程
度
の
融
資
を
引
き
出
し
た
い
と
い
う
意
向

を
伝
え
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
が
反
対
す
る
と
い
う
の
を
、
現
E
C
B
総
裁
ラ
ガ
ル

ド
が
何
と
か
抑
え
こ
も
う
と
し
て
い
る
と
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
て
い

ま
す
。
E
U
の
超
国
家
的
な
機
構
、
つ
ま
り
欧
州
委
員
会
や
E
U

司
法
裁
判
所
や
、
E
C
B
の
よ
う
な
機
関
、
あ
る
い
は
欧
州
委
員

会
の
監
督
下
に
あ
る
五
〇
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
通
じ
て
、
政
策

分
野
別
に
争
点
を
脱
政
治
化
し
て
、
実
際
に
は
E
U
の
国
際
行
政

レ
ベ
ル
で
決
定
し
、
各
加
盟
国
行
政
を
手
足
と
し
て
政
策
実
施
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
、
E
U
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
現
在
の
姿
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
文
脈
で
考
え
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
E
U
加
盟

国
で
あ
り
な
が
ら
、
ユ
ー
ロ
や
シ
ェ
ン
ゲ
ン
空
間
に
は
入
ら
ず

に
、
欧
州
大
陸
諸
国
と
は
距
離
を
と
り
、
社
会
政
策
を
は
じ
め
い

く
つ
か
の
分
野
で
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
他
の
加
盟

国
と
比
較
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
E
U
予
算
分
担
総
額
と
し
て
は

多
く
見
え
ま
す
が
、
国
民
一
人
あ
た
り
で
比
較
す
る
と
加
盟
国
の

平
均
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
他
の
加
盟
国
よ
り
も
自
国
が
不
利
な
側
面

の
み
を
強
調
し
、
国
内
の
雇
用
や
所
得
の
格
差
問
題
よ
り
は
、
む

し
ろ
主
権
問
題
に
争
点
化
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
へ
と
向
か
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
他
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
主
権
問
題
を
政
治
化
す

る
こ
と
は
、
も
う
一
方
で
、
連
合
王
国
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
の
一
体

性
の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
領

域
政
治
で
は
、
E
U
離
脱
派
が
多
数
で
、
欧
州
懐
疑
主
義
の
立
場

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
総
人
口
の
八
五
％
を
占
め
て
い

ま
す
の
で
E
U
離
脱
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
ま
し
た
。
ウ
ェ
ー

ル
ズ
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
も
同
様
に
E
U
離
脱
派
が
多
く
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
党
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
分
離
独
立
を
将
来
構
想
と
し

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
E
U
か
ら
の
農
業
補
助
金
な
ど
か
ら

ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
得
ら
れ
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る
経
済
的
恩
恵
は
大
き
い
で
す
。
一
九
九
〇
年
代
の
権
限
移
譲
・

分
権
改
革
（devolution

）
に
よ
っ
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
自
治
議
会
・
自
治
体
政
府
へ
の

権
限
委
任
と
地
域
議
会
へ
の
立
法
権
付
与
が
進
み
ま
し
た
。
特
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
E
U
残
留
派
多
数
は
親
欧
州
の
立
場
で

あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
S
N
P
）・
離
脱
後
の
再

E
U
加
盟
が
困
難
な
こ
と
に
鑑
み
て
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
国
民
投
票

で
は
、
圧
倒
的
に
残
留
支
持
が
多
か
っ
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。
二

〇
一
四
年
の
分
離
独
立
住
民
投
票
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
の
権
限
・
課
税
権
拡
大
も
進
ん
で
い
ま
す
。
同
様
に
、
E
U
残

留
派
が
多
数
で
、
親
欧
州
の
立
場
を
と
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
分
離
独
立
と
南
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
統
一
を

長
期
的
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議

会
が
再
開
さ
れ
、
立
法
権
も
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
・
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
定
書
に
基
づ
き
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

特
別
な
位
置
づ
け
が
認
め
ら
れ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
E
U
離
脱
後
も
E
U
単
一
市
場
に
と
ど
ま
り
、
国
境
管
理
復

活
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
四
年
ご
と
の

自
主
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
E
U
は
、
社
会
的
、
経
済
的

不
均
衡
の
処
方
せ
ん
と
し
て
E
U
構
造
政
策
を
実
施
し
、
E
U
予

算
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
、
補
助
金
と
し
て
こ
れ
ら
の
地
域

へ
配
布
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
社
会
・
経
済
的
発
展
を
望
む
地

域
主
義
を
背
景
に
、
親
E
U
の
立
場
が
醸
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
主
権
問
題
を
争
点
化
し
た
こ
と
で
逆
に
、
統
一
国
家
と
し

て
の
連
合
王
国
イ
ギ
リ
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
微

妙
な
問
題
に
触
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　
時
間
も
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
E
U
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
今
後

ど
う
な
る
か
、
と
い
う
話
に
移
り
ま
す
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
間
に
平
和
を
も
た
ら
す
た
め

の
九
八
年
の
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
合
意
を
維
持
す
る
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
主
権
問
題
の
政
治
化
が
先
鋭
化
す
る
こ
と
を
避
け
る

の
に
成
功
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
英
国
領
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の

間
に
国
境
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
E
U

単
一
市
場
の
E
U
規
制
の
枠
内
に
止
め
る
安
全
策
を
置
く
こ
と

で
、
主
権
問
題
の
政
治
問
題
化
を
回
避
し
ま
し
た
。
国
境
復
活
に

よ
る
武
力
紛
争
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ

ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
境
を
越
え
る
欧
州

近
隣
諸
国
を
含
め
た
E
U
の
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
し

て
、
現
実
に
官
民
連
携
の
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
ガ
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バ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
が
、
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
E
U
統
合
は
今
後
、
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
点
で
す
。
欧

州
議
会
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
、
対
外
政
策
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
傾
向

に
つ
い
て
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
競
争
的
資
本
主
義
、
戦
略

的
自
立
、
協
調
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
倫
理
的
資
本
主
義
と
い
う
四
つ

の
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
戦
略
的
自

立
と
い
う
の
は
、
国
際
協
調
と
矛
盾
す
る
側
面
が
あ
り
、
利
益
を

追
求
す
る
だ
け
で
は
、
市
場
と
国
家
の
間
の
競
争
が
激
化
し
て
、

最
終
的
に
は
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
環
境
や

社
会
的
な
権
利
に
重
点
を
置
い
た
E
U
の
諸
政
策
こ
そ
が
、
E
U

の
倫
理
的
価
値
観
に
も
沿
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
政
府
の
意
思
決
定
に

生
か
さ
れ
て
き
た
と
い
う
の
が
E
U
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
り
。
こ

れ
を
協
調
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
定
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
協
調
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
も
の
が
、
今
後
の

E
U
統
合
の
方
向
性
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

E
U
の
法
と
倫
理
の
秩
序
を
国
際
規
範
化
す
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
戦
略
と
す
る
こ
と
で
、
欧
州
の
産
業
競
争
力
を
E
U
と
し
て

高
め
て
い
こ
う
と
し
て
お
り
、
E
U
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
方
向
性
と

し
て
考
え
ら
れ
る
と
私
は
見
て
お
り
ま
す
。
少
し
長
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

渡
邊
啓
貴　
は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
最

後
に
な
り
ま
し
た
け
ど
も
、
庄
司
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

庄
司
克
宏
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）　
は
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
移
行
期
間
が
終
わ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
単
一
市
場
と
関

税
同
盟
の
両
方
か
ら
完
全
に
離
脱
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
枠
組
み

を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
貿
易
協
力
協
定
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
協
定
の
中
に
は
一
切
出
て
こ
な
い
の
で
す
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
「
主
権
回
復
」
と
、「
単
一
市
場
の
一
体
性
」
と
い
う
二
つ

を
め
ぐ
る
対
立
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
私
の
話
の
要
点

で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
に
お
い
て
主
権
回

復
を
追
い
求
め
ま
し
た
。

E
U
を
離
脱
し
た
か
ら
に

は
E
U
の
ル
ー
ル
に
は
一

切
、
拘
束
さ
れ
な
い
と
の

主
張
で
す
。
具
体
的
に
は

E
U
法
と
E
U
司
法
裁
判
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所
の
役
割
を
、
全
面
的
に
排
除
す
る
。
E
U
と
の
関
係
を
、
純
粋

に
主
権
国
家
同
士
の
国
際
法
に
基
づ
く
関
係
と
し
て
定
義
し
た

い
。
E
U
法
で
使
わ
れ
る
用
語
自
体
も
、
全
て
回
避
し
た
い
。
そ

う
い
う
極
端
な
路
線
を
と
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
実
際
に
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
他
方
で
E
U
の
単
一
市
場
の
一
体
性
と
い
う
の

は
、
単
一
市
場
に
お
け
る
権
利
と
義
務
は
不
可
分
だ
と
い
う
立
場

で
あ
り
ま
し
て
、
E
U
の
単
一
市
場
で
経
済
的
利
益
を
得
た
い
の

な
ら
、
E
U
の
ル
ー
ル
に
も
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主

張
で
す
。
で
す
か
ら
、
主
権
回
復
と
単
一
市
場
の
一
体
性
と
い
う

の
は
、
E
U
の
ル
ー
ル
に
従
う
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
対
立

で
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
経
済
的
利
益
よ
り
も
主
権
回
復

を
最
優
先
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
例
を
三
点
、
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
第
一
に
は
物
品

貿
易
で
関
税
ゼ
ロ
、
数
量
割
り
当
て
ゼ
ロ
が
達
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
非
関
税
障
壁
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が

E
U
の
ル
ー
ル
と
の
調
和
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
受
け
入
れ
る
と
、
E
U
法
が
入
っ
て
き
ま
す
。
第
二
点
は
同

様
に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
で
の
単
一
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
や
、
弁
護
士

な
ど
の
専
門
職
資
格
の
相
互
承
認
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
に
は
E
U
と
の
共
通
ル
ー
ル
や
、
E
U
司

法
裁
判
所
の
役
割
を
認
め
る
必
要
が
あ
り
、
主
権
回
復
に
反
す
る

か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
三
つ
目
の
例
と
し
て
、
交
渉
の
最

後
ま
で
も
め
た
争
点
で
す
が
、
漁
業
権
と
公
正
な
競
争
環
境
と
い

う
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
に
も
背
景
に
は
主
権
回
復
を
め

ぐ
る
対
立
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
E
U
は
漁
業
権
に
お
き
ま
し
て

は
、
共
通
ル
ー
ル
で
あ
る
共
通
漁
業
政
策
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
準
じ
た
取
り
決
め
を
追
求
し
ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
自

国
水
域
の
主
権
を
奪
還
す
る
と
ま
く
し
立
て
ま
し
た
。
結
局
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
漁
獲
割
当
の
削
減
と
、
五
年
半
の
調
整
期
間
を
置

く
こ
と
で
妥
協
し
た
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
二
〇

一
八
年
の
数
字
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
占
め
る
漁
業
の
割
合

は
〇
・
〇
四
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
な
の
に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
七
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
で
も
イ
ギ
リ
ス
は
主
権
回
復
の
た
め

に
、
漁
業
を
優
先
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
非
常
に
興
味
深
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

他
方
、
公
正
な
競
争
環
境
で
は
、
E
U
は
社
会
、
労
働
、
環

境
、
政
府
補
助
金
規
制
な
ど
で
、
E
U
は
イ
ギ
リ
ス
が
E
U
の
基

準
に
合
わ
せ
る
よ
う
要
求
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス

は
一
切
拒
否
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
双
方
の
基
準
に
乖
離
が
生

じ
た
ら
、
一
方
の
側
が
関
税
を
か
け
る
な
ど
で
、
均
衡
回
復
措
置
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を
と
れ
る
と
い
う
形
で
妥
協
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う

に
完
全
な
決
着
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
時
休
戦
の
状
態
で
あ
り
ま

し
て
、
貿
易
協
力
協
定
と
い
う
の
が
、
い
わ
ば
暫
定
取
り
決
め
で

あ
り
ま
す
。
問
題
が
生
じ
る
と
、
報
復
措
置
や
協
定
の
停
止
が
、

い
つ
で
も
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
安
定
化
の
た
め
の
仕
組
み
も
一
応
、
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
連
合
協
定
で
す
。A

ssociation 

A
greem

ent

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
E
U
の
用
語

で
、
共
通
制
度
と
広
範
な
協
力
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
協
定
で
す
。
E
U
側
は
こ
の
貿
易
協
力
協
定
の
締
結
で
、

連
合
協
定
の
形
式
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
実
は
一
九
五
〇
年
代
の

E
U
と
イ
ギ
リ
ス
の
関
係
を
象
徴
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
そ
の
例

と
し
て
、
二
つ
挙
げ
ま
す
と
、
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
欧
州
石
炭

鉄
鋼
共
同
体
に
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
二
年
後
に
連
合

関
係
を
つ
く
る
協
定
を
、
イ
ギ
リ
ス
と
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
の
間
で

締
結
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
九
七
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
加
盟

す
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
例
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
欧
州
経
済
共
同
体
、
E
E
C

に
も
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の
ア

ン
リ
・
ス
パ
ー
ク
外
務
大
臣
は
E
E
C
条
約
の
交
渉
で
、
イ
ギ
リ

ス
と
の
特
別
な
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
、
連
合
協
定
の
条
文
を
入

れ
る
よ
う
提
案
し
、
そ
の
結
果
が
条
文
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ

ま
り
イ
ギ
リ
ス
が
加
盟
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
特
別
な
関
係
を
用

意
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
は
、

そ
の
後
E
E
C
加
盟
に
切
り
替
え
ま
し
た
の
で
、
こ
の
連
合
協
定

は
イ
ギ
リ
ス
に
は
使
わ
れ
ず
、
他
の
国
と
の
特
別
な
関
係
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
、
約
半
世
紀
ぶ
り
に
、

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
イ
ギ
リ
ス
と
E
U
と
の
関
係
の
枠
組
み
と
し

て
、
連
合
協
定
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
特
徴
と
し
て
、
二
つ
の
仕
組
み
を
擁
し
て
い
ま
す
。
第
一
点
は

T
C
A
、
貿
易
協
力
協
定
を
基
礎
に
、
補
充
す
る
協
定
を
今
後
つ

く
る
と
と
も
に
、
五
年
ご
と
の
定
期
的
な
良
い
方
向
へ
の
見
直
し

を
考
え
る
取
り
決
め
で
す
。
第
二
点
は
閣
僚
レ
ベ
ル
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
理
事
会
で
、
両
者
の
関
係
を
運
営
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
単
に
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
を

入
れ
た
だ
け
で
す
の
で
、
そ
の
二
つ
の
仕
組
み
が
今
後
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
か
を
見
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
、
E
U
両

者
の
関
係
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
ま
だ
実
質

は
何
も
な
い
状
態
で
す
の
で
、
今
後
の
情
勢
を
見
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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渡
邊
啓
貴　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
要
点
を
整
理

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
、
助
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
こ

れ
か
ら
質
疑
、
論
議
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
私
の

ほ
う
か
ら
ち
ょ
っ
と
大
き
な
質
問
と
い
い
ま
す
か
、
共
通
の
質
問

を
一
つ
、
投
げ
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ

は
、
皆
さ
ん
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
離
脱

す
る
が
E
U
の
規
制
ル
ー
ル
は
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ

は
両
方
の
、
E
U
側
と
イ
ギ
リ
ス
側
の
交
渉
の
対
立
の
基
本
軸

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
す
る
と
、
こ
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。
皆
さ
ん
、
ど
う

思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
当
初
、
主
権
を
回
復
し
た
と
い
う
ふ
う

に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
国
民
の

前
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

に
決
ま
っ
た
こ
の
合
意
協

定
の
後
、
堂
々
と
言
い
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
早
速
、

一
月
一
日
か
ら
、
先
ほ
ど

漁
業
の
話
も
出
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
物
流
の
点
で
大

変
、
困
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
関
税
手
続
き
、
そ
の
他
の
い
ろ
ん
な
こ
と
で

コ
ス
ト
が
高
く
か
か
っ
て
い
る
と
。
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

の
、
国
民
総
生
産
に
占
め
る
割
合
は
小
さ
い
漁
業
が
、
ま
さ
に
主

権
の
象
徴
的
な
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
新
聞
紙
上
、
メ
デ
ィ

ア
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
緊
張

状
態
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
と
関
連
し
て
伊
藤
先
生
に
は
、
こ
れ
は
本
当
に
皆
さ
ん
の

大
き
な
関
心
で
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
維
持
で
き
る
の
か
、
動
い
て
い
く
の
か
。

そ
し
て
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
問
題
な
の
か
。
特
に
よ
く

言
わ
れ
る
の
が
、
原
産
地
規
則
で
す
。
そ
れ
か
ら
福
田
先
生
、
協

調
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
、
広
く
E
U
の
将
来
、
あ
る
い

は
E
U
の
欧
州
統
合
の
本
質
に
関
わ
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た

か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
つ
、
具
体
的
な
話
と
し
て
、
環
境
問

題
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
。
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
く
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
E
U
側
の
グ
リ
ー
ン

デ
ィ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
側
も
環
境
問
題
に
経
済

成
長
も
絡
め
て
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
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あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
を
少
し
深
掘
り
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
き
ょ
う
出
て
お

り
ま
す
戦
略
的
自
立
と
い
う
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
庄
司
先
生
に
は
本
当
に
き
れ
い
に
交
通
整
理
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
暫
定
協
定
と
と
ら
え
る
の
は
私
も
賛

成
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
問
題
を
ま
だ
残
し
て
い
る
。
今
後
う
ま
く

い
く
と
し
た
ら
、
ど
う
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
描
け
る
で
し
ょ
う
か
。

取
り
あ
え
ず
皆
さ
ん
に
、
大
き
な
質
問
と
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
質
問
を
投
げ
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

伊
藤
さ
ゆ
り　
で
は
、
お
答
え
、
私
か
ら
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し

い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
協
定
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
経
済
的
な
影
響
で
申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
、
や
は
り

イ
ギ
リ
ス
側
の
打
撃
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
こ
れ

は
、
主
権
奪
還
の
見
返
り
と
し
て
、
あ
え
て
受
け
入
れ
た
コ
ス
ト

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
二
つ
の
こ
と
を
、
こ

の
合
意
が
ま
と
ま
っ
た
後
、
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
。
六
六
〇
〇
億
ポ

ン
ド
の
合
意
だ
と
。
そ
れ
か
ら
、
関
税
も
数
量
規
制
も
非
関
税
障

壁
も
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
ん
で
す
が
、
現
実
に
は
六

六
〇
〇
億
ポ
ン
ド
の
E
U
と
の
取
引
の
う
ち
、
三
分
の
一
は
サ
ー

ビ
ス
で
、
サ
ー
ビ
ス
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
協
定
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
し
、
非
関
税
障
壁
は
、
主
権
回
復
の
見
返

り
で
出
現
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
打
撃
は
、
特
に
中
小
規
模
の
企
業
に
非
常
に
煩
雑

な
手
続
き
と
し
て
負
荷
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
E
U
側
の
企

業
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
取
引
は
、
関
税
ゼ
ロ
で
も
煩
雑
な
手
続
き

の
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
な
ら
ば
、
別
の
市
場
に
切
り
替
え
よ
う
と

い
う
選
択
が
で
き
る
訳
で
す
け
れ
ど
、
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
で
E
U

を
メ
イ
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
た
場
合
に
は
、
こ
の
非
関
税

障
壁
、
し
か
も
付
加
価
値
税
の
支
払
い
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
し
て

大
変
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
ど
う

す
る
か
。
負
荷
を
受
け
入
れ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
す
る
の
か
、
も

う
E
U
市
場
は
あ
き
ら
め
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
や
は
り
E
U
に

出
先
機
関
を
つ
く
っ
て
や
る
の
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
渡
邊
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
問
題

で
は
、
日
本
メ
ー
カ
ー
も
含
む
大
手
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
、
ま

ず
思
い
当
た
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
現
実
に
こ
の
新
し
い

障
壁
で
存
亡
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
小
規
模

な
企
業
で
す
。
小
規
模
な
企
業
に
は
、
E
U
を
離
脱
す
る
こ
と
で
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生
じ
る
負
荷
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
も
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問

題
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
大
手
の
、
例
え
ば
日
系
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
な
ど
は
様
々
な
可
能
性
に
備
え
て
き
ま
し
た
し
、
T
C
A
の

原
産
地
規
則
で
は
、
一
部
の
品
目
に
猶
予
期
間
み
た
い
な
も
の
を

設
け
て
い
て
、
E
V
や
電
池
な
ど
は
ア
ジ
ア
製
の
部
品
を
あ
る
程

度
使
え
る
と
い
う
協
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
も

自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の
配
慮
と
い
う
こ
と
で
取
り
つ
け
た
合
意
だ

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
直
ち
に
サ

プ
レ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
見
直
す
必
要
に
は
迫
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ

将
来
的
に
は
、
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
条
件
の
変
化
を
見
据
え
て
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
見
直
す
動
き
が
、
大
企
業
レ
ベ
ル
で
も
出

て
く
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

渡
邊
啓
貴　
そ
れ
で
は
福
田
先
生
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
田
耕
治　
は
い
。
貿
易
協
力
協
定
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
E
U
と
の

関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
E
U
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
欧
州
グ
リ
ー
ン

デ
ィ
ー
ル
と
デ
ジ
タ
ル
戦
略
が
、
E
U
経
済
・
社
会
を
、
持
続
可

能
な
循
環
型
経
済
へ
と
変
換
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

連
S
D
G
s
の
制
度
設
計
に
も
、
E
U
が
か
な
り
コ
ミ
ッ
ト
し
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
E
U
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
、

気
候
変
動
要
因
を
排
除
し
つ
つ
、
新
た
な
経
済
発
展
を
目
指
す
成

長
戦
略
上
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
復
興
基
金
が
、
循
環
経
済
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
る
た
め
の
資
金
を
提
供
し
、
同
時
に
加
盟
国
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
調
達
す
る
画
期
的
な
手
段
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
リ
テ
ン
戦
略
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
の
路
線

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
環
境
や
社
会
的
価
値
を

尊
重
し
、
循
環
型
経
済
社
会
を
目
指
す
E
U
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、

E
U
の
目
指
す
法
と
倫
理
的
価
値
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
社
会
構

築
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
倫
理
的
資
本
主
義
を
目
指
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
変
換
し
て
い
く
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

と
っ
て
も
E
U
に
と
っ
て
も
共
通
の
価
値
と
利
益
を
守
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ッ
ク
ス
や
G
A
F
A
M
規
制
、
E
U

の
G
D
P
R
、
あ
る
い
は
E
S
D
投
資
を
国
際
規
範
化
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産
業
競
争
力
を
強
化
す
れ
ば
、
イ
ギ

リ
ス
や
E
U
の
戦
略
的
自
立
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

渡
邊
啓
貴　
は
い
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
庄
司
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

庄
司
克
宏　
は
い
。
暫
定
協
定
に
と
ど
ま
る
貿
易
協
力
協
定
が
う

ま
く
い
く
な
ら
ば
、
今
後
、
英
E
U
関
係
は
ど
う
い
う
シ
ナ
リ
オ
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に
な
る
の
か
と
い
う
ご
質
問
で
し
た
。
ま
ず
、
う
ま
く
い
く
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
は
ど
う
や
っ
て
分
か
る
の
か
と
い
う
と
、
や
は

り
漁
業
と
公
正
な
競
争
環
境
と
い
う
こ
の
二
大
争
点
の
問
題
で
、

う
ま
く
両
者
が
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
、
調
整
し
て
い
け
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
公
正
な
競
争
環
境
の
ほ
う
は
、
実
は
ち
ょ
っ
と
E
U
側
が
大
騒

ぎ
し
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
は
E
U
が
考
え
る
ほ
ど
規
制
撤
廃
に
走
る
よ
う
な
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
考
え
て
、
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
問
題
と
な
る
と
し
た
ら
、
漁
業
で
す
け
れ

ど
、
五
年
半
の
調
整
期
間
の
後
に
年
次
協
議
に
移
行
す
る
段
階
で

も
め
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
安
定
し
た
漁
業
の
枠
組
み

に
落
ち
着
け
ば
、
う
ま
く
い
く
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
他
方
で
、
両
者
の
関
係
を
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
す
る
の
は
、

デ
ジ
タ
ル
経
済
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
経

済
の
規
定
が
貿
易
協
力
協
定
に
入
っ
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
を
保

護
し
つ
つ
も
、
自
由
な
流
通
を
促
進
す
る
。
そ
う
い
う
可
能
性
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
実
は
こ
れ
は
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の

E
P
A
、
経
済
連
携
協
定
が
進
め
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
貿
易
協

力
協
定
に
も
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
う
ま
く
い
け
ば
両

者
の
関
係
は
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
、
世
界
最
高
水
準
の
個
人
情
報
保
護
を
定

め
て
い
る
E
U
の
個
人
情
報
保
護
法
で
あ
る
G
D
P
R
で
す
。

G
D
P
R
と
同
等
の
個
人
情
報
保
護
を
イ
ギ
リ
ス
は
確
保
し
て
い

る
か
ど
う
か
と
い
う
十
分
性
決
定
と
い
う
も
の
が
、
今
年
の
六
月

末
に
な
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
が
今
後
の
分
か
れ
道
に
な
り
ま
す
が
、

私
の
見
立
て
で
は
、
十
分
性
決
定
は
出
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
E
U
の
自
由
貿
易
の
三
角
形
に
お
い

て
デ
ジ
タ
ル
経
済
を
中
心
と
し
た
個
人
情
報
の
自
由
な
流
通
を
核

に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
が
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
る
次
第
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

渡
邊
啓
貴　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
少
し
時
間
が

お
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
後
の
質
問
等
に
移
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
E
U
の
外
に
向
か
っ
た
関
係
、
先
ほ
ど
マ
ー
ク
さ
ん
が
、
か

な
り
そ
れ
を
中
心
に
お
話
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
が
グ

ロ
ー
バ
ル
ブ
リ
テ
ン
を
強
調
し
、
離
脱
を
国
民
投
票
で
決
め
た
二

〇
一
六
年
の
と
き
に
そ
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
今

は
そ
の
と
き
と
は
う
ん
と
状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
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す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま

ず
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
と
い
う
こ

と
。
ま
た
こ
れ
も
そ
の
際

に
、
注
目
し
た
ほ
う
が
い

い
点
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
点

は
、
や
は
り
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
の
後
の
E
U
が
ど
う
な
る
の
か
。
今
年
は
ド
イ
ツ
の
選
挙
が
あ

り
ま
す
し
、
来
年
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
選
挙
が
あ
り
ま
す
の

で
、
し
ば
ら
く
今
年
は
、
様
子
見
か
な
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
流

れ
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
ほ
う
に
求
心
力
が
相
当
、
強
く
な
っ
て

い
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
し
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
が
そ
れ
を
助
長
す

る
こ
と
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
そ
う
い
う
ふ
う
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
努
力
は
す
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
。
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
が
、
少
し
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
辺
を
ど
う
お
考
え
に
な
る
か
と
い
う

こ
と
が
、
二
番
目
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
戦
略
的
自
立
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

て
、
こ
れ
は
、
以
前
か
ら
ず
っ
と
言
わ
れ
て
い
る
話
な
ん
で
す

が
、
米
中
対
立
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
巻
き
込
ま
れ
た
く
な
い
と
。

中
立
だ
っ
て
い
う
こ
と
は
世
論
調
査
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
前
か

ら
主
立
っ
た
人
は
よ
く
言
っ
て
い
た
話
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い

う
意
味
で
言
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
界
で
の
立
ち
位
置
と
い
い

ま
す
か
。
さ
っ
き
の
マ
ー
ク
さ
ん
の
話
だ
と
、
仲
介
者
的
な
そ
う

い
う
ふ
う
な
ス
タ
ン
ス
に
な
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
な
言
い
回
し

で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

中
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
抜
け
た
E
U
の
立
ち
位
置
、
今
後
に
つ
い
て

お
話
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
順
番
ど
お
り
、
伊
藤
先
生
か
ら

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伊
藤
さ
ゆ
り　

は
い
。
ま
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
リ
テ
ン
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
捉
わ
れ
ず
に
、
世
界
に
開
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
で
、
一
つ
は
通
商
政
策
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
今
年
の
一
月
か
ら
新
し
く
導

入
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
関
税
率
。
E
U
よ
り
も
少
し
低
く
設
定
し

た
り
と
か
、
簡
素
化
し
た
り
と
か
、
あ
る
い
は
E
U
と
し
て
締
結

し
て
い
た
F
T
A
の
置
き
換
え
作
業
も
、
日
英
E
P
A
も
含
め

て
、
か
な
り
順
調
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
T
P
P
加
盟

も
正
式
申
請
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
か
な
り
意
欲
を
示
し
て
い
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る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
や
は
り
五
割
を
占

め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
市
場
の
間
に
障
壁
を
立
て
た
部
分
を
、
他

の
国
と
の
通
商
協
定
で
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、
か
な
り

厳
し
い
と
見
ざ
る
を
得
な
い
と
。
特
に
今
、
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
と

の
関
係
が
、
か
つ
て
は
非
常
に
蜜
月
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
緊
密
さ

だ
っ
た
も
の
が
、
今
、
ウ
イ
グ
ル
の
問
題
、
香
港
の
問
題
で
緊
張

を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
影
を
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
強
大
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
が
少
し
気
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
は
、
復
興
基
金
と
い
う
形
で
格
差
是
正
の
枠
組
み

を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
。
こ
れ
は
苦
し
い
国
に
よ
り
多
く
の

資
金
を
移
転
す
る
と
い
う
枠
組
み
で
は
あ
る
ん
で
す
が
、
や
は
り

各
国
ベ
ー
ス
の
財
政
措
置
を
見
る
と
、
ド
イ
ツ
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
も
ま
た
追
加
措
置
を
決
め
て
い

る
。
や
は
り
最
終
的
な
部
分
で
の
、
そ
の
財
政
力
の
格
差
が
、
経

済
格
差
を
増
幅
し
か
ね
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
に
つ
い
て
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
が
景
気
対
策
を
打
つ
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

と
て
も
い
い
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
は
、
特
に
グ
リ
ー
ン
化
の

分
野
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
と
い
う
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス

も
同
じ
看
板
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
こ
こ
で
何
と
か
国
際

規
範
化
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
価
値
観
を
守
り
た
い
と
い
う
と
こ

ろ
に
、
か
な
り
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。

渡
邊
啓
貴　
は
い
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
福
田
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

福
田
耕
治　
は
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
リ
テ
ン
と
の
関
係
で
は
、
特

に
通
商
・
金
融
分
野
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
も
デ
ジ
タ
ル
通
貨

の
発
行
を
、
既
に
決
め
て
お
り
ま
す
。
中
国
の
デ
ジ
タ
ル
人
民
元

は
、
中
国
国
内
で
し
か
使
え
な
い
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
デ
ジ

タ
ル
通
貨
を
つ
く
り
、
そ
し
て
ユ
ー
ロ
も
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
と
い

う
方
向
で
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
し
。
日
本
は
三
菱
U
F
J

が
そ
の
方
向
で
準
備
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
う

ち
ょ
っ
と
先
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
E
U
、
日
本
、
イ
ギ
リ

ス
の
間
で
金
融
分
野
で
の
結
び
つ
き
が
強
ま
り
、
通
商
協
力
関
係

も
含
め
て
、
安
全
保
障
協
力
ま
で
深
ま
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

　
二
番
目
の
E
U
の
将
来
像
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
欧
州
議
会
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る
報
告
書
で
、
競
争
的
資
本
主
義
で
米
中
対
立

が
激
化
し
て
い
ま
す
が
、
E
U
が
そ
こ
に
加
わ
る
の
で
は
な
く
、

第
三
者
的
な
立
場
で
、
戦
略
的
自
立
性
を
保
ち
た
い
と
い
う
の
が
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E
U
の
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
リ
ベ
ラ
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
価
値

観
を
守
り
な
が
ら
、
戦
略
的
な
自
立
性
を
確
保
す
る
こ
と
、
そ
れ

は
国
際
協
調
路
線
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
自
由
主
義

諸
国
間
で
の
協
調
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
い
し
、
法
と
倫
理
を
通
じ
て

世
界
を
管
理
し
た
い
と
い
う
E
U
ら
し
い
考
え
方
に
基
づ
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
環
境
対
策
と
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
方
向
性
で
E
U
と
イ
ギ
リ
ス

は
、
同
一
路
線
上
に
あ
り
ま
す
。
E
U
の
コ
ロ
ナ
基
金
創
設
に

よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
が
緊
縮
財
政
路
線
か
ら
、
財
政
移
転
路
線
へ
と

政
策
転
換
し
た
結
果
、
七
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
が
実
現
し
、
グ
リ
ー

ン
デ
ィ
ー
ル
の
実
現
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
今
後
E
U
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
は
、
い
か
な
る
方
向
に
い
く
の
か
と
い
う
問
題
も
、
こ

れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

渡
邊
啓
貴　
は
い
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
庄
司
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

庄
司
克
宏　
手
短
に
申
し
上
げ
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
リ
テ
ン
に

つ
き
ま
し
て
は
、
や
は
り
鍵
を
握
る
の
は
二
〇
五
〇
年
の
気
候
中

立
目
標
に
つ
い
て
、
つ
ま
り
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ

ス
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
ま
す
。
幸
運
な
こ
と
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
今
年
、
C
O
P
26
の

議
長
国
で
す
。
他
方
で
E
U
は
元
祖
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
す
の

で
、
そ
こ
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
る
と
し
て

も
、
協
力
の
余
地
が
非
常
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
リ
テ
ン
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

E
U
と
協
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
見

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
戦
略
的
自
立
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ト
ラ
ン
プ
に

E
U
は
い
じ
め
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
仕
方
な
い
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
E
U
が
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
を
言
い
出
し
た
か
と
い
う

と
、
今
回
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
な
っ
て
、
E
U
は
ほ
っ
と
し
て
い

る
と
思
う
ん
で
す
が
、
次
の
選
挙
サ
イ
ク
ル
、
四
年
後
の
大
統
領

選
挙
で
、
ま
た
ト
ラ
ン
プ
が
出
て
き
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
と
同
じ
よ

う
な
人
が
出
て
き
た
ら
、
ま
た
ど
う
な
る
か
分
か
ら
い
な
い
の

で
、
E
U
と
し
て
保
険
を
か
け
て
い
る
と
い
う
の
が
、
戦
略
的
自

立
性
の
動
機
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
見
て
い
ま
す
。
以

上
で
す
。

渡
邊
啓
貴　
は
い
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
に
よ
る
E
U
側
と
イ
ギ
リ
ス
側
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ

い
て
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
最

後
に
本
当
に
一
言
だ
け
。
こ
の
質
問
、
皆
さ
ん
に
ご
質
問
さ
せ
て
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い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
ど
。
あ
る
い
は
、
疑
問
を
投
げ
掛
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
後
の
離

脱
ド
ミ
ノ
で
す
ね
。
ブ
レ
ク
ジ
ッ
ト
に
倣
っ
て
イ
タ
レ
グ
ジ
ッ
ト

と
い
う
の
は
、
盛
ん
に
イ
タ
リ
ア
が
次
の
離
脱
候
補
国
だ
と
い
う

意
味
で
よ
く
出
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
最
後
に
一
言

ず
つ
、
本
当
に
簡
単
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

伊
藤
さ
ゆ
り　

私
は
離
脱
ド
ミ
ノ
は
起
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
単
一
市
場
の
重
要
性
と
い
う
点
で
は
、
加
盟
国
、
一
致
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

渡
邊
啓
貴　
ど
う
ぞ
。
福
田
先
生
。

福
田
耕
治　
私
も
同
様
に
、
こ
れ
で
E
U
離
脱
の
話
は
終
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

渡
邊
啓
貴　
は
い
。
庄
司
先
生
。

庄
司
克
宏　
私
も
数
年
前
か
ら
本
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
で
、
離

脱
ド
ミ
ノ
は
あ
り
ま
せ
ん
と
。
E
U
に
残
留
し
て
、
E
U
を
む
し

ろ
、
乗
っ
と
っ
た
ほ
う
が
有
利
に
な
り
ま
す
の
で
、
離
脱
ド
ミ
ノ

は
起
き
な
い
と
い
う
立
場
で
す
。

渡
邊
啓
貴　
は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
皆
さ
ん
と

同
じ
意
見
で
す
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
以
後
の
E
U
は
、
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
の
が
、
き
ょ
う
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
に
よ
っ
て
E
U
そ
の
も
の
の
発
展
は
、
当
面
厳
し
い
も
の

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
欧
州
統
合
が
崩
壊
す
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
み
ん
な
一
致
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
そ
こ
が
今
後
の
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
欧
州
の
未
来

の
一
番
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。「
た
ゆ
た
え

ど
も
沈
ま
ぬ
」
と
い
う
表
現
は
こ
の
場
合
、
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
か
な
る
波
が
あ
っ
て
も
、
統
合

は
何
と
か
そ
の
都
度
、
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
次
の
課
題
を
何

と
か
み
ん
な
で
越
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
欧
州
統

合
の
歩
み
で
あ
り
、
今
後
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
進
ん
で
い
く
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
長
時
間
に
わ
た
り
ま
し
た
が
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
欧
州
の
未

来
に
つ
い
て
日
本
で
E
U
研
究
の
第
一
人
者
の
か
た
が
た
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
も
マ
ー
ク
・
レ
ナ
ー
ド
所
長
に
入
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
新
鮮
な
話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
き
ょ
う
は
長
時

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
了
）
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欧
州
座
談
会�

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
欧
州
の
行
方
：�

「
戦
略
的
自
立
」に
向
け
て

[特集]
「欧州政治」のリアル
特別座談会　第三章

　
渡
辺
理
事
長
、
そ
し
て
、
渡
邊
啓
貴
先
生
、
御
紹
介
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、
英
国
の
離
脱
を
受
け
て
欧
州
統
合
、

そ
し
て
欧
州
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
と
い
う
話
と
、

欧
州
に
と
っ
て
の
戦
略
的
自
立
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
私
の
思
う
と

こ
ろ
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

割
り
当
て
ら
れ
た
時
間
は
二
〇
分
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
正

直
、
私
自
身
の
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
二
〇
分
で
は
と
て
も
カ

バ
ー
し
き
れ
な
い
の
で
、
お
手
元
に
講
演
の
ト
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
的
な
も
の
を
事
前
に
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
適
宜
御
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
私
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
私
自
身
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
在
勤
期
間
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ロ
ン
ド
ン
に
合
計
五
年
半
、
パ
リ
に
三
年
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
に
四
年
と
い
う
こ
と
で
、
英
国
と
大
陸
欧
州
の
両
方

で
欧
州
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
欧
州
全
体
を
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

ま
ず
、
英
国
の
離
脱
に
つ
い
て
で
す
が
、
先
ほ
ど
も
理
事
長
が
お

話
に
な
っ
た
よ
う
に
、
本
年
二
月
一
日
英
国
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
完
全
に

離
脱
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
相
当
議
論
を
さ
れ

て
き
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
日
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
地
に

あ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
側
か
ら
こ
の
交
渉
を
克
明
に
フ
ォ
ロ
ー
し
た
外
交

実
務
家
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
た
、
私
の
見
解
を
ご
く
簡
単
に

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
理
事
長
／
前
Ｅ
Ｕ
日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大
使　

兒
玉�

和
夫
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総
括
的
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
本
質
は
何
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
き
、
私
は
ま
ず
メ
ガ
・
ト
レ
ン
ド
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
離
脱
を
考
え
る
と
き
決
定
的

に
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

定
義
と
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
人
、
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス
、
資
本
の

移
動
の
自
由
と
い
う
も
の
を
推
進
す
る
潮
流
で
す
。
そ
う
し
た
動

き
が
地
球
規
模
に
拡
大
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
ト
ム
・
フ
リ
ー
ド

マ
ン
の
言
う
全
て
が
フ
ラ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
な
い
に
し
て
も
、

自
由
主
義
市
場
経
済
の
行
き
着
く
先
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

は
Ｅ
Ｕ
の
統
合
と
い
う
も
の
は
、
ま
さ
に
、
加
盟
国
間
の
垣
根
を

取
り
払
っ
て
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
追

求
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
英
国
に
と
っ
て
は
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
け
る
自
由
な
移

動
を
極
限
ま
で
追
求
す
る
こ
と
を
手
放
し
で
受
け
入
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
、
人
の
移
動
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
市

民
の
移
動
で
あ
っ
て
も
英
国
独
自
の
入
国
管
理
・
審
査
権
を
維
持

し
続
け
、
ま
た
、
域
内
加
盟
国
か
ら
の
移
民
労
働
者
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
英
国
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
を
取
り
戻

す
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
英
国
は
、
通
貨
発
行
権
こ
そ
は
国
家
主
権
の
核
心

の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
統
合
の
本
質
で
あ
る
人
と
資

本
の
移
動
の
自
由
と
い
う
理
念
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
、
英
国
が
そ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た

め
に
取
り
う
る
論
理
的
帰
結
だ
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
点
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
英
国

は
、
Ｅ
Ｕ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
の
「
欧
州
合
衆
国
」
は
、
絶
対
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
絶
対
に
ノ
ー
だ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
細
に
調
べ
て
み
る

と
、
実
は
、
他
の
二
十
七
の
加
盟
国
の
ど
こ
も
「
欧
州
合
衆
国
」

を
目
指
す
べ
き
べ
き
と
は
言
っ
て
い
な
い
で
す
。
Ｅ
Ｕ
の
中
で
、

究
極
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
同
じ
意
味
で
の

欧
州
合
衆
国
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
目
指
す
べ
き
と
の
意
見
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
現
在
の
加
盟
国
政
府
に
共
有
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
に
言
わ
せ
る
と
、
そ
の
究
極
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
現
在
の
統
合
の
状
況
の
間
に
は
、
も
の
す
ご
く
大
き
な

差
が
あ
る
わ
け
で
す
。
両
者
の
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
統
合
の
形

態
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
二
十
七
加
盟
国
の
立
場

は
、
い
か
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
れ
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
ノ
ー
だ
と
排
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除
す
る
こ
と
は
し
な
い
、
統
合
を
ど
こ
ま
で
進
め
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
常
に
、
二
十
七
か
国
加
盟
国
政
府
、
二
十
七
加
盟
国
議

会
、
欧
州
議
会
、
そ
し
て
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
広
範
な
議
論
と
い
う
民

主
的
手
続
き
を
経
て
決
ま
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
英
国
に
と
っ
て
Ｅ
Ｕ
の
意
義
と
い
う
の
は
、

あ
く
ま
で
も
独
立
し
た
主
権
国
家
の
合
議
体
に
よ
る
意
思
決
定
を

経
て
実
現
す
る
域
内
単
一
市
場
で
す
。
こ
れ
は
、
も
う
一
九
九
二

年
に
締
結
さ
れ
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
完
結
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
で
す
か
ら
、
英
国
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
加
盟
国
の
主
権
を

Ｅ
Ｕ
に
束
ね
る
意
味
で
の
Ｅ
Ｕ
統
合
は
、
こ
れ
以
上
や
る
必
要
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
陸
欧
州
各
国
に
と
っ
て
は
、
特
に
独
仏
で
す
け

れ
ど
も
、
Ｅ
Ｕ
創
設
の
意
義
が
英
国
と
は
全
く
違
う
わ
け
で
す
。

私
は
い
ろ
い
ろ
な
学
者
の
方
と
議
論
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
独

仏
に
と
っ
て
Ｅ
Ｕ
創
設
の
意
義
は
、
二
度
と
干
戈
を
交
え
な
い
仕

組
み
を
包
摂
す
る
「
運
命
共
同
体
」（C

om
m
unity of 

D
estiny

）
で
あ
る
と
。
と
こ
ろ
が
、
英
国
に
と
っ
て
は
、「
利

益
共
同
体
」（C

om
m
unity of Interests

）
で
し
か
な
か
っ
た

と
。
結
局
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
違
い
は
最
後
ま
で
克
服
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
。

　

こ
の
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
私
と
代
表
部
員
と
の
合
作
で

す
。
Ｅ
Ｕ
統
合
の
最
新
の
姿
の
本
質
を
、
ユ
ー
ロ
圏
加
盟
国
、

シ
ェ
ン
ゲ
ン
加
盟
国
等
に
着
目
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
よ
く
抑
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ご
参
考
に
供
し
ま
す
。

　
さ
て
、
次
に
、
英
国
な
き
後
の
Ｅ
Ｕ
統
合
は
ど
う
展
開
し
て
い

く
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
申
し
上
げ

ま
す
。
第
一
は
、
英
国
に
続
く
Ｅ
Ｕ
離
脱
国
が
出
て
く
る
可
能
性

に
つ
い
て
で
す
。
私
は
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
見
て
お

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
英
国
の
離
脱
が
、「
主
権
を
取
り
戻
す
」

と
い
う
多
分
に
感
情
的
、
非
理
性
的
、
非
経
済
合
理
的
判
断
か
ら

な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
二
十
七
加
盟
国
政
府
、
国
民
は

よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
パ
ー
ル
メ
ー
タ
ー
と
い
う

世
論
調
査
の
二
〇
一
八
年
秋
の
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
当
時
は
英

国
も
含
め
た
全
二
十
八
か
国
の
平
均
で
、
三
人
に
二
人
は
残
留
を

選
択
し
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
次
に
、
Ｅ
Ｕ
統
合
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
す
。
結
論
だ
け
申
し
ま
す
と
、
ス
ラ
イ

ド
一
つ
前
の
チ
ャ
ー
ト
の
左
下
に
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
南
北
対

立
、
つ
ま
り
西
欧
（
北
欧
諸
国
を
含
む
）
の
「
規
律
」
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（discipline

）
重
視
グ
ル
ー
プ
と
、
伊
、
西
、
ギ
リ
シ
ア
等
南

欧
の
「
連
帯
」（solidarity

）
重
視
グ
ル
ー
プ
の
対
立
は
今
後
も

続
く
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
対
立
軸
は
、
東
西
対
立
で
す
。

Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
て
ま
だ
一
〇
数
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
東
欧
諸

国
は
、
統
合
深
化
の
議
論
に
は
慎
重
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
れ

ま
で
も
、
Ｅ
Ｕ
統
合
は
、
マ
ル
チ
・
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
き
た
、

ユ
ー
ロ
や
シ
ェ
ン
ゲ
ン
は
そ
の
証
左
で
あ
る
、
要
は
、
参
加
の
ド

ア
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
お
き
準
備
で
き
た
と
時
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
と
い
う
の
が
マ
ル
チ
・
ス
ピ
ー
ド
論
者
の
主
張
で

す
。
こ
の
点
の
東
西
対
立
の
せ
め
ぎ
合
い
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
と

い
う
の
が
私
の
結
論
で
す
。

　
次
に
、
統
合
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
に
関
す
る
一
つ
の
具
体
的
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。
去
年
七
月
の
欧
州
理
事
会
は
、
歴
史
に
残
る
会

議
と
な
り
ま
し
た
。
欧
州
理
事
会
議
長
、
欧
州
委
員
長
、
そ
し

て
、
二
十
七
か
国
首
脳
が
、
九
〇
時
間
に
お
よ
ぶ
、
三
泊
四
日
間

の
交
渉
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
経
済
復
興
基
金
と
復
興
支

援
を
支
援
す
る
た
め
の
次
期
M
F
F
（
多
年
度
財
政
枠
組
み
）
七

か
年
予
算
の
予
算
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
合
意
し
ま
し
た
。
総
額
一
兆
八

千
億
ユ
ー
ロ
、
円
換
算
で
二
三
〇
兆
円
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
と

き
に
注
目
す
べ
き
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
予
算
確
保

英国

デンマーク
（ユーロ参加

義務なし）

アイルランド

キプロス

ルーマニア

スウェーデン

チェコ

ポーランド

ハンガリー

オーストリア ベルギー

マルタ
ギリシャ オランダ

スロバキア スペイン エストニア
ポルトガル

スロベニア フィンランド ラトビア

リトアニア フランス イタリア

ルクセンブルク ドイツ

リヒテン
シュタイン

アイスランド
（加盟交渉中）

ノルウェー

スイス

トルコ
（加盟交渉中）

モナコ

サンマリノ

アンドラ

欧欧州州経経済済領領域域 関関税税同同盟盟

シシェェンンゲゲンン圏圏

モンテネグロ
（加盟交渉中）

セルビア
（加盟交渉中）

アルバニア 北マケドニア
（加盟候補国）

ボスニア・ヘルツェゴビナ コソボ
（潜在的加盟候補国）

ＥＥＵＵのの西西ババルルカカンンににおおけけるる拡拡大大政政策策

西 東

マルチスピードの
統合を許容？

規律重視

連帯重視

マルチスピードの
統合に消極的？

ブルガリア クロアチア

欧欧州州自自由由
貿貿易易連連合合
（（ＥＥＦＦＴＴＡＡ））

（（ＥＥＥＥＡＡ））

ユユーーロロ圏圏

欧欧州州連連合合（（ＥＥＵＵ））

北

南

欧欧州州のの将将来来：：２２つつのの課課題題：：統統合合のの継継続続とと加加盟盟国国のの拡拡大大

ヴヴィィシシェェググララーードド
44カカ国国((VV44))

1

（出典：EU日本政府代表部資料）
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の
手
段
と
し
て
Ｅ
Ｕ
史
上
初
め
て
二
十
七
か
国
首
脳
は
、
欧
州
委

員
会
が
市
場
資
金
を
調
達
で
き
る
と
、
即
ち
、
欧
州
委
員
会
に
対

す
る
ユ
ー
ロ
ポ
ン
ド
の
起
債
権
限
に
加
盟
国
は
合
意
し
た
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
経
済
通
貨
統
合
の
前
進
で
す
。
こ
れ
は

Ｅ
Ｕ
関
係
者
の
コ
メ
ン
ト
で
す
が
、
も
し
英
国
が
加
盟
国
だ
っ
た

ら
、
決
し
て
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
で
は
、
先
ほ
ど
渡
邊
先
生
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

独
仏
の
影
響
力
は
さ
ら
に
強
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
見
方

は
、
折
衷
的
な
も
の
で
す
。
ま
ず
、
当
た
り
前
の
真
実
と
し
て
、

独
仏
が
賛
成
し
な
い
限
り
Ｅ
Ｕ
と
し
て
の
合
意
は
あ
り
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
加
盟
国
が
二
十
七
か
国
に
ま
で
拡
大
し
た
今
日
、
で

は
、
独
仏
が
ま
と
ま
っ
た
か
ら
そ
れ
で
決
ま
り
か
と
い
う
と
、
そ

れ
は
違
う
、
仏
独
も
懸
命
に
多
数
派
工
作
を
行
わ
ね
ば
Ｅ
Ｕ
の
合

意
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
興
味
深
い
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
産
業
政

策
に
関
す
る
案
件
で
す
が
、
二
〇
一
九
年
二
月
、
欧
州
委
員
会
は

独
の
シ
ー
メ
ン
ス
と
仏
の
ア
ル
ス
ト
ム
両
企
業
か
ら
申
請
さ
れ
た

合
併
事
案
に
関
す
る
許
可
申
請
を
却
下
し
ま
し
た
。
理
由
は
、

E
U
競
争
法
上
、
合
併
を
認
め
る
こ
と
は
高
速
鉄
道
市
場
に
お
け

２２．．英英国国ののEEUU離離脱脱とと今今後後ののEEUU統統合合ﾌﾌﾟ゚ﾛﾛｾｾｽｽ
(1) 英英国国にに続続くくEU離離脱脱国国がが出出ててくくるる可可能能性性はは極極めめてて低低いい
●● 第第一一にに、、EU27かか国国はは、、英英国国のの離離脱脱はは、、「「理理性性的的、、経経済済合合理理的的なな判判断断」」ででははななくく、、「「主主権権をを取取りり戻戻すす」」（（移移民民規規制制権権限限

回回復復、、EU法法かかららのの離離脱脱、、議議会会立立法法権権限限のの回回復復等等））とといいうう「「非非経経済済合合理理的的考考慮慮」」かからら実実現現ししたたここととをを十十分分理理解解。。

●● 第第二二にに、、EU域域内内のの世世論論調調査査結結果果（（2018年年10月月実実施施：：EU Parlemeter 2018 QA3)））
【【問問】】「「明明日日残残留留かか離離脱脱かかのの国国民民投投票票がが行行わわれれたたららどどちちららにに投投票票ししまますすかか？？」」

【【結結果果】】66％％残残留留選選択択（（EU28かか国国平平均均））、、17%がが離離脱脱とと回回答答

(2) 統統合合ププロロセセススはは、、加加速速化化すするるかか？？
●●英英国国ののEU離離脱脱交交渉渉開開始始（（17年年4月月））以以降降、、英英国国はは、、EU統統合合にに関関すするる議議論論ににはは一一切切参参加加せせずず。。英英国国ななききEUににおおけけるる、、ＥＥＵＵ統統合合ﾌﾌﾟ゚ﾛﾛｾｾｽｽのの

力力学学はは、、南南北北対対立立(連連帯帯対対規規律律））、、東東西西対対立立（（護護送送船船団団対対ﾏﾏﾙﾙﾁﾁ･･ｽｽﾋﾋﾟ゚ｰーﾄﾄﾞ゙））ののせせめめぎぎ合合いいののﾌﾌﾟ゚ﾛﾛｾｾｽｽととななるる(4頁頁ののｽｽﾗﾗｲｲﾄﾄﾞ゙参参照照））。。

●●2020年年7月月欧欧州州理理事事会会はは、、90時時間間にに及及ぶぶ27加加盟盟国国首首脳脳間間のの交交渉渉をを経経てて、、ｺｺﾛﾛﾅﾅ危危機機かかららのの経経済済復復興興をを支支援援すするる復復興興計計画画及及びび次次期期

MFF（（総総額額1兆兆8,243億億ﾕﾕｰーﾛﾛ））ののEU予予算算ﾊﾊﾟ゚ｯｯｹｹｰーｼｼﾞ゙にに合合意意。。

●●本本件件予予算算のの財財源源確確保保のの手手段段ととししてて、、EU史史上上初初めめてて、、27かか国国首首脳脳はは、、欧欧州州委委員員会会にに対対しし、、市市場場かかららのの資資金金調調達達ののたためめのの「「ﾕﾕｰーﾛﾛ債債」」のの

起起債債権権限限をを付付与与(経経済済・・通通貨貨統統合合のの前前進進））。。英英国国がが加加盟盟国国ででああっったたなならら、、決決ししてて日日のの目目ををみみななかかっったたででああろろううとといいわわれれてていいるる。。

●●そそれれでではは、、独独仏仏のの影影響響力力がが更更にに強強ままるるとといいううここととかか？？独独仏仏がが賛賛成成ししなないい限限りり、、何何事事もも決決ままららなないいののはは事事実実、、ししかかしし、、加加盟盟国国がが27かか
国国ににままでで拡拡大大ししたた今今日日、、独独仏仏ががままととままっったたかからら、、そそれれでで決決ままりり、、とといいううほほどどのの決決定定力力ははなないい（（大大方方のの一一致致ししたた見見方方））。。

2
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る
競
争
を
損
な
う
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て

仏
、
独
両
国
政
府
は
強
く
反
発
し
ま
し
た
。
欧
州
委
員
会
よ
る
却

下
か
ら
わ
ず
か
一
〇
日
後
く
ら
い
に
仏
独
共
同
で
二
一
世
紀
の
欧

州
産
業
政
策
の
た
め
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う
も
の
を
発
表
、
Ｅ

Ｕ
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
競
争
で
き
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
Ｅ

Ｕ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
の
を
育
て
る
べ
き
、
と
い
う
議
論
を
主

張
し
、
現
行
の
Ｅ
Ｕ
競
争
法
の
改
正
を
要
求
し
て
お
り
ま
す
。
仏

独
の
影
響
力
を
見
極
め
る
上
で
一
つ
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
次
に
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
の
次
元
の
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
は
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
Ｅ
Ｕ
統
合
プ
ロ

セ
ス
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
際
に
、
重
要
な
着
目
点
で
す
。
Ｅ
Ｕ
経

済
・
貿
易
政
策
の
決
定
過
程
お
い
て
は
、
英
国
が
、
独
仏
と
の
比

較
で
み
る
と
一
貫
し
て
自
由
主
義
的
な
主
張
を
取
り
続
け
て
き
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
つ
ま
り
、
英
国
は
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
け

る
リ
ベ
ラ
ル
派
の
旗
頭
で
あ
り
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
下
に
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
付
い
て
い
ま
し
た
。
英
国
が
離
脱
し
た
今
、
自

ら
が
矢
面
に
立
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
あ
る
国
の
Ｅ
Ｕ
常
駐
代

表
大
使
は
、「
し
ん
ど
い
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
中
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
よ
り
意
識
的
に
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な

グ
ル
ー
プ
結
成
に
動
き
出
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
な
っ
て
い
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
旗
振

り
の
も
と
、
経
済
通
貨
統
合
に
関
す
る
交
渉
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
お
け

るlike-m
inded group

と
し
て
新
ハ
ン
ザ
同
盟
（N

ew

 

H
anseatic League

）
と
い
え
る
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
重
要
な
統
一
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
財
政
保
守

主
義
で
す
か
ら
、
必
ず
し
も
財
政
分
野
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
統
合
の
推

進
役
を
担
う
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
Ｅ
Ｕ
の
合
意
形
成

に
お
い
て
何
で
も
独
仏
の
思
い
通
り
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
政
治
勢
力
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
の
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
東
欧
の
ヴ
ィ

シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
4
（
V
4
）
で
す
。
発
生
史
的
に
は
九
〇
年
代
初

め
の
ソ
連
の
崩
壊
を
受
け
、
自
由
民
主
主
義
、
市
場
経
済
へ
の
移

行
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
協
力
を
目
的
に
三
〇
年
前
に
結
成
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
興
味
深
い
の
は
今
日
、
こ
の
V
4
が
Ｅ
Ｕ

の
中
で
非
常
に
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
、
加
盟
国
拡
大
で
す
が
、
こ
れ
は
二
〇
二
五
年
ま
で
は

何
も
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
い
よ
い
よ
今
日
の
も
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う
一
つ
の
主
題
に
入
り
ま
す
。
欧
州
研
究
者
の
皆
さ
ん
は
御
存
じ

か
と
思
い
ま
す
が
、
ル
ー
ク
・
フ
ァ
ン
ミ
デ
ラ
ー
（Luuk van 

M
iddelaar

）
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
の
気
鋭
の
欧
州
政
治
学
者
が
お

り
ま
す
。
彼
が
書
い
た
本
で
『A

larum
s &

 Excursions

』
と

い
っ
て
二
〇
一
九
年
に
英
訳
版
（
原
書
は
蘭
語
）
が
出
版
さ
れ
ま

し
た
が
、
当
時
の
ト
ゥ
ス
ク
Ｅ
Ｕ
大
統
領
（
元
ポ
ー
ラ
ン
ド
首

相
）
は
、
同
書
を
今
日
の
Ｅ
Ｕ
政
治
を
理
解
す
る
上
で
は
最
も
洞

察
に
あ
ふ
れ
る
必
読
の
書
で
あ
る
と
激
賞
し
ま
し
た
。
著
者
は
学

者
で
あ
る
と
同
時
に
、
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ン
パ
イ
欧
州
理

事
会
議
長
（
二
〇
〇
九
年
～
一
五
年
）
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
で

も
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
政
治
の
内
も
外
も
知
り

尽
く
し
た
人
物
で
す
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
、
フ
ァ
ン
ミ
デ

ラ
ー
教
授
が
同
書
の
中
で
提
示
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
政
治
過
程
の
概
念

的
見
取
り
図
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
チ
ャ
ー
ト
で
す
。
Ｅ
Ｕ
政
治
過
程

を
、
現
地
リ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
域
外
国
日
本
の
大
使
と
し

て
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
き
た
者
か
ら
見
て
も
非
常
に
興
味
深
い
、

ま
た
、
大
変
参
考
に
な
る
概
念
図
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
概
念
図

が
語
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、
本
日
、
私
が
一
番
お
伝
え
し
た
い

こ
と
で
す
。
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Y
軸
に
正
統
性
を
取
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
上
に
行
く
ほ
ど
、
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
正
統
性
、
選
挙

II.EUのの意意思思決決定定のの4類類型型（（LVM教教授授のの整整理理））

決決定定のの軸軸

政政 府府
選選挙挙とと市市民民のの支支持持

政政治治的的選選択択肢肢をを体体現現

正正
統統
性性
のの
軸軸

行行 政政
手手続続ききとと専専門門性性
ｻｻｰーｳｳﾞ゙ｨｨｽｽのの継継続続

Politics of events
（ｲｲﾍﾍﾞ゙ﾝﾝﾄﾄ（（重重要要、、普普通通ででなないい事事態態））のの政政治治））

Discretionary power（（裁裁量量的的権権力力行行使使のの世世界界））
具具体体例例：：加加盟盟国国にによよるるEU規規則則違違反反のの行行為為（（2003年年のの独独・・仏仏両両
政政府府にによよるる安安定定・・成成長長協協定定にに関関すするる予予算算規規則則違違反反、、具具体体的的
ににはは、、仏仏、、独独をを含含めめ単単年年度度財財政政赤赤字字額額ががGDP比比3%未未満満基基準準
不不順順守守））

Management and Regulation
(管管理理とと規規制制））

Technocratic power
（（官官僚僚的的権権力力のの行行使使：：往往々々ににししてて失失敗敗））
EU加加盟盟国国のの全全会会一一致致ががなないい問問題題ににつついいてて、、十十分分ななEU市市民民のの支支持持がが
なないいままままにに、、欧欧州州委委員員会会主主導導でで政政治治的的決決定定をを行行っったたｹｹｰーｽｽ：：2015年年9月月
22日日のの緊緊急急EU理理事事会会はは、、16万万人人のの庇庇護護申申請請者者のの再再定定住住割割りり当当ててにに
関関すするる特特別別多多数数決決にによよるる決決定定、、ﾊﾊﾝﾝｶｶﾞ゙ﾘﾘｰー、、ﾁﾁｪｪｺｺ､､ｽｽﾛﾛﾊﾊﾞ゙ｷｷｱｱ、、ﾙﾙｰーﾏﾏﾆﾆｱｱがが反反
対対、、ﾌﾌｨｨﾝﾝﾗﾗﾝﾝﾄﾄﾞ゙棄棄権権；；18カカ月月後後のの実実施施状状況況はは、、10%強強にに止止ままるる））

Politics of rules
（（規規則則がが、、予予見見可可能能でで、、中中立立的的なな枠枠組組みみのの中中でで
適適用用さされれるる日日常常ののEU政政治治））

欧欧州州委委員員会会主主導導のの世世界界（（予予見見可可能能性性のの世世界界））

出出典典：：Luuk van Middelaar,Alarums&Excursions,13頁頁
（（日日本本語語訳訳はは筆筆者者））

欧欧州州理理事事会会（（27かか国国首首脳脳会会議議））主主導導のの世世界界
（（Improvisationのの世世界界））

Political Action（（新新ししいい、、又又はは、、機機微微なな問問題題をを扱扱
うう時時のの決決定定及及びび創創成成的的行行動動））

4
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を
通
じ
た
Ｅ
Ｕ
市
民
の
支
持
を
取
り
付
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
Y
軸
の
下
の
ほ
う
は
、
む
し
ろ
選
挙
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
関

係
の
な
い
、
行
政
の
世
界
、
つ
ま
り
、
手
続
き
と
専
門
的
知
識
に

基
づ
い
て
、
正
統
性
の
世
界
で
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
適
応
す
る

世
界
に
な
り
ま
す
。
次
に
X
軸
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
決
定

軸
と
呼
び
ま
す
。
中
央
よ
り
右
の
方
向
に
行
く
と
、
そ
こ
は
政
治

的
な
意
思
決
定
を
経
た
行
為
の
世
界
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
先

例
の
な
い
、
新
し
い
あ
る
い
は
機
微
な
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題

を
扱
う
と
き
の
決
定
の
世
界
で
す
。
そ
こ
の
行
為
は
、
創
成
的
、

創
造
的
行
為
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｘ
軸
を
中
央
よ
り

左
側
に
行
く
と
、
そ
こ
は
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
管
理
と
規
制
）
の
領
域
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
政
治
過
程
の
分
析
に
、「
正
統
性
」
と
「
意

思
決
定
」
と
い
う
概
念
を
基
本
的
視
座
と
し
て
適
用
す
る
こ
と

で
、
Ｅ
Ｕ
政
治
過
程
の
特
徴
が
明
快
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
著
者
は
、
こ
の
四
つ
の
象
限
の
左
下
は
、「
規
則
よ
る
政

治
」（politics of rules

）
の
世
界
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
は
日
常

的
な
Ｅ
Ｕ
政
治
の
世
界
、
つ
ま
り
は
、
規
則
は
予
見
可
能
で
あ

り
、
党
派
対
立
に
中
立
的
な
枠
組
み
の
中
で
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
欧
州
委
員
会
主
導
の
世
界
で
す
。
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
の

で
あ
っ
て
、
欧
州
委
員
会
が
「
政
治
的
な
決
定
」
を
す
る
の
で
は

な
い
。「
規
則
」（
Ｅ
Ｕ
法
）
を
解
釈
し
、
適
用
す
る
と
い
う
行
政

の
世
界
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
内
政
は
、
こ
の
領
域
に
お
い
て
行
わ
れ

る
。

　
次
に
、
右
上
の
第
一
象
限
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
こ
は
、「
新

た
な
事
態
に
対
処
す
る
政
治
」（politics of events

）
の
世
界

で
す
。
そ
こ
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
の
危
機
的
事
態
や
予
期
せ
ぬ
事

態
が
発
生
し
た
際
に
展
開
さ
れ
る
政
治
の
世
界
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
が
、
ま
さ
に
Ｅ
Ｕ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
欧
州
理

事
会
（
二
十
七
か
国
加
盟
国
首
脳
会
議
）
で
展
開
さ
れ
る
政
治
を

意
味
し
ま
す
。
著
者
独
特
の
表
現
で
す
が
、
第
一
象
限
の
世
界
の

決
定
的
な
特
性
は
、
そ
こ
が
「
即
興
的
意
思
決
定
の
世
界
」、
イ

ン
プ
ロ
バ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
、
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
、
既
成

の
解
答
は
な
い
わ
け
で
す
。
加
盟
国
首
脳
が
そ
れ
ぞ
れ
加
盟
国
国

民
の
民
主
的
付
託
を
背
負
っ
た
上
で
、
協
議
を
す
る
中
で
、
政
治

的
な
決
定
を
イ
ン
プ
ロ
バ
イ
ズ
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
世
界
が
あ

る
と
。

　
と
こ
ろ
が
、
本
来
こ
の
二
つ
の
「
世
界
」
で
展
開
さ
れ
る
は
ず

の
Ｅ
Ｕ
政
治
が
時
と
し
て
、
ア
ノ
マ
リ
ー
な
展
開
を
見
せ
る
の
も

現
実
で
す
。
右
下
の
第
四
象
限
の
世
界
は
、
官
僚
的
「
権
力
」
の

21-03-319_019-特集Ⅳ-兒玉和夫.indd   16821-03-319_019-特集Ⅳ-兒玉和夫.indd   168 2021/06/01   18:30:012021/06/01   18:30:01



特集　「欧州政治」のリアル169

行
使
が
行
き
過
ぎ
た
世
界
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う

ケ
ー
ス
か
と
い
う
と
、
二
〇
一
四
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
の
移

民
難
民
危
機
対
応
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
政
治
の
失
敗
の
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
時
、
伊
や
ギ
リ
シ
ア
に
集
中
し
た
難
民
の
う
ち
、
十
六
万
人

の
庇
護
申
請
者
の
再
定
住
割
当
を
、
加
盟
国
全
員
で
引
き
受
け
る

と
い
う
決
定
を
全
加
盟
国
一
致
で
は
な
く
、
特
別
多
数
決
で
押
し

切
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
決
定
に
反
対
し
た
ハ
ン
ガ

リ
ー
や
チ
ェ
コ
に
よ
り
、
再
定
住
割
り
当
て
の
履
行
は
実
現
し
な

い
ま
ま
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
著
者
は
、「
官
僚
主
義
的
権
力

行
使
の
行
き
過
ぎ
」（technocratic overreach

）
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
ア
ノ
マ
リ
ー
は
、「
裁
量
的
権
力
行
使
の

行
き
過
ぎ
」（discretionary pow
er

）
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

第
二
象
限
で
展
開
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
政
治
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

著
者
は
、
具
体
例
と
し
て
二
〇
〇
三
年
の
独
、
仏
両
政
府
よ
る

「
Ｅ
Ｕ
安
定
成
長
協
定
」
違
反
事
例
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
安
定
成

長
協
定
よ
り
加
盟
国
政
府
は
、
年
度
予
算
編
成
に
際
し
て
、
単
年

度
の
予
算
赤
字
幅
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三
％
以
内
に
お
さ
め
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
独
、
仏
両
政
府
は
こ
れ
を

破
っ
た
わ
け
で
す
。
民
主
的
に
選
ば
れ
た
政
府
が
、
加
盟
国
が
一

致
し
て
決
め
た
ル
ー
ル
を
自
ら
破
る
と
い
う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
け
れ
ど
も
こ
う
い
う
こ
と
が
現
実
に
起
こ
る
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　
以
上
、
著
者
が
提
示
す
る
こ
の
概
念
図
は
、
Ｅ
Ｕ
政
治
を
よ
り

正
確
に
理
解
す
る
上
で
極
め
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
お
分

か
り
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
本
日
の
最
後
の
主
題
あ
る
「
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
の
戦
略
的
自
立
」

に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。
こ
の「
戦
略
的
自
立
」に
つ
い
て
も
、

ル
ー
ク
・
フ
ァ
ン
ミ
デ
ラ
ー
の
論
述
に
依
拠
し
な
が
ら
説
明
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
著
者
の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｅ
Ｕ
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
に
如
何
に
対
処
し
て
き
た
か
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て

分
析
・
評
価
す
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
の
戦
略
的
自
立
の
意

味
が
あ
き
ら
か
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
戦
略
的
自
立
の
定
義
か
ら
入
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る

一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
定
義
は
、「
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
の

戦
略
的
自
立
と
は
、
Ｅ
Ｕ
が
自
ら
の
利
益
と
価
値
が
何
で
あ
る
か

を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
能
力
」
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
戦
略
的
自
立
は
、
米
国
と
の
関
係
に

お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
が
直
ち
に
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仏
や
独
と
い
う
加
盟
国
単
位
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
Ｅ
Ｕ
と
し
て
の
戦
略
的
自
立
が
試
さ
れ
た
最
初
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が
、
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
す
。

著
者
は
、
Ｅ
Ｕ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
対
処
ぶ
り
、
そ
の
変
遷
に
は

全
部
で
四
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
れ
に
序
章
を

加
え
て
、
五
つ
の
物
語
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
序
章
と
は
、
二
〇
一
三
年
に
至
る
前
の
Ｅ
Ｕ
の
動
き
と
し
て
、

東
方
六
か
国
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
モ
ル
ド
バ
、
グ
ル

ジ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
い
っ
た
、
ま
さ
に

ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
に
挟
ま
れ
た
周
辺
国
に
送
っ
た
秋
波
に
つ
い
て
の

物
語
で
す
。
当
時
米
国
は
、
グ
ル
ジ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
に
迎
え
入
れ
た
い
と
し
、
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

し
た
ら
、
ロ
シ
ア
の
反
発
必
至
だ
と
い
う
こ
と
で
仏
独
は
抵
抗
し

ま
し
た
。
こ
の
時
、
Ｅ
Ｕ
は
、
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
と
は
無
関
係
と
し
て
、
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
対
象
国
と
の
連
携
協
定
と
い
う
こ
と
を
人
参
の
よ
う
に
ぶ

ら
下
げ
て
関
係
強
化
を
図
り
、
ロ
シ
ア
か
ら
逆
に
Ｅ
Ｕ
に
引
き
寄

せ
る
工
作
を
し
た
わ
け
で
す
。
ロ
シ
ア
の
動
き
と
し
て
は
、
二
〇

一
〇
年
一
月
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
関

税
同
盟
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
入
れ
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
Ｅ
Ｕ
か

ら
の
連
携
協
定
締
結
に
向
け
た
秋
波
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
二

〇
一
三
年
八
月
に
、
セ
ル
ゲ
イ
・
グ
ラ
ジ
エ
フ
と
い
う
プ
ー
チ
ン

の
大
統
領
顧
問
が
、
も
し
Ｅ
Ｕ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
連
携
協
定
に
署

名
し
た
ら
、
こ
れ
は
自
殺
的
ス
テ
ッ
プ
だ
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
の
ま
た
裂
き
に
苦
悩
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
地
図
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
さ
に
こ
れ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
及
び
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
を
色
を
付
け
て
示
し
て
い
ま
す
。
も
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
Ｅ

Ｕ
加
盟
国
に
な
っ
た
ら
、
ロ
シ
ア
と
の
国
境
を
接
す
る
と
こ
ろ
ま

で
Ｅ
Ｕ
が
出
っ
張
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
と
し
て
そ
の
よ

う
な
事
態
を
ど
う
認
識
す
る
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
を
序
章
と
し
て
、
最
初
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
二
〇

一
三
年
十
一
月
の
ヴ
ィ
リ
ヌ
ス
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
・
東
方
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
六
か
国
首
脳
会
合
で
す
。
特
に
、
Ｅ
Ｕ
首
脳
と
ヤ
ヌ

コ
ビ
ッ
チ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
と
の
会
談
が
決
定
的
に
重
要
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
結
局
、
Ｅ
Ｕ
側
は
、
首
脳
レ
ベ
ル
で
、
ヤ
ヌ

コ
ビ
ッ
チ
提
案
を
全
て
拒
否
し
ま
す
。
第
一
点
目
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の

連
携
協
定
締
結
に
対
す
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
制
裁
の

被
害
は
Ｅ
Ｕ
が
保
証
す
る
。
第
二
点
目
は
、
ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
に
二

股
を
か
け
る
こ
と
を
認
め
て
欲
し
い
と
。
第
三
点
目
は
、
ロ
シ
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ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
Ｅ
Ｕ
の
三
者
協
議
に
応
じ
て
欲
し
い
と
。
し

か
し
、
Ｅ
Ｕ
側
は
、
全
て
を
拒
否
、
こ
れ
が
一
つ
の
分
岐
点
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
対
抗
力
が

Ｅ
Ｕ
の
魅
力
・
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
パ
ワ
ー
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
を
凌
駕
し
た
と
い
う
こ
と
、
結
局
、
ロ
シ
ア
に
は
地
政
学
的

な
判
断
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
Ｅ
Ｕ
に
は
Ｅ
Ｕ
の
東
方
拡
大
と
い

う
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
地
政
学
的
な
意
味
合
い
で
捉
え
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
Ｅ
Ｕ
側
の
甘
さ
が
あ
っ
た
と
、
著
者

は
指
摘
し
ま
す
。

　
そ
し
て
第
二
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

お
け
る
新
た
な
事
態
の
連
続
し
た
生
起
と
そ
れ
へ
の
対
応
で
す
。

キ
エ
フ
で
の
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
運
動
は
二
〇
一
三
年
秋
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
一
月
に
は
そ
の
運
動
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

革
命
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
、
内
乱
の
様
相
も
呈
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
時
の
留
意
点
の
一
つ
は
、
米
国
と
Ｅ
Ｕ
の
対
応
に

連
携
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
二
月
に
は
Ｅ
Ｕ
の

仲
介
で
合
意
は
成
立
す
る
ん
で
す
が
、
非
常
に
も
ろ
い
合
意
で

す
。
な
ぜ
な
ら
米
国
は
署
名
式
の
場
に
同
席
し
て
い
な
い
し
、
ロ

シ
ア
は
署
名
を
拒
否
し
ま
す
。
こ
こ
で
、
ロ
シ
ア
は
見
切
る
わ
け

で
す
。
二
月
十
七
日
ロ
シ
ア
兵
が
ク
リ
ミ
ア
に
侵
攻
。
こ
れ
に
対

青紫色：EU加盟国兼NATO加盟国,濃紺色：EU加盟国兼非NATO加盟国；ｵﾚﾝｼﾞ色：非EU加盟国かつNATO加盟国,

ｳｸﾗｲﾅ

ﾍﾞﾗﾙｰｼ

ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ ｸﾞﾙｼﾞｱ ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ

ｱﾙﾒﾆｱ

出典:Wikipedia
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し
、
Ｅ
Ｕ
は
急
遽
首
脳
理
事
会
を
招
集
し
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
首
相
が
や
っ
て
き
て
も
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
意
見
は
割
れ
ま
す
。
対

ロ
シ
ア
強
硬
派
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
ル
ト
三
国
は
対
抗
措
置
を
主

張
。
こ
れ
に
対
し
、
南
欧
諸
国
の
慎
重
派
は
、
ロ
シ
ア
と
の
対
決

は
回
避
す
べ
し
と
。
独
仏
は
中
間
派
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
、
三

段
階
の
ロ
シ
ア
制
裁
措
置
は
採
択
さ
れ
ま
す
が
、
適
用
に
は
至
り

ま
せ
ん
。
何
が
起
こ
っ
た
か
と
い
う
と
、
三
月
二
十
一
日
に
ロ
シ

ア
は
ク
リ
ミ
ア
を
正
式
に
併
合
し
ま
す
が
、
こ
の
事
態
に
直
面
し

て
も
、
Ｅ
Ｕ
は
決
め
切
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
最
終
的
に
Ｅ
Ｕ
を

制
裁
発
動
に
突
き
動
か
し
た
の
は
七
月
十
七
日
の
マ
レ
ー
シ
ア
航

空
M
H
17
便
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
上
空
で
撃
墜
さ
れ
た
こ
と
で
、

七
月
下
旬
、
前
例
の
な
い
対
ロ
シ
ア
制
裁
措
置
を
導
入
し
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
Ｅ
Ｕ
の
動
き
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
Ｅ
Ｕ
は
、
政

治
的
な
レ
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
が
問
わ
れ
る
事
態
に
直
面
し
て
、
初

め
て
、
自
国
経
済
に
痛
み
を
も
た
ら
す
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
ロ

シ
ア
制
裁
に
合
意
し
た
と
。
そ
の
意
味
で
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て
の
結

束
、
一
体
性
は
確
保
さ
れ
た
と
。
し
か
し
、
著
者
ル
ー
ク
・
フ
ァ

ン
ミ
デ
ラ
ー
に
言
わ
せ
る
と
、
あ
く
ま
で
も
制
裁
は
拒
否
行
動
で

あ
っ
て
、
政
治
的
な
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
と
し
て
は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と

制
裁
に
加
え
た
、
行
動
、
よ
り
具
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
表
現
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
の
四
番
目
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
五
年
二
月
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ミ
ン
ス
ク
合
意
に
至
る
ま
で
に
示

さ
れ
た
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
の
首
脳
シ
ャ
ト
ル
外
交
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
飛
び
、
更
に
、
キ
エ
フ
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
再
度
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
安
保
会
議

に
戻
っ
て
き
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
飛
ぶ
と
い
う
こ
と
を
や
っ

て
、
説
得
す
る
わ
け
で
す
。
著
者
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
議
に
お
け

る
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
以
下
の
ス
ピ
ー
チ
に
着
目
し
ま
す
。
曰
く
、

「
一
九
六
一
年
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
建
設
さ
れ
た
と
き
、
誰
も
そ
の

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
の
自
由
回
復
の
た
め
に
軍
事
介
入
す
べ
き

と
は
思
わ
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
を
私
（
メ
ル
ケ
ル
首
相
）
は
気
に

し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
評
価

だ
っ
た
か
ら
。
同
時
に
一
九
八
九
年
に
は
、
皆
が
ド
イ
ツ
統
一
の

た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
私
は
、
我
々
が
よ
っ
て

立
つ
原
則
が
最
終
的
に
は
勝
利
す
る
と
い
う
こ
と
を
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
確
認
し
て
い
る
」。
著
者
ル
ー
ク
・
フ
ァ
ン
ミ
デ
ラ
ー
は
、

メ
ル
ケ
ル
首
相
が
い
わ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
自
由
と
民
主
主
義
の

勝
利
と
い
う
も
の
は
、
忍
耐
と
継
時
的
な
ゆ
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
道

義
的
な
羅
針
盤
と
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
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と
い
う
点
に
あ
る
と
す
る
。
私
流
に
申
せ
ば
、
ま
さ
に
こ
れ
は
リ

ア
リ
ズ
ム
と
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
の
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
の
重

要
性
を
指
摘
し
て
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
〇
一
五
年
二
月
十
一
日
に
停
戦
合
意

（
ミ
ン
ス
ク
合
意
）
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ミ
ン
ス
ク

合
意
、
顕
教
の
部
分
と
あ
え
て
私
は
申
し
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
統
治
構
造
を
憲
法
上
分
権
化
す
る
と
い
う
合
意
で
す
。
そ
し

て
、
分
権
主
義
者
地
域
の
地
方
選
挙
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
は
、
密
教
の

部
分
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
受
け
入
れ
不
可
と
い

う
こ
と
で
す
。
ド
ン
バ
ス
や
叛
徒
が
支
配
す
る
東
部
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
対
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
主
権
の
回
復
は
認
め
る
け
れ
ど

も
、
分
権
化
さ
れ
た
憲
法
体
制
の
も
と
、
東
部
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
域

に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
対
す
る
拒
否
権
が
付
与
さ
れ
る
こ
と

が
、
実
は
暗
黙
の
う
ち
に
了
解
さ
れ
て
い
る
と
言
う
の
で
す
。
こ

れ
で
は
、
ミ
ン
ス
ク
合
意
は
今
も
凍
結
状
態
に
あ
る
と
い
う
の

は
、
む
べ
な
る
か
な
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　
で
は
、
Ｅ
Ｕ
は
、
こ
う
し
た
経
験
か
ら
何
を
学
ん
だ
と
言
え
る

の
で
し
ょ
う
か
。
著
者
フ
ァ
ン
ミ
デ
ラ
ー
の
結
論
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
で
Ｅ
Ｕ
が
地
政
学
に
目
覚
め
た
と
。
そ
れ
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
と

し
て
や
は
り
米
ロ
間
の
代
理
戦
争
に
発
展
し
か
ね
な
い
リ
ス
ク
を

避
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
は
、
ま
さ
に
、
戦
略
的
自
立
と

い
う
こ
と
で
あ
る
と
。

　
米
国
と
Ｅ
Ｕ
の
間
に
価
値
を
め
ぐ
る
争
い
、
摩
擦
は
な
く
、
問

題
は
、
Ｅ
Ｕ
自
身
の
対
ロ
政
策
上
の
、
あ
る
い
は
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ

政
策
上
の
政
治
的
な
利
害
が
、
具
体
的
に
米
国
の
そ
れ
と
合
致
し

て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
相
違
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
Ｅ
Ｕ
の
戦

略
的
自
立
が
あ
る
と
。
そ
し
て
、
今
後
の
米
国
関
係
に
つ
い
て

は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
対
応
を
受
け
て
、
戦
略

的
自
立
を
強
め
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
と
。
最
後
に
マ
ク
ロ

ン
仏
大
統
領
は
、
先
日
の
こ
と
で
す
が
、
二
月
十
九
日
の
Ｆ
Ｔ
紙

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
曰
く
、「
私

は
欧
州
の
主
権
及
び
欧
州
の
戦
略
的
自
立
の
守
護
者
で
あ
る
。
私

は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
も
、
米
国
の
友
人
を
疑
っ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
私
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
欧
州
は

公
平
な
負
担
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
欧
州
自
身
の
及
び
周

辺
地
域
の
防
衛
を
米
国
に
任
せ
っ
き
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
だ
」。

　

以
下
は
、
締
め
括
り
と
し
て
申
し
述
べ
ま
す
。
フ
ァ
ン
ミ
デ

ラ
ー
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
の
戦
略
的
自
立
を
今
後
見
極
め
る
上
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で
、
米
国
と
欧
州
の
間
の
次
の
よ
う
な
違
い
は
留
意
さ
れ
る
べ
き

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
即
ち
、
米
国
の
歴
史
が
リ
ア
リ
ス
ト
と
ア

イ
デ
ア
リ
ス
ト
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
に
し

て
も
、
核
心
に
お
い
て
「
正
義
」
対
「
力
」
と
い
う
道
義
的
角
逐

の
歴
史
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
そ
れ
は
、「
力
」
対
「
力
」
の
結
果

と
し
て
の
シ
ニ
カ
ル
な
歴
史
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
欧
州
の
歴
史
と

は
そ
の
中
間
に
あ
る
と
。
政
治
と
は
往
々
に
し
て
、「
権
利
」
対

「
権
利
」、「
平
和
と
い
う
価
値
」
と
「
正
義
と
い
う
価
値
」
の
せ

め
ぎ
合
い
で
あ
り
、
更
に
は
、
平
等
と
自
由
、
あ
る
い
は
安
全
保

障
対
民
主
主
義
と
い
う
対
立
軸
で
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
。

フ
ァ
ン
ミ
デ
ラ
ー
は
、
欧
州
の
歴
史
は
、「
悲
劇
的
な
気
付
き
」

（tragic aw
areness

）
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
。
私
は
、
日

本
人
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ポ
イ

ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
以
上
を
も
ち
ま
し
て
私
の
講
演
を
終
わ
ら

せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
講
演
録
は
二
〇
二
一
年
三
月
五
日
に
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
た
、

第
五
回
「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」
に
お
け
る
基
調
講
演
の
内
容
を
収

録
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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V バックステージ

第一章  「欧州政策パネル」について
第二章  公益財団法人日本国際フォーラムについて

本特集は、公益財団法人日本国際フォーラムおよび姉妹団体である
グローバル・フォーラムが実施する研究プロジェクト「欧州政策パ
ネル」の活動の一環として編まれたものである。当フォーラムは、
欧州についての最新かつ正確な情報を収集・分析し、その成果を随
時提言・発信する機会として「欧州政策パネル」を始動させた。以
下では、本プロジェクトおよびその活動母体である日本国際フォー
ラムの概要についてご紹介したい。

175かくし
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［特集］
「欧州政治」のリアル
バックステージ　第一章

「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」に
つ
い
て

一
　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
狙
い

現
在
、
国
際
社
会
は
百
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
パ
ワ
ー
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
日
本
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
協
力
し
、
こ
の
国
際
社
会

の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
る
上
で
も
、
我
が
国
に
と
っ
て
き
わ
め
て

戦
略
的
重
要
性
が
高
い
欧
州
に
着
目
し
、
そ
の
最
新
か
つ
正
確
な

情
報
を
収
集
・
分
析
し
、
そ
の
成
果
を
随
時
提
言
・
発
信
す
る
機

会
と
し
て
、「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」
を
始
動
す
る
こ
と
に
し
た
。

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
J
F
I
R
）
の
姉
妹
団
体
で
あ
る
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
G
F
J
）
は
、
一
九
八
二
年
に
創
立
さ

れ
た
「
日
米
欧
加
四
極
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
四
極
賢
人
会
議
）」
に
淵
源

を
も
つ
、
民
間
・
非
営
利
・
超
党
派
・
独
立
の
知
的
国
際
交
流
団

体
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
過
去
四
〇
年
近
く
に

わ
た
り
、
米
国
、
中
国
、
韓
国
、
A
S
E
A
N
諸
国
、
イ
ン
ド
、

豪
州
、
欧
州
諸
国
、
黒

海
地
域
諸
国
等
の
世
界

の
国
々
や
地
域
と
の
間

で
、
相
互
理
解
の
深
化

と
秩
序
形
成
へ
の
寄
与

を
目
的
と
し
て
、「
対

話
」
と
称
す
る
政
策
志

向
の
知
的
交
流
や
そ
れ

ら
を
補
完
す
る
各
種
活

動
を
実
施
し
て
き
た
。
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二
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
顔
ぶ
れ

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
】

渡
邊
　
啓
貴
　�

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
席
研
究
員
／

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
有
識
者
世
話
人

／
帝
京
大
学
教
授

一
九
七
八
年
東
京
外
国
語
大
学
卒
業
、

一
九
八
〇
年
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修

了
。
一
九
八
三
年
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

満
期
終
了
。
一
九
八
六
年
パ
リ
第
一
大
学

パ
ン
テ
オ
ン
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
校
現
代
国
際
関
係
史
専
攻
博
士
課
程

修
了
。
そ
の
後
、
東
京
外
国
語
大
学
助
教
授
、
同
教
授
な
ど
を
経

て
、
二
〇
一
一
年
同
国
際
関
係
研
究
所
所
長
。
二
〇
一
九
年
同
大

学
名
誉
教
授
。
そ
の
間
、
在
仏
日
本
国
大
使
館
広
報
文
化
担
当
公

使
、
雑
誌
『
外
交
』『Cahiers du Japon

』
編
集
委
員
長
な
ど

を
歴
任
。
一
九
九
二
年
『
ミ
ッ
テ
ラ
ン
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
』
で
渋

沢
ク
ロ
ー
デ
ル
賞
受
賞
。
主
な
著
書
に
『
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
八
年
）、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係

史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）、『
米
欧
同
盟
の
協
調
と
対
立
』（
有

斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。
現
在
、
日
本
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
評
議
員
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
学
会
会
長
を
兼
務
。

【
顧
問
】

飯
村
　
　
豊
　�

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
有
識
者
メ
ン
バ
ー

／
元
駐
フ
ラ
ン
ス
大
使

一
九
四
六
年
東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
六

八
年
外
務
公
務
員
上
級
職
試
験
合
格
。
一

九
六
九
年
東
京
大
学
教
養
学
科
中
退
。
同

年
外
務
省
入
省
。
海
外
に
お
い
て
は
在
ソ

連
（
当
時
）
大
使
館
、
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
大

使
館
お
よ
び
在
米
大
使
館
に
て
勤
務
。
国
内
に
お
い
て
は
報
道
課

長
、
欧
亜
局
（
現
欧
州
局
）
審
議
官
、
経
済
協
力
局
長
及
び
官
房

長
を
勤
め
た
。
そ
の
後
、
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
命
全
権
大
使
、
駐

フ
ラ
ン
ス
特
命
全
権
大
使
、
政
府
代
表
（
中
東
地
域
及
び
欧
州
地

域
関
連
）、
東
南
ア
ジ
ア
協
力
担
当
大
使
を
歴
任
。
現
在
、
政
策

研
究
大
学
院
大
学
政
策
研
究
院
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
を
兼
務
。
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学
法
学
部
教
授
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
よ
り
現
職
。
専
攻
は
イ
タ
リ
ア
政
治
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
比
較
政
治
。
主
な
著
書
に
『
イ
タ
リ
ア
現
代
史
』（
中

央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
）、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

田
中
　
素
香
　�

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
有
識
者
メ
ン
バ
ー

／
東
北
大
学
名
誉
教
授

一
九
六
七
年
九
州
大
学
卒
業
。
一
九
七

一
年
九
州
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

同
年
四
月
よ
り
九
州
大
学
経
済
学
部
助

手
。
下
関
市
立
大
学
経
済
学
部
講
師
、
助

教
授
を
経
て
、
東
北
大
学
経
済
学
部
助
教
授
。
一
九
八
三
年
経
済

学
博
士
（
九
州
大
学
）
取
得
。
一
九
八
六
年
東
北
大
学
教
授
、
一

九
九
九
年
東
北
大
学
大
学
院
教
授
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
中

央
大
学
教
授
、
一
五
年
定
年
退
職
。
日
本
国
際
経
済
学
会
元
会
長
、

日
本
E
U
学
会
元
理
事
長
。
主
な
著
書
に
、『
ユ
ー
ロ
危
機
と
ギ
リ

シ
ャ
反
乱
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
六
年
）、『
欧
州
統
合
』（
有
斐
閣
、

一
九
八
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
現
在
、
中
央
大
学
経
済
研
究
所
客

員
研
究
員
、
国
際
貿
易
投
資
研
究
所
客
員
研
究
員
な
ど
を
兼
務
。

【
メ
ン
バ
ー
】

伊
藤
さ
ゆ
り
　
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
研
究
理
事

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
）

を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研

究
所
入
社
、
二
〇
一
九
年
七
月
か
ら
現

職
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
主
な
著
書
に
『
E
U

分
裂
と
世
界
経
済
危
機
：
イ
ギ
リ
ス
離
脱
は
何
を
も
た
ら
す
か
』

（
N
H
K
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、『
E
U
は
危
機
を
超
え
ら
れ
る

か
：
統
合
と
分
裂
の
相
克
』（
N
T
T
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
な

ど
が
あ
る
。
現
在
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
を
兼
務
。

伊
藤
　
　
武
　�

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
有
識
者
メ
ン
バ
ー

／
東
京
大
学
教
授

一
九
七
一
年
長
野
県
生
ま
れ
。
一
九
九

五
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
一
九
九
八

年
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
中
退
。
東

京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
助
手
、
専
修
大
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福
田
　
耕
治
　�

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
有
識
者
メ
ン
バ
ー

／
早
稲
田
大
学
教
授

一
九
五
三
年
三
重
県
生
ま
れ
。
早
稲
田

大
学
卒
業
、
同
志
社
大
学
大
学
院
修
士
課

程
修
了
、
政
治
学
博
士
。
ベ
ル
ギ
ー
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
大
学
院
招
聘
研
究
員
、

駒
澤
大
学
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授
を
経
て
、
現
職
。
こ
の

間
、
青
山
学
院
大
学
、
東
京
大
学
、
法
政
大
学
、
成
城
大
学
で
非

常
勤
講
師
を
歴
任
。
リ
ー
ゼ
賞
、
政
治
研
究
櫻
田
会
奨
励
賞
を
受

賞
。
主
な
著
書
に
、『
E
U
の
連
帯
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
成

文
堂
、
二
〇
一
六
年
）、『
国
際
行
政
学
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三

年
）
な
ど
が
あ
る
。
現
在
、
早
稲
田
大
学
E
U
研
究
所
所
長
、
日

本
E
U
学
会
理
事
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
学
会
会
長
、
日

本
公
益
学
会
名
誉
顧
問
、
日
本
公
共
政
策
学
会
理
事
、
外
務
省
政

策
評
価
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
兼
務
。

【
外
部
協
力
者
】

小
川
　
有
美
　
立
教
大
学
教
授

吉
武
　
信
彦
　
高
崎
経
済
大
学
教
授

中
村
登
志
哉
　�

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
有
識
者
メ
ン
バ
ー

／
名
古
屋
大
学
教
授

一
九
六
〇
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
同
志
社

大
学
卒
業
。
共
同
通
信
社
勤
務
（
一
九
九

〇
―
九
一
年
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
自
由

大
学
社
命
留
学
）
を
経
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン

大
学
博
士
課
程
修
了
、Ph.D

.（
政
治
学
）
取
得
。
県
立
長
崎
シ
ー

ボ
ル
ト
大
学
（
現
長
崎
県
立
大
学
）
教
授
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一

〇
年
よ
り
現
職
。
著
書
に
『
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障
政
策
―
平
和
主

義
と
武
力
行
使
』（
一
藝
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
編
著
に
『
戦
後
七

〇
年
を
越
え
て
―
ド
イ
ツ
の
選
択
・
日
本
の
関
与
』（
一
藝
社
、

二
〇
一
六
年
）、
訳
書
に
『
ド
イ
ツ
・
パ
ワ
ー
の
逆
説
―
〈
地
経

学
〉
時
代
の
欧
州
統
合
』（
ハ
ン
ス
・
ク
ン
ド
ナ
ニ
著
、
一
藝
社
、

二
〇
一
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
現
在
、
名
古
屋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

メ
デ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
学
会

理
事
・
副
会
長
を
兼
務
。
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【
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

渡
辺
　
ま
ゆ
　�

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長

／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
執
行
世
話
人

千
葉
大
学
卒
業
後
、
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
二
〇
〇
〇
年
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
研
究
助
手
、
二
〇

〇
七
年
同
主
任
研
究
員
（
専
門
は
エ
ピ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
文
化
外
交
）。
二
〇
一
一
年
同
常
務
理
事
、
二
〇
一
八
年

同
副
理
事
長
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
よ
り

同
理
事
長
。
現
在
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
評

議
会
議
長
を
兼
務
。

高
畑
　
洋
平
　�

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
任
研
究
員

／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長

二
〇
〇
七
年
法
政
大
学
卒
業
。
二
〇
〇

九
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

（
学
術
修
士
）。
同
年
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
入
所
。
同
研
究
助
手
、
同
研
究
員
等

を
経
て
、
二
〇
一
四
年
よ
り
同
主
任
研
究
員
。
そ
の
間
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
有
識
者
メ
ン
バ
ー
、
同
常
任
世
話
人
、「
e

―
論
壇
」
編
集
主
幹
な
ど
を
歴
任
し
、
二
〇
一
八
年
よ
り
現
職
。

主
な
業
績
と
し
て
『
各
種
の
中
長
期
的
国
際
情
勢
予
測
に
関
す
る

研
究
報
告
書
』（
共
著
、
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
一
〇
年
）

な
ど
が
あ
る
。
現
在
、「
政
策
パ
ネ
ル
」
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
・
担

当
を
兼
務
。

兼
定
　
　
愛
　
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
特
任
研
究
助
手

二
〇
一
二
年
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
。
二

〇
一
四
年
同
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研

究
科
修
士
課
程
修
了
。
二
〇
一
七
年
同
大

学
院
博
士
課
程
所
定
単
位
取
得
満
期
退

学
。
慶
應
義
塾
大
学
な
ど
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
や

ア
ラ
ビ
ア
語
の
講
座
を
担
当
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
S
F
C
研

究
所
上
席
所
員
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
・
ラ
ボ
の
活
動
に
従

事
。
二
〇
二
〇
年
よ
り
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
特
任
研
究
助
手
。
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●�

渡
邊
啓
貴
上
席
研
究
員
：
今
回
の
選
挙
結
果
を
一
言
で
言
う

と
、
新
E
U
派
の
既
成
政
党
の
退
潮
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
政
治

勢
力
の
分
散
化
・
多
党
化
（
政
治
勢
力
再
編
）
が
進
ん
だ
点
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
回
の
選
挙
が
示
し
た
の
は
、

「
E
U
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
深
化
の
兆
候
と
い
え
る
。

●�

伊
藤
さ
ゆ
り
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
研
究
理
事
：
英
国
が
十
月

三
十
一
日
迄
に
「
合
意
あ
り
離

脱
」
か
「
合
意
な
き
離
脱
」
を
す

る
に
せ
よ
、
そ
れ
が
「
終
着
点
」

で
は
な
い
。
仮
に
離
脱
延
期
・
撤

回
へ
と
進
ん
だ
場
合
も
、
英
国
内

の
分
断
は
解
消
し
な
い
。
E
U
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
信
頼
は

地
に
落
ち
た
。

●
田
中
素
香
東
北
大
学
名
誉
教

授
：
今
回
の
選
挙
で
は
、
親

E
U
４
グ
ル
ー
プ
が
五
一
三

議
席
を
獲
得
し
、
解
散
前
と
比

較
し
て
マ
イ
ナ
ス
一
〇
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
E
U
の
景
気
が

三
　
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
み

（
一
）第
一
回「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」

　
欧
州
議
会
選
挙
後
の
欧
州
の
行
方
：
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
底
力

�

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
日
、
於
：
明
治
記
念
館「
丹
頂
の
間
」）

近
年
、
欧
州
で
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る
「
民
主
主

義
の
代
償
」
と
も
い
え
る
現
象
が
目
立
つ
一
方
で
、
欧
州
議
会
選

挙
の
結
果
、
排
外
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
抗
す
る
新
た
な
親

E
U
派
の
中
道
勢
力
が
台
頭
す
る
な
ど
、
欧
州
政
治
の
再
編
成
あ

る
い
は
多
元
化
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
統
合
、
そ
し
て
欧
州

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
今
、
新
た
な
段
階
へ
と
深
化
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
グ

ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
協
力
し
、
七
月
二
十
四
日
、
東
京
で

第
一
回
「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」
―
欧
州
議
会
選
挙
後
の
欧
州
の
行

方
：
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
底
力
―
を
開
催
し
た
（
写
真
）。
当
日
は
、

渡
辺
ま
ゆ
理
事
長
、
渡
邊
啓
貴
上
席
研
究
員
、
飯
村
豊
元
駐
仏
大

使
な
ど
を
含
む
総
勢
九
十
五
名
の
間
で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。特

に
注
目
さ
れ
た
発
言
は
次
の
と
お
り
。
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●�

渡
邊
啓
貴
：
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
が
三
年
半
の
時
を
経
て
、
英
国
内

で
は
離
脱
に
向
け
て
の
「
熟
議
」
が
進
ん
だ
。
他
方
、

「
N
A
T
O
脳
死
」
発
言
は
、
E
U
内
の
求
心
力
低
下
と
「
米

国
第
一
主
義
」
へ
の
危
機
感
の
表
れ
だ
。

●�

伊
藤
さ
ゆ
り
：
英
国
内
で
は
「
離
脱
疲
れ
」
が
広
が
り
、
問
題

の
早
期
解
決
を
望
む
票
は
保
守
党
に
流
れ
る
だ
ろ
う
。
他
方
、

今
後
、
労
働
党
中
心
の
政

権
が
成
立
し
て
も
、
不
確

実
性
と
分
断
は
続
き
、

「
い
い
と
こ
取
り
」
の
政

権
に
な
る
の
は
必
須
で
あ

る
。

●
中
村
登
志
哉
：
欧
州
で

は
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る

期
待
感
が
あ
る
一
方
、

「
覇
権
」
に
対
す
る
警

戒
感
も
あ
る
。
今
後
、

ド
イ
ツ
が
欧
州
の
安
定

に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

貢
献
が
で
き
る
か
が
鍵

良
好
で
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
へ
の
投
票
が
抑
え
ら
れ
た
可
能

性
も
あ
り
、
楽
観
は
禁
物
だ
。

●�

伊
藤
武
東
京
大
学
教
授
：
今
次
選
挙
は
、
右
派
の
「
同
盟
」
が

躍
進
し
た
一
方
、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
の
「
五
つ
星
運
動
」
の
勢

力
が
低
下
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
同
盟
」
を
除
く
勢
力
に
よ
る

連
立
が
可
能
と
な
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
連
合
の
基
盤
は
不
安
定

化
し
た
。

●�

福
田
耕
治
早
稲
田
大
学
教
授
：
先
の
欧
州
議
会
選
挙
を
踏
ま

え
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
大
国
で
極
右

政
党
が
第
一
党
と
な
っ
た
事
実
は
重
い
。
ま
た
、
欧
州
議
会
で

は
親
E
U
派
政
党
も
複
数
林
立
し
て
お
り
、
調
整
の
難
し
さ
が

目
立
ち
始
め
た
。

（
二
）第
二
回「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」

　

�

混
沌
の「
英
E
U
離
脱
問
題
」：
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
三
〇
年

後
の
欧
州
の
未
来
図
と
は

（
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
九
日
、
於
：
明
治
記
念
館「
孔
雀
の
間
」）

●�

渡
辺
ま
ゆ
：
英
国
政
治
は
今
、
迷
走
状
態
に
あ
る
。
十
二
月
十

二
日
に
総
選
挙
を
控
え
て
い
る
が
、
そ
の
帰
趨
は
、
英
国
含
め

E
U
全
体
の
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。
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●�

渡
辺
ま
ゆ
：
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
政
策
パ
ネ
ル
」
は
、
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
実
像
を
深
く
学
ん
で
い
く
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
る
。
今
次
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
つ
い
て

も
、
そ
の
被
害
や
対
応
の
状
況
は
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、
本
日
は
、
欧
州
に
焦
点
を
当
て
、
各
国
の
対
応
ぶ
り
や

欧
州
統
合
プ
ロ
セ
ス
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
実
証
的
に
掘
り

下
げ
て
い
き
た
い
。
こ
う
し
た

「
パ
ネ
ル
」
の
成
果
は
、
今
後
、

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
施
す
る
国

際
対
話
で
十
分
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

●
渡
邊
啓
貴
：
五
月
二
十
七

日
、
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン

欧
州
委
員
長
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
な
ど

に
総
額
七
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ

の
復
興
基
金
の
創
設
を
発
表

し
た
。
そ
の
資
金
は
共
同
債

の
発
行
で
賄
わ
れ
る
が
、
こ

れ
は
欧
州
統
合
の
歴
史
上
、

に
な
る
。

●�
田
中
素
香
：
英
国
が
「
E
U
離
脱
」
を
強
行
し
た
場
合
、
現
状

の
通
商
関
係
を
維
持
す
る
に
は
、
一
六
八
カ
国
を
相
手
に
、
七

五
〇
の
国
際
協
定
の
締
結
が
必
要
に
な
る
。
離
脱
は
混
沌
の
始

ま
り
で
し
か
な
い
。

●�

伊
藤
武
：
イ
タ
リ
ア
で
は
、
コ
ン
テ
新
政
権
が
成
立
し
、
E
U

と
の
関
係
改
善
に
舵
を
切
っ
た
。
た
だ
し
、
前
政
権
の
「
同

盟
」
も
高
い
支
持
率
を
維
持
し
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
る
。

●�

福
田
耕
治
：
E
U
統
合
に
よ
り
利
益
を
得
る
層
と
排
除
さ
れ
る

層
と
の
分
断
が
進
ん
だ
。
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
新
委
員
長
が

目
指
す
E
U
改
革
は
、
雇
用
・
労
働
政
策
が
密
接
に
関
わ
る
内

容
で
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
課
題
を
ど
う
克
服
す
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。

（
三
）第
三
回「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
る
欧
州
各
国
の
現
実
：
そ
の
影

響
と
対
応

（
二
〇
二
〇
年
六
月
五
日
、
於
：
Z
O
O
M
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
）
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う
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
の
演
説
は
、
国
内
外
に
も
広
く
報
道
さ

れ
、
日
本
に
お
い
て
も
「
シ
ェ
ア
さ
れ
る
首
相
演
説
」
と
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
次
期
首
相
候
補
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出
す
か
が
鍵
を
握
る
だ
ろ
う
。

●�

伊
藤
さ
ゆ
り
：
ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
政
権
は
、
感
染
拡
大
当
初
、

「
集
団
免
疫
戦
略
」
を
掲
げ
、
経
済
活
動
を
犠
牲
に
す
る
行
動

制
限
に
慎
重
で
あ
っ
た
が
、
世
論
の
圧
力
に
押
さ
れ
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
に
至
っ
た
。
現
在
、
E
U
で
は
、
復
興
基
金
と
大
型
の
中

期
予
算
枠
組
み（
M
F
F
）を
始
動
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

英
国
が
加
盟
国
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
容
認
し
づ
ら
い
展
開
に

な
っ
て
お
り
、
英
国
の
E
U
離
脱
は
必
然
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

●�

田
中
素
香
：
イ
タ
リ
ア
は
二
〇
一
九
年
三
月
に
「
一
帯
一
路
」

覚
書
に
署
名
し
、
中
国
へ
の
依
存
を
強
め
る
路
線
を
と
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
経
済
繁
栄
地
域
の
北
部
を
中
心
に
、
繊
維
服
飾
産

業
に
従
事
す
る
な
ど
中
国
人
約
四
〇
万
人
が
居
住
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
必
然
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
今
回
の
E
U

に
よ
る
復
興
計
画
が
イ
タ
リ
ア
の
反
独
仏
・
反
E
U
、
親
露
親

中
の
世
論
を
ど
こ
ま
で
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
今

後
の
イ
タ
リ
ア
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
き
な
一
歩
で
あ
る
。
他
方
、
友
人
の
仏
国
際
問
題
研
究
所
の

ド
・
モ
ン
ブ
リ
ア
ル
理
事
長
は
、「
今
回
は
（
危
機
を
乗
り
越

え
る
の
は
）
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
悲
観
的
な
発
言

を
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
欧
州
に
与
え
た
影
響

は
計
り
知
れ
な
い
。

●�

伊
藤
武
：
欧
州
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
最
も
早
く
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
の
が
イ
タ
リ
ア
だ
。

二
月
に
は
北
部
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
州
・
ヴ
ェ
ネ
ト
州
・
ピ
エ
モ

ン
テ
州
な
ど
イ
タ
リ
ア
の
産
業
集
積
地
で
感
染
者
が
急
増
し
、

三
月
中
に
は
全
土
に
拡
が
っ
た
。
現
在
は
平
常
回
帰
に
向
け
た

「
第
二
局
面
」
に
入
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
以
降
深
刻
な
経
済

危
機
に
見
舞
わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
で
は
、
世
論
調
査
を
見
る
と
、

感
染
拡
大
の
渦
中
で
さ
え
、
最
重
要
課
題
は
経
済
問
題
で
あ

る
。
事
態
が
改
善
す
る
ほ
ど
非
難
の
矛
先
は
、
現
政
権
に
向
か

う
だ
ろ
う
。

●�

中
村
登
志
哉
：
ド
イ
ツ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応
策
の
中

で
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
「
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
だ
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
三
月
十
八
日
に
テ
レ
ビ
で
演

説
し
、「
第
二
次
大
戦
以
来
の
試
練
」
で
あ
る
と
事
態
の
深
刻

さ
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
心
配
り
あ
る
言
葉
で
市
民
に
寄
り
添
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離
脱
派
の
思
い
を
汲
む
よ
う
な
方
向
に
ま
と
め
よ
う
と
し
て
き

た
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
、
着
実
に
、
英
国
を
む
し
ば
ん
で
い

く
。

●�

渡
邊
啓
貴
：
E
U
は
二
〇
一
六
年
に
発
表
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
で
「
戦
略
的
自
立
」
を
謳
っ
て
い
る
。
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
成

立
を
契
機
に
そ
の
意
気
込
み
を
最
も
強
く
示
し
て
い
る
の
は
独

メ
ル
ケ
ル
政
権
だ
。
他

方
、
今
回
の
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
に
よ
っ
て
、
今
後
、

E
U
を
含
め
欧
州
全
体
は

「
自
立
」
で
は
な
く
、「
分

断
」
の
方
向
に
進
ん
で
い

く
恐
れ
も
あ
り
、
状
況
は

深
刻
だ
。

●
伊
藤
武
：
一
九
七
三
年
か

ら
欧
州
委
員
会
が
行
っ
て

い
る
世
論
調
査
（
ユ
ー
ロ

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
）
の

「
E
U
へ
の
信
頼
度
」
に

つ
い
て
の
回
答
結
果
（
二

●�
福
田
耕
治
：
感
染
症
対
策
は
、
正
確
な
デ
ー
タ
の
収
集
と
そ
の

解
析
、
政
策
へ
の
反
映
・
活
用
に
あ
る
。
今
回
、
感
染
防
御
対

策
を
遅
ら
せ
た
原
因
と
し
て
、
W
H
O
に
対
し
て
新
た
な
国
際

機
関
を
創
設
す
べ
き
だ
と
す
る
声
も
あ
る
が
、
W
H
O
事
務
局

長
の
選
任
方
法
、
人
事
改
革
も
考
え
ら
れ
る
。
情
報
の
客
観
性

と
中
立
性
が
担
保
で
き
る
公
衆
衛
生
情
報
を
発
信
し
、
機
関
の

信
頼
性
、
正
統
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
う
。

（
Ⅳ
）第
四
回「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」

　

�

イ
ギ
リ
ス
の
E
U
離
脱
交
渉
の
最
前
線
：
迫
る「
合
意
な
き
離

脱
」へ
の
道

（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
〇
日
、
於
：
Z
O
O
M
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
）

●�

伊
藤
さ
ゆ
り
（
基
調
報
告
）：
英
国
と
E
U
の
新
協
定
の
協
議

は
、
初
期
の
段
階
で
漁
業
権
、
競
争
条
件
の
公
平
性
確
保
に
焦

点
が
絞
ら
れ
た
後
、
膠
着
状
態
が
続
い
て
い
る
。
交
渉
上
の
立

場
は
E
U
が
優
位
と
い
え
る
が
、
今
後
合
意
が
成
立
す
る
か
否

か
は
離
脱
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
公
約
に
縛
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政

権
の
譲
歩
次
第
で
あ
る
。
今
後
、
離
脱
派
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相

が
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
瀬
戸
際
戦
略
を
と
り
、
か
つ
協
定
の
内
容
も
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〇
二
〇
年
夏
）
で
は
、
イ
タ
リ
ア
が
加
盟
国
中
最
低
で
あ
っ

た
。
現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
で
は
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
対
す
る

支
持
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
、
イ
タ
レ
グ
ジ
ッ
ト
（
イ
タ
リ

ア
の
E
U
離
脱
）
に
な
ら
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
。

●�

中
村
登
志
哉
：
ド
イ
ツ
は
二
〇
二
一
年
九
月
に
連
邦
議
会
選
挙

を
控
え
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
ド
イ
ツ
政
府
の
最
優
先
課
題

は
「
合
意
な
き
離
脱
」
や
通
関
・
物
流
な
ど
の
混
乱
の
回
避
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●�

福
田
耕
治
：
英
国
・
E
U
の
間
に
お
け
る
通
商
関
係
を
含
む
将

来
関
係
に
つ
い
て
だ
が
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
交
渉
の
行
方
が
予
断

を
許
さ
な
い
ほ
か
、
双
方
の
交
渉
担
当
官
が
コ
ロ
ナ
感
染
し
た

こ
と
も
あ
り
、
移
行
期
間
を
更
に
延
長
す
る
可
能
性
が
高
い
。

（
Ⅴ
）第
五
回「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」

　

�

英
国
の
E
U
離
脱
と
欧
州
の
行
方
：「
戦
略
的
自
立
」
に
向
け

て
（
二
〇
二
一
年
三
月
五
日
、
於
：
Z
O
O
M
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
）

本
パ
ネ
ル
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
第
三
章
（
一

六
一
～
一
七
四
頁
）
を
参
照
。
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［特集］
「欧州政治」のリアル
バックステージ　第二章概

要
案
内

■
設
立　

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
民
間
・
非
営

利
の
外
交
・
国
際
問
題
に
関
す
る
総
合
的
な
調
査
研
究
・
提
言
機

関
を
日
本
に
も
設
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
い
て
、

一
九
八
七
年
三
月
に
、
会
員
制
の
政
策
志
向
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
に
公
益
財
団
法
人
に

移
行
し
、
二
〇
一
七
年
に
は
設
立
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

■
目
的　

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
わ
が
国
の
対
外
関
係
の
あ
り
方
お

よ
び
国
際
社
会
の
諸
問
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
、
広
範
な
国
民
的

立
場
か
ら
、
諸
外
国
の
声
に
も
耳
を
傾
け
つ
つ
、
常
時
継
続
的
に

調
査
・
研
究
・
審
議
・
提
言
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
成
果
を

世
に
問
い
、
ま
た
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
各
種
の
発
信
・
交

流
・
啓
発
等
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
わ
が
国
お
よ
び
国
際
社
会
の

平
和
と
繁
栄
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
組
織　
【
会
長
】
伊
藤
憲
一
、【
理
事
長
】
渡
辺
ま
ゆ
、【
理
事
】

伊
藤
剛
、
伊
藤
将
憲
、
神
谷
万
丈
、
菊
池
誉
名
、
田
久
保
忠
衛
、

半
田
晴
久
、【
監
事
】
内
藤
正
久
、
渡
部
賢
一
、【
評
議
員
】
有
馬

龍
夫
、
石
垣
泰
司
、
大
宅
映
子
、
畔
柳
信
雄
、
坂
本
正
弘
、
佐
藤

謙
、
袴
田
茂
樹
、
廣
野
良
吉
、
渡
辺
利
夫
、【
顧
問
】
石
井
直
等

十
三
名
、【
最
高
参
与
】
田
中
明
彦
、【
参
与
】
青
木
保
等
二
十
三

名
。

■
専
門　
（
一
）
国
際
政
治
・
外
交
・
安
全
保
障
等
、（
二
）
国
際

経
済
・
貿
易
・
金
融
・
開
発
協
力
等
、（
三
）
環
境
・
人
口
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
・
防
災
・
感
染
症
等
の
地
球
的
規
模
の
諸
問

題
、（
四
）
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
等
の
新
領
域
の
諸
問
題
。

■
活
動　
（
一
）
政
策
提
言
活
動
、（
二
）
公
開
討
論
活
動
、（
三
）

調
査
研
究
活
動
、（
四
）国
際
交
流
活
動
、（
五
）情
報
収
集
活
動
、

（
六
）
国
際
枠
組
活
動
、（
七
）
広
報
啓
発
活
動
。

公
益
財
団
法
人
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
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会
員
制
度
の
ご
案
内

　
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
問
題
や
外
交
政
策
に
関
す
る

民
間
・
非
営
利
・
独
立
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
す
が
、
そ
の
活
動
は

趣
旨
に
賛
同
す
る
多
数
の
会
員
の
参
加
と
貢
献
に
よ
っ
て
維
持
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
個
人
会
員
、
一
社
、
一
団
体

で
も
多
く
の
法
人
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
参
加
を
得
た
く
、

こ
こ
に
そ
の
会
員
制
度
に
つ
い
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

■
会
員

　
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的
に
賛
同
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
法

人
お
よ
び
個
人
を
会
員
と
し
ま
す
。

■
会
員
の
種
類

（
一
）
法
人
正
会
員
会
費
（
年
一
口
一
〇
〇
万
円
以
上
）
を
負
担

す
る
会
員
を
法
人
正
会
員
。

（
二
）
個
人
会
員
会
費
（
年
一
口
一
万
円
以
上
）
を
負
担
す
る
会

員
を
個
人
会
員
と
し
ま
す
。
な
お
個
人
会
員
は
外
交
・
国

際
問
題
に
つ
い
て
一
定
以
上
の
知
識
と
関
心
が
あ
り
、
個

人
会
員
１
名
の
推
薦
を
受
け
た
方
と
し
ま
す
。

■
会
員
の
特
典

　
会
員
は
、
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
り
、
そ
の
作
成
す
る
公
開
・
非
公

開
の
刊
行
物
そ
の
他
資
料
等
の
配
布
を
受
け
る
ほ
か
、
当
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
主
催
す
る
公
開
・
非
公
開
の
会
議
等
に
招
待
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
個
人
会
員
か
ら
は
、
実
費
を
申
し
受
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

■
入
会
方
法

　
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
（
左
記
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
寄
附
の
ご
案
内

　
上
記
の
会
員
制
度
を
通
じ
た
継
続
的
な
ご
支
援
と
は
別
に
、
ご

寄
付
（
ご
遺
贈
を
含
み
ま
す
）
に
よ
る
随
時
、
随
意
の
ご
支
援
も

歓
迎
い
た
し
ま
す
。
ご
寄
付
の
お
申
し
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
務
局

■
住　
　

所　
〒
一
〇
七
―
〇
〇
五
二　

　
　
　
　
　
　
東
京
都
港
区
赤
坂
二
―
一
七
―
一
二
―
一
三
〇
一

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
三
―
三
五
八
四
―
二
一
九
〇

■
Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
―
三
五
八
九
―
五
一
二
〇

■
Ｅ
メ
ー
ル　

jfir@
jfir.or.jp

■
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

http://w
w
w
.jfir.or.jp/
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189かくし

本
号
で
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
き
わ
め
て

戦
略
的
重
要
性
が
高
い
「
欧
州
」
に
着
目
し
、

特
集
を
組
み
ま
し
た
。
今
日
、
国
際
社
会
は
、

「
多
元
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
時
代
」
に
突
入
し

た
と
い
う
世
界
観
の
も
と
で
、
現
在
、
複
数

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ち
な
み
に
「
多
元
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」

と
は
、
既
存
の
国
際
秩
序
の
基
調
で
あ
る
「
リ

ベ
ラ
ル
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
が
、
中
国
・

ロ
シ
ア
等
の
権
威
主
義
国
家
が
推
進
す
る
「
非

リ
ベ
ラ
ル
・ 

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
の
挑
戦
を

受
け
、
さ
ら
に
は
従
来
か
ら
あ
る
気
候
変
動

や
感
染
症
等
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
」

に
加
え
、
Ａ
Ｉ
・
サ
イ
バ
ー
な
ど
の
未
踏
の

「
テ
ク
ノ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
が
、
人
類
社

会
を
根
底
か
ら
変
容
さ
せ
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か

で
、「
欧
州
」
の
戦
略
的
重
要
性
に
着
目
し
、

「
欧
州
政
策
パ
ネ
ル
」
を
立
ち
上
げ
「
欧
州
」

の
動
向
を
分
析
し
て
き
ま
し
た
。
他
方
、
こ

の
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
日
本
は
欧

州
と
の
協
力
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
コ
ロ
ナ

は
「
多
元
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
時
代
」
に
内

在
し
て
い
た
諸
課
題
を
一
気
に
顕
在
化
さ
せ

ま
し
た
。
中
国
の
マ
ス
ク
外
交
や
、
戦
狼
外

交
と
呼
ば
れ
る
強
硬
な
行
動
に
よ
っ
て
、
世

界
の
２
大
強
国
で
あ
る
米
中
の
対
立
は
先
鋭

化
し
ま
し
た
。
貿
易
分
野
を
こ
え
て
、
デ
ジ

タ
ル
分
野
、
さ
ら
に
は
価
値
観
の
面
に
ま
で

影
響
が
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
は
米

国
と
日
米
同
盟
を
結
ん
で
い
ま
す
し
、
中
国

は
隣
国
で
経
済
的
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
り
、

両
国
の
狭
間
に
い
る
日
本
と
し
て
は
、 

バ
ラ
ン

ス
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
、
わ
が
国
の
外
交
戦
略
を
構
想
す
る
上
で

普
遍
的
価
値
を
共
有
す
る
「
欧
州
と
の
協
力
」

が
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
重
要
な
鍵
に
な
っ
て

く
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

新
時
代
の
日
欧
協
力
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
号
は

「
こ
れ
一
冊
を
読
め
ば
『
欧
州
の
真
の
姿
』
が

理
解
で
き
る
」
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
か
つ
権
威

あ
る
手
引
き
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

 
発
行
人　

渡
辺　

ま
ゆ

◆
編
集
後
記
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